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八路軍 移動 宣傳嫁 中 の 女子 宣傳^ 


閱 接の 隊衣便 軍路 八 


話 訓の朗 るす 封に 士乓 軍路 八 


き 大衆 尺の 軍路 八る け 於に 縣〇〇 


懷德彭 令 司 副 軍路 八 の 中閱檢 Pi 衛 ft 民 農 


游 4? な 版出發 前の^ 動？ g 、！ 


この ー卷を 

遙 かに 戰 時下なる 故 國の同 泡 

に捧ぐ 


減 共の 聖 業に 從ふ玆 に 八 年。 初め 蘇滿國 境滿洲 里の 瞎 野に 於て 赤 魔の 兇暴に 惱む 民衆の 慘狀を 

目撃し、 奮起して これが 剿滅の 研究に 志し、 或 時 は 零下 四十 度膚を 刺す 氷雪 を衝 き、 ト イカ を 

驅 つて 情報 を 蒐集。 或 時は國 境に 共 產黨員 を 誘致し、 つぶさに 赤 都の 現 狀を採 知し、 或は また 越 

境の ソ 聯 士官 を 拉 して 貴重なる 端緒 を つかむな ど 辛酸 を嘗 む。 

次いで この 體驗と 資料 を 提げて、 新與滿 洲國の 裏面に 策動せ る 共産分子の 機微に 瞬れ、 同志と 

額 を あつめて、 これが 對 策に 幾度 か 夜の 更 くる を 知らなかった。 

1 昨年 事 變勃發 す る やその 背後に il 動す る 共産 軍 の 輕視す ベから ざる を視て 愛國の 熟 情禁す る 

能 はす、 專心黨 軍 策動の 資料 を t 鬼 集し、 或は 身 を 以て これが 實 地に 觸れ、 殆ど 剿 共 滅黨の 業務に 

沒頭 寧日 無き こと 一年 有半、 自ら 纏った 草稿 を 整理して 先づ 公に する 次第で ある。 

素より 淺 才菲舉 世に 問 ふに 足りない が、 現地に あって これ だけの 便宜 あり 現狀を 知り 得た こと 

は、 獨り 私すべき もので ない ばかりでなく、 今や 世界 を 擧げて 支那 共産軍の 跳梁跋扈 を 如何にす 


べき か は 焦 の大 問題で ある。 故國 一 億 民衆 も nn 夜 この 大 問題に 注意 を 怠る 者 は 一 人 も ある まひ 

と 田 5 ふ。 

^亞新 秩序 建設の この 際に 當 りて 故國 同憂の 士に對 しこの 一 卷を獻 する こと も 亦報國 丹心の 然 

ら ー むる ところと して 諒 せられたい。 時、 靖國祌 社 春季 大祭 典の 聖日に 當り 序す る 次第で ある。 

靖國の 祭 ある 日 

昭和 十四 年 四月 二十 五日 
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支那 共産軍の 現勢 


一 、 大 西北 主義 を往く 

九月！ こ k 朔 北の 藤 野 は 早く も 冷えぐ とした 秋風が 崩れた 長 城の 祜草を 靡かし、 雁の 群が 

碧空 を 北に 渡って ゐた。 

突如 この 靜寂を 破って 地平線の 彼方より 灰色の 木棉 服、 眞 紅の 旗、 白地に 藍色で 「民族 英雄」 

と染拔 きの 腕章 を卷 いた 蜿々 長蛇の列が 浮ぶ と 見る と、 何 言 を か 高らかに 勇 壯な歌 調が 流れ出し 

た。 

革命歌で ある。 彼等の 一隊 は 今し 長 城 線に 沿って 北山 西から 察 吟爾の 方へ 動いて ゐた。 

これ ぞ、 支那 共產 軍で あり、 今や 國民 革命： 球 第八路 軍と 改編し、 總 司令 朱德に 指揮 せられる 最 

も抗戰 意識に 燃 ゆる 將兵達 であった。 

折から 同 方面の 西部 戰場 では、 皇軍 は 南口、 居 庸關、 張 家 口、 夭 鎭、 大同と 連戰 連勝 破竹の 如 


き 勢 を 以て、 閻錫 山、 傳作 義軍 を追擊 して ゐた。 この 形勢の 不利 を 挽回す る 援軍と して 共産軍が 

出動した のであった。 かくて 我 軍と 共產 第八路 軍との 戰鬪は 勾 注 山に 於て その 激烈なる 最初の 火 

蓥を 切った。 i 各地の 戰 鬪を閱 して 二 年 有餘、 共産軍 は 目下 主力 戰を 回避して 專ら 執拗なる 遊 

擊戰 を連繽 し、 今な ほ 華北に 寵 動を繽 けて ゐる。 彼等 は 軍事行動の 外に、 政治 行動 をより 重大視 

し、 支那 四 億の 民心 を 把握し、 これ を 組織 せんとす る 恐るべき 敵で ある。 

漢 口の 陷落は 支那 軍の 武力 を 西南に よる 國民黨 軍と 西北に よる 共産軍と に 二分した。 かくて 西 

北に 敗退した 共産軍 は、 陕西、 甘肅、 寧 夏 三省の 夭 險を 頼みと し、 人煙 萬 里の 塞 外に 立籠って、 

荒凉 たる 自然と 戰ふ 一方、 我 軍の 攻勢に 戰 きながら 三百 萬 ぶが を 組織し 動員し、 陕甘 寧ソヴ HI 

ト ti: を 結成し、 凡ゆる ソヴヱ ー ト制を こ-. 1 に實 施して 最後 迄 抗戰を 長 嘯す る。 しかも 彼等 は 背後 

の 赤色 勢力た る 外蒙古、 新疆 省、 さて は ウラル を 越えて コミンテルンの 牙城に 俊存 して、 これら 

を 結ぶ 大 赤色 ル ー トを 手繰る が 如く、 西北へ、 西北へ と遁 入す るで あらう。 

「日 蘇せ！^ し戰は ど？」 支那 共産軍の 前衛 的 役割 や して 如何？ 恐るべき コ ミ ンテ ル ン の 東方 赤 

化 謀略 は 支那 共産軍の 一 擧手 一 投 足に 宛 も アンテナに 觸れる 電波の 如く 敏感に 察知され る。 世界 

の 關心は 今や 支那 共産軍の 動きに 注がれて ゐる。 


這 次 事變に 登場し 支那 四百 餘州 を舞臺 として、 共産軍 は 何 を 成さん とする か、 何 を 成しつ >1 あ 

るか、 これら 謎の 怪體は 以下 章 を 追って 讀 者の 目前に 永 解され るで あらう。 

二、 國共 合作の 進展 

國民 黨、 共 產黨の 再 合作 實 現の 端 緖は、 北 伐 完成 後の 剿共ク ー デ タ，' 以來不 斷に繽 けられて き 

た 政治的、 或は 軍事的な 鬪爭の 形勢 轉變と 至大の 關聯を 有する ものであるが、 これ を具體 化に， 導 

いた 最も 大きな 原因 は、 支那の 對日 乃至 一般的 對外 情勢の 變 化と 共 產黨の 理論的 轉向 である。 即 

ち 日支關 係の 緊迫 は 支那 民衆 間に、 今 こそ 民族 危機の 到来で ある、 この 政治的 鬪爭の 目標 はこの 

民族 危機 を脫 すべき 抗日 運動に あると 思考され、 所謂 人民 戰線 運動 を 醸成す るに いたった が、 斯 

の 如き 情勢に 對 する 國共 兩黨の 認識 も 次第に 接近し、 對日 問題 を 目標と する 雨黨 合作 意見の 癡頭 

となった。 

曩に 一 九 三 五年モ スクヮ に 開催 せられた コ ミン テル ン第七 次大會 は、 世界 各國に 人民 戰線 運動 

を發 生せ しめたが、 支那 共 產黨も 階級 鬪爭 より 對日 抗爭 へ、 反 國民黨 より 國共再 合作へ と 理論的 

大轉換 をな し、 この 目的 を 貫徹す る爲 まづ、 全國 的に 人民 戰線的 存在た る 救 國會を 結成せ しめ、 


熾ん に 新 理論 を 普及 宣傳 した。 

• 西 {.1^ 事件 はか. -る 情勢 裡に 突發 し、 これ を 巧に キヤ L チ した 支那 共產黨 は、 國共再 合作の 具體 

的な 第一歩と し、 同事 件の 和平 的 解決 や、 國民黨 三 中 全 會を經 て 這 次の 日支戰 鬪行爲 と^した。 

かくて 昭和 十二 年 七月 魔 溝 橋 事件の 突發 とその 全面的 日 支戰鬪 への 擴大 は、 支那 民族 空前の 對 

外抗爭 として 蔣介石 を 中心に 擧國 一 致、 各黨 各派 圑 結の 局面 を呈 し、 國共 は" 抗日 戰爭に 於け る 

巾 心 勢力と なった。 

超えて 八月 二十 五日、 支那 共 產黨は 二つの 大きな 變化 を招來 した。 即ち 

一、 ソヴヱ ー ト 政府 を 取消して 特 151! 政府と す。 

二、 紅 軍 を 改編して 國！ 革命 第八路 軍と なす。 

朱德、 彭德懷 は 同日 第八路 軍總、 副 指揮に 就任し、 左の. 如き 通 電文が 全 國に發 せられた。 

「口 寇 進攻し、 民族の 危急 逼る。 我 軍 は纓を 請うて 敵に 當り義 として 反 顧す るな し。 兹に 幸に 堅 

く 抗戰を 決し 衆 志 旣に長 城の 如し、 八月 二十 二日 國ぉ 政府 軍事 委員 會ょ り、 朱 德を國 お 革命 第 八 

路 Jaf 總 指揮と なす。 彭德懷 を 同副總 指揮と なす。 

旨の 委任 命令 を 奉じ 直ちに 紅 軍 を 改編して 國： 命 軍 第八路 軍と し 即時 就職し、 部隊の 改編 も旣 


に 完成し、 東進して 敵に 當 らんと す。 朱德等 至誠 を竭 して 蔣 委員長 を 擁護し 全國 友軍の 後に 追 隨- 

して 命を戰 場に いたし、 誓って 日 寇を減 ぼして 失地 を 回復し、 中華 民 國の獨 立、 自由、 幸福の た 

め、 飽くまで 奮鬪 せんこと を 誓 ふ。 謹んで 電を 奉り 敬し く 明敎を 侍つ。 

中華 民 國國民 革命軍 第八路 總 指揮 朱  德 

同  副總 指揮 彭 德 懷 

當時第 八 路軍 の 各 高級 將校 の 人名 は 左の 如くであった。 

朱德、 彭 德懷、 賀龍、 蕭克、 徐向 前、 徐海 東、 劉 伯 誠、 王 嫁薔、 羅炳 輝、 mi. 任弼 時、 陳 

昌浩、 薰振 東、 關向 鹿、 左權、 聶 榮臻、 程 子 華、 張 雲 逸、 羅瑞 卿、 陳泊钩 、王 震、 張子 意、 陳 光道、 

王 宏坤、 黄 起、 謝 玉 生、 陳 海松、 陳 世才、 李 先 念、 周 純 全、 周 子坤、 李. 4 然、 何畏、 王 維 周、 關 紅彥、 

陳 光瑞、 周昆、 袁圓 平、 宋時 輪、 宋 任窮、 朱瑞、 駐京 辨事處 主任 薬 劍英、 駐滬 辨事處 主任 潘漢年 

九月 三日 屮國 共產黨 中央 委員 會は續 いて 「銃 一 圑結、 ； H ハに國 難に 赴く の宣 曾」 を發 表した。 そ 

の 全文 左の 如し。 

親愛なる 同胞 達よ。 中國 共產黨 中央 委員 會は 謹ん で 極めて 大 なる 熱誠 を も つ て わが 全國の 父老. > 


兄弟 姉妹に 向って 宣言す る。 この 國難 重大に して 民族 生命の 存亡に 繫 るのと き、 我等が 祖國 の存， 

亡 を 救 ふために 和平 統一 圑結禦 侮の 基礎の 上に あって、 旣に 中國國 民黨の 諒解 を 獲得し、 共に 國 

難に 赴くべく 決心した。 諸君 は 民族 生命の 危急存亡の 現， 在、 た义 我等 11^ 族內 部の 圑結 によって、 

始めて 日本 帝國 主義の 侵略に 戰 勝し 得る こと を 知る。 中共 中央 は 特に 我等 民族の 光明の 燦爛たる- 

前途 を 慶賀す る。 たど 我等 はこ の 民族の 光輝 ある 前途 を現實 的に 獨立 自由 幸福な 新中國 とする た 

めに は、 全國 同胞 各 一 人々 々 の 熱血 ある 黄 帝の 子孫が 堅忍不抜の 努力 奮 鬪を耍 する こと を 知る。 

鼓に 我等 奮闘の 總 目標 を 提出す る。 

( 一 ) 中華お 族の 獨立 自由と 解放 を爭 取す るた めに は、 先 づ切實 迅速に 民族 革命 抗戰を 準備し 

發 動し 以て 失地 を 恢復し 領土、 王 權を完 整す。 

(二) 民權 政治 を實 現し、 國民 大會を 開き、 以て 憲法 を 制定し 救國 方針 を 規定す。 

(三) 中國 人民の 幸賴と 愉快な 生活 を實 現す るた めに、 先 づ切實 に災荒 を救濟 し、 民生 を 安定 

し、 阈 防經濟 を發展 せしめ、 ル 民の 痛苦 を 解除し、 その 生活 を 改善す。 

屮共 はこの 總 目標の 下に 全國 同胞と 手 をと つて 一致 努力 せんこと を 願 ふ ものである。 而も、 こ. 

の 崇高なる 目標 を實 現す るた め、 前途に は 幾多の 障害と 困難 を 克服すべき を 知る。 これが ため 我. _ 


等 は 特に 全國に 向って 宣言す る。 

( 一 ) 孫 中 山 先生の 三民主義 は中國 必需の ものにして、 本黨は その 徹底的 實現 のために 奮闘す 

る を 誓 ふ。  . 

(二) 中 國國民 黨政權 を 推 翻す る 一切の 暴動 政策 及び 赤化 運動 を 取消し、 暴力 を もって 地主の 

土地 を沒收 する 政策 を 停止す。 

(三) 現在の 中華 ソヴ エツ ト 政府 を 取消して 民權 政治 を實 行し 以て 全 國政權 の 統一 を 期す。 

S 紅 軍の 名義 及び 番號を 取消して 國 2^ 革命軍に 改編し、 國民 政府 軍事 委員 會の 統轄 を 受け 

出動の 命 を 待ち、 前線に 於け る 抗戰の 職責 を擔 任す。 

親愛なる 同胞 達よ。 圑 結して 起て、 起って 民族的 圑 結を擎 固に し、 tn 本帝國 主義の 壓迫を 推 翻 

する 爲に 奮闘せば、 勝利 は必す 我等 中華 民族に 屬 する。 抗日 戰爭、 勝利 萬 歳、 獨立 自由の 新中國 

萬 歳。  ， . 

一  中 固 共產黨 中央 委員 會印 

三， 共 逢 軍の 大西遷 


國ぉ 革命 第八路 軍の 前身 は 紅 軍で ある。 彼等 は 嘗て 江 西省瑞 金に！^ し、 ここに 立籠って 省內民 

衆の 協 助 を 頼みと し、 巧なる 遊 擊戰術 を 利用して、 蔣介 石の 精鋭 中央 軍と 交戰 する こと 八 九 年の 

久しき に 及んだ。 

この間 四 次に 百 一る 剿 共 戰を經 過し、 數十 萬の 中央 軍 を 動員す る も 彼等 紅 軍を絕 減し 得す、 却つ 

て壞々 敗錄を 喫した。 これが 爲蔣介 石の 心痛 は ひと かたなら す、 彼 をして 重い 祌經 衰弱から 狂氣 

にまで 陷れ た。 第五 次圍 剿に いたった 中央 軍 は 初めて 正攻法に よる 戰 法の 非なる を覺 り、 苦き 經 

験の 結 菜 は 有名なる r 穏紫穏 打」 「堅 壁 淸野」 r 碉堡 政策」 の 諸 戰法を 案出せ しめた。 これによ つ 

て 着々 奏效し 戰區は 日 一 日と 縮少 され、 主動から 被 動 主義と なった。 當時紅 軍の 參謀部 は 歷と藥 7 

品との 缺乏に 漸く 疲勞 の徵を 見せ 初めた 軍隊 を、 もう 一 度强 固なる 陣地の 建 直 を なすこと によつ 

て 最後の 抵抗 をな さし めんと 企圖 したが、 一部の 有力な 意兒の 擡頭 は、 赤 都 端金 を 放棄すべく 決 

心せし め、 、H: 力 を 一 點に 集中、 湖南、 廣東省 境の 空虚なる に乘 じて 一 氣に 重圍を 突破し、 廣大な 

る戰 野に 到達した。 

^は 一 九 三 四 年 十月、 中央 軍の 猛將陳 誠の 攻擊 に數 年来の 紅 軍根據 地たり し 赤 都 瑞金は 遂に 陷 

落した。 彼等の 最初の 落 先 は 湖南 西部 を豫定 し、 決して 遙々 西北まで 移動すべく は考 へて 居な か ■ 


つた。 先 づ蕭克 に 命じて 路を 探り、 湖南 西部から 賀 龍の 長江 渡河の 技術に より、 三峽 151； 域から 北 

に 長江 を 渡って、 再び 發展 を企圖 せんとした ものである。 いづく んぞ 知らん 中央 軍の 追擊 にし 

て、 湖南 西部に 止る 能 はす、 貴 州に 入らん とせし も、 貴 州 は 四面 皆 敵、 已む なく 轉 じて s: 川から 

西南に 轉 じて、 松 潘ー帶 に暫駐 して 形勢 を 見ん とした。 然るに 土 城の 一敗に よって 雲 南 叫 川の 省 

境に 入り、 辛苦 を 重ねて 四川 西北に 到った が、 同地 は蠻荒 千里、 人 を容る k 餘地 なく、 且つ 松潘 

の 要地 は旣に 中央 軍胡宗 南の 有に 歸 して ゐた。 已む なく、 始め 甘肅に 出て 陕 北に 到り、 劉 子 丹、 

徐海 東と 會合、 久しから すして 賀龍、 蕭克、 徐向 前の 部隊 相繼 いで 至り、 遂に 大圑圓 を 完成した 

ので ある。 

この 長途の 敗走 は 實にニ 萬 五 千里に 及ぶ もので、 眞に 弊衣 破，、 跣 足の 姿で、 峻 な 山 また 山 

を迪 り、 中央 軍の 息 を もつ がせぬ 追擊は 村落に 駐屯して 兵糧 を徵發 する 暇 さへ 與 へす、 兵士 は {4! 

腹と 極度の 疲勞に 落伍者 死亡者 繽 出し、 紅 軍の 戰鬪カ は 甚大な 破綻 を來 した。 或 時は溪 谷の 水 を 

飮 みて 全隊 餓を 凌ぐ 等、 言語に 絶す る 幾多の 困難と 危險 は悲壯 なる シ，' ンを 展開した。 . 

而も 折角 迎 りついた 陕西省 北部！ そこ は 土地 疲療 にして 寒冷、 民度 極めて 低く して 到底 餓え 

たる 豺 狼の 如き 紅 軍 を 長く 留 むべき 土地ではなかった。 


彼等 は 服 を 轉じ隣 省 山 西の 富 を靈诞 した。 昭和 十一 年 二月、 餓えた る 狼 群 は 牙 をむ いて 堅 水の 

黄河 を 渡る よと 見る と、 雪崩の 如く 赤 豹毛澤 東の 指揮す る 二 萬 三千の 共産軍が、 南山 西に 侵入、 

忽ちの 中に 山 西 省 百 五 縣の中 その 三分の 一 を 占有して しまった。 

中央 軍が 當時 若し 東方から これ を壓 迫し なかったなら、 波 等は汾 河流 域の 沃野に あって 一 面. Hr 

己 を 補充し、 一 面 全 國の對 外 {4j 氣を 激動した であらう。 然し、 閥 錫 山 軍と その 援軍 中央 軍との 聯 

合 園 剿 軍 は、 m 圍 から 漸次 包 圍圈を 形成し、 碉堡 線の ある もの は 相當に 構築され、 加 ふるに 中央 

軍 の 飛行機 其 他 精鋭 武器 による 圍攻は 遂に 彼等 をし て 支へ 切 れす、 五月 一，： T ぴ陕 北に 遁入 せしめる 

にいた つた。 爾來 共産軍 は悶々 の 裡に機 を 窺 ふこと 半 歳、 遂に 西 安 事件の 絕好 チャンスに 遭遇し 

たのであった。 

四、 六 中 全會の 開催へ 

昭和 十三 年 十月 十二 日より 十四日に； 且り、 陕 西省延 安に 於て 共 產黨六 中 全會は 開催され た。 こ 

れ武漢 喪失 後に 於け る 西北 主義に 據 らんと する 共產黨 今後の 對策を 凝議せ る ものにして、 頗る 注 

目され たが、 領袖 毛澤 東の 報 吿演說 は 次の 如く、 その 內容を 窺 ふこと がで きる。 


本日 同志 諸君に、 共產黨 民族 戰爭 中に 於け る 地位に ついて、 下記の 諸問題 を 報告す る。 

全 國は今 正に 砲火 連 夭 し、 全世界 戰爭を 惹起 せんとす る 危機 切迫の 時に 於て、 我が 六 中 全會擴 

大會を 開催せ り。 我等 は 今 如何なる 工作 を實 行すべき か？ 我等の 目的 は何處 にあり や？ 我等 

は必す 全國 一 切の 愛國黨 派、 一 切の 愛國 同志 は 永遠に 圑 結し、 新なる 困難 を 克服し、 新なる 力量 

を 動員し、 目前に 於て は 敵の 進攻 を 阻止 せんとす る 者で ある こと を 信す る。 

將來に 於て は 反攻 を實 行し、 日本 帝國 主義の 驅逐を 達成し、 三民主義 共和 國の 目的 を 建設 すれ 

ば、 我等 は必す 自由と なり、 我等 は必す 勝利 を 得る ものな り。 以上 は 我等の 目的に して 私の 報告 

する 總 方針で ある。 

1、 我黨の 中央 全 體會議 は 一九 三 四 年 一月、 江 西 省に 於て 第五 次 中央 全會を 開催して より 約 五 

ケ 年を經 た、 從來各 中央 委員 は 其 工作が 阈 外に 分散し、 各種 不同の 環境に ありた る爲 全員の 集合 

は 不可能な りき。 然るに 今次 は數 人の 同志 分散 を 除く 外 大多數 の 中央 委員 は 全部 出席せ り、 加 ふ- 

る  に全國 各地 の 多 數領導 工作 同志 も 出席し 玆に第 六 次全國 代表 大會を 開催す 人數の 多き こ と に 於. 

て も 第一な り、 本 來第七 次全國 代表 大會は 本年 擧 行の 豫定 にて 準備せ る も、 戰 局の 緊張せ る爲、 

止む を 得す 明年に 延期せ り、 然れ ども 現 時の 戰局は 幾多の 問題 を發 生す、 之に 對し 明確なる 決議 


をな し 以て 抗戰の 勝利 を 獲得すべく、 擴大 中央 全 會を擧 行せ り。 

二、 五 中全會 より 六 中 全會に 至る 五 年間、 我等 は 幾多の 重大なる 事 變を經 過せ り、 その 主なる 

もの は國 内に 於け る各黨 派、 各階 級の 相互 對立、 抗日 民族 統一 戰 線の 出瑰、 九. 一八に 於け る 日 

本 の 侵略 に 相繼ぎ 第一 一 段 の 侵略 開始 等 々 。 我等 はこれ ら 前 の 歷 的事變 の發 生に 依り 新なる 勝 

利 計畫に 基き 新なる 政治 方針 を 採取せ り。  • 

三、 これら 新なる 條件 下に ありて、 國民黨 は 我が 共產黨 との 合作 を 希望し、 抗日 民族 統一 戰線 

の 新政 策 を 主張し、 抗日 的 立場 も圑 結され、 蔣介 石の 領 導に ありて 全 國各黨 派 は 協力し、 日本の 

侵略に 對し 未曾有の 全 民族的 反抗 を 開始せ り。 

昨年 七月 七日 蘆溝橋 事變發 生後、 全 中國は 民族 領袖と 最高 領袖の 領導 下に ありて 流血 を發 生し 

全 中國は 一大 络前的 抗日 大圑結 を 形成せ り、 而 して 偉大なる 抗日 民族 統一 戰線を 形成せ り。 廣溝 

橋 事變發 生後 二 ヶ月、 即ち 八月、 我 黨は十 大要 綱を發 表し、 同時に 我 軍 は 完全に 華北に 向けて 出發 

せり。 其 後 九月 十二 日、 我等 は 赤誠 圑結。 以て國難にぁたる意味に於て、國共兩黨の抗日2^族統 一 

戰 線の 基礎 を 確定し、 抗日 民族 統一 戰 線の 發展 を^ 同と すべく、 我 黨は國 共 合作 抗日と 合作 建国 

の 宣言 を發 表せり、 この 時 南北の 紅 軍 は國民 革命軍に 改編され. y 甫作戰 に出發 せり、 玆に 於て 抗. 


m 圑結は 益々 進歩す。 この 圑結を 見る まで 幾多の 曲折と 困難 を經 過し、 完成し 得た る ものにして 

中央と 全黨の 努力に 依り、 我黨の 新政 治 方針に 對し阈 際 共 產黨の 同意 を 得る に 至れる ものな り。 

s、 共 產黨國 際 決議に 於て 決定せ る 如く  (九月 八日 新 華 日報々 道) 中華 民族の 勝利の 爲に、 全 

世界 各國 共產黨 及び 無産階級 は中國 抗日 戰爭を 援助す る ものな り 云々、 國共 合作 抗日 民族 統. ー戰 

線の 實現 は、 中國 必勝 を 決定す る ものにして、 全世界 人 をして 中國の 奮起 を 知らし め、 壹百 年間 

の 凌辱、 侵略、 壓 迫に 對し、 敢然 最後の 勝利と 中華 民族 自由 解放の 光輝 を 目指して 奪 起せる こと 

を 知らし む ものな り。 

五、 全國 人民 は 皆 共 產黨の 意見 發表を 希望し あり、 新なる 環境 は 幾多の 問題 を 現出す。 根本的 

問題 は已に 解決せ る も、 新なる 環境に 於て 新なる 意見と 新なる 問題の 解決 を 我等に 要求し あり。 

新なる 問題と は何ぞ や？ 

如何にして 現在の 基礎に 新なる 力量 を 加 ふるや？ 如何にして戰ハ^；^の難關を突破するゃ？ 如 

何に して 敵の 進攻 を 阻 4} する や？ 如何にして 敵 驅逐の 目的 を 達成す る や。 以上 は 現下 問題の 關 

鍵に して、 全國 民の 議論と 焦慮の 原因な り、 故に 我等 は これら 問題に 對し 解答 を與 ふる 責を 有す。 

十五 ヶ月の 抗 戰經驗 により、 何を證 明し 得た る や？ 抗戰は 長期な り や？ 短期な り や？ 最 


後の 勝利 は 敵 か中國 か？ 抗"戰 により 出路を 見出す か？ 或は 妥協に 依り 出路を 見出す か？ 

如何なる 方法 を 以て 長期 戰爭を 支持し、 最後の 勝利 を 獲得す る や？ 

抗日 戰爭は 如何に 變 化しつ. - あり や？ 新 階段と は 如何なる 性質の ものなる や？ 武漢 固守の 

おに 於け る戰 局の 變遷 如何？ 全 中華 民族の 現在に 於け る 緊急 任務 如何 等々。 

共 產黨の 長期 抗戰は 如何なる 根據を 有する か？  . 

. 共 產黨は 如何なる 辨法を 以て、 國 共兩黨 間の 關係を 改善す る や？ 合作 抗戰 のみなら す、 含 作 

建國に 依り、 如何なる 國 家が 成立す る や？ 

三お 主義と 共産主義との 關係 如何？ 

世界 風雲 は 如何に 緊張し あり や？ 其 趨勢 如何？ 中國 抗日 戰爭 と、 世界 フ ァ ッ ショ 運動との 

關係？ 巾 闽 共 產黨の 2^ 族戰爭 中に 於け る 地位 如何？ 共產黨 員の 政治 任務 及び 工作 態度 如何？. 

共 產黨は 如何なる 良法 を 以て、 他黨 と他黨 人民と 聯 繋し、 艱難なる 時局 を 順 利に 導く や？ 共産 

黨の 内部 關係 如何？ 如何なる 優良 方法 を 以て 全 黨を圑 結し、 抗日 戰爭 中に 於て 目前の 艱難 時局 

に對し 如何なる 作用 をな す や？ 

共 產黨の 第 七 次代 表大會 如何？ 等々 これらの 各種 問題 は 皆 重大に して 關聯を 有する ものな り 


以上の 問題 は 黨內黨 外に 切迫し、 その^ 決 を 要求し あり、 最近 數 ヶ月 間以來 我等 はこの 種 要求に 

對し 回答 を與 へ來れ り。 

我等の 國家は 一大 複雜 なる 國家 なり、 而 して 今 強大なる 日本 帝國 主義と 決戰を 期さん とす。 而 

して こ の 鬪爭は 今や 新 段階に 接近し つ. - あり、 こ の 時期に 於て 擴大六 中 全會は 開始され たる もの 

なり。 故に 擴大六 中 全會の 責任 重大な り。 

六、 抗戰 十五 ヶ月の 經驗に 依り 何を證 明せ る や？ 

1、 抗戰は 長期なる こと を證 明せ り、 抗戰は 持久 戰 なり。  , 

2、 中國は 最後の 勝利 を 獲得す る ものな り。 

cc、 抗 0 戰爭の 支持と、 最後 勝利 を鑌 得する 唯一 の 道 は、 全國ぉ 族の 力量 を 統一 發展し 

民衆 を發 動し、 困難 を 解除し 勝利 を 獲得す るに 外ならぬ。 

, 抗日 戰爭は 長期 戰 なる 爲戰略 方針 も 持久 戰 となる ものな り。 戰爭發 生當時 多くの 人 は 彼我の 力 

量に 根據を 置かす、 表面の 狀況 より-推測し、 短期 速決 戰 なりと 想像せ る もこれ は 全く 誤算な り。 ， 

長期 抗戰の 結果 中國の 必勝 は 疑 ひなき ものなる も、 但し 其 過程に ありて た 痛苦なる 時期 を經 

驗 する ものな り。  . 


我が 巾國が 日本 帝國 主義に 戰 勝す るに は 三つの 條件 あり。. 

一 は 中國の 進歩に して これ 主要なる 基本な り 

二 は 日本の 困難な り 

三は國 際の 援助な り 

我等 はこの 條件 を： ゾ J に旣に 一 個の 基礎 有る を 確信す。 但し 必要なる 程度に はま だ 遠し。 

所 屮國， の 進歩に して、 其 進歩 は 阈內の 政治、 軍事、 黨務、 民 蓮、 文化、 敎育等 一 切の 方面 を 

包括し、 兹 十五 ヶ月 來顯 著なる 進歩 あり、 但し この 進歩の み を 以て 敵の 進攻 を 攻防す る 能 はす。 

反攻に は先づ 準備 時期 あり、 必す全 民族の 努力 を 要す、 我がお 族 一切の 生動 力 を擴大 し、 深刻 

なる 發動 をな し、 はじめて 反抗し 勝利 を 獲得す る ものな り。 

速 勝 論者 は根據 のな きものに して、 現肷に 於て 敵 は 優勢に して 我等 は 劣勢なる 點を 忘却して 居 

る ものにして、 敵 は帝國 主義で あり 我 は 半 殖民 地なる 等の 彼我の 環境 を 忘却す。 故に 中國は 

最大 勢力 を發 動し、 敗 を 勝に 轉じ、 弱 を 强に轉 じ、 以て 根本より 彼我の 形勢 を變 化せし むる こと 

に 努力す る を 要す。 

阈 際の 授 助と は、 現在 未だ 最大 有利なる 時期に 至らざる も、 玆 十五 ヶ月 以来、 我等 は國際 間に 
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於て 廣大 なる 舆 論の 聲援 と、 民、 王阈 家との 聯合 を 得たり。 而 して その 決議に 基き 少 からす 我等に 

援助 を與 へたり。 故に 我等 は 孤立に 非す、 尙 我等 は國際 和平 陣戰を 察知す る を 要す。 各國は 各々 

の 立場に 依り その 情況 を 異にす 、資本主義 國 家人^ は 我が 政府 を 援助すべく、 或る 程度の 中立 態度 

をと り、 その 资產 階級 は 戰爭を 利用し 商資 をな し、 また 大量の 兵器と 兵器 原料 を 日本に 輸送す。 

社會 主義 國 家と 資本主義 國 家と は 根本より 異なり、 中國 援助 問題に 於ても その 表現 を 異にす。 而 

して 國際 情勢 は 現 時に 於て、 現 時の 援助 程度 を 超 ゆる こと は 不可能な り。 故に 我等 は國際 援助に 

多大の 希望 を 置く ことなく、 き 力 更生 方針 を 採用す る を 要す。 國際 援助に 多大の 希望 を 置く こと リ 

は、 十 五ケ In: の 經驗が これ を 錯誤な りと 證 明す。 故に 自力 更生. の 方針に 基き 長期 持久 戰に處 すべ 

し。 


平 

時 


本年 三月 初， め モスクワに 開催の、 第 十八 回ソ 聯邦 共產 黨大會 に報吿 せられた 中國 共產黨 員の 數 

は 十四 萬 八 千 名と いふ。 

屮國 共產黨 は コ ミ ンテ ル ン の中國 支部と いふべ く、 コ ミ ンテ ル ンは 世界 共 產黨の 指導 機關 であ 

る。 然して 中 固 共 產黨の 最高 指導 機關 は中國 共產黨 中央 執行委員 會 (略稱 中共 中央) である。 

巾 共 中央 は全闺 部隊、 黨 及び 地方 黨の總 指揮 をな し、 且つ 全國 代表 大會 を、 王 催して 中央 委員 を 

選出す る。 

彼等 は黨 組織に ついて 次の やうに い ふ。 

「中 國共 產黨の 基本 組織 は 支部で ある。 支部 は 生産 原則に 基いて 產業 別に 設立され る。 即ち 農村 

支部、 工廠 支部、 交通 支部、 學校 支部 等で ある。 


軍と 黨 との 關係 


の黨 組織 


支部 を總 合して 總 支部と し、 これ を 黨の單 位と す * 

地方 組織に は 151! 委員 會、 縣 委員 會、 省 委員 會を 置く。 

： 球 隊は圑 を 以て 單位 とし、 これに 支部 を 設ける。 ： 单隊に 於け る 政治 委員、 政治 機 關は黨 の 代表 

H 作機關 であり、 そして 工作の 單位 である。 

蓖、 縣各 委員 會 及び 支部 幹事 等の 役員 は それぐ 區、 縣 代表 大會 及び 支部 黨 員大 會に 於て 選出 

す」 と。 

巾國共 產黨は 民衆 組織と 政府 機關 との 問に ある。 即ち 政府、 ェ會の 委員に 二 名 以上の 黨員 ある 

場合 は黨圑 組織が ある。 黨の 方針 を 決定す るに は 黨圑に 於て 撿討 協議し、 然して 政府 委員 會、 ェ 2 

<!：： 委員 會の 會議に 提出し、 再撿 討して 決定す る。 *  ， 

黨 員三 名 以上 を 有する 時 は 支部 を 設置す る。 都市に 於て は 工廠、 學校、 交通 等に 1^ 分し、 農村 

に 於て は鄕 村を單 位と する。 同志の 數が 多い 時 は 工廠に あって は 支部 を增 置す る。 また 地域 廣大 

にして 支部 黨 員の 多き 時 は數ケ 村に より、 且つ 軍隊に あって は 連を單 位と して 細胞 を 組織す る。 

支部の 指導 機關は 支部 委員 會 であり、 活動の 單位は 小 組で ある。 

支部 委員 は 支部 黨 員大 會で 選出し、 小 組々 長 は 小組會 で選擧 する。 


政ソ中 

ヴ 

ェ 
ク 

府ト華 


以上、 彼等 はこれ を 民、 王 m: 中 制 を 採用せ る 柳 織で あると いふ。 

二、 戰時 組織へ の轉換 

然るに 事 變勃發 以後の 屮國 共產黨 は、 戰時體 制 を 採用して ゐる。 即ち 一定の 原則 を 有する が、 

必す しも 同 守し ない。 或る 部分 は 謀略 機關 として、 或は 遊 擊の領 導と して 別 動的の 擔任を 持つ の 

で、 机-織 もこれ に即應 する。 刻下の. &國 共產黨 は、 所謂 公式 的黨 活動と は 餘程趣 を 異にし、 戰時 

g 制 下に 非常 組！！ をな しつ  あると いふ ことができる。 

戰^ 下に 於け るポ 隊と黨 との 關係 はどうな つて ゐ るか。 

平- S に 於て は 次の 命令 系統 によった。 


コ ミ ン テ ル ン 11 中國 共產黨 中央 執行委員 會 1^ 

モスクワ 支那 代表 

然して、 中華 ソヴヱ ットは 更に 左記の 組織 を 有した。 

ss^isli- 委員 會、 內務 委員 會、 外交 委員 會、 財政 委員 會、 民 農 委員 會、 敎育 委員き、 人 委員 會- 


文化 委 會 の 各人 民 委員 會がぁ つたが、 戰爭 勃發と 1^ 時 にこの 中の 軍事 委員 會が 分離して 共産軍， 

中央^ 事 委員 會と 改稱 された 上に、 國民 政府 中央 軍事 委員 會の 下に 置かれる ことと なった。 

かくて 國共 合作の 條件 として 中華 ソヴ H ット 政府 は、 華 民國特 ti 政府と 改稱 され、 一切の ソ 

ヴ エツ ト的 行動 を 禁止され 居る を 以て、 名義の み殘 置され る 結果と なり、 從 つて、 この 中に あつ 

た、 內務 以下の 各 人民委員 會は 分離して、 共産軍 中央 軍事 委員 會の 下に 置かれる ことと なった。 

即ち 中國共 產黨は 依然として 存在す る も、 單 なる 名義 を存 する に 過ぎす して、 その 活動 及び 謀 

略は實 質的 に 擧げて 共産軍 中央 軍事 委員 會 へ 移行され る 形と なって ゐる。 

この結^ は 當然、 優秀なる 共產黨 員の 大部分 は 共産軍 中央 軍事 委員 會へ 移る こ， とに なり、 ^の 

中の 政治 部員と なって 活動す る。 こ k に 共産軍の 政治 部が 重視され る 所以で ある。 

三、 共 產 軍の 分類 

共産軍 中央 軍事 委員 會の 下に、 第 八路車 及び 第 四路軍 (通 稱新四 軍) とが ある。 

現在 共産軍と 稱 する も の を 左の 三つ に 分ける ことができる。 

1 、 共産 正規軍 


ir 共產 遊撃隊  _ 

三、 共産系 匪圑 

共産 正規軍と は 赤 都 江 西 省瑞金 時代 以来の 生粹の 兵員より なり、 戰鬪 動作 攻勢 的に して、 政治 

的の 素養 も ある。 

共產 遊撃隊 は 若干の 正規軍が 中心と なり、 事 變後各 村から 强制徵 集した 農民の 子弟が 大部分で、 

その 比率 は 全 兵員 數 の 八 〇 VI を 占めて ゐる。 

この 遊！. 隊本來 の 目的 は 自衛から 出發 した もので、 攻める より は 守る 方が 主で ある。 從 つて 装 

備 もま ちまち である。 

共產系 i: 圃とは 土匪 を歸 順せ しめこれ を 改編した もの を稱し 殆ど 軍閥の 私兵に 等しく 數は 一 番 

多い が、 未 訓練 兵が 大部 を 占め、 且つ 装備 も 極めて 惡く、 軍規 も紊亂 して ゐる。 

第八路 軍、 第 叫 路^ 共に この 三種の 兵員から 構成され てゐ る。 

四、 現段階の 任務 

中 阔仆： の 現段階に 於け る戰術 は、 民族統 一 戰線の完成と抗日鬪ハ^.^、 即ち n 本 を 目標と した 


帝國 主義 打倒で ある。 即ち 「政 洽は 軍事より 重し」 「抗日 は 一 切 を 超越す」 とい ふに ある。 

然して 中 國社會 主義 革命 當 面の 方法論の 一 部と して 彼等 はいふ。 

「抗日の 過程 中に 於て 社會 革命 を 最も 迅速に 完成 させ、 社會 主義 的 國家を 建設したい 希望 を 抱い 

て ゐる人 も ある けれども、 か-. 1 る 認識 は 誤れる もので、 また 或る 一部の 者 は抗戰 中に ありて、 賀 

政治機構 を 元 來の狀 態の ま.. - 保存 さして 置きたい 希望 を 有して ゐ るが、 か. -る考 へ 方 も 想に 

過ぎない。 なるたけ 多く 革命的 實際 工作 を 行 ひ、 これが 架空 的 結 架に 陷ら ないやう、 實 際の 仕事 

の 上で 民主の 基礎 を 制定 せんとす る ものである」 と。 

今日中 阈共 產黨を 背負って 活動して ゐる 主要人物 は、 大抵 四十 歳 乃至 五十 歳 迄の 働き盛りの 者 

が 多い。 彼等 は 今日は 前線に 出で 遊撃隊の 指揮 をして ゐ るかと 兒れ ば、 明日 は延 安に 歸 つて 軍政 大 

學の學 生の 前で 政治 理論の 講義 を. して ゐ ると いふ 工合に、 實 踐に现 論に その 旺盛 さ を 見せて ゐる。 

黨 及び 軍 を 一一 兀 的に 牛耳って ゐ るの は毛澤 東で あり、 彼 は 政治 及び 軍事の 二方 面に 君臨し、 ソ 

ヴ H ッ トに 於け るスタ ー リ ンに 代る 獨裁 者で ある。  . 

彼の 下に 軍事 方面の 長と して 朱德が あり、 政治 方面の 長と して 周 恩 來がゐ る。 恩來 はまた 國 

民黨 との 接 銜 係で も ある。 


中 阔サ： ハ產黨 モスクワ 代表で ある 陳紹禹 は 別名 を 王 明と 稱し、 常に 毛澤 東の 側近に 侍って、 コミ 

ンテ ルン の 指令 を忠實 に毛澤 東に 傳へ る 役に 當 つて ゐる。 

五、 首腦 部の 橫顏 

今延 安の， m 政 大學生 某に よって 描かれた る 毛澤東 以下の プ フィル ゲ」 紹< 力 すれば、 次の 如くで 

ある。 

毛澤. 東 本 ハ卟叫 十三 歳、 學歷 は長沙 師範 學校 きりで ある。 多くの 人 は毛澤 東と いふと 如何なる 

怪傑 かと 想像して ゐ るが、 實際は 一個の 書生で 儒雅 にして 溫和、 歩く ときには 諸 葛亮の 「山人」 2 

に 似た ところが あり、 口 を 開 けば 莊 重なる 高調 だ。 また 三 家 村の 學究 に似て ゐて、 その：：： ルた とこ 

ろ何處 にも、 「毛」 とい ふところ はなく、 た 义頭髮 が 稍よ 長いだ けで ある。. 

失德 第 八路： 車總 指揮 朱 德は旣 に 五十 三 歳で あるが、 面 付 はな ほ 四十 歳 位に 若く 兒ぇ、 完全な 

g: 川 語 を 話 す。 彼 は 自ら 「半生 は 軍閥、 半生 は 紅 軍」 と 笑って ゐる。 紅 軍の 作 戰に對 し 彼 は 何等 

祕 fl, れ はない とい ひ、 た义 政治 認識が 各 戰士と 民衆に 透徹 すれば、 基礎 工作 は 多くの 便利 を 得る と 

いって ゐる。  • 


彭德懷 第 八 路軍副 指揮 彭德懷 は、 年齢 四十 餘歲、 湖南 省 生れ、 彼 は 善戰を もって 著名で あるが 

見たところ 却って 普通の 農民に 似て ゐる。 隨 意に 何處 でも 歩いて 兵士に 向って R=c め 生活 を 聞き、 

彼等の 肩 を 叩き 恰も 一個の 老 叔父の やうで ある。 兵士 達 も 彼に 對 して 決して 特に 恭敬したり、 畏 

懼 したりす る ことが なく、 互に 一種の 家族 的な 愛が 流れて ゐる。 

は彪 中國 人民 抗日 軍政 大學 校長 林彪 は、 三十 歲を 出た ばかりの 人、 いつも 灰色の 上着 を 着て 

ゐて 中柄、 瓜 ざね 顏で兩 眼に 問燦 たる 力 あり、 話す 時靜 かにして 多言せ す、 た ^ 意兒を 述べる 場 

合な ど、 用語と 立場 は 飽くまで 堅 決、 一 點の隙 もない。  7 

徐向前 山 西 人、 性 俊に して 話 をよ くし、 小舉 校の 校長さん の やうで ある。 

蕭克 湖南 人、 性 最も 活澄、 まるで 數學敎 員の やう だ。 

徐海東 彼 は 窯業 ェ 出身の 軍人で、 話す 時 は 非常に 眞摯 である。 家鄕は 湖北 黄陂の 北部、 徐家 

橋に あり、 思想 運動 をして 河南 省 境に 逃げた ので、 彼 はこの 時から この 地方 を 好く 知って ゐて、 

後 河南、 湖北、 安徽で 活躍した こと を 大いに 誇って ゐる。 

周恩來 浙江 人、 眉目 淸秀氣 宇 軒昂、 頗る 政治家の 風貌が ある。 彼 は淸晰 にして 質朴な 服 を 持 

ち、 ilKz して 荒い 鬚と 髮は旣 にす つかり 剃った が、 彼の 皮膚 中に ある 眞黑 ぃ髮の 毛根 は 非常に 清晰 


な もの を 外面に 露出して ゐる。 灰色の 着物 を 着、 兵 式の 小さな 皮帶 をし め、 ^にゲ ー トル をつ： D 

てゐ る。 發音は 長江 流域 各省の 土 音 を爽雜 し、 f« 通の 發音 を判斷 すると 一寸 江 西 人に 似て ゐる。 

葉劍英 ハ や 三十 歲内 外、 精 ilh 剛健、 體格 は相當 細長く 巢生服 を 着て 八 角帽 を 戴き 幾分 西洋人の 

やうな 味が ある。 廣東東 江 人の 發 音が まだ 幾分 口の 邊 りに 殘 つて ゐる。 民國 十六 年廣州 暴動の 基 

^は 張 發ハ尘 の 敎！^ 圑 であった が、 その 時 劍英は 張 發奎が 最も 信頼して ゐた參 謀 長であった。 即 

ち 彼 は 當時廣 州 暴動 を 指揮した 最も 中心的な 人. E であった。 張 發ズ全 は 事前に 紫に 對 して 毫も 疑惑 

を 抱かなかった。 即ち^の 政治 軍事的 技巧 は相當 老練な ものと 稱 せざるを得ない。 彼 は 常に 學生 

風 を 愛し、 ^だ 安閑と して 歩いて ゐる。 誰も 彼が 作 戰に當 つて は 異常に 菜斷 なる、 曾っての 紅 軍 

參謀畏 であると は 見え 無い 位で ある。 

劉 伯 誠 彼 は 紅 軍の 總參謀 長で ある。 すべての 紅 *m 戰鬪員 は 彼のす ごい こと を 知って ゐる。 乇 

スクヮ で. $1： つて ウ オシ 口 フ をして 敬 佩せ しめた。 背 は g: 川 人中で は 高い 部類で ある。 た^ 身體は 

非^；^に瘦せてゐて血色も好くなぃ。 彼の 盛名 は 「劉瞎 子」 として 紅 軍の 到った 後の 西南 一 帶で知 

らぬ ものはなかった 位で ある。 彼は戰 時に 際して 雙眼を 失 ひ 身に 九 回の 銃傷 を 受けた、 だから 

たと ころ 非 《おに 不健康に 見える が、 彼の 精祌は 甚だ 熾烈で あり、 大 渡河に は 先鋒 を 承り、 行軍の 
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とき 脊 つて 飛行機の 爆彈を 受けた ことがあ つたが、 幸に して 大した ことはなかった。 

林祖 酒 彼 は旣に 一個の 老 革命家で ある。 國民黨 と 分離し ない 以前の 第一 次、 第二次の 二度の 

代表 大食で 彼 は 中央 執行委員に 選ばれ、 防共 以後す つと 共 產黨內 にあって 分離し なかった。 極め 

て 老齢で ある。 、 

張 聞 天 彼 は 中國共 產黨の 書記に して 筆名 を洛甫 とい ふ。 一般人 は 彼の 華 名 を 知って ゐて； 兀來 

の 姓名 を 却って 知らぬ。 彼 は 近眼鏡 を かけ、 曾って 千 山 萬 水 を經歷 して 來た 人物と は 思へ ない。 

徐 特立 彼 もまた 旣に 古稀の 老人で ある。 但し 平 氣で江 西から 陕 北に 歩いて 行く、 全く 驚いた 

ものである。 

吳亮平 彼 は 共產黨 の宣傳 部長 だ。 體は 小さい が 淸秀な 面貌、 隨 分苦勞 したがな ほ 書生の 面 M 

を存 して ゐる。 外國 語が 非常に 綺麗で、 ソ聯 の對外 英語 放送 は 彼が 擔 任して ゐた、 彼の 話 は だ 

淸晰 明白で、 系統 あり 和やかに してし つかりした 見解 を もって ゐる。 米 人 記者 ス ノウが 陝 北に 入 

つた 際、 彼が 毛澤 東との の通譯 をした。 彼 は 非常に 色男の 宣傳 家で ある。 

ま/承 志 彼 は 廢仲愷 先生の 遣兒 であり、 何 香 凝 先生の 愛婿で ある。 彼は數 個の 外 國語を 好く し、 

懊を 書き 歌 を 唄 ひ、 書く こと、 交際す る こと、 且つ 困苦に 堪 へる こと、 眞に 紅： 車中の 多才 多藝の 


人物で ある。 一九 三 二 年上 海で 逮捕され 保 釋後ソ に 赴き、 紅色 中華 日報 を 改めた 新 中華 日報 を- 

、王 編して ゐた。 

李伯釗 彼 は 一個の 趣 ある 女黨 員で ある。 四川 重慶の 人。 父親 は縣 知事であった。 彼女 は 小さ 

い 時 叫 川で 勉强 し女學 校のと き 革命の 影響 を 受け、 特に 五卅 運動の 刺戟 を 受けた。 張 聞 天、 揮 代 

英等 は當時 彼女の 敎師 であった。 彼等から 彼女 は 新學說 を擧ん だ。 一九二 五 年上 海に 至り、 青年 

H 人の 工作 をな し、 北 伐が 武漢に 移る と 上海 暴動 を 準備して ならす 逮捕された。 出獄 後 彼女 はモ 

スクヮ に 派せられ て、 中 山 大學に 入って 勉强 する こと 六 年、 同地に あって 楊尙 現と 結婚した。 一 

ひ 

.九三〇ハ牛^國、 哈爾賓 に 來て又 逮捕され、 釋放 後上 海に 歸 つて 煙草 工場に 入って 活動、 繼 いで 瑞 ヌ 

金で 紅色 中 報の 編輯 をな し、 以後 叉苑拱 之と ゴルキ ー 脚本 を譯 して ゐる。 

陳慧淸 今年 二十 八 歳、 生れ は 香港、 家 は 非常に 貧乏で 父親 は金屬 機械工 人で、 二人の 妹が あ 

る。 彼女 はト叫 歳の 時から 工場に 入って 働き、 十七 歳の 時 「一 九 二 五」 香港 大 罷業に 參 加し、 一 

九 二 七 年、 廣州 暴動 失敗 後、 また 香港に 歸 つて 南 華 襪廠に 人り、 一九 三 〇 年 鄧發と 結婚した。 鄧 

は 政治 保衛 局の 局長で 彼女 は 其處で 工作に 當 つた。 一九 三 四 年 長征 北上に 參 加し、 現在 雲 陽 附近. 

婦人 工作に 當る。 鄧發と 別れて 旣に 一 年。  . 


III、 新 四 軍の 現勢 

一 、 發生經 過と 組織 

中國 共産軍 は 一 九 三 八 年 六 H 前後 を 契機と して、 俄然 南方に 遊撃 を 展開した。 即ち 第八路 軍と 

別個に 新 叫 軍の 新 編 これで ある。 

新 w 軍、 詳しくば 國 1: 革命軍 新 編 第四路 軍と は 如何なる もの か。 

一 九 三 W 年 十  一 H 九日、 赤 都 江 西 省 瑞金を 撤退して 湖南から 四川に 入った 共産軍の 中、 その 一 

部 は 再び 湖南、 江 西、 湖北、 淅江、 福 建の 諸 省へ 引返した。 當 時の 副 主席 項英 及び 薬 挺が 中心と 

なり、 それらの 舊紅 軍の 別働隊 をー冉 紐！！ した もの これで ある。 

軍長 紫  挺 

副 軍長 項  英 

參 謀 長 張 雲 逸 


政治 部長 王  助 

新 叫： 舉は 現在 四つの 支隊に 分れる。 その 遊擊 IH^ は、 

第 一 支隊 11 淅江 及び 輻建省 西部 省 境 

第一 一 支隊 11 江 西 省 及び 歸 建 省 境から 幅 建省內 

第三 支隊 11 幅 建、 廣東、 江 西、 淅江、 安徽 の 省 境 一 . 

第 四 支隊 —— 湖南、 湖北 及び 江 西、 湖北、 安 徽省境 一 帶 . 

兵員 各 支隊：， 母 約 一 萬。 總計叫 萬と いふ。 

二、 政治 部の 活動 

新 叫 5Sf も 第八路 軍と 同じく 司令部 及び 各 支隊 毎に 政治 部が あり、 更に 戰地 工作 圑を 有す。 

その 政治 工作 は 比較的 活 澄で、 遊 擊區の 各 縣には 保 甲 動員 會、 青年 工作 圑、 抗戰 協會が 組織 さ 

れてゐ る。 

また 農 尺 を 組織し 農會 を設： もして 二 五減租 (地、 王より 二割 五分の 租を 減じ) を强耍 する。 

文化 方面に て は、 現在 文化 抗敵 協酋が 設置され、 抗日 敎育、 識字 運動 等に 活動す る。 また 幹部 


養成 の IH 的を以 て 抗戰 學院を 設立 して ゐる。  - 

婦人の 組織 方面で は、 北支と 1:^ じく 洗 衣隊、 慰勞、 阪、 炊事 隊、 看護 隊が 編成せられ、 それぞれ 

活動して ゐる。 ，  . 

新 叫 軍の 宣傳は 第八路 軍の 宣傳に 比して 活 澄で はない。 殊に 印刷 資村は 極めて 貧弱で ある。 そ 

の 宣 傳內容 も 微溫的 にして 八路軍 程に 尖銳的 ではない。 

宣傳の 目標 は、 國共 合作、 人民 戰 線の 宣揚に 置かれて ゐる。 

宣傳 方法の 中で、 歌謠を 重視して ゐ るが、 多く は女舉 生が これに 當り、 國防歌 を 初めと して、 

抗戰 歌曲の 類 は、 かなりの 效 ro^ を 奏して ゐる やう だ。 

つぎに は 演劇で ある。 5?！ 女學 生より なる 移動 演劇 班が 各 村 を 巡回して 抗日 演劇 を 民衆の 前に 公 

開して ゐる。 

第 四 軍の 現在の 惱 みは、 漢ロ 旣に陷 落し、 國民黨 軍 は 西南に 偏在し、 同類の 第 八 路軍は 西北へ 

遊離した 關係 上、 自己の 遊撃 地盤 を 孤立 無援の 立場に 置いて ゐる ことで ある。 

袋の 泉で ある 彼等 は 結局、 地元の 國： 軍との 問に 相剋し、 國民黨 の 地盤 を蠶 食し つ k あり、 

兩 者の 間 は 激化す るば かりで ある。 


そして 第 叫 軍 を 牛耳って ゐ るの は 軍長の 葉 挺で はなく、 副 軍長の 項英 であり、 兩者は 意見の 上 

に 反目 內， 叮ぃ を續 けて ゐ るので 近き 將來に 内部 崩 壌 を 来す であら うと ら れてゐ る。 

た ^ 參謀 長の 張 雲 逸 はか ノ しきけ 者で、 年齢 四十 二 歳、 海 南 島 瓊崖縣 の 出身、 嘗 つて 孫 文の 麼下 

となり 廣東 挺身隊と して 活躍した ことがある。 民國 十三 年の 北 伐 革命の 際 は、 總 司令部 參謀 とし 

て 聞え てゐ た。 

新 wssf は 何處へ ゆく。 


s, 遊 擊戰の 展開へ 

一 、 漢ロ 時代と 共產軍 

南京が 陷 落し、 國民 黨政權 の事實 上の 首府が 漢 口に 移る や、 共產黨 活動の 中心 も、 これに つれ 

て陝 北より 西 安へ、 更に 漢 口に 移り、 漢ロは 國共再 合作 進展の？. mi£ と 化した。 

共產黨 中央 委員 會の機 關紙新 華 日報 や、 赤色 系統の 新聞 雜 誌が 同地で 公然と 發 行され、 毛澤 東、 

周 恩來、 朱德等 巨頭の 往來は 頻繁と なり、 モスクワから コミンテルンの 闘士 王 明 こと 陳紹揭 さへ 

も乘 込んで 蔣介石 共 他と 會 見し、 共産軍の 參謀 薬劍英 は蔣介 石の 帷幕， に參 じ、 共 產黨の 外廓 圑體 

たる 救 圑會の 活動 も、 燎 原の 火の 如く 表面化した。 かくて 漢 口の 政治 情勢 は、 明瞭に 國共 1$ 合作 

を 本質と した。  ゾ . 

同時に 支那 軍の 對日戰 略 は、 、王 力の 決戰 より 遊擊戰 術へ と變更 された。 その 結果と して 共産軍 

はより 積極的に 人民 戰線 系團證 や、 第三 黨淺存 勢力 を總 動員して、 民衆 遊撃隊の 擴充に 名 を藉ぉ 


Q 己の 政治的、 軍事的 勢力 を扶殖 し、 國民黨 多年の 地盤 を蠶 食す るに 至った。 

斯くて 武漢の 赤色 活動 は 猛烈 を 極めた が、 一方 これが 爲、 國民黨 保守派の 周章狼狽 は 深刻 を 極 

めた。  、 

二、 共產軍 第三 期 抗戰對 策 

當 時中國 共産軍が、 この 第三 期抗戰 段階に 際して 堅持した 意圖は 左の ニ點 にあった。 

一 、 武漢 三鎭の 死守 

一一、 武漢 死守の 不可能な 場合に 於て は、 武漢 攻防 戰 による 日本 軍隊； a に 國民黨 系 各 軍隊の 可 

及 的 大量の 犠牲 を齋 すと 共に、 國： 黨 軍の 有力なる 部隊 をして、 ii 海 線 西部 地區の 防衛に 

當 らしめ る。 

武漢死 守 の 现 由 は 紫. 固なる 固 共 合作 を 持繽 せんとす る點 にあつ た。 即ち 共産 黨は國 1}^ 黨 の 心 織 

部に 1 ほ-ひ 下り 更に ni: 、王 的 抗戰」 乃至 「全： If,;, 族 的 抗戰」 のス 1 ガ ン の 下に 全 支の 各黨 各派、 各 

階級 を 悉く 抗日 戰 線に 動員す る ことによって 「：^、 族 戰爭」 にまで 推し 進め、 日 支 兩國を 最も 慘憎 

たる 窮地に 追 ひこむ こ と を當面 の 最大 使命と した 故に、 闽 共 合作 の 繁 化と 持鑌と は、 共產黨 とし 


では 絕 に 廻 避し 得ない 重大 任務であった。 然も 共 產黨の 地盤が 鸣西、 甘肅、 寧 夏 等 所謂 西北 支 

那 にあり、 國 黨の 地盤 は 西南 支那に あり、 此の 兩 勢力の 相 合する 地域が 揚子江と 粤漢、 京漢兩 

鐵 道との 交叉 點 たる 武漢 ー帶 にある 以 上、 共產黨 とし て は 必然的に この 地の 死守 を强 調せ ざる を 

得ない 事情に あった。 

次に 武漢 防衛の 結局 不可能な 場合に は 上海、 南京、 徐州 等に 於て 見られた 蔣介石 直系 軍の；： 十 期 

の 退却 を 極力^ 止し、 武漢 衛戍地 區 を繞 つて 展開され る 戰鬪に 於て、 日支兩 軍の 犧牲を 最大限度 

にまで 高め、 以て 日 支 兩國國 力の 消耗と いふ 目的 を、 少しで も 多く 達成す ると 共に、 國 3;;^ 黨 軍の 

大部 隊を 京漢線 北部： a に 隴海線 西部 の 地 1^ に 集結せ しめ、 その 勢力に よって 日本軍 の 西北 支那 即 

ち 共產軍 根據地 へ の進擊 を、 阻止せ しむる ことが 最も 重要な 措置と なった。 

斯 かる 意圖を 抱く 共 產黨は 左の 如き 具體的 政策 を 提唱した。 

(昭和 十三 年 六 rn: 十五 日、 漢ロ 共產黨 機關紙 「新 華 日報」 記載 r 對 於保衛 武漢與 第三 期抗 

戰 問題 底意 見」 による) 

.ー 、 軍事に 關 して 

武漢 保衛の 目的 を 達成す る爲に は、 武漢自 體に關 する 保衛 工作の み を 以て 十分と せす、 日本軍 


を 武漢へ の 進 擊路の 外に 於て 擊減 する ことこ そ、 最善の 途 であり、 其の 爲には 左の 二 項の 實践が 

必要で ある。 

A 前線に 於け る戰鬪 力の 鞏化 向上 を圖る こと 

B 敵の 後方 を變 じて 前線と する こと (被 占領地 1^ に 於け る 軍民 共 司に よる ゲリラ 戰の 展開 を 

意味す) 

右の 外に 更に 戰鬪カ 強大なる、 現存 部隊； a に全國 より 徵集 せる 優秀なる 靑年 によって 構成す る 

新 編 部隊 を 合して、 數十 ケ師の 近代的 軍隊 を 組織し、 且つ 「高度の 革命 意識と、 强大 なる 工作 能 

力と 刻苦 耐勞、 勇敢 犠牲の 精神と を 兼備す る、 五 千 乃至 一 萬の 青年 を 急速に 訓練し、 之 を 新國防 

師團の 政治 工作員」 となし 以て 全 國數百 萬の 正規、 不正規の 軍隊の 中核と すべし。 . 

(註) 八月 上旬 兵力 約 四 萬 を 有する 共産軍が 新に 編成せられ、 國民 革命軍 新 編 第 四 軍と 稱し、 主として 漢 

口 を 中心とせる 地區 の 遊擊戰 を擔當 する ことと なれり。 

二、 政治に 關 して 

i  ^隊內 に 於け る抗戰 の爲の 政治 工作 を 速 かに 行 ふこと 

"、 お 衆 動員と 民衆 組織と を 積極的に 進める こと 
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ハ、 統一 ある 靑年 運動 に靑年 組織 を 結成す る こと 

i 一、 行政 機構 を 改革し 保 甲 制度 を變改 する こと  . 

ホ、 國民參 政會を 召集し 且つ 各 級戰時 民意 機關を 各省、 市、 縣、 に 設置す る こと 

三、 經 濟に關 して 

「經濟 建設 は 軍事 を 中心とする と共に 人民 生活の 改善に 注意す る」 の 根本 方針の 下に、 

ィ、 軍需工業の 積極 化 

口、 抗戰 財政政策の, 化  . 

ハ、 生産の 增進 

1 一、 交通 運輸 事業の 改良 

ホ、 人民 生活の 改善 

最後に r 一  切の 問題 を 解決す る爲の 中心 樞紐」 として、 人 村 問題の 正しき 解決 こそ 最も 重大な. - 

るキ I • ポイント なりと し、 從來の 黨派的 障壁 を 完全に 打破し、 且つ 個人的 關 係に 基く 私情 を完 

全に 淸算 して、 全 國の人 村 を 最も 正しく 最も 巧みに 活用す る ことこ そ 第三 期抗戰 期間に 於け る 根， 

本 的 問題な りと 結んだ。 (註、 人材 問題の 強調 は 共産 黨の 勢力 擴大の 企 岡 を 物語る) 


これ を耍 する に 第三 期抗 戰に對 する 共 產黨の 方策 は， 

ィ、 軍事 方面に 於て ゲリラ 戰の鞏 化擴大  / 

p、 政治 方面に 於て 民主 制體の 確立 

ハ、 經濟 方面に 於て 一般大衆 生活の 改善 向上 

を强 調し、 これら を抗 戰建國 綱領： a に 三民主義の 規定、 若く は 原則の 民主主義 乃至 社會 主義 的 解 

釋 に根據 して 全面的に 實現 する にあった。 

ゲリラ 戰は旣 に 十二月 (昭和 十二 年) 以來國 民黨の 積極的に 採用す ると ころと なり、 中支、 北 

まの 被 占領 展 に 於け る 敗 兵、 土匪、 流民 等 を 煽動 使嗾して、 皇軍の 後方 攪亂 をな しつつ あった も 

ので、 その 指導者と して 共產黨 分子 を 動員した。 

しかも 共產黨 として は國 黨の 所謂 失地、 即ち 被 占領地 區を 以て 失 はれた 地域と は考 へす、 寧 

ろ 此の 地域 こそ は、 眞に 抗日 ゲリラ 戰 展開の 地と 見て 居る こと は 極めて 重要視 された。 

この こと は、 必然的に 共 產黨の 所謂お 衆 武装、 ：Ii- 族 的 抗戰の 氣運を 高め、 支那の 抗日 戰 をして 

否應 なしに 共産 黨的 形體に 導く もので あ つ た。 


三、 毛澤 東の 持久 戰論 

これと 前後して 發 表された、 領袖 毛澤 東の 「持久 戰論」 は {沌 も 消沈の 蔣介石 を 叱 吃す るが 如く、 

また 第三 期抗戰 中に 於て 全面的に 採用すべき 遊撃戦の 有利なる こと を 辯 明す るが 如く、 全 國に呼 

びかけ たが、 讀者は それ も 結局 獨善 的な 豪語 長 嘯に 過ぎす、 多くの 観念論 的 矛盾の ある こと. V 發 

見す るで あらう。 即ち 次の 如くで ある。 

持久 戰を 論す  毛澤東 

問題の 根據 

抗日 戰爭は 何故に 持久 戰 であるか？ 最後の 勝利 は 何故に 中國の もので あるか？ それ は何處 

に 根據を 置く もので あるか？ 

日本の 方面 第一、 彼は强 ぃ帝國 主義 國家 だ、 その 軍 力、 經濟 力、 及び 政治 組織 は 東洋に 於て 

第一 Q ものである。 これが 日本の 進攻 戰爭の 基本 條件 だ、 戰爭の 不可避と 中 國の速 勝し 得ない こ 

と は 即ち 此の 日本 國 家の 帝 國、 王義 制度、 及び 其の 强ぃ軍 力、 經濟カ 及び 政治 組織力の 上に ある。 


そして 第二に、 日本の 社 會經濟 の 性質 は、 日本の 戰爭 の帝國 主義 性 を 産む。 第三に、 然し 曰 本の 

戰爭は 同時に 叉 其の 先 夭 的に 不足な 基礎の 上に 進行して 居る の だ。 日本の 軍 力、 經濟カ 及び 政治 

組織力 は强 いけれ ども、 然し 其の 力の 量的 方面 は 不足して 居る。 日本の 國土は 比較的小 さい、 最 

後に 第 四に は、 日本 は 或る 國家ブ ックの 援助 を 得る こと は 出來る けれども、 然し 同時に 又 其の 

拨 助力より 以上の 國際 的な 反 對カを 受けなければ ならぬ。 

これ を 要するに 日本の 長所 は 其の 戰爭 力量の 强さ にある、 そして 其の 短所 は 其の 國際 的な 援助 

の少 いこと にある。 

中 固の 方面 第一 に、 我等 は 半 植民地、 半 封建の 國家 だ。 我等 は 軍 力に 於て、 經濟カ 及び 政治 組 

織 力の 各方 面に 於て 何れも 敵に 及ばない 事 は 明か だ。 戰爭の 不可避と 中 國の速 勝し 得ない 事 は、 

叉 此の 點に 其の 基礎が ある。 だが 第二に、 中 S の 此の 百年 來の 解放 運動 は、 累積して 今日に 及ん 

で 居る の だ。 各種の 內的 外的な 反對 勢力に 使て 解放 運動 は慘 めな 挫折 を 受けた けれども、 然し そ 

れは 却って 中國 人を鈸 練した。 如何なる 歷史の 一時 代よりも 更に 進歩的な 素因 を 持って 居る。 

屮國の 今日の 解放 戰爭 は、 即ち 此の様な 進歩的 基礎の 上に 置かれて 居る から、 持久 戰も 出來れ 

ば 最後の 勝利の 可能性 も ある 譯だ。 此の 戰爭が 正義 的で あるが 故に、 即ちよ く全國 的な 圑結を 喚 


び 起し、 世界 多 數の國 家の 援助 を 集めて 居る の だ。 第三に、 中國は 甚だ 大 なる 國 家で ある、 土地 

廣く 物資に 富み、 人 は 多く、 兵 は 多い、 よく 長期の 戰爭を 維持す る ことが 出来る、 之 は 日本と 叉 

一 つ Q 相反す る對 比を爲 す。 最後に 第 四に は、 中國の 戰爭の 進歩 性、 正篛 性から 生まれる ところ 

の 固 際 的な 廣大な 援助の 結 某 は、 叉 日本の 助く る もの 少 いのと 丁度 相反す る。 

斯く昆 來れ ば、 日本の 軍 力、 經濟カ 及び 政治 組織力 は强 いが、 國際的 形勢 も 叉 不利で ある。 中 

國は 之に 反して、 軍 力、 經濟カ 及び 政治 組織力 は 比較的に 弱い、 けれども 今 丁度 進歩的な 時代に 

あり 其の 戰爭は 進歩的で あると 共に 正義 的 だ、 又大國 とい ふ 條件は 持久 戰を 維持す る に 足りる 

し、 I 界の多 數の國 家と 人民と は 中國を 援助して 居る。 11 之 等の こと は 即ち 此の 口 支 戰爭に 於 

て、 相互に 矛盾して ると ころの 基本的 特性 だ。 これらの 特性 は 双方の 一切の 政治 上の 政策 及び 

軍事上の 戰略、 戰術を 規定す る もの だし 叉 規定しつつ ある。 戰爭 はつ まり 之 等の 特性の 競爭 だ。 

之 等の 特性 は 戰爭の 過程の 中に 於て、 各々 其の 本性に 基いて 發生變 化する、 一切の もの は 此の 中 

から 發 生して 來 るの だ。 

日支戰 爭を觀 察する 場合、 若し 之 等 の 特性 を 忘れたなら、 それ は 必然に 間違 ひ を 仕出かす、 私 

は 今、 即ち 之 等の 特性 を根據 として、 私の 一一 一一 II はんとす る 一 切の 問題 を說 明す る。 


； 久戰の 三 段階 

R 支 戰爭の 持久 戰は、 具體 的に 三つの 段階と して 現 はれる。 

第一 の 段階 は、 敵の 戰 略が 進攻で、 我の 戰 略が 防禁の 時期。 第二の 段階 は、 敵の 戰 略が 保守で 

我の 戰 略が 反攻 準備の 時期。 第三の 段階 は、 我の 戰 略が 反攻で、 敵の 戰 略が 退却で ある 時期。 

第一 段階 之 は今尙 完結して 居ない。 敵の 企 圖は廣 東、 武漢、 蘭 州 • の 三地點 を占據 し、 且つ 此 

の 三地點 を聯繫 する にある。 敵 は 此の 目的 を 達せん が爲に 莫大の 兵員 を 出し、 莫大の 時日 を耍 

し、 竹 犬 犬の 費用 を 支出す る だら う。 我方と しての 作 戰計畫 は、 敵の 占領す る 可能性 ある 三 地點、 

否 此の 三地點 以外の 或る 地區、 及び それ 等 を聯繁 して、 一種の 基礎と せんとす る 企 圖に應 じて、 

持久 戰の 部署 を 作るべき だ。 

此の 段階に 於け る戰爭 形式の 主要な もの は 運動 戰 であり、 遊 擊戰と 陣地 戰とは 之 を 補助す る も 

の だ。 陣地 戰は 此の 段階の 第一 期に あって は、 、王觀 の 錯誤から それ を 主要な 地位に 置いた けれど 

も、 然し 全段 階から 兑れ ば、 矢張り 之 は 補助 的な もの だ。 此の 段階に 於て、 中 國は旣 に廣大 なる 

統一 戰線を 結合して、 {4.: 前の 圑結 を實 現した。 

此の 段階に 於て、 中阈は 頗る 犬なる 损失を 得た、 然し 同時に、 頗る 犬なる 進歩 もした、 この 様 
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な 進歩 は 第二 段階に 於て、 抗戰 を繼續 する 主要な 基礎と なる もの だ。 此の 段階に 於て は 國際的 ®^ 

助 は 未だ 大量 的で おく、 直接的ではなかった が、 然し 旣に 其の 様な 援助 は 始められた。 特に ゾ聯 

からだ。 

第二 段階 敵の 丘 ハカと 我の 强靱な 抵抗と は、 勢の 然 らしむ ると ころ、 敵 をして 一定 限度の 進攻， 

的戰 略の 終點を 採らし めざる を 得ない だら う。 此の 終點に 到達したら、 其の 進攻 的戰略 は、 轉じ 

て 占領地の 保守に 變る。 だが 共の 目の前に は 叉 頑 强な遊 擊戰爭 が 現 はれる の だ。 遊 擊戰爭 は、 第 

一段 階に あって は、 敵 後方の 络 隙に 乘 じて 普遍的な 發展を 遂げ、 許 多の 拫據地 を 造った が、 基本 

的に は 敵の 占領地 保守 を 脅かす にある。 

此の 段階に 於け る戰爭 は慘酷 だ。 ひどい 破壞を 受ける 地方 も ある だら う。 だが 遊 擊戰爭 に 勝利 

を 得て、 うまく 行けば、 敵 をして 其の 占領地 を 唯 三分の 一位の 地域の み 保守せ しめ、 三分の 二位. 

は 我等の ものと なる。 その 時 敵の 全 占領地 は 三種の 地！^ に 分けられる。 第一 種 は 敵の 根據 地、 第. 

二種 は 遊 擊戰爭 の根據 地、 第三 種 は 双方 爭 奪の 遊擊區 である。 

この 段階の 期 問の 長短 は、 敵と 我との 力量の 增減、 變 化の 程度 如何、 及び 國際 情勢の 變動 如何. 

によって 定まる。 然し 大體に 於て 我々 は 稍々 長い 期 問に 備 へる やう 準備し なければ ならぬ、 そレ 


て 此の 段階の 過程に よく 耐 へねば ならぬ。 これ は 中國の 最も 苦しい 時期で あらう。 經濟 的. 困難と 

漢 奸の讀 動と は 二つの 甚大な 事件と ならう。 敵 は中國 Q 統 一 戰線 を破壞 する 活動 をた くま しう 

し、 一 切の 敵 占領地 內の 組織 を 合流して、 所謂 r 統 一 政府」 を 作り上げる であらう。 我等の 內部 

に 於ても 大都市の 喪失と 戰爭の 困難に よって、 動搖 分子 は大に その 妥協 論を唱 へ、 悲觀氣 分は增 

犬す るで あらう。  . 

この 段階に 於て、 固 際 情勢 は 日本に とって 不利に 變る であらう、 チュ ン バレン 等の やうな Y 現 

實 主義」 があって それが 所謂 「旣成 事實」 とい ふやうな こと を 持ち出して 來る 可能性 も あるが 然 

し 主要な 國際 勢力 は、 一 步 進んで 中國を 援助す る やうになる であらう。 

この 第二 段階 は 全 戰爭の 過渡的 段階で あり、 叉 最も 困難なる 時期で ある。 然り而 して 之が 轉換 

の柩 軸で ある、 中國が 獨立國 となる か、 叉 は 植！： 地に 淪 落す るか は、 第一 段階に 於け る 大都市の 

喪失に よって 決定せられ るので はなく、 第二 段階に 於け る、 全 民族の 努力の 程度に よって 決定す 

る Q だ。 

第三 段階 失地 收復の 反攻 段階で ある。 主と すると ころ は、 中國 自身が 前段 階 中に 準備した も 

の 及び 本 段階 中に 繼賴 して 成長す るで あらう 力量に 依るべき である。 けれども 只單に 自己の み Q. 


力量で は尙 十分で ない、 國際的 力量と 敵 國の內 部的變 化に 依る 援助に 依らなければ ならぬ、 然ら 

ざれば 勝利 を 得る こと は 不可能 だ。 斯くて 中 國の阈 際 宣傳と 外交 工作と が 加重され なければ なら 

ぬ。 この 段階 は、 旣に 防禦 的戰 略で はない、 反攻 的戰 略に 變 化する の だ。 現象 的に も、 進攻の 戰 

略 を 現 はして 居る だら う。 

第三 段階 は 持久 戰の 最後の 段階 だ、 飽く迄 戰爭を 堅持す る ことが、 即ち この 段階の 全 過程 を完 

うする ものである。 この 段階の 戰爭 形式 は 矢張り 主要な もの は 蓮 動 IT た、 だが 陣地 戰も 重要なる 

地位に 置かれる だら う。 

この 段階に 於け る 遊擊戰 は、 矢張り 運動 戰と 陣地 戰を 補助して、 その 戰略を 綜合 的なら しめる 

作用 を爲す もので、 それが 第二 段階に 於て、 王耍 形式で あるのと は 違って 來る。 

三つの 段階 中に 於て、 敵と 我との 力量の 變化 は、 次の 如き 順序で 進行す る。 第一 段階で は、 歒 

は 優勢で あり、 我 は 劣勢で ある。 我の この 劣勢に は、 抗戰 以前から この 段階の 末期に 及ぶ 迄 を 計 

寞 して 昆 ると、 二種の 異 つた 變 化が 見られる。 第一 種 は 向 下 的で ある、 中 國元來 の 劣勢 は、 第一 

段階の 消耗 を經て 更に 減 弱す る、 つまり 土地、 人 n、 經済、 軍事 及び 文化 機關 等の 減少で ある。 

然し 第二 種の 變化を 見なければ ならない 即ち 向上 的變 化で ある。 つまり 戰爭 中の 經驗、 軍隊の 進 


歩、 政治の 進歩、 人民の 動員、 文化の 新 方向への 發展、 遊撃 戰爭の 出現、 國際 援助の 增加、 等々 

である。 

第一 段階に 於て、 敵の 方面に も 二種の 變 化が 起る。 第一 種 は 向 下 的で、 我に 持久 戰と 最後の 勝 

利の 根據 とを與 へる もの だ。 

然し また 敵の 第二 種の 變化を も 計算し なければ ならぬ、 即ち 向上 的變化 だ、 それ はつ まり 領土、 

人 n、 資源の 擴大 である。 

だが 我々 は必す 敵の こ の やうな 向上 的變 化の 暫時 性と、 局部 性と を 計算し なければ ならない。 

中國の 新鋭 軍の 頑强な 抵抗と 遊撃 戰爭の 猛烈な 發展 は、 その 占領 を實際 的に は 狭小な 地帶に 制限 

する であらう。 

具 體的戰 略 方針 

如何に 具體的 に 持久 戰を 進行 させる か？ 

我々 の 答へ はかう だ。 第一、 第二 段階、 即ち 敵の 進攻 及び 保守の 段階 中に 於て は 防禦 中に ある 

戰役 及び 戰鬪の 進攻 戰的戰 略、 持久 中に ある 戰役 及び 戰鬪の 速決 戰的戰 略、 內線 中に 於け る戰役 

，及び 戰鬪の 外線 作 戰的戰 略 をと るべき であり、 第三 段階に 於て は、 反攻 的戰略 をと るべき だ。 


日 木 は强國 であり、 我等 は半植 li^ 地、 半封趙 的弱國 であるが 故に、 日本 は戰 略と して 進攻 方針 

をと り、 我等 は 戰略上 防棄的 地位に 居る。 日本は戰略的に速決戰をとらぅとして11^^-るから、 我等 

は 意識的に 持久 的 戰略を とらねば ならない。 

然して 日本 は 强くは あるが、 兵力に 不足して おる、 中國は 弱い と雖 も、 土地 は廣 く、 人 は 多く、 

兵 も 多い。 兹に 二つの 大きな 問題が 生す る。 第一 は 敵 は 寡兵 を 以て 大國 に當 つて 居る。 これ はつ 

まり 巾國の 遊 擊戰爭 に廣大 なる 活動 地盤 を與 へる もの だ。 第二 は 敵 は 寡兵 を以 て 多 兵 に當 つて 居 

る、 だから 多 兵の 包 圍に陷 り H 勿い。 敵 は 外線 戰略 をと り 我 は 內線戰 略 をと る、 敵 は 進攻 戰略 であ 

り、 我 は 防禦 戰略 である。 これ は 見方に よると 我方が 非 0? に 不利 だ、 だが 然し 我 は 土地の 廣 いこ 

とと 兵の 多い ことの 二つの 長所 を 利用して 死守 的な 陣地 戰を行 はす、 機敏な 運動 戰を とり、 戰場 

の 外線から 突然 その 一條の 進路 を 包 園して これ を 消滅す る ことが 出來 る。 斯 くして 敵の 作 戰戰略 

上の 外線と 進攻と は、 戰役及 ぴ戰鬪 の 作戰に 於て は、 直に 內 線と 防禦と に變 化せざる を なくな 

るの だ。 

以上の ニ點 は" 皆 敵が 少く、 我が 多い とい ふ 特殊性から 生じる もの だが、 なほ 第三に、 敵 は 塞 

いといっても 强兵 である、 我が 兵 は 多い といっても 弱 兵で ある、 それ故に、 戰役 及び 戰鬪 的作戰 
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上 我 は 多 兵 を 以て 寡兵 を 討ち 外線より して 內線を 討つべき であるの みならず、 叉 宜しく 速決 戰 Q 

方針 を とらなければ ならぬ。 速決 を實 行す る爲に は、 一般に 駐留 中の 敵 を 討つべき でな く、 運動 

巾の 敵 を 討たねば ならぬ。 我 は 敵の 運動し つ.. < ある 際に 乘 じて、 突然 前進し、 包圍 して 之 を 攻撃 

し、 敵に 用意の 遑を與 へす、 其の 部隊 を 展開す る 暇 も、 重 武器 を 使用す る 暇 も、 武器 を 繰 出す 暇 

もなから しめ、 大體 として 半日 か 一日、 或は 其の 夜の 中に 戰鬪を 解決す る ものである。 

斯 くの 如く、 我が 戰略的 持久 戰は、 戰場 作戰に 臨んで は 速決 戰に變 化する ので ある。 敵の 戰略 

的 速：^ 戰は、 屢々 戰役 及び 戰鬪に 於て の 敗退 を經過 すれば 持久 戰 たらざる を 得なくなる の だ。 

上に 述べた やうな 戰役 及び 戰鬪 の作戰 方針 は、 一言に 盡 せば 即ち 「外線 的 速決 的 進攻 戰」 であ- 

る。  いって In- れば 我が 方の r 內線的 持久 的 防禦 戰」 なる 戰略 方針と 相反す る もの だ。 だが これ こ 

そ は 其の 戰略 方針 を 完成す る爲の 必要な 方針で ある。 だから 我々 はこれ まで 全國に 若干の 大野 戰 

兵圑を 組織す る こと を 主張した、 その 數量は 敵の 各 部隊の 數 量に 對 して 二倍、 三倍し 或は w 倍す 

る ものであって、 上に 述べた 方針 を 以て 敵と 廣大 な戰 場で 相 見え やうと する ものであった。 この 

方針 は 正規 戰爭 のみでな く 遊 擊戰爭 にも 一 般に 適合して それが 用 ひられる し、 且つ 必ず 用 ひるべ 

きで も ある。 若し 我々 が 堅く 戰場 作戰に 於て 「外線 的 速決 的 進攻 戰」 を とるならば 啻に 戰 場に 於 
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ける 敵と 我との 間の 强弱 優劣の 形勢 を變換 せしめる のみでな く、 且つ 逐次に 總體 的な 形勢 をも變 

化せし める であらう。 戰 場に 於て 我が 進攻 的であるなら ば、 敵 は 防禦 的 だ、 我が 多 兵 を 以て 外線 

から 向へば、 敵 は 寡兵で 內 線に 置かれる、 我が 速決なら、 敵 は 持久して 後援 を 待たん としても、 

GI 由に それが 出來 ない 譯だ。 斯 くして 敵の 方面から いふと、 强ぃ 害の ものが 弱い ものに 變じ、 優 

勢な りし ものが 劣勢の ものに 變 するとい ふこと になり、 我が 方面 はこれ に反して 弱い 害の ものが 

强 いものに 變じ、 劣勢な りし ものが 優勢に 變 ずる ことになる、 斯 くして 屢々 勝利 を 得た 後に は、 

總體 的に 敵と 我との 形勢に は變 化が 起る 譯だ。 

戰爭は 力と 力との 競爭 だ、 但し 力 は 戰爭の 過程 中に 於て、 其の 元來の 形態 を變 化する。 客觀的 

要因 はこ の やうな 變 化の 可能性 を 具備して 居る の だ。 こ の やうな 可能性 を實 現す る こと は 正確な 

方針と、 王觀的 努力と に 求められる。 此の 時に 於て 主觀 作用 は 決定的で ある。 

、王 動 性、 機敏 性、 計畫性 

上に 述べた 戰役 及び 戰鬪の 外線 的 決定 進攻 戰とは 其の 中心 は 只 進攻と いふ 點 にある、 これが 持 

久戰 を實行 す る 最好 の 方針であって 即ち 所謂 運動 戰 だ。 而し てこの 方針 を實 行す るに 當 つて は、 

、王 動 性、 機敏 性、 及 ぴ計畫 性と いふ こと を 離して 考 へる こと は出來 ない ので ある。 今 この 三つの 


問題に 就いて 研究して 見よう。 

、王，動は戰(？！^カ量の優勢と不可分の關係にぁる、 然して、 受動 は 叉戰爭 力量の 劣勢と 不可分に あ 

る。 戰 略の 主動的 地位 は、 むろん 戰略的 進攻 戰を 以てよ く 掌握し、 發 揮し 得る もの だ、 然して 終 

始 貫徹し、 各地に 普及す ると ころの 主動的 地位、 即ち 絕對 的、 王動權 は、 只絕對 優勢なる ものが、 

劣勢なる ものに、 用 ひて こそ 可能で ある。 歷 史上に 於て は、 この 絕對 優勢と いふ こと は戰爭 及び 

戰 役の 終局に 存在した が戰爭 及び 戰 役の 初期に は 殆ど 見られない。 例へば 歐洲 大戰に 於て ドイツ 

が 屈服す る 前夜で ある。 日本 は その 有する 强ぃ軍 力、 經濟カ 及び 政治 組織力の 有利な 要因 を 以て、 

我々 の 弱い 軍 力、 經濟カ 及び 政治 組織力に 對し 優勢 を 示し、 因て その、 王 動權の 基礎 をつ くって 居 

る。 然し 中 國に來 て 見る と、 また 中國の 土地の 廣 いこと、 人の 多い こと、 兵の 多い こと、 及び 根 

強い 11^ 族 的抗戰 にぶつつ かって、 其の 優勢 は 再び これが 爲に 減殺され る。 

かくして 全體 的に 見るならば、 それ は 一種の 相對的 優勢と 變 じて ci? る、 だから その 主動 性の 發 

揮と 維持と は、 制限 を 受ける ことと なり、 また 相對 的な ものと なる の だ。 

中國の 方面 は、 力量の 强 度に 於て は 劣勢で あり" そのため 戰略 的に は 或る 種の 受動的た" 姿態 を 

とって るが、 然し 地现、 人口 及び 兵員の 數 量に 於て、 尙 また 人民と 軍隊の 敵 憶 心と 士氣の 上に 


於て は、 却て 優勢 だし、 それに 尙 ほその 他の 有利な 要因 も 加って 居て、 そのため 自己の 軍 力、 經 

s 力 等の 劣勢の 强度を 減較し 居り、 戰略 的に 見れば 相對 的に 劣る の だ。 かくて 受動の 程度 を 減少 

して、 戰略 的に は相對 的な 受動的 地位に あるの みだ。 

然し 乍ら 受動 は 兎に角 不利 だ、 必ず 努力して それから 離脫 しなければ ならぬ。 軍事上と るべき 

方法と して は、 堅く 外線 的 速決 的 進攻 戰を とる ことと、 及び 敵 後方の 遊擊戰 爭を發 動す る こと だ。 

つ ま り戰役 の 運動 戰及 び 遊擊戰 に 於て、 屢々 局部 的 に 敵を壓 倒し て 局部 的 に 主動的 地 位 を 取得す 

るので ある。 この やうに して 數 多の 戰 役に 於て 局部 的 優勢と 局部 的 主動 地位 を經 過して、 次第に 

戰略的 優勢と 戰略的 主動 地位 を 造って ゆけば、 戰略的 劣勢 及び 受動的 地位から よく 脫し 得る 譯だ。 

機敏 性と は 何 か？ 即ち 作戰に 於て 主動 性 を具體 的に 實現 する こと だ、 つまり 機敏に 兵力 を 使 

用す る こと だ。 戰爭の 仕事 は、 軍隊 を 組織す る こと 及び 敎育 する こと、 人 1- を 組織す る こと 及び 

敎育 する ことの 外 は、 即ち 軍隊 を 使用して 戰鬪 する ことで ある、 弱い 軍 を 以て 强ぃ 敵に 當る場 

合、 これ をな すに は 極めて 大 なる 主觀的 能力 を 必要と し、 戰爭の 特性で ある 混亂と 暗黑と 不確實 

性と を 克服す る ことが 必要と される、 そして 其の 中から 條理と 光明と 確實 性と を 探し出して こそ 

. 指揮の 機敏 性を實 現し 得る 譯だ。 


計畫 性に 就いて 述べよう。 豫め 計畫と 準備と がなければ、 戰爭の 勝利 を 獲得す る こと は 出來な 

い。 戰爭に は絕對 的確 實 性と いふ もの はない、 然し 或る 程度の 相對 的確 實性 はない こと はない。 

近代的 技術 (有線 電話、 無線電話、 飛行機、 自動車、 鐵道、 汽船 等) の發 達に よって 戰爭の 計 

畫性 は增大 された。 然し 頗る 短い 時間 內に 於け る確實 性で ある 爲に戰 爭の計 畫性は 完全な、 叉 固 

定し たもの は 殆ど 見られない、 それ は 戰爭の 蓮 動 (或は 流動、 或は 推移) のま-. -に 運動し、 且つ 

lis- の 範圍の 大小に よって 程度が 違って 來る。 

今 兹で總 括 的に いふなら ば、 抗日 戰爭 は計畫 的で なければ ならぬ。 戰爭の 計畫、 即ち 戰略戰 術 

の 運用 は 機敏 性 を 以て、 よく 戰爭の 情況に 適應 せしめねば ならぬ。 凡ゆる 點 からよ く觀 察して 劣 5 

勢 を 優勢に し、 受動 を 主動に 化し、 以て 敵と 我との 間の 形勢 を改變 する やうに しなければ ならぬ。 

然して この 一切の もの は、 皆戰役 及び 戰鬪に 於け る 外線 的 速決 的 進攻 戰に 於て 現 はされ、 同時に 

また lg 略 上 の 內線的 持久 的 防禦 戦の 中に 於ても 現 はれる ので ある。 

統一 戰線 

一切の 工作に 於て、 抗日 2? 族 統一 戰 線の 總 方針が 堅持され なければ ならぬ。 LI の 方針が あって 

こそ 能く 抗戰が 堅持され、 持久 戰が 堅持され る。 普遍的に 徹底的に 軍官と 兵士との 關係、 軍隊と 


民衆との 關係を 改善し、 全軍 全 民 的な 全體的 積極性 を發 揮して 一 切の 未 失地 iHil 域 を保衛 し、 一 切- 

の 旣 失地  域 を 恢復して  こそ、  始めて 最後の 勝利 は爭 取され る 譯 だ。 この 政治的に 軍 を 動員す 

る 問題 は、 實際 極めて 重要な ことで あり、 勝利の 最も 基本的な 條件 である。 抗日 族 統一 戰線は 

全 民 的な 統 一 戰 線であって、 決して 僅かに 幾つかの 黨 派の 黨部 ゃ黨員 達の 統 一 戰線 ではない ので 

ある。 全 民 をして 統一 戰 線に 參 加させる ことが、 即ち 統一 戰 線なる ものの 根本 目的 だ。 

結論 はどうで あるか？ 如何なる 條 件の 下に 於て 中 國は戰 勝し、 且つ 日本の 實カを 減 ぼし 得る ， ひ.. 

かとい ふに、 それに は 種々 の條 件が ある、 第一 は 中國の 抗日 統一 戰 線の 完成、 第二 は阈際 的な 抗 

日 統一 戰 線の 完成、 これらの 條 件の 中で も、 中國 人民の 大 聯合が 主要の もの だ。 

我々 の戰略 方針 は、 我々 の 主力 を 使用して 甚だ 長き、 變動 不定の 戰線 上に 作戰 せしめる、 中國 

軍隊の 勝利 は、 必ず 廣大 な戰 場に 於て 進行す る 高度な 運動 戰 にある。 訓練 ある 軍隊 を 集合して、 

蓮 動戰を 進行せ しめる 外、 また 農民の 中から 政治、 軍事に 從 ふ多數 の遊擊 、お， を 組織し なければ な 

ら ない。 戰爭の 過程 中に 於て 中國 軍隊の 機敏、 装備 を 逐次に 加强 ならしめ る、 そして 戰爭 の 後期 

に 於て 陣地 戰に從 事せ しめ 日本の 占領地に 對 して 陣地 的 攻擊を 進行す る。 かくするなら、 日本 は. 


中國の 長期 抗戰 によって 消磨 させられる 、たらう。 凡ゆる これらの もの は その他の 要因と 合して、 

我等 は 日本 占領地の 堡壘 と根據 地に 對し、 最後の 致命的 攻 擊を與 へ、 日本の 軍隊 を中國 から 驅每 

する であらう。 

勝利 を爭 取すべき 中心的な 鍵 は、 旣に發 動した 抗戰 を、 全面的、 全 民族的な 抗戰 に發展 せしめ 

る ことで かくて 最後の 勝利 迄抗戰 は續け 得られる の だ。 目下の 抗戰は 未だ 甚だしい 弱點を 持って 

居る、 だから 今後の 抗戰の 過程に 於て、 數 多の 挫折、 退却、 內部的 分化 ゃ叛 IT 暫時 的な 且つ 部 

分 的な 妥協 等の 不利な 情況 を發 生す る 可能が ある。 これから 考 へて 兒ても 此の 抗戰は 艱苦な 持久 

戰 である。 然し 我等 は 信す る、 旣に發 動され た抗戰 は、 必ず 全中國 人民の 努力に よって、 一切の 

障？.^ 物 を 突き破り、 繼繽 的な 前進と 發展 とを繽 ける だら うと。 

我々 の意兑 は、 抗日 戰爭は 持久 戰だ、 最後の 勝利 は 中國の もの だ 11 、 とい ふの が 我々 の 結論 

となる。 

• 四、 遊 擊戰の 諸 原則 

かくて 第三 期抗戰 期に 於て、 共產 軍の 提唱に 共鳴し、 國：： ^ぶ： i 軍 迄が 採用す るに 至った 遊 擊戰と 


は 如何なる もので あるか、 毛澤東 はこれ について 次の 如く 說 明して ゐる。 

「多くの もの は 日本に 戰勝 する 戰略 問題に 非常な 關心を もって ゐる。 抗日の 主要 問題 は 政治問題 

であり、 r 戰 略と 政治 は 相關聯 する ものであるが、 戰略 上で は 我等 は 持久 戰を とり、 戰役 上で は 我 

等 は 速決 的 殲滅 戰に赘 成し、 作戰 方針で は 一種の 運動 戰を とる、 支那 は 他人 を 侵略す るので 無く 

自己 を保衛 する ので あり、 自衛 戰は 持久して 勝利 を 得なければ ならぬ からで ある。 

軍事 工業 上で は、 支那 は 日本に 比べて 劣り、 戰爭の 開始 當 初にお いて 敵に 致命的 打 擊を與 へる 

ことが 出来ない、 我等の 勝利 は 廣汎な 人民の 抗戰參 加に 頼らねば ならす、 一切の 人民 を戰爭 過程 

中に 組織し 動員せ ねばなら ぬからで ある。 戰爭の 初期に は、 支那 は 或は 不利に 陷る かも 知れない 

が 情勢 は 一 日 一 日好轉 する。 支那 軍隊 は 人 21^ の 擁護 を 受ける が、 日本の 軍隊と 一 般 人民の 關係は 

これと 同一 では 無く、 或る もの は 支那 人民の 存在 をみ ない。 作戰 方針 は 一種の 運動 戰 であるが 一 

切の 正規の 陣地 戰を 避ける もので なく、 我等の 軍事 配置 は 據點式 たるべく して 線 式で はない、 線 

式 は 容易に 打破せられ 少數 兵力 を もって 多數の 敵に 當 るに は 據點 式が い- 1。 作戰 上で は 我々 は 速 

決 的 殲滅 戰を 主張す。 かくして 敵の 近代 兵器の 作用 を 減少し、 飛行機、 タンク、 毒 瓦斯の 效 能を充 

分に 發揮 せしめす、 疾風迅雷の 手段 を もって、 敵に 何等 警備の ない うちに 襲擊 する、 我々 は 消息. 


に靈 通し 敵の 動作 はすべ て 知って ゐ るが 敵 はこの 種の 便宜 を 有しない。 我々 は 地形 を 熟知して ゐ 

て、 優勢な 兵力 を 持って 敵の 劣勢な 兵 を 撃破す る。 この種の 殲滅 戰に よって 我々 は 敵の 兵器 を 卜  1 

獲して 我々 の彈藥を補充し、かくして幾度かの戰ひの後、敵は再び分散せす^^中して來る。 我々 は 

か. うして 彼等 を 封鎖し 彼等 を 困らせる。 この 1: 困らせる こと は 戰略上 困らせる のであって、 敵の 

力量 を 消耗せ しめ 彼等 をして 遂に 方法な からしむ ると 同時に、 我々 の 周 圍には 民衆 を 組織 動 C 貝し 

て、 彼等 を 封鎖し 擾亂 し襲擊 し、 彼等の 交通 を 遮斷し 奔命に 疲れし める。 かくて 敵 はいたる とこ 

ろ 困惑せ しめられ、 これが 救援の 軍隊 もまた 襲擊を 受け、. 消 減せ しめられて その 進路な からしめ 

援兵な からしめ て 進退 谷 まらし める。 若し この場合、 敵が 動かなければ 疲 M 堪ら す、 日夜 不安 は 

時 問の 延長に 從 つて 签々 困難 を增 加す る。 但し 最大の 問題 は 矢張り 民衆の 動員で ある。 我々 が 民 

主 を 要求す る 所以 は 抗日の 勝利の ためで、 民衆 を 動員して 始めて 廣大 なる 民衆 を 抗日 戰に參 加せ 

しめる ことが 出來 るので ある。 即ち 我々 の 戰略は 遊擊戰 である、 一本の 流動して 定まらぬ 戰 線に 

あって、 戰 略の 成功 はすべ て 困難な 地域 中に あって 高度の 流動性 を もつ ことに 依據 する。 即ち、 

迅速な 攻擊と 迅速な 退却。 迅速な 集中と 迅速な 分散であって、 これ は 一種の 大規模な 遊擊戰 にし 

て單 純な 陣地 戰 ではなく 長壤重 兵、 堅 壘の戰 ではない、 我々 の戰 略は戰 地に よって 定まる 遊擊戰 


である。 但し これ は 決して 重要な 軍事 點. ：^」 放棄す る もので はなく 矢張り 情勢に 應 じて 陣地 戰 によ 

る。 た义中 樞戰略 は必す 遊擊戰 でなくて はならない。 そして 別働隊と 遊撃隊と に對 して、 重大な 

信頼 を もたねば ならない。 保 壘戰は 利用せ ねばならな いが、 補助 的の もので あり 戰略上 必要の も 

ので ある。 地现 方面から いへば 戰場 はかくの 如く 廣汎 であるから、 我々 は 最高の 能率と 效 力と を 

もって 日本と 流動的 戰爭を なすこと が 出来る、 彼等の 軍事 機構 は停滯 的で、 時々 目前の 襲 擊を防 

がねば ならない からで ある。 狹 隙な 戰 線で は 極度に 集中して  一 二の 要鎭を 防禦し、 地现 上、 經濟 

組織 上の 利益 を 失 はしめ て アビシ ュ ァの 錯誤 を 繰り返す こと を 免れねば ならぬ、 戰爭の 初期で は , 

我々 の戰略 は、 必す 重大な 決戰を 避けて 漸次 敵の 戰鬪 精神 を碎 き、 軍紀 及び 軍事 能率 をく ぢ いて 

ゆかねば ならぬ。 アビシ 一一 ァの 錯誤 は その 內部 政治 上の 弱點 にあった ことい ふまで も 無い が、 そ 

れ よりも 彼等 は 一本の 深くて 廣ぃ戰 線 を 保有して フ アツ ショ をして 爆擊 せしめ、 技術 上 比較的 强 

い 軍事 機關を 集中せ しめた ことが、 アビシ 一一 ァに 致命的 傷害 を與 へる ことにな つた。 支那の 正規 

軍の 外に、 我々 は 農民 中に 組織と 指導と を 與へ以 つて 政治 地、 軍事 地 をつ くって 大量の 遊撃隊と 

^働隊 を 建立せ ねばならぬ。 適當な 指導と 組 II が あれば、 この種の 隊伍 は 日本人 を 朝夕 奔命に 疲 

れ させて 參ら せる ことが 出來 る、 今次の 戰爭は 支那の 領土 內で行 はれる こと を 知らねば ならぬ。 


即ち 日本人の 周圍は 完全に 「敵窗 同 仇」 の 支那 人な ので ある。 故に 日本人 は 必要の 給養 を 蓄積せ 

ねばならす、 同時に これ を 監視せ ねばならす、 すべての 交通 線 は 悉く 駐兵せ ねばならす、 彼等の 

根據 地にまで 重 兵 を駐め msl かねば ならぬ ので ある。 

戰爭の 過程 中で は、 支那 軍隊 は 或る時 期に 達せば、 漸次 日本と 陣地 戰を行 ひ、 堡 £| 一、 塹壕 を 利 

m する ことが 出來、 戰爭 して ゐる うちに 反日 軍の 技術 設備 は 犬なる 進歩 を 遂げる にいた る、 同時 

に 重要な 外部の 援助が 强 化される。 

これが その他の 要素と ともに 今次の 戰爭に 注入され て、 我々 をして 日本の 堅壘と 軍事的 根據地 

に、 最後の 決定的 攻擊 をな さしめ、 占領せ る 日本軍 を驅逐 してし まふ 遊擊戰 術で ある」 

ま た 第 八 路 ，取 總 指揮 朱德は い ふ。 

「現在 西北 戰 線に 於け る 戰爭は 我々 は 不利で ある。 しかし これ は 局部 的の もので、 最後の 勝利 は 

必す 我々 にある、 但し 最後の 勝利 を 得る 爲 めに は、 過去の 失敗 原因に 對 して 撿討を 加へ て、 その 

戰術を 改善せ ねばならぬ、 我々 は 今. E 衛 のために 戰 つた、 故に 戰略 上で は 防禦で ある。 たど 我國 

の 兵器 は 遠く 敵に 及ばず、 闺 防の 設備 また 極めて 貧弱で ある、 もし 單 純な 防禦に よって ゐ たら、 

必然 失敗 を 招く、 故に 我々 は戰術 上で は 積極的な 防禦 即ち 攻撃的 防禦 をと るべき である。 この種 


攻撃的 防禦に は、 運動 中に ありて 或は 敵の 立場の 安定し ない 時期に 乘 じて、 我が 優勢な 兵力 を錄 

中して 猛攻し、 敵 を纖滅 する。 然ら すして 一地 を 死守して ゐて は、 敵 をして その 現代 武器の 威力 

を發 揮させる の を 助ける に異ら ない。 その 結 菜 常に かう して 死守して ゐ たら 死守で なく 「守 死」 

になって しま ふ。 過去の 失敗 は、 敵が その 長す ると ころ を もって、 わが 短所 を 攻めた ところに あ 

る。 我々 は 敵に 勝った めに、 相反的に 其の 長所 を もって 短所 を 攻める、 即ち 若し 敵の 後方に 深 入 

したら 隨時 襲撃し、 一旦 開始したら 白^ 相 接し 肉迫す るの が、 敵の 技術的 優勢 を 避ける 最もよ い 

方法で ある。 若し 敵の 後方に 深 入したら 最もよ いのが 遊擊戰 術の 運用で ある、 遊擊 部隊 は 敵の 後 

方に 幾多の 小 根 據地を 作り、 手 分して 敵の 兵力 を 弱めし め、 同時に、 我が 主力 を もって 突 擊を行 

ひ、 然して 多數の 兵力 を 防禦と 牽制に 使 はない。 かう して 敵 を 奔命に 疲れし める と、 .s 然と 我々 

を 被 動から 主動の 地位に 立た しめ、 勝利の 把握 は確實 である、 ただ 如何にして 遊擊 戰を發 動す る 

について は、 民衆 遊 擊を發 動す るの が 先決で あり、 遊 擊戰と 民衆と は 離れる ことの 出来ない も a 

である。 遊 擊戰は 民衆 抗戰の 最高 形式で ある。 民衆 を發 動す る 場合に は、 我々 は 速 かに 民衆 を 組 

繳し、 訓練せ ねばならぬ。 我國 人民 は 現にな ほその 素養に 缺 けて ゐる、 これ は 或は 以前 紀律 不足 

の 軍隊の 擾害を 蒙った ため かも 知れない が實際 痛心すべき ことで ある。 現在 は 正に 暴 敵 抗戰の 時 


期で ある、 若し 軍隊が 百姓 を擾亂 する やうな ことがあったら、 最も 痛心すべき ことで ある。 如 何 

なる 戰爭 でも、 若し 人民の 援助 を 得なかったら、 勝利 は 得難い こと を 知らねば ならぬ」 

叙 上 二人の 言說で 判る やうに、 今 事變に 於け る 彼等の 遊 擊戰と は、 從來の 所謂 ゲリラ 戰 及び バ 

ルチ ザン戰 法と は 趣 を 異にし、 その 特色と すると ころ は、 一、 その 戰 法に 一貫せ る 統制 を もって 

ゐる こと、 二、 民衆、 就中 農民 大衆 を バックと せる 廣汎 なる 軍民 一 致の 戰法 たる こと。 の ニ點に 

あり、 彼等の 遊擊戰 は先づ 民衆 を 味方に する こと 無くして 成立 しないの である。 こ. -に遊 擊戰の 

强 味と 執拗 さと それ 自體 が惡 性で ある 點が ある。 それ 故 彼等 は 民衆の 獲得 を 第一義と し、 これ を 

組織し、 訓練す るに 懸命で ある。 そして 彼等 は 民衆に 接する に 「共産軍 八大 規律」 とい ふ ものが 

あり、 嚴 格なる^ 規を 守る の だ。 なほ 遊擊戰 法の 中で、 {4K 至淸野 及び 交通 線 破壊の 二つ は 最も 得 

意と する ものである。 


第一章 政治 工作 

一、 中國 政治の 理想 

共産軍の 抱懷 する 中國 政治の 现想 は、 共産主義 社 會の實 現に ある は 勿論なる も、 日 支戰爭 中の 3 

現段階に あって は、 人 ：！^ 戰線 イデ ォ ギ ー を 遵奉す る。 

支那に 於け る 人民 戰線 は、 一 九 三 五年モ スクヮ に 於け るコ ミ ン テル ン の 決議に 基き、 時の 駐露 

代表 陳紹禹 によって 提唱せられ たもので、 これに 基き 國共 第二次 合作の 實現 となり、 今次 事變と 

なった が 今や 支那に 於て は 人民 戰線 とい はすして、 民族 統一 戰 線と 名 づ けられる。 所謂 支那 四 億 

の 全 民族 を 結成せ しめて、 民族 戰爭に 蹶起せ しめる こと を 意味す る。 

この 目的 を 貫徹す る爲に 各地に 抗日 縣 政府 を 樹立し、 これ を 一丸と したる 後、 省 政府 を 組織し 

更に 中央 統 一 政府の 實現を 夢見ん とする ものである。 


かくの 如き 政治 工作に 當る は、 實に 共産軍 政治 部で ある。 

一一、 共産軍 政治 都と は何ぞ 

政治 部と は何ぞ や、 こ. -に 支那 共産軍が 中央 軍 その他の 軍閥 軍と 異る 特色が ある。 

蓋し 支那 共産軍 政治 部 は、 ソヴ H ッ ト 赤軍の 政治 部に 則って 作られた ものである。 

ソ聯 赤軍 政治 部の 成立 は、 革命 後の 軍隊 改編の 目的で 作られ、 舊式 ロシャ 軍人 型 を 大目 付す る 

ことが I： 一 取 初の 役目で あり、 よって 政治 部員た る 者 は 優秀なる 共產黨 員が 派遣せられ、 直接 軍事 行 

動に は 干渉せ す、 また 命令 權 なしと する も、 實は 一 切の 會議 に參與 し、 平常 時に 於て は將 兵の 政 

:m 訓練 をな す ものである。 

この 結 rai-^ 人 は P ボット 化し、 一切が 政治 部員に 掌握せられ、 軍隊 內に 於て 兩 者の 激突が 壞次 

に 繰 返 さ れ る 結 si- となつ た。 

しかるに 支那 共産軍 中の 政治 部員 は、 彼 は 軍人で あり、 政治 部員で ある 場合が 多く、  二つの 權 

利 を 一 人で 代行す る 場合が 多い。 即ち 共產黨 員の 有力なる 者 は 軍人で あるから である。 

支那 共產黨 政治 部員 は 何 を する か。 

： みお H 仃 動に は 命令 權 はない。 たす 參畫 して 意見 を述 ぶる に 過ぎぬ。 主なる 役割 は 軍隊の 思想 指 


導、 即ち 兵士に 對 して 政治 敎 育を實 施し、 抗戰 イデ ォロギ ー を 植付け、 非行 爲者を 監視し、 イデ 

ォ U ギ ー の把握 十分と 見た る 者に 對 して は、 共產黨 員と して 加入せ しめ、 幹部に 仕立てる。 これ 

が 一 つ。 

今一 つ は 支那 民衆に 對 する 宣傳 を檐當 する。 即ち 民衆に 對し、 共 產軍は 支那 民衆の 味方で ある 

こと を 認識せ しめ、 認識せ しめたる 後 は、 これ を 組織す る。 組織した る 後 は 訓練し、 煽動して 民 

衆 運動への 展開 を企圖 する。 

これ を概言 すれば、 政治 部員 は 軍隊の 中に あって 武力 行動に は 力がない が、 軍隊の 對 衆、 對 

兵士に 關 する 頭 腦 的中 樞 をな す ものと い へよう。 

政治 部の 組織 は、 上に 總 政治 部が あり、 以下 各師、 各 旅、 各團、 各 連に 從篇 する。 即ち 

總 政治 部— 政治 部— 政訓 部— 政 訓處— 敎導部  - 

軍 中央部 —— 帥  旅  圑  營 

政治 部 は 民衆に 對し 政治 を 指 一？ jM5 るが、 直接、 政治に 當る もので ない。 一般 行政 は擧げ て縣政 

府 をして 實 施せし め、 直接お 衆に 接觸 しない。 然し 縣 政府 官吏の 任免 は 幹部 級 は 凡て 政治 部員の 

手に あり、 黨 員に 準すべき 分子、 叉 は 共産軍に 有利なる 人物 を 任命す る。 別に 縣 政府 內には 工作 


委員 會が 設置され て、 政治 部の 指令に 基き、 救 國會、 靑 年隊、 自衛隊の 如き 民衆 組織に 當る。 

政治 工作の 直接 目標 は、 共産 政治の 现想を 揭げて 民衆 を 爆 動 獲得し、 實は 軍資金、 糧食の 調達 

に 狂奔し 居リ、 これが 爲、 納税、 献金、 物資 及び 壯 丁の 徵集 等に のみ 忙殺 せられる 現狀 である。 

生活の 改善、 民主 權 利の 保障 等 を 提唱して ゐ るが 一 切實 行せられ ぬ。 

第二 章 經濟 工作 

一、 遊擊戰 時の 經濟 政策 

遊擊戰 時に 於け る經濟 政策と して 共産軍 はいふ。 

「ま づ國防 生産 を 整頓し 且つ 擴大 し、 農村 經濟 を發展 し、 戰 時に 於け る 自給自足 を 確立し、 國貸 

を 提唱し、 地方の 生産 を 改良し、 日 貨を禁 4- し、 奸商 及び 投機 業者の 搾取 を 取締る」 となし、 左 

の 具體的 提唱 をな す。 

一、 一切の 商工業 を 保護し、 軍事 工業に 對 して は 特に 保護 を 加 ふ。 

二， 生產 合作 社 及び 消費 合作 社の 組織 を 協 助す。 

三、 戰爭 により H 廠 主の 逃亡せ し 工廠 は 政府に より 之 を 利用し、 合作 社、 或は 株式 組織と なす 


か、 叉 は 個人に 貸付 操業せ しむ。 

四、 侈 品の 生產 工業 は 之 を 改組し、 軍需品 及び 人民 生活必需品 を 生産せ しむ。 

五、 業 生産 を 促進すべき 齡種 運動 をな す、 家畜 及び 農具 を 保護し、 農具の 破 壌、 家畜の 殺 

を 禁止す。 

六、 請負 稅を 取締る。 

七、 新たに 銀行 を 設立し、 政府の 監督 下に 金融の 指導 をな す。 

八、 高利 货 及び 地主に よる 摔取を 制限し、 低利 叉 は 無利子 貸付 を獎勵 す。 

かくの 如き 經濟 政策の 提唱 は、 事實 如何なる 程度に 實 行せられ てゐ るで あらう か。 凡ゆる 計畫 

だけ は 緻密に して、 しかも 少しも 實行 せざる は 共産軍の 常套手段 である。 支那の 如き 複雜 極る 經 

濟 機構の 中に あって、 しかも 戦時に して、 叙 上の 如き 提唱 は 事 實、. 美辭 麗句の 羅列に 過ぎぬ。 大 

部分 は實 行せられ てゐ ない と兑 られる e また、 一部が 實 行せられ てゐ ると しても、 ー縣 或は 一地 

方に 過ぎす、 大國 支那に 於て は 眞に九 牛の 一 毛で ある。 

一一、 經濟 工作の 實 3g 

まづ 原則として の 自給自足 制 を 極めて 緩慢ながら il りつ >- ある。 これ 共産軍と して は 相次ぐ 皇 


軍の 討伐に 遊 擊根據 地 を潢滅 せられた 結 菜、 定 著せる 根 據地を 有して， 各 支隊に 軍資金、 精 食 を 

配給す る わけに ゆかぬ。 勢 ひ、 山 僻地に 分散す る 結 菜、 ー縣 或は 數縣 を單 位と する 自給自足 經 

濟に 頼らざる を 得ない。 

. また 都市の 近代的 機械工業 は、 全部 我 軍に 占據 せられて ゐ るので、 地方 農村に 於て 極めて 小规 

模 な家內 工業 を獎勵 し、 原始的 機械 を 使用せ しめて、 綿 を妨ぎ 綿布 を 織らせる。 これ 軍服、 手袋、 

其 他の 軍需品の 用に 充てん とする もので あ： る。 

徵稅は 凡て 救 國稅の 美名の 下に、 戰 時の 特別 稅を 賦課して ゐ るが、 有 錢出錢 の 原則に 從 つて、 

漸次 軍閥 時代に 於け る 苛酷なる. 稅制を 整理し つ k ある。 しかし、 支那の 稅制は 傳統の 永き に 百 一り 

最も 複雜 なる ものにして、 各縣に 於て 大同小異 である。 山 西の 如き 比較的 富有なる 縣に 於て は、 

0. の 整理 も 容易 であるが、 山 東の 如き 貧窮 縣に 於て は 最も 困難 を 極める。 

贫 農の 稅を 全免す るが 如き、 思 ひ 切った 制度 は 採用して ci; ない が、 背 酷なる 地租の 如き はっと 

めて 減租 する が 如き 態度 に 出で てゐ る。 

村に 於け る 生産 及び 消费 合作 社の 制度の 如き は、 單 なる 提唱に 過ぎす して 全く 寶 施されて ゐ 

ない。  - 
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軍資金の 缺乏 をお ぎな ふ爲 に、 屢々 救國 公債 を發 行す る。 返濟 期^、 利子 等 は出鮮 目で ある も、 

5^ 衆に 對 して 强制 的に 買 はしむべく 頻りに これが 宣傳 をな しつ. ある。 

しかし、 以上 を 以てして は 到底 軍隊 を 支へ きれぬ ので、 々不當 の 寄附 金 を强耍 する。 殊に： 卓 

除の 駐屯 永き に 百 一る 時 は、 地元からの 徵 發相繼 ぎ、 爲に 民衆 怨嗟の 的と なって ゐる。 有産 者に 對 

する 寄附 金 强耍は 背 酷 を 極め、 若し 應ぜ ざる 時 は漢奸 なりと 稱し 斬殺す る。 その 方法 は 説服 方法 

による も 多く は 期 限 付の 指定 割當 をな す。  • 

三、 經 濟攪亂 工作 

我 軍占攄 地域に 對 する 經 濟榄亂 工作と して は 棉花、 麻 等 日本 向 農産物の 栽培 叉 は 搬出 を 禁止 

し、 代 ふるに 自 軍の 糧食に 資すべき 五穀の 栽培 を獎勵 し、 また 穀物の 移出 を 統制す る。 

山 東 省 某縣に 於て 棉花の 搬出 を 禁止 して 彼等 はいふ。 

「棉花 は 火 藥の村 料と なり、 長期 抗戦の 障碍 をな す。 我等 はこの 兒 地より 縣 下の 搬出 を 厳重 禁止 

す。 これが 爲の調 木.： 一 委員 を 各 村に 派遣して 棉花 額 を調亮 せし む」 と、 これにより 特派 せられた 調 

木：： 一員 は 村民に 對 しま づ 長講 一 席 「棉花と 戰爭 との 關係 について」 講演し、 舊式 方法に よる 妨 tr-s 

布 を 以て 自給に 充 つる は、 軍民 一 致の 民族 抗戰に 協力す る ものな りと し、 一 定量 を 微發し 去り、 . 


-殘餘 の 拙 花 は 一 所に 集積して 燒 却し、 若し 祕 かに 搬出す る 者に 對 して は 死刑と した。 

また 麻 栽培の 禁止に ■ してい ふ。 

「諸君の 作る 麻 は 現在 戰時 交通の 關係 により 出 貸 不可能 だ、 若し これ を 栽培す る 時 は 諸君の 破産 

を招來 する こと だ」 と、 かくして 棉、 麻 Q 栽培に 代 ふるに 軍隊の 糧秣に 必要なる 粟、 麥 等の 食糧 

. 作物の 栽培 を强 制する。 日本の 經濟 を攪亂 する を 目的と しながら、 一 切 これに 觸れ す、 直接 農民 

..en 身の 生活に 結びつけて 實 施せし める 巧妙なる 一 石 二 鳥 策 を 見よ。 

つ ぎに 軍隊 の 行動 を § 敝 する 爲、 高粱 等の 高稈 作物 は、 秋の 收極 時に 際し 刈 取 を 禁止し、 穗先 の 

み 刈 取るべし と 指令す る。 金融 报亂を 目的と し、 昨年 三月 晋察 冀擾 151! 銀行 を 設立した が、 同 銀行 

の 資本金 二百 萬圓、 拂込 五十 萬圓、 株券 は ー圆、 五圆の 二種に して 五十 萬圆に 上った。 本店 は 河 

北 省 石 咀 にあり、 各地に 支店 を 設置した。 爲 にこれ ら僞 紙幣 は 現に 共 Ml 地 m に 流通して ゐる。 

笫三章 敎化 工作 

一、 都市と 農村の 教化 

共產 1m は戰 時下の 支那， 4 衆に 對 して、 如何なる 敎化 工作 をな して ゐる であらう か。 


ィ、 都市に 於け る擧 生、 インテリ 曆に對 して 

舉生 及び インテリ 隆を 把握して、 これ を 媒介 暦と して 一般お 衆に 共産軍の 政治、 經濟、 民生. 

工作が、 新 中國に 最も 適應 する ものなる こと を 知らし める。 

今次 事 變勃發 と 同時に、 抗日 學 生の 大多數 は、 軍隊と 共に 今な ほ 流離の 旅を鑌 けて ゐ るが、 

幾人 かの 彼等の 友人 は 未だ 都會 に殘存 して 居り、 彼等の心の琴線に觸れたものは三：！！^主義の中 

のお 族 主義で ぁリ、 共産軍 もこれ を 知って ゐ るので、 共産主義に 共鳴させる 前に、 先づ 彼等の 

民族主義に 1  民 ひ 入り、 「抗日 民族 統一 戰線」 なる 勇 壯な现 論 を 提唱して 把握す る。 

然して 一 度舉生 及び インテリ 騷の 共鳴者 を 獲得す ると 見る と、 直ちに 彼等 をして 工場 勞働者 

を 組 II せしめて ェ會 となし、 其 他 商人、 婦人、 少年 等の 圑體を 組 織 せしめる。 

口、 地方 農村に 於け る 小學敎 師に對 して 

地方 農村 小 舉敎師 を 把握し、 或は 强制 的に 彼等 をして 小 學生を 共産主義 下に 組織 訓練せ しむ 

ベく 更に 彼等 を 通して 各 家庭の 無智なる 父母に 働き かけ、 次第に 農 層の 組織に 喧 入らん とす。 

由来 支那に 於け る 師範 學校は 赤化の 溫 床であった。 共産軍の 幹部 中には 領袖 毛 澤東を 初めと 

して、 師範 學校 出身者が 極めて 多い。 この 原因 は敎育 制度の 缺陷 から 來っ たもので あるが、 支， 


那の 如き 都市と 農村 の 生活水準の 懸隔 甚 しき 處 では、 農村 小 學敎師 の 簿給は 自然と 社會 制度 へ 

の 反感 を そ k り c: 勿い。 今次 事變 の勃發 と共に、 農村 小 舉敎師 の 大部分 は 軍隊と 共に 逃. U したが 

^ほ 錢存 する 敎師 に對 して 共產軍 はかくの 如く 執拗に 迫って 一 人も錢 さじと 働き かける。 

一一、 識字 運動に つ い て 

支那の 如き 未だ 教育が 普及せ す、 文」 M 者の 大部 を 占める 國に 於て は、 文化 水準 を 高める 爲、 

i まづ、 文」 C 者に 字 を 知らせる ことで ある。 識字 蓮 動 は 夙に 共産軍の 重視す る もので、 戰 時と 謂 

へど も 決して ゆるがせ にして ゐ ない。 それ は 農民、 商人、 兒 童に 細別せられ、 更に、 I® 人に 對 

する 識字 讀 本まで 編 築され てゐ る。 中に も 共産軍 兵士に 對 する 識字 は 嚴格を 極め、 文"」 S 者に は 

義務的に 五 百 字 を 記憶せ しめて ゐる。 これ、 彼等の 軍隊 は 大多數 農村より 强制微 集せ る 十六 歳 

I  §： 十 歳 迄 の 農： li- にして 無智 文ぎ なる が 故 で あ る。 ^隊 の 怖 ijc: も 指令 文 も 判 護せ ぬので は戰爭 

に 使用され ぬ。 その 方法 は 行 中の 休息 時 を 利用して 野外 敎授 をな すが、 これ を 全部 記 億した 

時には 戰鬪 時に 速成 的 に 役立つ やうに なって ゐる。 識字 讀本 の 內容 は 主として 共產 主義 の 宣傳 

み ^級 闘爭 の 高揚で あ り、 共産 M の 謳歌 である。 

次 は 文盲の 兵士に 與 へ たる 識字 讃 本の 內容で ある。 


人 m 


我 你 機 歩 
也 


有 


有 


手 


槍 槍 槍 槍 


第 


三 課 


抗日 軍 

是 人民 的 

武 裝 

第 四 課 

抗日 軍耍 


打 日本 


第 五 課 

愛國的 

民衆 加入 

抗 m 軍 

第 六 課 


入 

抗日 軍 

眞 光 榮 


第 七 課 

你是 抗日 軍 

我也是 抗日 軍 

我 們都是 

抗日 軍 

第 八 課  ， 


捉 tem 抗 m 
漢歩勇 日 ； 
奸 敢軍 ^ 


第 十三 課 

抗 m 軍 

眞英勇 

不怕路 遠 

去 運輸 

十四 課 

抗日ぎ 

眞 勇敢 

打遊擊 

捉敵探 

聯合 友軍 

去抗戰 


を ク 『  二 

去 去 去 

去 破 壌 

離ノ 交通 


m 十 課 

快拿检 

去 打 仗 
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究我的 我 指 
政 們指們 導 

治 導 政 員 


敵 能 

人 打得們 
中準瞄 


M 家是 

人民 的國家 

政治 

應當 

民衆化 

二十 課 

抗日 軍 

耍有 知識 

學習 軍事 

學習 政治 


第二 十 一 課 

隊長 

敎我們 刺 槍 

刺 槍 剌得好 

本趕跑 

第二 十二， S 

隊長 

敎我們 打 手榴彈 

手榴彈 

打 得 準 

打 死 敵 人 


第二 十四 課 

政治 

上 

指導 


知的 = 長 書 t 

事^ 智報 

道 情國識 


1^  二十 五 S 


抗日 軍 要 識字 

不 識字 像瞎子 

不做瞎 子 


き i  ： 

看 


第二 十六 課 

眞是好  中 

叉能寫 書信 

叉 能 看 書 報 


かくの 如く 最も 短期 問に 於て 識字 敎育を 通じて 文盲 者 も 不知 不識の 問に 思想 敎育、 精祌敎 _w、 

軍蔡敎 育が なされ 一 石 を 以て 三 鳥 を 射 落す の 計畫的 識字 方針で ある。 

三、 學校敎 育の 解剖 

事變前 所謂 紅 軍 時代の 赤色 敎背は 凡て 中 國ソヴ H 1 ト 中央政府 Q 文化 工作 案に 基き 施行され、 

そのうち 小 學校敎 育に 關 する 要領 を 略述 すれば 次の 通りであった。 

1 敎育 行政 

ィ、 各鄕 及び 區に はレ ー 一一 ン 初級 小 舉校、 各縣 にはレ ー 一一 ン 高級 小 校を設 I おし" 初級 を卒 へた 
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者 は 高級に 進む。 初級 四箇 年、 高級 ニ箇 年と す。 凡て 六 歳より 十六 歳 迄の 男女に 對し 義務的に 

教育 を 受けし める。 

一 切の 學费は 政府の 支辨 たる こと を 原則と す。 

舉校 に は 必. す 農場 を附 する を 要し" 生徒 をし て 農 轿實習 を爲 さしむ る を 特色と す。 

口、 校長 は鄕 代表 大會 にて 推薦し、 lil ソヴ HI ト の 委任 を 受けた る 者と し、 敎員は 校長の 稚薦に 

よる。 

ハ、 別に 革命 記念 小學 校が 各縣 一所 設立され、 戰 死者 遣 子 及び 中 國共產 革命の 爲 殉死せ る 烈士の 

遗子を 特別 敎育 する。 

一一、 生徒 は 三十 名 を 一 班と し、 五十 名 以上に 達する 時 は 班 を 分つ。 

ホ、 二月 一 日より 七月 三十 一 曰 迄 を 第 一 舉期 

八月 一 日より 一 月 三十 一 日 迄 を 第二 舉期 

夏 休 は 三十日 乃至 四十 日 問 

冬 休 は 一週 問 乃至 二 週 問  . 

革命 記念日 は 休業と し 記念 行事に 參加 せしめる。 


ベ、 縣 政府 文化 部に はレ ー 一一 ン 師範 學校 卒業生 中より 選抜され た 四 人の 視學が あり、 小舉校 巡視、 

指導、 教科書 審木： r 學 61 劃 分 等に 關 する 事務 を 掌る。 

ト、 各校の 實際 進度 及び 優劣 を撿閲 し、 生徒 能力 を試驗 する の 目的の 下に 各 感學校 は 半年毎に 一 

回、 各 縣は年 一 回、 運動 會び及 學藝會 を 開催す る を 要す。 

2 敎育 方針 

左の 如く 規定し あり。 

ィ、 兒 童の 心身 發達 程度に より 適宜の 啓 發と領 導を爲 し、 特に 自動的 諒解 を啓發 する やう 努む。 9 

rl、 {n: 我 的 批判 精神 を 充分に 發揮 せしめ、 階級 的 友誼に 導くべし。 

ハ、 徒に 學究に isi すべから す。 

一一 ， 兒童 の 自由 を 尊重す ベ し。  . 

ホ、 訓練 原則 左の 如し。 

1 紀律 化 圑體的 革命 紀律 を 樹立すべし。  . 

2 勞働化 從 來の勞 働と 讀 書の 分離 的 傾向 を 是正すべし。 

3 圑 IS 化 兒 童圑體 生活の 習 を 養成すべし。 


4 闘^ 化 遊戯 屮適當 Q 機會を 利用し 兒 童の 鬪爭性 を啓發 すべし。 

3 敎 村の 內容 

左の 敎ぉ =35 祌を 基本と せり。 

「赤色 敎 育の 目的 は 人類 生存に 對 する 唯 物的 眞现の 認識 を 把握せ しめ、 從來の 是非 善 惡に對 する 

1： 斷 を變更 せしめ、 以て 地方 暴動、 遊 擊戰爭 に 高揚、 共產 革命 を 遂行す る」 

これによ りて 努めて 群集心理に 立脚せ る 敎村 を 選び 先入主 的 方法 を以 て 舊來 の 觀念 を 改造 し 新 

思想に 誘導せ り。 その 種類に は 

ィ、 レ ー 一一 ン讓本 

お 文化 部が 編藝し 主として 藤史、 地现、 .E 然科學 の 順序に 重點を 置いて 配列した。 

(教科書の 編 竹お される 迄 は 簡單な ビラ、 新聞、 雜誌屮 の 文章 を 利用せ り) 

副讀 本と して 劇、 詩歌 第 あり。 

敎 村の 取 村 範圍は いづれ も. S 實と赏 生活と を對 象と し、 故意に 錯誤 的 論調に 導き、 努めて IS 動 

性 ある もの を 盛った。 

その 數課 を摘錄 すれば 左の 如し。 


第二 十八 課 江 西 省 攻略の 敎訓 

(全文 は. S 字 一 句の 韻文より なる) 

現下の 耿勢 ではき つと 敵軍 は 江 西 省へ 進攻す るに 違 ひない。 若し 敵 を 無視し、 配置 を 誤り、 

軍事秘密 を 漏洩し、 警戒 を嚴 にせす、 速 絡を缺 いだなら、 敵の 夾襲を 知悉す る ことが 出來 す、 

その 一 戰は慘 敗に 歸 する であらう。 特に 夜襲 は 寸時 も油斷 がなら ぬ。 吾々 は 常に 斯 くの 如き 

血的敎 訓を學 ばねば ならぬ。 

第三 十五 課 農 村 

農村の 階級 は 極めて 複雜 なり。 土 豪、 劣紳、 地主、 富農、 商人 等 を 凡て 掉 取 階級と いひ、 貧 

農、 苦力、 储ェ等 を 被 搾取 階級と いふ。 富農 は 農村に 於け る 最も 憎むべき 资產 階級で ある。 

故に その 負擔を 加重せ しめ、 紅 軍に 編入す る こと を 禁じ、 お 衆 武装 組織に 參加 する こと を 許 

さない。 

第五 十 一 課肅淸  、 

AB 圑、 改組 派、 第三 黨を 反動 組織と いひ、 彼等 はェ農 大衆 を 虐殺し、 ェ農 革命 を 破壊す る。 

我等 は 一 齊に 起って これら を 偵 木  =ー、 捕縛し これらの 反動 勢力 を 一 掃せ ねばならぬ。 


竹.？ 五十 三 課 紅 軍 優待 

紅 軍 はェ農 階級の 武器で ある。 紅 軍 は 吾等の 兄弟で あるから 我等 は擧 つて 紅 軍 を 優待し、 擁 

謹し 且つ その 家族 を 優待し その S: 作 を 援助せ ねばならぬ、 若し 紅 軍が 村に 來 たら、 村お 擧っ 

て 彼等 を 慰安す る こと は當 然とい はねば ならぬ。 

t も 五十 叫 課 勞働 婦女 

:g 女 は 凡て 生産 及び 闘爭 に參 加せ ねばならぬ。 夜間 は夜學 校へ 通學 しソヴ H 1 ト 工作 を 學び、 

夫と兄^^ょりなる紅軍を鼓舞し 「婦女 無用」 の觀念 を棄て k 革命に は 婦人の 力が 多大の 役割 

を なすこと を 記^す る ことが 肝要で ある。 

4 敎 育の 實肷 

敎 育の 實 際に 當 つて 學校經 費 問題、 敎師 問題の 二つの 困難に 逢 著した。 學校經 費 問題 は、 固 軍 

の 述續的 攻撃 を 蒙った 結 某、 東奔西走、 生活 は 安定せ す、 生産の 建設 は 不可能であった こと. -、 

闺： 本の 爲經濟 封鎖 政策 を 施行され たに 基因し、 物資が 極度に 缺 乏し、 金融 混亂 し、 戰爭 Q 經費さ 

へ も支拂 へな.^ つたので 敎育經 # 〈の 如き は從 つて 殆ど 放棄す るの 餘儀 なきに 至った。 

次に 敎師 問題 は 「打倒 知識階級」 のス n 1 ガ ン の 下に 赤 lil 內に靑 白き インテリの 存在 を 許さす、 


過去に 於て 相 當な敎 育 を 受けた 者 は 悉く 逮捕 或は 殺戮され た 結 菜、 敎師 として の 人 村が 非常に 缺 

乏した。 赤色 敎育は 別個の 1" 論と 方法に よるので、 從來の 知識 分子で はこの 要求に 合致せ ざる も 

のが あり、 且つ 人 村の 多く は 政治 及び 黨 工作に 動員され 「地方 暴動」 と 「遊 擊戰」 に從 事した 故 

である。 敎師 缺乏の 救急 方法と して は 所謂 r レ ー ュ ン 師範 學校」 を 設立す る ことであった。 然し 

途に 普遍的に 設立 を兒 なかった。 

斯くて 赤 151! 敎 育の 實 際が 如何なる 狀 態で あつ たかは 今日 文献と して 徵 すべき もの 極めて 少ぃ。 

一 九 三 三年 上海 「申 報」 記者 陳廣雅 の 江 西 省 赤 151! 踏破 記に 依れば 

「小 學生は 常に 「準備 着、 時々 刻々 的 準備 着」 とい ふ 十一 字の スロ ー ガン を 叫んで ゐる。 ，：！^^ こ 

れ ら小舉 生と 話した が 彼等の 答へ ると こ は 水 を 流す 如く 流暢 だ。 「五一」 「五 九」 「九 一八」 「一 

二八」 等 記念日の 意義に 對 して はすら すらと 答へ る。 また 談話 中、 西 磨 何年、 帝國 主義、 資ま階 

級 等の 名詞 をよ く 使用し その 流暢なる こと まことに 感嘆に 値する。 或縣 では 淸鄕 工作 後 これら 赤 

化 兒童を 逆に 組織して 反共 圑を 作って 特殊 敎育を 施し、 彼等 をして 村民の 戸口、 職業 等の 統計 を 

作らせた ところ その 工作に 對 する 努力と 成績 は 成人 以上であった」 云々 と 述べて ゐる。 

今次 事變 後の 赤色 小 學敎育 を 見る に、 專ら戰 時 教育 を 主眼と し 蜜く 抗戰 に關聯 する 敎村を 配^ 


し、 抗戰 意識 を 高揚し、 進んで 少年と しての 戰爭 への 參加を 煽動す る もので あり，， 兒 童の 情操 陶 

冶に 資すべき 何物 を も 包含され てゐ ない。 蓋し 斯 くの 如き 精神 訓練 をな すと 共に 一方 將來 の實戰 

への 參加を 目標と して 猛烈なる 身體銀 練が なされて ゐる。 唱歌に よって 精神 を 鼓舞し、 體操 によ 

つて 鍛練 及び 行動の 敏活なる 訓練が なされて ゐる。 然して 敎育 行政 上に は戰禍 により 閉鎖され た 

小學 校の 可及的 速 かなる 開校が なされつ- - ある。 

「抗日 遊 擊戰爭 中に 於け る敎育 政策」 は 左の 如くい ふ。 

「抗日 政府の 敎育 政策 は 抗日 戰爭に 必要なる 幹部の 養成、 人民に 民族意識 を自覺 せしめ、 文化 水 

準の 向上 强化を 以て 原則と なす 故に 從來 の敎育 制度、 敎 村の 根本 改革 をな す」。 

その 詳細 左の 如し。 

1 大學を 改組し 各種 軍事、 政治 及び 技術 幹部の 訓練所と なし、 數 箇月 乃至 一 筒 年以內 に必耍 

課程 を敎 育す。 

2 舉費 免除 の 小 學敎育 を 普遍的に 勵 行す ベ し。 

3 補習 敎宵、 尺 衆 社會敎 育を實 施し 識字 運動 をな すべし。 

4 簡易なる 文字 を 以て 從來の 戯曲 を 改編すべし。 


.5 各種 文化 圑體、 研究 會、 讀書會 を 組織し 新聞 及び 印刷 事業の 發達を 促進す。 

6 敎 職員の 生活 待遇の 改善 を 期す。  一 

7 敎 職員 聯合 會 及び 學生 聯合 會の 法律上の 地位 を 承認し 之が 組織 を 合理的に 指導す。 一 

叙 上の 方針に 則って 先づ 尋常 一年生に 與 へたる 「小 學 國語讀 本」 上下 卷を 一瞥す るに、 一 

(上 卷) 

第  一 0 工人、 農 人。 

第二 課 工人 は ェを做 ひ、 農 人 は 田 を 耕す。 

第三 課 私 は ェを學 び、 責方は 農を學 ぶ。 

第 四 課 私、 貴方、 彼、 皆中國 人です。  一 

第五 課 中國 人、 中國を 愛す。  • 一 

第 六 課 中國 人、 圑結 をな し 抗日せ よ。  ，  一 

第 七 課 父 は 農 人な り、 農會に 加入す。  ： 

第 八 課 兄 は 工人な り、 ェ會に 加入す。  一 

： 第 九 課 父兄、 凡て 自衛隊に 加入せ よ。  一 
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第 十 課 自衛隊、 歩哨に 立ちて 撿木ュ をす。 

第 十 一 課 自衛隊、 義勇軍、 皆 抗日 軍な り。 

第 十二 課 抗日 軍 は 勇敢な り、 敵 人 を 打ち 漢奸を 捕 ふ。 

第 十三 諍，. 來ぃ 來ぃ來 い、 銃 を 背って 來ぃ、 銃 を 背って 戰爭に 行かう。 

第 十 W 課 騎兵 銑 は 短し、 歩兵 銃 は 長し、 敵 を 打つ は 皆 一様な り。 ， 

第 十五 課 夭 氣は暖 し、 植樹 好し、 君 は ポプラ を、 僕 は 柳 を。 

第 十六 課 ポプラ、 柳は靑 く、 桃花 は 紅し、 我等の 村 は、 好 風景。 

第 十七 課 私 は 私の 村 を 愛す、 私 は 私の 同胞 を 愛す、 皆 協力して 敵 を 打て。 

第 十八 評 漢奸は 敵と 結んで 我等 を 殺す、 我等 は 彼 を剷除 せん。 

第 十九 課 五月 三日 は濟 南慘虐 記念日、 我等 共に 集 ひて 記念 せん。 

第二 十 課 靑夭 白日 地に 紅の 滿っ、 我等の 國旗は 光明な り。 

(下 卷) 

第 一 課衝け 衝け 衝け、 陣地に 人り て 敵を衝 け。 

第二 課 衝け 衝け 衝け、 刀 を 持ちて 鋒を衝 け。 


S6 


第三 課 力で 力で 敵の 陣地へ 手榴 彈を擲 げろ。 

第 gl 課 戰爭に 用 ふる 砲に 山 砲 有り、 野砲 有リ。 

第五 課 敵機 飛来、 我等 は 用 ふ 高射砲。 

第 六 譯 山 砲、 野砲、 重砲、 迫擊 砲、 砲の 種類 は少 くない。 

第 七 課 戰は銃 や 砲に 賴 るな、 人民 組 II こそ 最重 耍。 

第 八 課 戰鬪員 は 勇敢な り、 大砲 も 爆裂 彈も 恐れす、 國 家の 爲 に抗戰 す" 

第 九 課 指揮 員 は 軍事 首長、 我等 を 指揮して 戰に向 ふ。 

第 十 課 勤務員 は勤勞 し、 整 美 をな して、 掃除 をす、 衛生 事務 は 重要な り。 

第 十 一 課 衛生 員 は 健康 を 叫ぶ、 檢杏 衛生、 病 を 治し 傷 を 見る。 

第 十二 課 飼養 員 は 馬匹 を 飼 ふ、 馬 を 飼へば、 攻撃に、 通信に も 皆 便利。 

第 十三 課 丘、 丘、 丘、 何處に 響く や、 銃聲 は、 射擊 競べ だ、 戰爭 だ。 

第 十四 課 射撃 競べ だ、 喜ぶ 同志、 一人 三發皆 命中、 光 榮ぞ。 

第 十五 課 馬 同志が 聞きました。 「私達 は 救 亡窒に 行って 地圖を 見ても 良いです か」 

私 は 答へ ました 「結構です。 見なさい、 中國 は何處 にある か、 日本 は何處 にある か- 
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そして 蘇聯は J£ 處 にある か」  一 

一 

第 十六 諫 馬 同志 「救 亡窒に 掛けて ある 額 は 誰です か」、 馬 同志 は 答へ ました。 r 秀げて 居る のが-一 

一 

レ ー 一一 ン で の あるの が マ ル ク ス です」 

第 十七 課 指導員 私 は 傳單を 書かう と 思った が 書く 事が 出來 ない そこで 畫を 書いた が 矢張り 駄. 

目 だ。 

第 十八 課 指導員が いひました 「君 は 字 を 知らないが 好く 畫を 書く ね、 私 は 畫の方 は 駄目 だ」 と 

答えました。 「何時も 練習 すれば 能く 書け る やうになります」 と。  ： 

第 十九 課 同志 達よ リ： 今日は 傳單 が出來 上った。 皆來て 見よ M: 誰の 文章が 能く 出來 たか 誰の 一 

圖畫が 好く 書け てゐ るか。  ： 

第二 十 課 夜が 明けた。 ラッパ は 響く 同志 達 早く 行け 行け。 體操 場、 日々 の 體操は 健康 だ。 ，， 

第二 十一 課 私達 隊內 では 毎日 勉强 致します。 隊長 は 軍 課 を敎へ 指導員 は 政治 課と 識字 課と を敎 へ- 

ます。  一 生 懸命に 勉强 すれば 知識が 進歩し ます。  _ 

第二 十 扉 長い 棒、 短い 棒、  . 

同志 達よ 呰來て 遊べ  一 


「打 日本」 誰が 打つ かな 確實 に。 

つぎに 尋常 三 四 年 級に 與 へたる 國語讀 本の 內容は 左の 如くで ある。 

一 戰 時に 於け る兒 童の 持すべき 態度  • 

敵の 侵略 は 漸次 加 はり 亡 國の慘 痛 は旣に 眼前に 逼 つて 来た、 この 非常時に 際し 我々 兒童は 何 を 

なすべき か" その 苦し さに 泣く か 叉 は 傷心の 餘り 自殺 をな すか 將叉 安逸 を 欲して 亡國の 民と なる 

か、 否！ 否？ それ は 決して 血 ある ものの なすべき 事で はない" それ こそ 無恥 的行爲 ではない 

か？ 兒 童は國 家の 命脈で あり 民族の 靈魂 たる を 知れ：：：  ジ 

然して 各自の 重責 を 知り 自己 を激 勵し總 てが 「我 一 日 ありて 國家 亡ば す」 の 決心 を 抱くべき で 

ある。 假に 若し 全 國の兒 童 凡て 斯 くの 如き 愛國の 意氣に 燃え、 杭 敵の 勇氣を 有するならば、 我國 

は 永遠に 滅亡す る 事な く 一  時 侵略 さるる も 將來必 す 復興 せん。 

小さな 友達よ n 悲しむ 勿れ、 意氣を 喪失す る 勿れ、 奮闘せ ょリ そして 光明 を 見出せ n:  0 

結 をな し、 力量 を發 揮せ よ H: 努力せ よ n 然して 前進せ よ H: さすれば 必す國 家の 危亡は 救 は 

る k であらう。 

二 戰 時に 於け る兒 童の 責任 (1) 


曰 曜日の 朝 新 民 村 小 學の兒 童 全體が 一 堂に 集り 討論 會を 始めました。 

一 人の 活潑 な兒 童が 提言し ました。 私達 は r 戰 時に 於け る兒 童の 責任に 就て」 討論 會を 始め ま 

せう" > 

蔡小華 は 直ちに 「え. 1 ッ！ それ は 容易な 事ではありません か？ 我々 は 銃 を 持って 前線に 起 

つて 戰 ひませ う」 

武士 坤 がいひました 「それ はいけ ません、 私達 は 力 も 無く 恐らく 銃 等 も 持つ 事 も出來 ませんで 

せう、 同時に 叉 軍事 知識 もありません から 戰爭 も出來 ません」  リ 

すると 吳錫 有が 立って いひました r 一  米 出 好 いのは 私達 高學 年の 者 は 前線に 行って 傷兵 を 救護し 

たり、 或は 傷兵 病院で 小 看護 をし ます。 更に 比較的 大きな 生徒 は 後方に あって 彈藥 運び や 糧食 運 

び 叉 軍事 消息の 傳達等 を 致します、 これ こそ 私達の 負 ふべき 責任ではありません か」 , 

三 戰 時に 於け る兒 童の 責任 (2)  . 

或る 一 人の 下級 兒 童が 旲 君の 話 を 聞いて 慌て k いひました 「それで は 私達 下級生 は 何も 使ひ處 . 

がない のです か」 

別の 一 人の 下級生が 敏捷に 「あると もリ： あると も：：： 私達 は 後方に あって 宣撫 工作 をな し Hie 


衆に 對し 前線の 軍情 を 聞かせたり、 或は 民衆 をして 自發 的に 武装 奮闘 をな す やう 導く のです」 

「さう だ、 それ は 容易で あり、 そして 效果が あるで せう、 速 かに 起って 然して 救國 運動 を 起し ま 

せう。 危險の 中に ありて 生 を 求め 困難の 中に ありて 解放 を 求めよ」 と 李秀璋 が演說 口調で いひ ま 

した 「さう だ、 その 通り だ」 と全體 の小學 生が 期せす してい ひました。 

ガラン ガラン …… 朝食の 鐘が 鳴りました、 一群の 兒童は 朝食に 行きました。  . - 

四 先鋒 隊に 加入 を獎 める 手紙 

保 華 君 久し振りで すね、 何時も 君の 事 を 思って 居ます。 學校を 離れ 故 鄕に歸 つてもう 五箇 月 

餘、 鄕に 居る 苦しみ は 本當に 耐え きれない。 贵兄 もまた 同感 だら うと 御 察し 致します。  „y、 

國 軍が 退却して から は學校 生活 は 中絶し、 毎日 苦惱と 恐怖の 中に あって 在りし日 に比べて 全く 

雲泥の差 たる を、 つくづく 感じて 居ります。 

然るに 昨日 は 好い 消息が ありました、 それ は 城 內に抗 曰 軍遊擊 少年 先鋒 隊が 成立した ことなの 

です。 兒 意の 抗日 意氣が 益々 向上せ る 現れで 此の 消息 は 私 をして 手の 舞 ひ 足の 踏む 所 を 知らざる 

喜びに しました。 私達に 救國の 時機が 來 ました、 責 兄よ 偷 安の 夢 を 貪る 勿れです 「曰く 巢 之下必 

無完 卵」 私達 は斯 くの 如く 手 を 拱ねて 死 を 待つ やうで はいけ ません。 


少年 先鋒 隊 こそ まさに 私達の 要求して ゐ たものと ピ ッ タリ 適合して 居ます。 貴兄よ 兒 童の 力と. 

雖も忽 がせに はなり ません、 ー點 一滴 も 集らば 山 を 動かし 海を搖 がす 效を 奏する のです。 今 こそ 

全國の 力量 を 集中すべき 時期な のです。 私達 は抗戰 中に 兒 童の 眞の 力量 を 表現し なければ なり ま 

せん、 然して 兇 惡な敵 を 境 外に 驅逐 すべきです、 之を愧 ざる 者中國 の男兒 とい へませ うか！ 責兄 

は 元々 性格 剛健 甘んじて 國奴 となる を 願 はざる 人で ある 事 を 知って 居ます。 然し 現在 我 國は旣 に 

亡びつ k あります。 亡國 となれば 私達 は 牛馬の 如き 奴隸 となり、 自由 は 束縛され 且つ 生命の 保障 さ 

へ も 無くなる のです。 貴兄 も 必す现 解 はして 居られる 事で せう が 救 國の好 時期 は 今な のです。 當 

然 貴兄 も 加 人 さる，^ でせ う が 貴兄 の 御意 見 は 如何 です、 何卒 御 回答 下 さ る やう 御 待ち します。 0^ 

五 蘆溝橋 事件 

西 安 事 變以來 國共八 n 作し 強力なる 2^ 族 統一 戰線を 形成し、 抗日 救國の 大道に 邁進せ り。 然るに 

tn 木.；^ は 昨^ 七月 七日 突如 我が 蘆溝橋 駐屯 軍に 向って 發砲 せり、 これより 日 軍 中 國を大 擧攻擊 開 

始す るに 至れり。 

然れ 共亡阈 奴と なる を 望まざる 二十 九 軍の 中 下層 官兵は 先頭に 起ちて 抗 戰を實 行せ り、 爾來全 

阈の 人： 隊の總 てが 起ちて 參戰 する に 至り、 この 七月 七日 は 我等 中華：^ 族 解放の 鬪爭 開始 記念 ， 


日な り。 

七 中國唯 一 の出路 

日本 は 我等の 國を 亡ぼさん とする のです、 私達の 同胞 を 減 さう とする のです、 私達の 中 國を彼 

等 は植： 地に せんとして 居る のです、 私達 は 果して これ を 忍ぶ ことが 出來 ませう か。 

い，. 1 え、 私 等 は 中華 民 國の急 危を救 はねば なりません、 さう する に は全國 民總 動員に よる 外道 

はありません、 神聖なる 抗日 民族 革命 戰爭 M: 全國の 民衆 は 武装して 起ち ませう。 我等の 出路は 

日本 帝國の 侵略 主義に 抵抗す るより 外にありません、 何の 爲に 屈服し ます か、 投降し 領土 を 喪失 

J 

する やうな 條約 だったら 我々 は 死の 路を 選んで 自滅す るの みです。 若し 投降し 屈服す る やうな 人 リ. 

が あったら 中華 民國の 惡 なる 敵 人です、 漢奸 です。 

抗戰 をな さば 則ち 生 を 得、 抗戰 をな さ ざれば 則ち 死 あるの みです。 我等 同胞 は 我等が 祖 國を俅 

衛 する 決心 を 要します。 これが 爲には 最後の 一滴の 血たり と雖も 流さねば なりません。 これ は國 

の 義務で あり 唯一 つの 我等が 出路 なのです。 

一三 侵略と 平和  - 

世界 上 三箇の 狂的 國家 あり、 常に 外國の 領土 を 侵略 せんと 準備し、 外國 の； 11^ 衆 を 屠らん とし 55 


り、 全く 强盜の 心 现と同 一 なり。 

然して 彼等 は 一 箇 3 聯合 戰線を 張りたり 即ち 侵略 戰線 これな り。 

この 三 國家は 即ち 獨逸、 伊太利、 日本に して、 現在の f 界 上に 起る 不安 は 全く 彼等より 發 生す 

る ものな り。 

英國、 米 國、 怫國 の三國 は帝國 主義 國 家と 雖 も現狀 維持に 滿 足し、 蘇聯 は社會 主義 國家 にして 

俊 略なる ものに 絶 對反對 なり、 故に 無形な りと はいへ 英、 米、 佛も 一箇の 聯合 戰線を 形成し 居り 

これ 即ち 和平 戰 線と いふべき なり、 中 國は被 侵略 國家 なり、 故に 日本と は 絶 對反對 にして 當然和 

平戰 線に 加 はらんと する ものな り、 現在 和平 戰線は 日 一 日と 家 固擴充 され 来り 將來に 於て は 侵略 „y. 

戰 線の 强 盜を必 す ゃ粉碎 するな らん。 

一 五 春  耕 

中國 は元來 農業 國 なり、 現狀の 如き 場合に 於て は 殊に 農業 は 重要視 さる。 春 耕 は 農民 不易の 耕 

作な り、 然して 今年 は 例年と 異り 抗戰期 問な り、 抗戰に 有利なら しむる やう 生 產增加 を 計らば 抗 

力量 を 更に 強化す るに 至るな らん。 故に 今年の 春 耕 は 抗戰の 勝利に 重要なる 關係を 有す。 

今年の 舂耕は 從來に 於け る 一律 方法 は 不可に して 農業 科學に 注意 を拂 ふべ し。 即ち 肥料 施 法、 


輪作の 配合、 病害 蟲の驅 除等須 らく 農民 は實際 工作に 當 りて 適 當の 訓練 をな し、 以て 生産 能力の 

增加を 計るべき なり。 

春 耕 運動 は 一 種の 生產勞 働な り、 一 種の 廣汎 なる 動員な り、 組織的 活動 を 以て 最小^度の 時^ 

により 最高 度の 工作 をな し集圑 的經營 方式 をと る も 良く" 一般 服役 上 「春 耕 服務 圑」 を 組！！ する 

もまた 良し。 或は 抗日 軍人 家族の 耕作 を 援助す る爲の 「代 耕圑」 を 組織し、 叉 無力なる 農お を 一 

般 民衆が 援助し 合 ひ、 生産 上の 需要に 應 する 合作 組織 を 採用す る 等、 春 耕 運動の 進行 を 計り、 生活 

向上の 改善 を 計り、 苛稅、 雜稅を 取消す 等、 政府 は 協力 援助して 廣汎 なる 春 耕 運動 を 展開 せん。 5 

一六 國共 合作 

國民黨 と 共 產黨は 第 一 次大 革命 時代 孫 中 山 先生 領 導の 下に 曾て は 合作、 國民 革命に 共同 進行 を 

なし lii- りしが、 孫 中 山 先生 逝去され る ゃ兩黨 分裂し 對立 する 事 十 年、 我國家 は實に 危急なる 地位 

にあり たり。 

近年 日本の 進攻 を 受けて より 國家 21- 族旣に 生死 存亡 の關 頭に 立 つ に 至り、 共 產黨は 抗日 救阈を 

なすべく、 曾て 抗日 民族 統一 戰 線の 建設 を 提案、 國共 合作 を 要求せ る處、 國： Iss 中の 抗日 領袖 は 

とれに 賛成、 遂に 今日の 國共 合作の 局面 を 展開す るに 至れり。 國 共兩黨 は中國 最大の 政黨 にして、 


闽共 合作の 基礎 上各黨 各派 を圑 結、 共同 抗日 をな す は 中華 民族 唯一 の 活路な り。 

一七 救 亡宣傳 

敵の 銃聲は 愈々 凄し くな り  . 

衆 の 抗戰 意識 は 愈 々高まった  ， 

■2::: 族 救 亡の 先鋒 及び 學 生よ n 

勇躍 机 織 をな して 起ち 上り 

尺 衆 救 亡宣傳 に 向って 進め z: 

女 老若 を 問 はす 

漢、 滿、 蒙、 回、 藏を 分た す 

起て リ 圑 結して 起て H: 

.中 華 族の 徹底 解放の 爲に r: 

一 八 總理の 三 大政 策 を 忘るな (1) 

國民 黨の總 现 孫 中 山 先生 は 救國三 大政 策 を 定めたり、 第一 は露國 との 提携、 第二 は 共產黨 との 

入 M 作、 第三 は 農工の 扶植に して、 露 國とは 即ち 現在の 蘇聯を 指す。 彼 は社會 主義 國家 にして 專制 


政治 を廢 し， 搾取 を 取消し 全國 をして 勞働者 及び 農： の國 家たら しめ、 國 家の 元首 は變り 愉快な 

る 生活 を迎 ふるに 至れり。 また 蘇聯は 弱小 民族 を 援助し、 侵略者 を 打倒、 民族 解放 を圖れ り。 ソ 

ケ H 1 ト政權 樹立 後 は 中 國に對 する 不平等 條約 を自發 的に 取消し、 租界 地 を 我方に 返還せ り。 

中國第 一 次 革命の 際 も 亦 中國の 革命に 對し 財力、 物 力 を 以て 自發 的に 援助せ り。 

蘇 聯は實 に中國 革命の 友邦な り、 總现が 蘇 聯聯携 政策 を 定められし は 全く 遠大なる 眼光と いふ 

べし。 

一九 忘る  勿れ 總理の 三 大政 策 (2) 

何故 共產黨 と聯携 せねば ならぬ か？ 共 產黨は 中 國勞働 階級の 政黨 なり、 また 中國 人： li^ の 民族 S 

. 解放、 社き 解放の 政黨 なり。  . 

共 產黨員 は 凡てが 忠實 に國家 民族の 爲に叉 勞働者 階級の 爲に 自己の 犧牲を 惜します、 國家 民族 

. の 利益 を 圖るを 以て 總理は これらの 點 より 共產黨 との 聯携 政策 を 決定せられ しもの なり。 

農工 扶植 政策、 これ 亦 極めて 重要なる ものにして 中國 人口の 大多數 は 農工に 依って ト：： めら れ、 

然して 救 國の爲 に は 廣大な 農工 動員 を 以て 起ち、 廣大 なる ェ 農の 痛苦 を 除かねば ならぬ。 

實に孫 中 山 先生 は國 民黨の 英明 高邁なる 領袖に して、 我々 は絶對 に總现 の三大 革命 政策 を 忘る 


く、  r\  一、、  o 

一 力ら づ 

二 〇 抗日 ：！^ 族の 圑結 

巾 1： の ：！^ 族 は 漢族 を 除きた る 外滿、 蒙、 回、 藏、 雲 南 人 (苗 族) 貴 州 人 (夷 旅) 等の 小ノ數 民族 

. あり。 往昔 漢： i;; 族 統治 櫂 を 有し、 これら 少數 民族 を壓 迫し、 拷 取 政策. を 採りし 爲 彼等 は 極端なる 

不滿を 抱き：^ 族 問の 對立 を釀 成す るに 至れり。 然れ ども 今日に 於て は 抗日 政府 及び 國內 各少數 お 

族 は、 各： ：！^ 族の 自由 を 尊重す るの 政策 を實 行し つ.^、 各お 族圑結 一致 抗日 を爲 すべきな り。 

2^ 族の 自由 を 尊重す る は 各 ：}1;- 族の 一律 平等 を 承認す る ものにして、 民族 自治 を實 現し 各.^ Z 數： 

族 n 體の 原則に 伎り、 民族 を 聯合な さば 此 等の 少數 2^ 族と 雖も、 中國 に反對 する 事 はないで おら 《 - 

ラ 0 

. 】 二 漢奸 問答 ( 一 ) 

志 强と友 善 は 本當に 仲の 良い 友達で したが、 中日 戰爭 開始 以来 二人 は 見解の 相違から 相反す る 

やうに なりました。 

志强 の愛國 意識 は 濃厚で 一 日中 救 亡 工作に 從 事して 居ました が、 友 善 は 金錢の 誘惑から 賫國奴 

たる 漢奸 になり ました。 


志 强は舊 友の 情と して 友 善に 勸吿 し、 或 日 二人 は 問答 を 始めました。 

志强 「友 善 君！ 今人が 噂 をして 居た が 君 は 日本人から 幾らか 金 を 貰 ひ、 日本人の 秘密， 工作に 從 

事して 居る とい ふが 本當 です か？ 私 は 凡そ 血の ある 青年なら ば 賫國奴 的行爲 をな す もの はない 

と 思 ひます」 

友 善 r 賣國 的行爲 はもと よりい やしむべき 事です、 然し 私達 は 反抗す る 力量が 何處 にあります 

か？ 愛國を 謳歌す る もの は 殺される、 これで は 屈辱に 如かす です、 況ゃ 日本人に 親しく 近付け 

ば 非常な 待遇 を 受ける のです、 叉 將來の 勝利 は必す 日本です、 君 は 聰明な 箸な のに この 兒透 しが 

未だ 分りません か」 

志强 「君 は 馬鹿です リ： 彼等 は中國 人に 近付く 爲 短期間 それ を實 行す るの みだ、 彼等 は中國 人の 

愛國 心がない こと、 誠心がない 事、 そして 日本 を 愛する 道理 を 知って 居る の だ、 我々 は 中 1： 人で 

す、 我々 の 祖國を 愛護す るの は當然 です、 國が 亡びて 我 身が 偷安を 得る 事が 出来ます か。 假に私 

達 一人々々 の 凡てが 抗日の 決心 を するならば 最後の 勝利 は必す 私達の ものではありません か」 

ニニ 漢奸 問答 (二) 

友 善 r 玆數 箇月の 作 戰經過 を 見なさい：：： 日本の 武器の 恐るべき こと をリ： 中國 は絕對 勝つ 昆込 


はありません、 況して や 私達の やうに 身に 寸鐵を 有せざる 者が どうして 抗日が 出來 ます か、 私 は 

寧ろ 君が 徒らに 强情を 張らない 事を勸 める、 御覧なさい あの 無意味な 犧牲者 こそ 本當に 惜しい 事 

です」 

志强 「日本 は 局部 的の 勝利に は 勝つ。 然し それ は， 恐る， -に 足りません。. 現在 我々 の 武器 は 完全に ： 

變 りました、 華北 各省 は旣に 普遍的に 遊擊 戰を發 動す るに 至りました。 將來 民衆が 凡て 抗日 分子 一 

となり、 到る 處 私達の 根 據地 となり 戰場 となる でせ う、 日本の 大砲、 飛行機、 タンク は 果して 如 Is- 

なる 效果 があります か？ 勝利 は 我々 の 眼前に あります、 君よ 再び 喪心 病た る 漢奸を やめな さ い、 ひ 

私は舊 友の 情誼と して 勸吿 します、 そして 充分に 考 へて 見る 事 を 希望し ます」  7-: 

二 四 救 亡 行進曲  一 

H、 農、 兵、 學、 商 一 齊救 亡に 起て n 

我々 の 武器、 刀、 銃 を 持ちて M:  _ 

工場 を 出て！ 畠 を 出て！ 學校を 放棄して！  一 

前線に 行け！  俟 解放の 戰 場に 行け！  , 

g と 脚、 腕と 腕、 我々 は廣 大强壯 なる 隊伍 を 整へ  ： 


全世界の 壓 迫され ある 兄弟 を 救 はん 爲に 

千 萬 人の 足音 高らかに 反抗 を 叫ぶ リ 

千 萬 人の 歌 は 革命 鬪爭 の 歌と なる 

我々 は 大衆 國防を 建設 せん、 然して 武装して 起ち、 漢奸を 打倒し、 銃口 を 外に 向けよ U 

その 兒童 訓練に 際して は 左の 如き 訓練 週間 を强 行した。 

1 銃 一 戰線週 

1 我等 は 民族 統 一 戰線 を^ 固に する ため 盡カ しませう。 

2 我等 は 一 切の 抗日 八 子と 聯合して 共に 奮闘し ませう。 

3 我等 は 一切の 抗日 圑體 の活 S. を 助け ませう。 * 

4 我等 は 人民 生活 改善の 爲 努力し ませう。 

5 我等 は 各 級 及び 弱少 民族と 聯合して 救 亡 工作に 盡カ しませう。 

6 我等 は 最大の カを盡 して 動搖 分子 を 防止し ませう。 

7 我等 は國共 合作の 一 致 抗日 を あくまで 擁護し ませう a 

ニ抗戰 週，  ， 
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1 我等 は 敵の 攻擊を 受けたならば 屈服せ す 恐れす 反抗し ませう。 

2 我等 は强 暴な 威 脅 を 受けな いやう にし ませう。 

8  . 我等 は 道理と 正義の 爲 にあく まで 戰ひ 通し ませう。  - 

4 我等 はありつ たけの カを盡 して 敵に 抵抗し ませう。 

5 我等 はたと へ戰 死す る やうな ことがあっても 亡國 奴に はなり ません。 

6 我等 は抗戰 によって のみ 中華お 族の 生きる 路が 11 けて 來る事 を 固く 信じ ませう。 

7 我等 は 決して 敵の 科 己 的 誘惑 や 威 脅 を 受けません。 

8 我等 は 抗戰に 勝利 を 獲得し 必す 成功す る 事 を 同く 信じ ませう。 

9 我等 は 自分の 家族に は 勿論 隣人にまで 廣く宣 傅して 抗日の 情熱 を そ. -り ませう。 

^ 我等 は 我等の 一 切の 力 を 救 亡 工作に 盡し、 あくまでも 徹底的に 實 行し、 決して 逃避、 畏縮 

の 態度 を 持たない やうに 努め ませう。 

三 春 特 運動 週 

1 我等 は 今年の 舂 耕の 重大なる 意義 を 大衆に 說 明して やり ませう。 

2 我等 は 農 "i- の 春 耕 工作の 協 助に 盡 力し、 敵の 我等の 春 耕に 對 する 妨害 を 防ぎ ませう。 


3 我等 は實際 的に 抗戰 軍人 家族の 春静 工作 を 助け ませ， う。 

4 我等 は 多くの 同志 を 集めて 貧苦な 農： の爲に 種子 を 集めて やり ませう。 

5 我等 は 老弱な 農 が 牛馬 を牽ぃ たり 力 の 要る 仕事に 從 事して ゐ るの を 助けて やり ま せ う。 

6 我等 は 農： si に牧 獲の 時には 耕 やす 時の 何 倍に も あたる 大きな 效菜を ると いふ 事 を勸吿 

してやり ませう。 

7 我等 は 食糈を 節約して 春 耕 工作の 劲果を 大きく しませう。 

四 草 M 週，  5 

1 我等 は祖阈 の爲に 忠誠 を盡す こと を 誓 ひませ う。  7, 

2 我等 は 決して 個人的 利益 を 計り 國 家の 利益 を 害する やうな こと はしません。 

3 我等 は 草 刈 工作 を 助け ませう。 

4 我等 は 決して 敵に 利用され ません。 

5 我等 は 常に 時と 場所の 15^ 別な く漢奸 の 行動 を 偵察し ま せ う。 

6 我等 は 決して 漢奸 ゃ賫阈 奴に 同情し ません。  ， 

7 我等の 親戚 や 朋友の 中、 漢奸の 行動 をす る 者が あれば 之 を 直ちに 吿發 しませう。 


8 我等 は 本 地方に 集散の 怪しき 人の 行動 を 常に 偵察し ませう。 

五 自衛 圑週  - 

1 我等 は 誰から も 無理な 侵略 を 受けません。 

2 我等 は 常に 敵に 對 する 抵抗の 準備 をし ませう。 

3 我等 は 我等の 鄕里を 保護し 敵の 蹂躪 や 侵略 を 受けない やうに 守り ませう。 

4 我等 は 自分の 一 切 を犧牲 にして 自分の 鄕里 を保衛 しませう。 

5 我等 は 武装 を 整へ て 我等の 地方 を 守り ませう。 

6 我等 は 金錢ゃ 食糧 を捐 募して 自衛隊 や 義勇軍に 供給し ませう。  ^ 

7 我等 は 自衛隊 や 義勇軍に 敬意 を 表し ま せ う。 

8 我等 は 遊撃隊に 參 加して 阈家 を保衛 しませう。 

9 我等 は 一 般の恐 曰に か. - つて ゐる者 を說 明して 自衛 を實 行す る だけの 決心 を 抱かせて やり 

ま せ う。 

六 防お 1 週  ， 

1 敵機が 襲来して 來た 時には 恐れす うろた へ す 沈着な 態度 を 取り ま せ う。 


2 敵機に 遇へば 迅速に かくれ 場所 を 見つけ ませう。 

3 我等 は 家族に 對 して 防空 の 知識 を與 へ て やり ま せ う。 

4 我等 は 各自 出来るだけ 多くの 水と 土砂 を豫備 して 敵機の 投彈 熱燒を 防ぎ ませう。 

- 5 我等 は 群衆に 對 して 敵機の 襲來 した 時には 多くの. 者が 一 所に 集らす 夜間に 襲來 した 時 は あ 

かり を 消す やうに 勸吿說 明して やり ませう。 

6 敵機が 去つ た 後に は 我等 は 傷 死せ る 者 を 救護し 消防 等 の 工作に 努め ま せ り。 

七 服務 週  ， 

1 我等 は 一切の 救 亡 工作 を 助ける 事 を 誓 ひませ う。  / 

2 我等 は抗戰 軍人の 爲に茶 を 人れ 飯 を 炊き ませう。 

3 我等 は抗戰 軍人に 代りて 買物に 出 ませう。 

4 我等 は國 軍の 爲に 消息 を 傳遞し 敵情 を偵査 しませう。 

5 我等 は 自衛隊 を 助け 丘に 立って 歩哨に 努めたり 通行人」 撿査 したりし ませう。 

6 我等 は 國軍ゃ 自衛隊 を 助け 道路 を 修築したり 橋梁 を 掛けたり しませう。 

7 我等 は抗戰 軍人 家族 の爲に 一 切 の 仕事 を 助けて やり ま せ う。 


8 我等 は 貧苦な 抗戰 軍人 家族の 爲に春 耕の 種子 を捐 募して やり ませう。 

八 慰勞週 

1 我等 は 節約 儲蓄した る 金 錢を以 て 抗日 軍人 を慰勞 しま せ う。 

2 我等 は 現金、 靴下 等 一 切の 日用品 を 募集して 抗日 軍人 を 慰勞， しませう。 

3 我等 は 我等のお 母さん や 姉さん 達に は 着物 や 靴下 を 作って もらって 抗日の 軍人 を慰勞 しま 

せ う。 

4 我^ は 慰勞阁 の 工作に 參加 しませう。 

5 我等 は 傷兵 院へ 行き 傷兵 達 を慰勞 しませう。  _ 

6 我等 は 前線へ 行き 抗日 軍人 を慰勞 しませう。 

小 舉生は 別に 少年 先鋒 隊 又は 少年 救 國會の 名稱の 下に 組織され、 村 內の傳 令、 牒報、 輸送 等の 

^事 的 行^に 動員され る。  、 

赤都陝 Iraj ぉ延 安に は大、 中、 小擧を 通じて 約 一 萬 人の 學生 生徒 を收容 し、 卒業 者 は 有力なる 宣 

傳员 として 地方に 出で、 民衆 敎 化に 從 事せ しむ。 しかし 各 舉校は 何れも 小規模の 假設 的の ものに 

して 施設 ^備、 敎宵期 il 等 一定せ ぬ。 また 地方に よって 小舉敎 師缺乏 の爲、 高 學年兒 童 を 小 先生 


と稱 し、 代 W せしめて ゐる。 これ を 小 先生 制と いふ。 

四、 生活に 關 して 

ィ、 有產 階級への 敎化 

紳士、 地、 王 その他 有産階級に 對し 結局の 目的 は その 打倒に ある も、 現在 は事變 前と 異り、 なる 

ベく 彼等 を も 廣範圍 に 抱擁し、 農會、 ェ會の 如き 鬪爭的 圑體の 外廓たら しめる やう 誘導す。 從っ 

て 私有財産、 土地の 沒牧等 は 行 はれぬ ので、 事變 前の 如き 「土 豪劣紳 打倒」 の 如き 過激なる スロ 

1 ガ ンは 表面的に は 使用され ぬ。 彼等の 極端なる 搾取、 苛酷なる 暴利 を 戒める 程度に 止め 居る も、 7 

軍の 駐屯お 期に W; る 時 兵粮 资 金の 缺乏は 漸次、 財產、 土地の 沒收を 行 ふ。 

"、 生活 改善 運動 

抗戰 時に 於け る 民衆 生活の 改善 を圖 ると 稱し、 阿片の 吸飲 を 厳禁し、 その 害毒の 恐るべき を說 

き 之が 寶買 を嚴 罰に 處 する 場合 も あり、 その他 纒足の 禁止、 衛生 思想の 普及、 傳 染病豫 防に も 意 

を 用 ひて ゐ るが、 これらの 真の 目的 は 軍. en 身の 巧 利から 出發 して ゐる。 

ハ、 民衆 生活の 尊重 

共産軍が 村落 を 通過 叉 は 駐屯に 際して は、 嚴 重なる 通過 規則 を 作り、 なるべく 民衆の 生活に 迷 — 


惑 を 及ぼす ベから すと 指令す る。 又 駐屯 中徴發 使用せ る 鍋釜 等 も 退去に 際して は 返却し 屋 舍を淸 

掃すべし と 命令して ゐる。 然し 實 際は必 すし もこ の範圍 でない。 

- 一、 抗日 w.^ 人 { 家 板 優待  . 

法令 を發 布して 遺留の 家族 をつ とめて 優待 せんとし、 E:^ 子が 徵集 されて 不在の 家の 耕作 は 一 村 

共同して 行 ふべ しと 命令す。 また 戰 死者の 遺族に 對 して は 生活 を 保護す べしと なし 減免 稅を施 

す。 戰 死者の 供養 は 偶-^ 盛大に 行 ひ、 一般 民衆に 對し 共産軍への 信頼 を ひかんと 狡 滑なる 行爲を 

なしつ k ある。 

五、 演劇と 歌謠 

農閑期 農村の 民衆 奴樂を 狙ひ舉 生より なる 移動 宣傳隊 を 派遣し、 蜈樂の 中に 激烈なる 爆 動的 演 

劇、 及び 歌謠を £ 〈ふ。 

歌 ii は 「民族の 吼聲」 と稱し 從來の 如き 哀愁 ある 額廢 的の もの をつ とめて 廢し、 激越に して 民 

族 感情 を 刺戟す る 歌詞と 煽動 的な 曲譜 を 盛り、 旣に數 百篇を 作製して ゐる。 共産軍 將 兵に、 小學 

兒童、 舉 生に、 ：g 女に、 農民に， 一般 民衆 を それん、 テ ー マと せる ものが ある。 次に その 二、 三 

を 示す。 
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1 、 遊撃隊 行進曲 

前進せ よ 我等の 遊撃隊。 

我等 は 民衆の 軍險 だ。 

民衆の 武力で 我等の 刀 や 銑 を 持って 敵に 當れ。 

我等 の 遊擊戰 術を以 て 敵 を殲滤 せよ。 

我等 は覺醒 した。 

我等の 前途 は 無限の 光明 だ。 

前進せ よ 我等の 遊撃隊。 

我等 は 民衆の 軍隊 だ。 

民衆の 武力 だ。 

二、 遊 擊戰の 歌 

遊 擊戰、 遊 擊戰、 

敵の 飛行機 や 大砲が 一 齊 に襲來 しても、 

我等 は 只 遊擊戰 だけ を 用 ひて 十分 だ。 
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先づ 一 稀 先に 家屋 を燒 け。 

一束の 火 を 放って 彼が 占領し ようと 思っても 占領 不可能に 終らし め 

一 人の^、  一  銃、 

到る ところ 最前線。 

東の 方に 彈を擊 ち 放って は 西に 向って 走れ。 

南の 方に 彼の 幾人 か を 斬って は 北に 向って 往け。 

往み 惯れた 家が 盡く 一片の 焦土と 化した。 

徹底的に やらない 者 は 英雄で はない。 

遊 擊戰、 遊 if 戰、 • 

敵の 飛行機 や 火砲が 一 齊 に襲來 しても、  . 

我等 は 只 遊攀戰 だけ を 用 ひて 十分 だ。 . 

三、 遊撃隊の 歌 

我等 は 皆 鋭の 名人 だ。 

一 つの 鉄彈を 放つ ハ母 に 一 人の 敵 を 撃滅して しま ふ。 
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我等 は 皆 飛行隊 だ。 

一 日に 數百里 も 走って 往 つた。 

深 林の 中、 

到る 處に皆 安宿すべき 我が 同志の 宿營 地が ある。 

高山の 上、 

到る 處 我等の 同志 親愛なる 兄弟が 居る。 

食物 や 着物が 無くても 心配 無用 だ。 

敵が 自ら 送って 來 るから だ。 

銑 や 大砲が 無くても 心配 無用 だ。 

敵が 自ら 造って くれる からだ。 

我等 は 永久に この 地 を 守るべき だ。 

一尺の 土地 も 我々 の 物 だ。 ■ 

誰 人が 來て 侵略 占領す ると も、 

最後 迄 生命 を かけて 戰 はねば ならぬ。 
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叫、 大 中華 民族 を保衛 する 歌 

我等 は 爆裂す る 手 欖彈を 提げて、 

殺人 放火す る 敵軍に 擲げ つけよ。、 

起て、 起て、 

全 中 岡の 民衆よ。 

我が 肌 1! の， H.E と 解放の 爲に、 

奪 起して 抗敵救 亡の 陣線を 建設せ よ- 

起て、 起て。 

狂暴の 侵略者に 向って 決死 的鬪 爭を實 行せ よ。 

我等の 祖闽 を保衛 し、 全世界の 平和 を 保持す るの だ • 

五、 民衆 の 歌 

1 、 我等 は 支那 人 

我等 は 支那 を 救 ふべ し 

敵が 我阈の 山河 を.^ 領 する を 許さす 
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敵が 我等の 財 產を奪 ふこと を 許さす 

我と 君と は 死活 を 賭す 

かくて こそ 我等 は 安樂 を 得ん。 

二、 我等 は 支那 人 

我等の 武器 は 鍬  ， 

我等の 精神 は 鍬の 取 柄 

小さき 敏人 小さき 敵 人  3 

敵を囊 殺して 一人 も殘 さぬ。  - 

演劇 脚本 中には、 軍民 一致の 抗戰を 煽動せ る 極めて 深刻なる ものが あり、 就中 左翼 女流作家 丁 

玲が曰 本 及び 日本人に 取 村せ る 小說、 戯曲 數篇を 作製して ゐる こと は 特に 注目され る。 次に 示す . 

もの は 曰ぽ近 敵地 酉に 演ぜられて 好評 を 博した とい ふ 戯曲で ある。  ， 

(戯曲) 父と 子 

時 代 遊撃 抗戰の 初期 

人物 蓮 堂 (父)  I 


炳 珍 (子)  ， 

幅 珍 (母) 

.  馬 成 章 (自衛 軍 同志) 

村 長 (漢奸 ) 

背 景 農家 衣 箱 其 他 傍に 拾 一本 あり。 

子 お父さん 今度 行く 時 は 私 を つれて 行って 下さい。 

父 お前 行って 何 をす るの だ。 

子 何 をす るって？ 自衛 軍に 參 加す るので すよ。 子供 は 抗日 出来ない のです か？ 

父 私達の 生活 は 非常に 好いで はない か。 

子 抗日の 爲には 死 さへ 恐れない、 まして 苦 勞は覺 悟の 上です。 

父 うん。 

子 つれて 行く のです か、 連れて行かな いのです か。 

父 連れて行く、 連れて行く。 

母 (籠 を 提げて 來り) また 炳珍を つれて 何處へ 行く のです か。 
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父 炳珍を つれて 自衛 軍の 抗日 先鋒 隊へ 行く の だ。 

母 それ はいけ ません、 貴方. SI 身 だけで もう 十分な のに、 あれ 迄 連れて行って どうす るので すか。 

あれ を つれ を 行って しまったら 誰が 私の 生活 を 助けて 吳れ るので すか。 

子 私 を 行かして 吳れ ぬのなら 私 はお 母さんの 生計 を 助ける こと もやめ ます。 

母 お前が 仕事せ ぬなら" お前に 食 はせ ません。 

子 私 は 食はなくて もよ ろしい。 

母 なぐる よ。 

子 私 をな ぐるなら 私 はすぐ に 逃げて 少年 先鋒 隊へ參 加して しま ふ。 

母 縛って しまう から。 

子 縛って しまったら 私 は 何も 仕事 をし ないから。 

父 自衛 軍に 參加 させろ よ ー、 最大の 光榮 ではない か。 

母 貴方 は 只光榮 だけ を考 へて ゐ るので すね。 然し 家の 暮しは 誰が 立て- - くれる のです か。 (愤 

旣する 1. 

父 (熟考) これ はほんた うに 問題 だ。 あれが 行って しまったら 誰が 水 を 汲んだり 御飯 を 作った 
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りして 手助けす るの だら う。  - 

子 友達 を 呼んで 來て 手助け さしても い k よ。 

父 喜んで 來て くれる かい。 

子 どうして 厭が る 事が あるで せう、 貴方 達 二人 は 働いて 私 は S 衛 軍に 參加 する。 友達 は 來て手 

助け をす るので す。 

父 よし/、 私 は 想 ひ 出した。 今 動員 委員 會は各 村 少年 先鋒 隊を 組-織して ゐる。 

この 少年 偵察隊 は 一 面 偵察の 任務 を 有し 一 面 は 抗日 軍人の 家の 手傳ひ をす るの だ。 一 寸 待て 

よ、 話して 來 るから。 誰か 手助けして くれたら それから 私達 は出發 しょう。 

母 それ は 結構です (喜ぶ) 私 は 決して 御前が 自衛 軍に 參加 する のが 厭な ので はない、 私 は 誰も 

私の 生計 を 助けて 吳れ ない と 思った からだ。 

父 そんなら さう したら ル "よいで はない か。 

母 さう です。 

子 彼等 は 各 村に 組織され て 居る 少年 先鋒 隊 なのです。 どうして 私に 手紙 を吳れ ない の だら う • 

私 は 此の 村の 少年 を 一 人 呼んで 來 ませう。 


父 それ はい.. -。 お前 は 家に 居れ、 私 は 動員 委員 會へ 行って 連絡して 來る。 

子. そんなら 私 は 村 を 出なくても 自衛 軍に 參加 出來 る。  ， 

父 さう だ 抗日 は必 すし も 家 を 出な く ともよい。 

母 お前が 私の 生活 を 助けて 吳れ るなら ば 私 もお 前 達の 忙しい 時には 手助けす る。 偵察 はや. -も 

すると 漢奸に 疑 はれる から 女の 方が よいだら う。 

父 そんなら 一 家擧 つて 抗日に 參 加した わけ だな (喜色 甚し) 

子 家 全部 老人 も 子供 も 抗日に 參 加した。  7 

r 丄 

母 家 全部 男 も 女 も 抗日に 參 加した。  J 

父 全 中 國は皆 私達の やうで あったら どうして 敵 を 追 出す ことが 出來 ない ことがあらう。 

子 私 はこの 間 習った 歌は覺 えてし まった。 

父 先に 歌って 御覽、 どこ を覺 えて 居ます か。 

子 はい。 (自衛 軍の 歌 を 唄 ふ) 

父 ( 一 段 歌 ひ 終り) 非常にう まいね。 

毎 私 も 習 ひたい。 


父 巾！： 人 は 皆 當然こ の 歌を覺 えねば ならぬ。 

子 私の 歌 ふの を聽 いて 下さい。 

母 (小聲 でつ いて 歌 ふ) 

馬 成 章 (周章て 來る) 歌って はいかん。 敵が 来た。 この 村へ 来たの だ。 

父 よし/、 ( ハ.. ^ぐ) 

馬 あの 物 い 大砲の 音 を 聞け。 

父 n 十く れろ (二人 かくれる) 

母 n レく料 を 作って あげ ませう。 あなた はま だ 夕食 をす ましてない (自ら 蔬茱を 持って 來る) 

子 私 は 門の 處へ 行って 見張り をす る U 

母 行くな。 あぶない。 

子 私 は 門 から 外を现 くこと は 出来ません。 

母 行きなさい。 

子 敵 は 丁度 私達の 門の 前 だ。 

母 え ー もう 來 たって (驚く) , 御飯 は 未だ 出來 ない • 
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子 敵 は ゆっくり 歩いて ゐる。 

母 まだ 鍋が ある 私 は 持って 逃げねば ならぬ。 お 父樣は 腹が {4! いて 居る と 思 ふから、 そして 早く 

戰爭 する の だ。  . 

子 行って 來 なさい、 私 もす ぐ戰 爭に參 加す る b 

母 それ はいけ ない お前 はま だ 子供 だ。 庖丁 を藏 つて 置きなさい。 

子 藏っ てはいかん。  _ 

母 子供 は 決して 手出して はいかん。  0V 

子 これで 敵 を 切る の だ。 

(砲 聲殷々 戰鬪 の聲聞 ゆ) 

(村長 周章して こ の 家に 逃れ 來る) 

村長 助けて くれ。 私 を 逃して くれ。 

子 あ 村長。 お前 は漢奸 だ。 敵に 情報 を洩 した ことがある。 

村長 助けて くれ、 逃して くれ。 私 は 命が 危ぃ。 

(何 か 頻りに 採す) 


子 何 を 探して ゐ るの だ。 

村長 着物 を Je; して くれ。 どんな 着物で もよ い。 

子 何 をい ふの だ。 お父さん、 お母さん、 こ. -に 漢奸の 村長が ゐる (大聲 で 叫ぶ) 

村長 (金時計 を 取 出し) これ だ。  . 

子 あ 金時計。.  . 

村長 (子に その 金時計 を與 へ、 支那 服と 着かへ て 逃げる) 

子 (時計 を 兒てゐ る) 

父 (外から 歸 つて 來る) 

父 奇怪 だ、 この 時計 は 高い もの だ。 お前 何處 から 持って 來た。 

母 村長 だ。 

父 村長 だ。  • 

母 さう だ。 わたし はさつ き 村長が 入って 來 るの を 見た。 

父 (靑色 の絕 服の ぬぎ 棄 てて あるの を 見つ k ) どうして こん な 立派な 絹 服 が あるの だら う。 

子 私 は 知らぬ。 
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父 お前 は 金時計 を 持って ゐる。 此處に は 絹 服がぬ いで ある。 知らん といっても 誰が 信じよう。 

子 村長が 來て、 私が 漢奸 だと 大. きな 聲で騷 がう としたら この 金時計 を くれた。 

父 ではお 前 は 死 を 恐れて この 金時計 を 貰った のか。 

子 私 はた ^ 默 つて ゐ たの だ。 村長 は 勝手に 着物 を搜 して 着て 行った。 

父 お前 は 自衛 軍の 戰鬪 員で ある こと を 忘れた か。 (銃 を 向ける) 

母 氣が 狂った のか、 お前の 子供で はない か。 

父 わかって ゐる。 これ は 俺の 子供で ある。  . 

母 お前 はこれ が 私達の たった 一人の 子供で ある こと を 忘れました か。 

父 この やうな 子供 を 持って 恥し い。 

母 これ はま だ 子供 だ。 許して やりなさい。 

父 こ の やうな 弱虫 は 俺の 血族で はない。 

母 ああ、 炳珍、 炳珍。 (子供の 名 を 呼ぶ) 

子 (號 泣す) 

父 俺 は 決してお 前 を 愛さない ので はない。 お前 は 俺の 寶だ。 しかしお 前 は 俺の 眞似 はでき ない 


(先 づ子を 拳銃で 幾し、 自ら も その 銃で 斃れ る) 

六、 宗 敎對策 

從來の 如き 宗教に 對 する 否定的 態度 は 表面に 現さす、 つとめて これ を 擁護す るが 如き 態度に 出 

で、 これ を自 軍に 有利に 懷柔 せんとす る。 殊に 注目すべき 現象 は 支那 回敎を 指導し、 組織 せんと 

する ことで ある。 これが 爲、 八路 軍政 治 部 內には 回 民敎導 訓練 班が 設けられ、 各地に 働き かけて 

ゐ るが、 左記 は 某 地に 於て 回 民 訓練 班 指導の 下に 開舉典 禮の擧 行せられ たる 時、 某 代表の 挨拶で 

ある。 

フ 1 

「回 民 は 中華 民族 五大 族の 一 にして 東亞 大國の 有力な 支柱な り、 歴史上に 於け る光榮 ある 傳統は ^ 

各 偶人 共に 勇敢、 克苦、 忍耐の 英雄 精神 を 具備す。  , 

依斯 蘭の 意義 は 「和平」 の 意味に して 換言すれば 我等 伎 斯蘭敎 徒 は 和平 を 主張す る ものな り。 

isi 州 (H^, 細亞 州) に 於て 我國を 除く 外に 蘇聯が あり、 蘇聯は 和平 を 主張す る國 家に して、 地形 上 

に 於て は 我 II と 三面 隣接 を 形成し あり、 聯邦 國家 にして 國籍、 宗教の 如何 を 問 はす、 皆 一様に 自 

由に 發展 し、 自由に 活動 出來る も. のにして、 ソ聯 共産 黨の領 導 下にあって 皆 安 slP 樂業 しあり。 

回民隊 の單獨 組.！！ は歷 史上 未曾有の 事實 にして 又 我等 回民歷 史上に 光榮の 一 頁 を 加 ふるもの. 


なり。 

八 路軍は 我等に 對し 誠意 を 以てし、 我等 も 亦八路 軍の 扶助と 領導 下にあって 我等 回 民の 英勇的 

圑 結精祌 を發揚 し、 我等が 共同の 敵 日本 を 打倒 せんとす。 回敎は 全世界に 流布し、 就中 ィ菲 州は最 

も 多き 處 なり、 菲 州に 存在す る 幾 個の 回 民 獨立國 家 は 我等に 非常に 同情 を 有する ものにして、 抗 

日 的 立場に 於ても 我等に 有力なる 精神的 援助 を與 へる ものな り。 

回敎 同胞よ 11 。 

我等と 漢民族 は 同 一 傳統を 有する 一 家族と 同じき ものな り。 持久 抗戦に 於て 最後の 勝利 を 獲 iS  3 

し、 獨立 自由の 國家を 建設す るに は 我等 は 一 致 協力せ なければ ならぬ。  4 

穆聖 曰く 「恥 を 知らん とする 者 は 奮闘 中に 於て 自由 を 獲得すべし」 我等 は 敵 人の 利用に 乘ぜら 

る は 最も 恥辱な り、 我等 は 我等の 隊伍 を 完全 强 化し、 天津 及び 大都市に 發展し 一切の 國民 虛僞 組 

織 を破壤 すべし。 

抗日の 戰線 上に 於て 先づ 「回 民 in 鋒」 の 旗 機を揭 ぐべ し」 云々 

七、 婦女、 漢奸其 他 

ィ、 婦女子の 敎化 動員 


5^ 女子に 對 して は 從來の 如き 傳統 的なる 閑居 を爲 さしめ す、 戰 時の 婦人 能力 を 高度に 發揚 すべ 

しと 宣傳 し、 Js! 服の 修现、 炊出し 等に 驅り 出す。 

"、 漢奸嚴 罰 

漢奸 防止の 教化 は各縣 共力 點を 集中して 居り、 之が 撿擧に 際し 懸賞金 を 出し、 又は 漢奸を 公衆 

の 面前に て 火刑に 處し、 若 し漢奸 を 出した る 村 は 不名譽 なりと し 重稅を 課す る 等 厳罰す。 

ハ、 動員 委員 會 

山 两、 河北、 山 東の 各省に は 各 縣に亘 りて 動員 委員 會が ある。 國民 精神 總 動員に 類す る もので 

軍民 一致の 爲、 滅私奉公の 精 祌を强 調す。 婦人、 少年に 至る まで 來 加し、 運搬 を手傳 ひ、 牒 報に ^ 

從 事し、 退却に 際して は 軍と 行動 を 共に し 所謂 { 全 窒淸 野の 戰法を 遺憾な からしむ。 また 愛 鄕の立 

場より 燭 動せられ て 道路、 橋梁、 鐵 道の 破壞を なし 居る 例も少 からす。 

第 四 車 農民 工作 

一、 農民 工作の 原則 

北支に 於け る 共産軍 工作 中 最も 重點を 置け る は 農民 工作で ある。 これ 鐵道^ 線の 都市 は盡く  01 


軍に 占據 せられて ゐ るので 且つ は 遊 擊戰の 根據は 原則として 山間に 限られる 故で ある。 

農村に 於け る 對象は 原則として 農民 中の 貧農 を 中心として 考 へられる が、 現在 は 有力 出力、 有 

錢 出錢、 有 输出检 の 人民 戰線 的ス ガンに より、 貧農の 外に 中農 及び 地主 を も 含めて 考 へられ 

てゐ る。 その他の 階級た る 商人、 婦人、 少年 は 第二義 的に 置かれる。 

依て 工作の 要點は これら 農民 (貧農、 中農) を主體 とし、 內 にあって は 之 を 組織す る ことに 依 

て 共産軍の 軍費 食糧の 調達の 役目 を 搾取 形式より 合现化 形式へ と 進め、 外にあって は 武装 化する 

ことに 依て 日本軍に 備 へる。  t5 

即ち 農村に 於け る 活動の 主體は 農民で ある、 故に 之 を 爆 動して 叙 上の 組織化と 武装 化を爲 さし 

める 爲に 凡ゆる 宣傳 がな される。 

然して 之 等は宣 傳を爲 すと 同時に、 農民が 何よりも 生活の 實利 性に 走り 易き を 知って 居る ので、 

農民 生活の 向上 を企圖 せる 農村 政策 の 實行を 約束す る。 

農村 政策の 原則として は戰 前の ソヴヱ ット に 見られた 貧農 をのみ 味方と して 土 豪、 劣紳、 地 

主 を 階級の 敵と して 打倒 を 叫び、 貧農へ 土地 分配、 地租 免除 を爲す ものに 非す して 實に 表面的に 

は全體 主義 を 基調と して 地主より 土地 を强 奪せ す、 貧農よりも 必 すし も稅を 全免せ ぬ。 


こ の 全體 生義的 政策 は 共産軍の 原則で あるが、 情勢の 變化 によって この 原則 を 破って 純然たる. 

共産 政策へ 進んだ 縣も ある。 又 未だ この 全體 主義 的 階 調に ある 縣も ある。 

何故に こ の 原則 を 破らねば ならな か つ たか。 共産軍 の 臺 所が 持久 戰の爲 に 次第に 苦しくな つ て 

到底 かう いふ 體 裁の よい 政策で は ゆか なくなり、 勢 ひ 貧農 を 爆 動し、 之をして地主商人に强^^せ 

しめる ことに 依って 軍費 調達 を持續 せざる を 得ぬ 逼迫 を來 した 故で ある。 

かくて 地主より は 土地 を 奪 ひ、 商人より は 金 を 奪った が、 その 手先と なつ-た 貧農に は 何も 報 ゆ 

ると ころな く、 初めの 約束が 違った とい ふので 或る 縣 では 之 等 貧農が 結束して 共產 軍に 暴動 を敢 

行した ところ も ある。 

かくて 之 等の 約束しても 實 行され ざる 農村 政策 をい かに 持ち越す かに 問題が あり、 依って 共産 

軍と して は 凡ゆる 僞瞞 政策 を 弄する ことになる。 兹に 共産軍の 凡ゆる 智惠 がし ぼられ る。 次に 具 

lg 的 農民 工作 を 叙述す る。 

一一、 農民 救 國會の 解剖 

共產^ の 農民 獲得 理論 は 「抗日 戰爭 は全國 人口の 八 割 を 占む る 農民の 參 加す るに 非 ざれば 勝利 

期し 難く、 然も 多數 農民 は 自己 生活の 安定に 餘 暇な き狀態 なれば 救 國；. ^動の 如き は 彼等に とりて 
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第二次 的 問題な り」 とい ひ、 その 實際的 政策と して 左の 方法 を とれる。 

1 漢奸の 土地 を 沒收し 貧農に 分配す。 

2 逃走せ し 地主の 土地 は 無償に て 農民に 交付し 耕作せ しむ。 

3 地方 公有 土地 は 農民に 分配す。 

4 普遍的に 減稅 法令 を 頒布す。 

5 小作人の 永久 小作 權を 保證 す。 

6 水利 及び 救濟 事業 を 眞劍に 取扱 ふ。 

7 農民 合作 社の 發展に 協力し 貧農へ の 種子 配給に^ 意す。 

8 舊來 の農會 法を廢 し農會 の 組織 及び 言論、 集會、 出版の自由 を保證 す。  . 

9  土 豪 劣 紳を嚴 重に 取締り、 農村 政治 は 農民に 於て 直接 行 ひ、 農民 武装. E 衛圑を 組織す。 

^ 農民 債務 を 整理し、 高利 取締りと 低利 或は 無利息 貸付 を爲 す。 

又 「農 會、 H 會は 抗日 戰に 於け る 最も 重要なる 大衆 的 基礎 柱石 なれば、 强 力なる 農會、 ェ會の 

抗日 基礎な くして は抗曰 政府 は 宛然 砂上の 樓閣 なり」 との 綱領に 基き、 根 據地內 の 小作人、 貧農、 

中、 富農 を 包含す る 農民 救 國會を 組 襟す る。 


農民 救國會 規約 

第 一條 本會ノ  EI 的 

( 一 ) 農民 生活 ノ 改善 及 ビ農 民生 產 技術 ノ 改善 ヲ爲ス 

(二) 農民 ヲ 喚起 シ、 組織 シ、 農民 ヲ 武装 シ、 全 民族 ノ兇 敵曰寇 ヲ驅逐 スルー ーァリ 

第二 條 本會ノ 組織 

(一) 凡テ 農業 二 從事ス ル者ハ 、年齢、 原籍 、性別、 階級 ヲ分 タス 加入 セシメ テ會員 トス • 

(二)  ニ卜戶 以上 ノ 村落 ュ ハ凡テ 村 農民 救國會 ヲ設ク  < 'シ 

村 農民 救 國會ノ 職員 ハ 三人 乃至 四 人、 全 村民 衆ハ會 長、 組 織、 文化、 經濟各 委員 一名 ヲ選擧 i 

シ、 卜戶 ヲ以テ 一 組 トナシ 組長 一 名ヲ 推薦 ス へ シ  - 

(三) 村 農民 救 國會員 責任 人員 ノ 構成 

農民 中ノ 貧農、 雇 農、 中農 ハ 抗日 力量 ヲ增强 スル爲 一一 加入 ス、 富農 ノ入 會ハ 下記 條件ヲ 具備 

ス ヘシ.  ， 

1 貧農 三 名 以上 ノ 紹介者 アル 者 

2 北ハノ 財產ノ 一  部ヲ 農民 救國會 一一 納付 シテ 抗日 工作 費ト ナス コトヲ 希望 ス ル者 


第コ 一條 本會 ノエ 作 方法 

( 一 ) 15^ 農 救國會 計畫處 一一 會員 名簿 様式 ヲ 印刷 シ アル 一一 依り 署名 シ 15^ 農 救國會 計畫處 ュ 提出 登 

記ス ヘシ 

(二) 民衆 生活 改善 

1 減租— 二 五 減租、 抗日 軍人 家族 ハ特 一一 優待 シテ三 五 減租ヲ 施行 ス 

2 減 利子— 利息 ハ 年利 一分、 IHT 村 農 救 會ハ證 人 トナリ 借用 證ヲ 出サ シメ、 抗日 戰 完了後 

返還、 特別 事情 アル 者ハ 例外 トス  お 

3 貨物 ノ折辨 —其 ノー  半ヲ 返還 シ (小 商人 一一 對シテ 例外 トシ) 殘餘ノ 半分 ハ 抗日 戰 完了後 

返還 ス ベ シ  " 

4 一切 ノ雜 稅ヲ 取消 ス— 合现的 負擔ヲ 施行 シ、 錢 アル 者 ハ錢ヲ 出シ、 人力 アル 者ハ 人力 ヲ 

出シ、 武器 アル 乇ノハ 武器 ヲ出 シ、 民族 統一 戰線ノ 下 一一 於テ 一致 抗日 ス へ シ 

減祖 二 五 減 祖トハ 一石  一丁 ソキニ 斗 五升ヲ 減シ、 地主 ハ每石 七 斗 五升ノ 計^ 

減 息 利子 ノ 多寡 ヲ問 ハス 年利 一分 計算 


民 救 國會會 員 名簿 書式 


會 
貝 

笫 

組 

机 

經 

35： 

組 

貝 

會 

巨 

任 
職 

姓 

名 

性 
別 

年 

齢 





i 
1 

—— 

貧 中 

雇 

農 

身 
分 

備 
考 

注 意 

一 農會ノ 組織— 會長、 組織 委員、 經濟 委員 及 ビ 文化 委員 各 一名 ヲ選擧 シ，" 十戶毎 一一 組長 一 

名ヲ 推薦 シ其ノ 他ハ凡 テ舍员 トナ ス 

二 年齢— 十歲 以上 七十 歲 以下 ノ者 

三 毎戶， < ^會員 一一 制^ セス 


1：10 


四 男女 會員ヲ 問 ハス、 中農、 貧農、 雇 農、 小作農 及ビ 極貧 者 ハ必ス 入會ヲ 許可、 叉 富豪 一一 

シテ 入會ヲ 希望 ス ル者ハ 自己 ノ餘 財ノ 一  部ヲ會 一一 納入 ス ル モノ トス 

農民 抗日 救國 問答  . 

(一) 問 我等 は 何故 抗日し なければ ならぬ か。 

答 日本 は 我等の 國家を 滅亡し に來 た、 我等 は 忍び 讓る こと は出來 ない、 抵抗せ ねば 生活 

出來 ない、 それで 是非 起って 抗日し なければ ならぬ。  .  ；; 

.(1 一) 問 不 抗日 は 良い か、 惡 いか。 

答 惡ぃ、 不 抗日なら ば亡國 奴になります、 自分が 亡國 奴になる ばかりでなく 子孫 迄 皆 亡 

國奴 にならなければ ならぬ。  - 

(三) 問 亡國 奴になる と 如何なる 苦しみが あるか。 

答 亡國 奴の 苦しみ は 人の 侮辱 を 受け、 掠奪 を 受け、 人に 殺され、 先祖の 墓 を 保つ こと も 

出来す、 父母 妻子 を 保護 出來 ぬ、 田畑、 金銀 財寶、 生命 迄 も 保護す る ことが 出來 ない。 

(四) 問 どう すれば 亡國 奴に ならない か。 


答 只 政府 領袖 .m 隊を 信頼して 一緒に 抗日 すれば 亡國 奴に ならぬ。 

< 五) 問 どうして 政府 領袖、 軍隊 を 信す るか。 

答 流言 をし ない こと、 流言 を 聞かない こと、 信じない こと、 更に 一歩 進んで 政府の 命令 

に服從 する こと。 

領袖の 指導 を 受け、 軍隊の 作戰に 協力 すれば なり。 

(六) 問 一 致團結 抗日す るに は 我等 農民 はどう すれば よい か。 

答 第一、 勇躍 微 兵に 鹿す、 第二、 地方に は 保衛を 要す、 第三、 生産の 增加、 第 四 は 知識 

を 多く 求める こと。  7 

(七) 問 我等 は 何の 爲徵 兵に 應す るか。 

答 國{ 水 を保衛 すると 自分 を 守る と 同じな り、 故に 政府 は壯丁 訓練 を 行 ひ、 徵兵 制度 を 行 

ひ 我等 皆 勇躍 的に 應徵し なけ れ ばなら ぬ。 

〈八) 問 我等 はどうい ふ 風に 地方 を 守り 軍隊の 作戰に 協力す るか。 

答 土匪、 漢奸を 注意す る こと、 通路 橋梁 を 守る こと、 ^隊に 湯 茶 を 供給す る こと、 軍隊 

に^ 實な 情報 を 報告 する こと 等で ある。 
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• (九) 問 如何にして 生 產を增 すか。 

答 耕種 方法 を 改良し、 荒蕪地 を 開墾し、 糧食と 軍需 原料 を 多く 作る こと。 

(十) 問 我等 は 如何にして 知識 を 多く 求める か。 

答 迷信 を拆 け、 字 を 多く 知り、 讀書 をな し、 救國に 有益なる 知識 を 多く 求める。 

(十一) 問 この 外 我等 は 未だ 如何なる こと を爲 すべき か。  , 

答 衛生に 注意し、 身 體を强 くす る こと。 

(十二) 問 以上の 回答 を ん だら どんな 風に 行かなければ ならぬ か。 

. 答 この 各 條文を 心に 止めなければ ならぬ、 それによ つて 實行 する こと、 若し 實 行せ ざれ 

ば 即ち 國 家に 對 して 申譯 ない、 中阈 人の 資格がない わけで ある。 

叙 上 農民 救 國會は 山 西、 河北、 山 東 各省に 於け る 共産軍 抗日 縣 政府 所在地に は 全部 組織され、 

そ の 名稱は 地方に 依りて は農會 とも 呼ばれる。 

農村に はこの 外 「商人 救 國會」 「少年 救 國會」 「婦女 救 國會」 ありて 農民 救國會 の從屬 圑體を 

：爲 す。 

農民 救 國會員 は 共産軍の 直接 手先で あり 之 を 通して、 物資、 軍資金の 調達 を 命じ、 兵士 自身 は 


.. 農會 員と 親交し、 單に 督促 を爲 すに 止り、 決して 直接 村民に 接して 調達 を爲 さぬ。 

三、 自衛 團、 敎育、 其 他 

叉 農村 自衛の 爲に は、 自衛 圑を 置き この 訓練 は 共産軍の 將兵を 派遣 七て 嚴 重なる 正規軍 訓練 を 

.爲 すと 共に 政治 敎育 を爲 す、 年齢 は 十八 歳より 四十 歳 迄の wi- 子に して、 この 訓練 中 成績 優秀なる 

者 は百戶 にっき 三 名の 割に 共産軍 兵士と して 採用す。 初任給 は 月 一 元— 二 元 を 支給す。 

かくて これら 自衛 圑員 は村內 各所に 歩哨に 立ち 出入 者 を 取調べ、 情報網 を 構成し、 共産軍 自體 

は、 朝夕 二回、 隊伍 を 整へ 村落に 出で て 示威 行進し、 晝間は 決して 姿 を 見せす、 所在 を 隠蔽し、 4 

山 1^ 地 帶に遁 人す。 その 軍事 移動 は 夜間に 限られ、 何 慮に 本據 ある や 村： とい へど も 不明。 7- 

稅金は 凡て， 義國稅 义は救 闕稅の 美名の 下に 賦課す る。 

その他^ 附金 募集 を厦 ぶ爲 す。 

又 農村の 幸福 增 進の 爲と稱 し、 道路建設、 橋梁 架設、 治水工事 等が 全村總 動員に て爲 されて 居 

るが、 其の 眞の 目的 は 共産軍 自體の 軍事的 要求の 上に 爲 されて 居る こと を 農民 は 知らぬ。 

次に 農村の 敎育は 最も 重視して 居る。 先づ この 爲小學 教師 を 把握し、 これ を 訓練し、 若し 共產 

• 軍の 意 を 體 せぬ 時 はこれ を 銃殺す る。 


農村に 於け る 出征家族 優待と 稱し、 旣述の 如き 減 租を爲 すと 共に 留守宅の 耕作に 農會員 出動し 

て 代 耕を爲 す。 

農村に 於け る 婦女 は 婦女 救 圃 會の 下に 組織され、 その 事業 は 共産軍の 軍服 修理、 裁縫 等の 外、 

村落 駐屯 時には 炊事の 手傳 をせ ねばならぬ。 

四、 村長 會議の 内容 

ある 月に 4i ハ產 軍政 治 部が 山 西 省內各 抗日 縣 政府 縣 長に 命じて 農村 長 會議を 開催せ しめた。 內容 

は 左の 如き ものであった。  ^ 

一 村 工作 幹部 選出の 件 

1 各 村長、 副 村長 は 本日 歸 村し、 村 中に 秘密に 村 工作 幹部 を 選出すべし。 百戶 以上の 村 は 五 人 

百戶 以下の 村 は 三人の 幹部 を 〇 月 〇 日の 選定 日 前 迄に 選定 人の 姓名、 年齢、 職業、 家庭 狀態 

を 詳細に 報告すべし、 本府の 審奄に 合格せ し 者 は 期 を 分ち て 本府の 指導 訓練 を受 く、 訓練 期 

間 を 三日と し、 訓練 修了 者に は本府 より 證明書 を交附 し、 訓練 後は自 村に 歸 還し、 村長の ェ 

やに 協 助す。 

2 選定 標準  ， 


熱心なる 愛圃 者、 積極的 抗日 觀 念の 抱懐 者、 工作に 忠實 にして 好き 嫌 ひ を 有せざる 者に して.. 一 

年齢 十八 歳 以上 三十 歲 以下の 職工、 農夫 (文 直にても 可)  一 

3 村 中に て 金錢を 出し 他より 雇 ひ 来れる 者 は 調 布 一 後 村長 副 村長 を 懲戒に 處す 

二 漢奸の 除去  ： 

1 敵 人 竝に僞 公署に 代りて 仕事 を爲 し、 或は 援助せ しもの は 凡て 漢奸 なり、 各 村 は必す 彼等- ,ー 

を 除去すべし。 . 

2 各 村 は 密接に 連絡し、 秘密 裡に除 奸網を 組織し、 漢奸の 行動 動作 を 監視し 報 4C すべし。 ， ひ. 

3 他村より 漢奸が 村に 來ケ たる を發 見した る 時 は、 直に 逮捕し 押送すべし、 さもなければ 迅 J 

速に 人 を 派して 周圍の 隣村に 通報し、 叉 別に 本 府辨事 處に報 4 门 すべし、 それによ りて 隊を. 一 

派遣し 適當 なる 地點 にて 捕縛す、 隠して 報告せ ざる もの は 調 木：： j 後 村長、 副 村長 を徵戒 す。 一 

4 漢 奸に對 して は當 時の 狀況 によりて 或は 殺し 叉 は 本府辨 事處に 報告すべし。  一 

三 惡 人の 除去  一 

1 村 中の 惡人、 村民 を 騷擾に 導く 者に 對 して は 直接 本府に 押送し、 その 姓名、 年齢， 住所、 ， 

罪狀、 捕縛 地 等 を 報告すべし。 


2 大惡 人に 對 して は 可能 的に 漢奸 として 處 置す。 

四 情報 報吿 

1 各 村 は 連絡 を 構成し、 情報網 を 樹立すべし。 

2 來 敵の 場合 は 迅速に 人 を 以て 他の 隣村に 口頭で 報告すべし。 

3 普通の 情報 は 寫書を 以て 少く とも 三日に 一 回區 公所に 報吿 すべし。  • 

4 緊急なる 事件 は その都度 報告し、 且つ 縣 政府、 區 公所、 部隊へ 同時に 報告すべし、 若し 報 

吿を 怠りた る もの は處 罰す。  ^ 

五 敵 人の 壯丁抽 拔に對 する 防止法 

1 如何なる 方法 を 問 はす、 善人 惡人を 問 はす、 敵 人 或は 僞 公署に 通す る を 絶對に 許さす、 さ 

もな くば 敵に 通 ぜんとす る 豫備的 行動 ありた る 場合と 雖 も漢奸 として 處 罪す。 

2 本 曰 村長、 副 村長 は歸村 後、 直に 晴夜 を 科 用して 速 かに 相當 年齢の 壯丁を 召集し、 敵 人 偽 

公所が 壯丁柚 拔を爲 す 防禦 對策を 討議し、 彼等 を 煽動して 敵 人が 若し 來 りたる 時 は 各人に 入 

山證を 交附し 山中に 逃避せ しむべし。 

3 壯丁 をして 晝間は 山間に 逃避せ しめ、 夜 問 下山 歸 村し 麥 の收穫 をな さしむべし。 


4 緊^ 己む を 得ざる 者 は、 先づ 良く 事情 を聽 取し 一定の 期間 を 定めて 猶豫 し、 可及的に 上述 一 

の 方法 を 取ら しむべし。 

5 村 外 及び 重要 地に は 通常 歩哨 を立番 させ^ 視し、 敵 或は 漢奸の 來村を 防ぎ 以て 迅速なる 報 

吿を爲 して 諸 民の 逃避に 便なら しむべし。  - 

六 阿片の 驅除  ； 

1 村 •  長、 副 村長 は 歸村後 直ちに 阿片 栽培 者に 三日 以內に 阿片 苗の 拔除を 命じ、 他の 作物 を 施 . 

梳 せしめ、 且つ その 栽培 戶 及び 畝數を 確實に 本府に 報告すべし。  00 

2 栽培 者に して 右 命に 從 はざる もの は 村長、 副 村長に 於て 强制 的に 拔除を 執行し、 必要 ある ズ 

時 は 本府に 報告して 懲罰 を 諍す。 

3 期 問經過 後と 雖も 阿片 苗を拔 除せ ざる 者 ありた る 時 は、 當該 村長、 副 村長 を處 罰する は 勿 一 

論、 栽 者 を 漢奸と 同罪 を 以て 處 分し、 其の 时產 一 切 を沒收 す。  一 

七 { や； {It.^ 淸野 

1 敵 人の 活動 を制壓 する 爲に各 村 は 必す空 窒淸 野を實 行す ベ し。 

2 物品 は 早くより 隱し 置き 敵 人の 强掠燒 却 を 免が るべき やう 努 むる こと。 


3 糧食 は 凡て 山中に 搬入し 置き 敵 人の 强掠燒 却 を 免る.^ やうに すべし。 

4 收獲麥 の 收容し 切れぬ 者 は 凡て 山上と 往復し、 亦 自家 中に 貯藏 中の 糧食、 物品の 管 现も山 

中に て爲 す、 その 際 村より は 人山 證を 交付す。 本府は これらの 困難に 對 して 援助 を 惜します。 

5 村 中に 殘留 する 者 は 敵 人の 來攻を 聞かば 直ちに 逃避すべし。 

6 麥秋收 を 過ぎし 後 は 徹底的に 络窒淸 野を實 行し、 貯藏的 必需品 は 凡べ て 山中に 搬入すべし、 

こ の 方法 は 敵 及び 僞 政府の 最も 恐れる ところな り。 

八 抗日 軍隊に 援助せ よ。 

1 情報、 報告、 道案內 

2 山中に 伏す る 敵 人に 對 して は 軍隊 を 導 引し、 漢奸、 敵 間牒、 惡人を 逮捕せ よ。 . 

3 軍隊に 援助し 敵 人の 電線、 道路 等 交通 設備 を破壞 せよ。 . 

4 村 中の 壯丁 をして 抗日 軍隊に 參加 せしめ、 抗日 力量 を增 加擴大 せよ。 

5 抗日 軍隊 及び 抗日 民衆 圑體 運動の 同志に 對 して は 良く 掩護 を爲 し、 努めて 全幅的に 協 助 を 

爲 すべく その 際 酒宴の 饗應は 要せす。 

九 民間の 武器 回收 


1 村お、 副 村長 は歸村 後出 來 得る 限り 積極的に 調査 を 爲し、 民 問に 暗々 裡に 存置し ある 各種： 

の 武器 (小銃、 拳銃、 彈藥、 手 榴彈、 刀 等) を 本府に 提出 送附 し、 以て 抗戰 力量 を充實 し、 

併せ て 地方 保衛を 完成す ベ し。 

2 情報 免藥、 村 及び 公務に 忠 實に從 事す る ものにして 生活 困難なる 者に は本府 より 係員 を 派. 

遣 調 木.^ して 援助 爲す により 迅速に 報告すべし。 

3 家計 貧苦なる 者 は 武器 提出 後本府 よりその 代價 或は 相當の 糧食 を給與 す。 

4 確實に 武器 ありて 提出 を 肯ぜす 或は 本 府に賣 却せ さる 者 は 反動 罪に 處 すべし。  I 

一 〇 調 杏 員 を 整 編し 各 村戶ロ 數竝に 糧食の 數量を 〇月〇 日 迄に 本府に 報告すべし。  7- 

一 一 各 村 村民 中の 借 債務に 對 して は先づ 詳細に 報告 を 爲し麥 秋 後期 を 分ち て 順次 償還す、 新植 

付 は 麥秋後 最低の 種苗 費用 を給與 する 故 浪費 を。 fei す、 違反者 は 厳重に 處 罰す。 

1 二 村. 2： の 貧窮なる 民， 冢に對 して は、 村長、 副 村長、 閻長、 鄕長は 富有 者 或は 糧食 所有者に 對 

し 貧民に 代りて その 患難 を 喚起し 之 と共にす る覺 悟と： „j ^心 を 喚起す ベ し、 ^しも 自己に 糧食 

あり 乍ら 貧民 救濟 に應ぜ ざる 者 は、 極力 抗日 抗戰 事態の 非常時 局を說 き、 萬 民 共存 協力 抗戰 

の 意義と 必 要 性 を說 き て 難民 救濟 を爲 さ しむ ベ し。 


1 三 货幣 流通 方法 

本府は 積極的に 計畫 して 多方面の 進行 を 決定す、 各 村に 於て は 舊來の 各種 鈔 票の 流通 は 一 律 

に 之 を 使用すべく 担 絶す る を 許さす。 

然ら ざれば 敵と 通じ 金融 擾亂罪 を 以て 處斷し 些か も假 借せ す。 

また 山 西 省 某僞縣 政府 は 左の 難民 救濟 施設 を爲 して 農民 を 懐柔した ことがある。 

1 難民 工廠の 設置 

農具 を薪價 にて 製造せ り。  /. 

2 難民 農場の 設置 

廟地叉 は 荒 地に 難民 中の 農民 を收 容分屬 せしめ、 自耕自 食せ しめ、 牧畜 を爲 さしめ たり。 

3 難民 合作 社の 設置 

難民の 生産した る 農産物 及び 手 藝品を 商人 をして 販 寶經營 せし む。 

なほ 抗日 縣 政府 所在 (共 匪 地區) の 農村 金融 は 凡て 晋察 冀邊 I5i 政府の 設立せ し漫區 銀行の 紙幣- 

を 主と し、 軍票、 法幣券 これに 次ぐ。 


r 宣傳戰 の經過 及び 現狀 

共産軍 宣傳を 便宜上 左の 四 期に 分 つ。 

第一 期 事 變勃發 より 南京 陷落迄 (七月 七日— 十二月 十四日) 

第二 期 南京 陷落 より 徐州陷 落 迄 (十二月 十四日— 五月 十九 日) 

第三 期 徐州陷 落より 漢ロ陷 落 迄 (五月 十九 日— 十一月 二十 五日) 

^四 期 現在 進行 中 

； 第一 期宣 s  (七月— 十二月)  - 

木 期の 宣傳 目標 は 概ね 左記 二 項に 指向され た。 . 

1 國內： 1^ 衆に 對し、 民族 興亡の 立場より 蹶起せ しめて 全 國民を 抗日 戰 線に 動員す。 

2 世界 各 固に 日 軍の 非 を 訴え 支那へ の 同情 を 喚起す。 
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事 變勃發 より 九月 初旬に 至る 迄 は、 國民黨 系の 宣傳 であった が、 九月 初旬 以後に 至り 漸く 共產 

章 宣傳が 山 西北 部地帶 より 開始され、 漸次 南下して 京津 地方、 冀東 地區に 及んだ。 以後 全 北支 は 

； M 民黨 系に よる 宣傳は 押され 勝に して 專ら 共産軍の 手に 移行され たる 觀 があった。 

共産軍の 宣傳は 八月 二十 六日の 「抗日 救 國十大 綱領」 に 始まり、 その 宣傳 要領 は 「階級と して 

の 敵」 を覘 ひ、 所謂 共 產黨的 立場より 日本 資本家、 地主、 軍閥、 ファシスト 階級 を 敵と し、 勞農 

大衆 は 擧げて 味方に して 日本、 支那の 國境的 1^ 別な しとせ るソヴ H 1 ト式 公式 宣傳 にして、 初め 

は その 文章 拙劣、 誤字 多く、 且つ 事例 も 抽象的であった。 多く は 支那 人に して 曰 本 語 を 解す る 程 3 

度の 者に より 爲 された と 思 はれた。  . 

その 種類 は 長文の 檄文 及び 傳單 にし， て 對象は 日 軍兵に 對 する もの ガ 部分 を 占めた。 發行 名稱は 

左の 三種に 大別され る。 

1 中國紅 軍、 國民 革命軍、 大 中華 民國軍 等の 各 政治 部の 名に よる もの (未だ 第八路 軍と 記せ 

る ものな し) 

2 日 軍兵 を僞稱 する もの。 

B 日本 共 產黨の 名に よる もの。  . . 


十月に 至り 捕盧 優待、 投降 票の 初期 型式の もの 現れ、 日 軍兵に 對 する 宣傳は 一新 境 を 進んだ。 

然も これ をして 後期に 現れた る ものに 比すれば 未だ 極めて 幼稚であった。 

例 一 (紙質 は 薄 赤紙) 

我等 (紅 軍) は  . 

日本 勞農 人民の 戰友 である  . 

我等 は 俘^ を 殺さない  .  、 

且つ 優待す る！ 

來 たれ！ 

中 國紅軍 (國：^^十八集圑) 

本 期の 宣傳物 は 一 般に 後期の ものに 比し 紙質 良好、 活版印刷 大部 を^め だ。 

一 一、 第一 一期 官】 傅 ( 一 月— 五月) 

本 期 宜傳は 後述 第三 期に 於け る 本格的 態勢 へ の 準備 期と 看做さる。 

今や 第一 期の 初歩 的宣 傳を脫 し、 中國共 產黨發 表の 「時局 宣言」 に 明示せ る 如く 長期 抗戰 の肚 
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を 固める と共に 宣傳 方面に 於ても 長期 宣， 傳對策 を 樹立し、 各 段階の 企劃 を 作成した。 

即ち 漢ロ 大本 營 中央 宣傳部 中 樞は共 產黨員 周 恩來、 陳紹孫 (王 明) 及び その 一 黨を もって 固め 

られ た。 

本 期宣傳 の經過 を概兌 すれば、 一月に 至り 朝鮮、 満洲、 臺灣、 蒙古お 衆 及び 兵士に 對 する 反 戰 

爆 動 廣汎に 行 はれ、 原文 は それぐ 朝鮮 字、 蒙古 字 を用ゐ た。 

一方 臨時政府 北京に 成立し、 新 中國の 政治 態勢 その 緖 につ くや 之 を 妨害すべく、 各地に 抗日 縣 

政府 を 樹立して (國 共兩系 土匪 系 あり) 治安 攪亂を 策した る爲 二月 初 句より 我方の 治安 锥持 會、 5 

4 

政府 各 機 關を僞 政府 機關と 敵視し、 、王と して 佈吿 による 宣 傳を活 澄に 開始した。 

且つ 新 政府に 參劃 せる 親日 中國人 を漢奸 と總稱 し、 漢奸 征伐 宣傳も 同時に 活潑 となれ り。 該 {ー 且 

傳 は佈吿 により 懸赏 金を附 する もの、 鎗畫、 漫畫 により 嘲罵す る もの、 或は 實際 火刑に 處 して 一 

般：！^衆に公開して戒心を促すの行動宣傳もぁり。 その 宣傳 要領 は 「華 を 以て 華 を 制す」 の 暴露に 

始り 「中 國人は 中 國人を 打た す」 の 同志 强 調に 結べる もの 多し。 

§ 「華 を 以て 華 を 制す」 の 字句 は中國 人の 極端に 忌， む ものな り。 

本 期 中 山 東 省に 初めて 共産軍 宣傳が 始められた。 


山 東 省 は 元 國民黨 の 地盤に して、 事變後 も韓復 樂、 省 主席たり し 關係上 從來の 軍閥 宣傳の 緩慢 

なる ものであった ところ、 一月 彼が 失脚して 銃殺され や 之に 代り 共産軍の 勢力 浸潤と なり、 有 

力 土匪 范築 先. を 裏面に 操り、 韓復榘 に 代って 山 東僞省 長と なりし 國民黨 系の 沈鴻烈 に對抗 せしめ 

た。 三月 上旬 漢 口宣 傳部は 華北 遊擊 指導の 爲、 毛澤 東の 代表 某 以下 四 名 を 特派し、 山 東 赤化の 宣 

傳は 擧げて その 指揮 下に 決した る 結果 以 後 急激な 展開 を 見 るに 至った。 

抗日 縣 政府の 成立と 共に 山 西省楡 次、 和 順縣を 始めと し 一 月頃より 各縣 政府 所在地に は 漸次 壁 

• 新聞 創刊され、 その： s: 容は戰 局の 報 導、 施政方針 を發 表し 有力なる 宣傳 役割 を 果せり。  6 

叉 報 導 的の ものと 別箇に 農民に 對 する 啓蒙 的 新聞 も 各地に 創刊され た。 

發行 名稱は 初めて 第八路 軍、 中國共 產黨、 共産軍 を 表面に 現し 來り、 叉 第 八 路軍總 司令 朱德、 

副司令 彭德懷 の 名 を 列ね しもの も あり。 第 一 期に 於け る 共産軍 宣傳が 國民黨 を 憚り 氣味 にして そ 

の 名 を 表面に 現さ ざり しに 比し、 南京 喪失 後の 國共 合作 は 共産軍に 押され 氣味 にして 特に 北支に 

於て は 共産軍の 優勢なる こと を 裏書す る も の であ る。  , 

山 東方 面に 於て は 沈鴻烈 による 國民黨 系 宣傳が 未だ 殘存 せる も 到底 八路 軍の 宣傳に 及ぶべく も 

なかった。 


.  三 第三 期宣傳 (六月— 十 一 月) 

本 期宣傳 目標 は 概ね 左の 如く 指向され た。 

1 漢奸 征伐  . 

二 新 政府 組織に 對 する 妨害 

三 國內 民衆 獲得 

五月 末陕 西省延 安方 面よりの 優秀 宣傳 員が 各 部隊に 配屬 され、 之 を 中心として 所謂 蔣介 石の^  7 

1 二期 抗戰 計畫に 則り-全 北支 は 共産軍の 遊擊戰 法の 採用と 相俟ち 從來に 見ざる 活 澄なる 宣傳を 展開 j 

した。  . 

(註) 笫三期以後は^？-軍占據地を稱するに 「失 陷」 の 文字 を 一切 使用せ ず、 「退出」 と 記せり。 以て 

遊攀戰 法に よる 新 解釋を 知る ベ し。 

その 宣傳 重點は 「遊 擊戰の 必勝 は 軍民 一致の 成 菜に 俟っ」 の 見地より 國內 民衆 獲得 宣傳に 指向 

された。 要領 は 次の 如くであった。 

1 宣傳 我々 民族 革命の 主張 を 深く お 衆の 心理に 注入せ しめ 然して 普遍的に 信仰 カを渗 透せ 


しむ。 これが 爲宣傳 方法 を 左の 四 種に 分つ。 

.( 一 ) 文字 宣傳  ， 

宣言、 傳單、 標語、 ロ號、 歌謠、 小說、 新聞 等須く 簡易 通俗に して 一 般 民衆に よく 通す る 

，もの 

(二) 視 覺宣傳 

ボス タ ー、 寫眞、 活動 寫眞 

〈三) 口頭 宣傳 

個別 談話、 集圑 談話の 二種。  W 

1 侗別 談話 11 地方 有志 (村長、 紳士、 圑長) 優良 靑年等 をして 認識 を 深刻なら しめ 我 

宣傳隊 の 代り を爲 さしめ る 外 有力なる 隊員 之を爲 す。 但し 談話に 際して は須く 相手方の 

心 1；； 狀態を 拔き、 相手方 をして 興味 を 起さし むる やうせ ざれば 徒に 反感 を 買 ふこと あ 

り、 所謂 「人 を 得て 言 を 5：： すば その 人 を 失 ふ。 人 を 得すして 言 を 得る も その 言 を 失 ふ」 

2 集圑 談話 11 學校 その他 多數 民衆に 對し演 說を爲 さむと する に は 左の 注意 を 要する。 

甲 言語 は 通常 (俗) 簡耍 なること。 


乙 民衆の 生活 上に 關係 する もの。 

丙 動作 及び 表現 (懷 慨、 激昂、 悲憤、 痛哭) 

丁  口調 急速なら ざる こと。 

戊 時間 長から ざる やう。 

巳 音聲 Q 抑揚、 明瞭。 

庚 態度 は 親切. にして 然も 莊重、 嚴 格なる こと。 

辛 條现 整然たる こと。 

< 四) 行動 官ー傳  ， 

1 日常 行動、 特種 行動の 二種。 

n 常 行動 宣傳は 群衆. &に 深く 人り、 或は 接近し、 個人 生活 方式 を 以て 有力なる 暗示 を與 

. へし めるべく、 身 を 以て 示す にあり。 即ち 個人 人格、 熱情、 愛情、 勇敢 等 を 以て 群衆に 

仰景 せし む。 

2 特種 行動 宣傳と は 假裝を 以て 表現せ しむる 方法に て、 例へば 芝居の 如き 民衆の 眼前に 

之 を 見せ、 その 認識 をー歷 深める こと。 


9 


敍上宣 傳計畫 に 基き 先づ 記念日 宣 傳を爲 し、 弛緩せ る 民心 を覺醒 せしめ 民衆 運動に 高揚すべく 

五卅紀 念、 七 七紀念 (抗戰 一 周年 紀念) 九. 一 八紀 念の 宣傳 は戰 前に 嘗て 見ざる 大規模の ものに 

して ラヂ ォ、 傳單、 佈吿、 民衆 示威 行列 等 を 各地に 行へ り。 

一般に これら 國內 民衆に 對 する 宣傳文 は 大型 紙 を 用 ひ、 長文、 美文な り。 

國內 民衆 獲得 宣傳の 內容は 概ね 左の 如く 細別 さる。 

1 堅 淸野戰 法の 施行に 關 する もの (自衛) 

2 偽 紙幣、 公債 發 行に 關 する もの (經濟 ) 

3 農作物 統制に 關 する もの (農民) (棉、 麻の 栽培 を 禁じ、 春 蒔 統制、 秋の 收穫 等) 

4 阿片 吸 煙の 害毒に 關 する もの (衛生) 

5 中 阈抗戰 過程 中の 收穫 及び 前途 (民心) 

G 闘 際 情勢 及び 前途 (民心) 

7 民衆 組織に 關 する もの (政治) .  • 

阈內 民衆 及び 兵士に 對 する 煽動 ス 。 ー ガ ンは 左の 如き もの 多し。 

1 抗日の 利益 は 何ものより. も 高し！ 


二 總て 抗日の 利益の 爲 に服從 す！ 

三 一切 は 統一 戰 線の 爲 である、 一切 を 銃ー戰 線に 向けよ！ 

S 武装 蹶起して 日 寇を境 外に 驅逐 せよ！， 

五 廣汎に 遊 擊戰爭 を發展 せしめよ！ 

六 悲観、 失望、 逃走、 退却 等の 行 爲に斷 然反對 す I 

七 斷然 太平 観念に 反對 す！ 

八 貧 汚、 腐 化の 墮落 現象に 反對 す！  - 

九 軍閥 主義と 遊擊 主義の 悪習に 反對 す！ 

1 〇 民族の 自覺性 を 高めて 敵の 逆宣 傳を嚴 防せ よ！ 

1 1 死 を 誓って 賫國 奴たら す 敵の 密偵たら ざれ！ 

一 一 一 中華 民族 解放 萬 歳！ 

一 三 寧.^ 戰 死す とも 亡國 奴た る 勿れ！ 

一 四 抗日 者に 非ざる 者 は 冷血動物 なり！ 

一 五 長期 抗戰 の 結果 勝利 は必す 我に 歸す！ 
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一 六 軍民 團 結して 遊 擊戰爭 を擴大 す。 

一 七 親日 分子 を 肅淸し 抗日 戰線 を統 一 す。 

地域 別に は 第二 期が 山 西 を 主と せる に 比し、 本 期 は 冀東地 厘 最も 甚 しく、 山 東 省 內津浦 沿線、 

膨濟 沿線 これに 次げり。 

特に 本 期の 末 頃より 現れた る 行動 宣傳は 注目す べき ものであった。 即ち 退却に 際し 共産軍 使用. 

の 家屋の 保 謹、 淸掃を 施行して 民衆の 同情 を 把握 せんと 意圖 せる もの 各地に あり。 且つ 部落より 

掠奪す るに 當り、 書 一 問 特に 「第 八路車 の 兵な り」 と誇稱 する 宣傳 隊員 來 つて 戰 禍に惱 む 貧民 救濟 2. 

と稱し 僅少な 金錢を 配與し 去り、 その 服装 言語 動作 特に 整然たり。 兩 三日 を經 たる 後 夜間 再び 特 /• 

に 土匪に 變装 せる 該八路 軍兵 は 「俺達 は 土匪 だ、 八路 軍で はない ぞ」 と稱し 巧に 掠奪 を爲 せり。 

また 我が 軍の 北支 建設 工作に 關し、 その 民衆 組織 を 妨害 せんとす る宣傳 頻りに 行 はれた。 即ち 

1 「愛護 村民 衆 に 忠告す る の 書」 

2 「警察 隊にホ 门 ぐるの 書」 

3 「自衛 圑 に 吿ぐ る の 書」 

等に 兑る n 衛圑、 愛護 村、 警察 隊、 紅 槍會匪 その他 秘密結社 を 解散せ しめ、 之を自 軍に 有利に. 


改編 ぜんと 意圖 せる もの 多し。 

それら 宣傳文 を 例示 すれば 次の 如し。 

日 軍 地展內 中國ぉ 衆に 吿ぐ  . 

日 軍 地 區內に 於け る中國 民衆に 吿ぐ。  . 

親愛なる 同胞 達よ！ 目覺 めよ！ 甘言に 乘 つて 敵の に掛る 勿れ！ 敵の 宣傳に 迷 はされ 祖 

國を 忘れるな！ 敵の 甘言 利 說は君 等に 對し 僅少なる 惠澤を 施す 時 ありと 雖も、 これ 皆 君 等 を 殺 5 

す毒藥 であ リ、 又 我等の 國家を 滅ぼす 主耍 手段で ある こと を 知れ。 

我等 は覺醒 すべきで ある、 祖國が 減ぶ 時 我等の 生命と 財產は 保障され 得る か？ 

諸君 は 皆 御 承知の 事 だ。 日本が 我が 東北 四 省 を 滅ぼす 時、 我等 同胞に 向って 如何に 好くなる か 

とい ふ 事を說 いた 事 を 記 億して 居られる だら う。 然るに 現在 は 如何！ 彼等 はいふ 迄 もな く寢食 

を 制限せられ 敵 は 毫も 好意な き 事 を 認識すべき である。 所謂 中國 親善 中日 提携 は體 裁の 好い 彼等 

の 名詞に 過ぎぬ、 同胞よ！ 覺醒 せよ！ 起て！ 

再び 敵の 凰に 掛る ことなく 速に 我等 を 助け 抗日 救國 工作に 努めよ。 


第 八路軍 一二 九 師政訓 工作 圑 

冀中軍 一?^ 北上 遊撃 第二 路總 指揮 部佈吿 

冀中 軍區朱 司令の 命令 內容は 「本總 指揮 は 自ら 精鋭 を 率 ひて 北上し 冀東數 百 萬 同胞 を 水火の 苦 

より 救 ふ。 後績 部隊 は 別に 部署 を定 む」 と あり、 使て 玆に 至れり、 「七 七」 事 變以來 今日 迄 一 有 

餘 年日寇 の 暴威 全 國に擴 が る 。 

本總 指揮 は 日寇の 暴戻 を 坐視す る に^ぴす、 故に 自ら 充分 訓練 を 受けた る 戰鬪員 を 率 ひて 民衆 -4 

救濟の 工作 を爲 さんと す、 我 民衆 は 恐れる ことなく 下記の 如き 本總 指揮の 任務 を 認識せ よ。 / 

一 匪賊 討伐、 漢奸肅 正 

二 抗日 民族の 統一、 戰 線の 擴大强 化 

三 主力 軍の 作戰 に對應 

四 漢奸の 組織 を 破 壌し 民族 政權の 樹立 

五 人民 生活の 改善 

六 遊撃戦の 廣汎 なる 展開、 冀 東の 諸兄 を 動員して 共同 抗日す • 


以上 述べ 來る 所は總 指揮の 負 ふ 所の 使命に して、 我 軍民 は 誠心よ リ 一 致 協同 圑結を 固く して 最 

後の 勝利 を 我等が 中華 民族に 歸 せしめよ。  • 

抗日に 際し 禁止 命令 事項 

强_ ^誘拐す る 者 は 死刑 

敵に， 祕密を 洩す者 は 死刑  . 

人の 財產を 掠奪す る 者 は 死刑 

阿片 等の 毒 藥販賣 者 は 死刑 

紊 りに デ マ を 飛ばし 煽動す る 者 は 死刑 

武器に 持って 逃走す る 者 は 死刑 

勝手に 職務 を 離れ 民衆 を 虐待す る 者 は 死刑 

抗日 工作 を 阻害す る 者 は 死刑 


5 

5 


總 指揮 

政治 主任 


崔 

高 


東 亮 


誰が 君達の 味方で あるか 

親愛なる 同胞 達よ、 日 寇の話 を聽く 必要 はない。 彼等 は 曰く 「皇軍 は 共產黨 及び 第 八 路軍を 打 

つのみ にて 何等の 領土 的 野心な し」 と。 彼等 は 共 產黨、 八路 軍に 依て 群集 を領 導され 抗日に 起ち 

h ら せる こと を 恐れる の だ。 そして 吾等の 華北 遊 擊戰爭 を 恐れて ゐる。 彼等 は 我等の 斯 くの 如き 

統 一 戰線 を破壤 する こと を 企圖し 各個 擊 破に 出て 以て 抗日 力 を 挫かむ として ゐる。 彼等 は 君達 

衆と 我等 軍隊 を 離間して 漁夫の利 を 占めむ として ゐ るの だ。 せ § 黨、 第八路 軍は斯 くの 如き 一 切 

の 事情 を 明白に 承知して： lij: る。 一 體 君達の 矛 は 誰に 向けら るべき かを考 へよ。 

八路 軍政 治 部 

警防 隊に吿 ぐるの 書 

最も 國を 愛する 志士 諸君！ 吾々 は今靑 夭 白日 旗 を 一： g く揭 げた、 吾々 Di:, 、族の 生存 を 求める 爲に 

戰火を I:- やして ゐる。 烽煙は 四方に 擴 がり、 勢 ひ 僚 原の 如し。 旣に 吾々 の 最も 愛する 家鄕 に瀰漫 

して ゐる。 吾々 は 抗日の 呼 聲を喊 呼し つ-. 1、 吾が 祖 岡の 爲 に光榮 ある 血 跡 を 流す の だ。 それ は恰 

も 波 湊 の 如く、 血 跡 は 吾々 の 最も 神聖なる 山河に 遍く、 現在 中華お 族の 生死 存亡 は 最後 關 頭に 文 
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ち 至って ゐる。 總 ての 同胞 は須 らく 起たねば ならぬ。 それ は 無上の 夭 職で あり、 至聖の 意志で あ." 

り、 極 誠の 心懷 である。 滿 腔の 熱血 を 傾 出し、 全幅の 精力 を 運用し、 吾々 民族の 仇敵と 生死 以て 

相 (サ ひ、 勝負 を 決す 可し。 斯く ありて こそ 始めて 中華 健兒 たるに 愧ぢ す。 叉 斯くて ありて こそ、 

始めて 民族 滅亡 は來 ない の だ。 諸君 信用す る だら う。 然り だら う。 同じ 考 へだら う。 

諸君 は旣 にして 中！： 人 だ。 抗日 工作に 對 して は當然 同情 を 表示して ゐ るが、 今 吾々 は 一歩 を 進 

めて 諸君の 現在の 環境 を 語り合 ひ、 諸君が 直ちに 反省す る こと を 期す る ものである。 諸君 は 偽 組 

縱の 下に 於て、 地位た る や 極めて 光榮 ならす。 環境 は實 に險惡 だ。 これ は 諸君^ 時々 刻々 感じて 

ゐる事 だ。 諸君 は 日夜 斯の 如き 惶恐、 悲愤、 換惱、 冷酷に 悶々 として 生きて ゐ るが、 架して 生の 

意義が ある だら. うか。 眞實の 快樂が ある だら うか。 眞の 人間が この 世界に 生きて 單に 衣食の 爲に 

精祌 上の 安 慰 を 失墜す る は 最も 苦痛なる ことで ある。 只單に 一 時の 偷安 のために 侗 人と 子孫の 大 

患 を 忘却す る は 極め て 愚なる ことで ある。 

吾々 現在の 環境 下に 於て は、 苦しみの 中から 敵 人と ひ、 最後の 勝利 を 奪取す るに 非 ざれば 永 

遠に 眞實 なる 人生に 至る を 得ない。 

敵 人 を 徹底的に 打倒す るに 非 ざれば 吾々 は 永遠に 想の 人生に 到達す る を 得ない。 諸君の 生活： 
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は 奴 5f 生活で あり、 悲苦 生活、 無聊なる 生活で ある。 友よ、 志士よ、 現在 諸君が 人生 を 尋ね 求む 

る 時機 だ、 起て、 ナボレ オン 曰く 「自己の 主張 をな す 能 はざる もの は奴隸 なり」 と。 

諸君 は 岐途に 迷 ふな。 諸君の 奴隸 生活から 離脫 せよ。 

親愛なる 同胞よ。 諸君 は 抗日に 對 して は旣に 極力 擁護して 来た。 抗日の 一 切 工作に 對 して は 法 

を 設けて 推進 改善しょう として ゐ る.。 決して 落膽 すべから す。 落膽 して 能く 救國 抗日 をな し 得ん 

や。 吾々 は 現在 諸君に 誓 ふ。 只 君と 僕との 生存 を 求めん に は須く 徹底的に 抗日 たるべし。 只 君と 

僕と 生きん とせば 日本人 を 打 つ ベ し。 

愛護 村 21- 衆 を 忠告す るの 書 

吾々 の 同志 は 只 國家を 救 ひ 人民 を 愛する こと を 知って ゐ るの みだ。 愛護 村 も 亦中國 人で ある、 

實際カ を 用 ひて 君 等を攻 打す る 事は堪 へられぬ。 まして 相互に 殺害し 合って 外人に 變を留 むる に 

於て を や。 だから 吾々 は 現在 迄 前進せ す、 諸君が 心から 覺 醒し是 より 新に なり 銃 を反對 にして 吾 

々の 抗日 を 援助す る こと を 待って ゐ るの だ。 斯く すれば 殺 燒の慘 害が 少 いのみ ならす、 國家 のた 

めに 光輝 ある こと だ。 何と 痛快で はない か。 


現在 兹に 吾々 と 約束しょう、 諸君が 若し 眞に 誠心 我 軍に 歸す るの 志、 斷 じて 抵抗の 意志ない な 

ちば (それ は 勿論 善に 向 ふの 心情で ある) 諸君の 銃、 彈藥を 全部 我々 に 引き渡せ、 今後 匪 患 生ぜ 

ん時は 吾が 軍が 代りて 剿 捕す。 諸君 安心せ よ。 我 軍の 風紀 は签 i 厳格に して 民の 心情に 關 して は 

必す 安堵せ しむる 事 常の 如し。 

相互に 驚擾 する こと を 許さす。 若し 槍 奪す る 者 ありと 民衆 指吿 せば 其の 事實 ある こと 明かと な 

れば 直に 銃殺に 處す。 

或は 各 村に 投書箱 を 設置し、 若し 詐索 欺騙の 事 あらば 何人 を 問 はす 投書 吿發 なす を 得、 それに 

より 事實 調査の 上嚴 罰に 處す。 今日 以後、 軍民 ー體 となり 國 仇に 赴き、 精誠圑 結、 抗日 徹底せば 

民族の 前途 叉 復興の 日 あり。  • 

豈吾 軍に 抗し 終に 慘 殺の 要 あらん や。 同胞よ、 覺醒 せよ。 

四、 第 四期宣 傅の 現狀 

第 W 期に 人って 敵の 宣傳は 我 軍の 屢 次に 亘る遊 擊根據 地 殲滅の 爲、 多大の 支障 を 蒙る 結 とな 

クた。  . 


即ち 漢 n の陷落 は、 もと 一切の 官； 傳 指令 を 問 地より 前線に 發し、 且つ 印刷 及び 資村を こ- -に仰 

ぎしが、 この， ほ 落の 結 5^ は 一切の 宣傳 組織が 徹底的に 破壤 せられた るに 起因す る。 しかし 敵は必 

すやこ の 終， 似 期 を. 睨して： 冉び 執拗なる 宜傳を 新なる 方法 を もって 展開す るで あらう。 所 IS 思想 ゲ 

リラ 戰が豫 想せられ る。 以下宣 傅に 表れた る 新 現象に つき 略述す。 

共產： 班 刻下 の 宣傳對 象 は 殆ど 農： 一:- に 指向 さ れ て る。 

この 農：^ 宣傳の 主點は 農村 を 組織し、 訓練し、 農村の 自衛 能力 を 增强し 以て 日 軍に 對抗 せしめ 

一 齊に 武装蜂起せ しむる を 最後の 目的と す。  § 

このは 地に 立脚し、 刻下の 農村 宣傳 は、 專ら 組織に 對 する 宣傳に 主力 を 注げり。 

即ち 「農村 を 守れ」 r 鄕土 を保衛 せよ」 「農 會を紙 織せ よ」 「農村 51 女會を 組織せ よ」 「農村 

小/中隊 を 結成せ よ」 「武装. E 衛隊を 結成せ よ」 と宣傳 す。 

この 宣傳 方法 は 文字、 綺畫 による 視覺 宣傳は 比較的 少く、 専ら 口頭 宣傳— 侗刖 談話、 集圑 談話、 

及 び 行動 宣傳 を頻り に 施行 す。 

就中、 行動宣 傳の 中、 特殊 行動.！ ー且傳 ともい ふべき もの あり。 特に 秋— 冬に かけての 農閑期 嫂樂 

を 战ひ各 村 を 巡回す。 同宜 傳隊は 主として 女の 學生 にして 演劇 班、 歌謠 班より 編成され、 その 


脚本の 如き 深刻なる 抗日 感情 を 盛れり。  ， 

(註) 移 励 宣傳隊 はソヴ H ッ トに 於て 盛に 利用せられ、 都市と 農村の 文化の 懸隔 甚 しく、 且つ 交通 不 

便なる 上に 農村^ 樂 なる 曠野に 於て 奏功し 得る 宣傳 にして、 現に 外 蒙お に 於け るソヴ H ットの 

赤化 宣傳 にも 盛 に 利用され る。 

農村の 宣傳 員と して 最近 著 L き 特徴 は 婦人 及び 小舉兒 童の 宣傅 員な り。 從來 農村 宣傳は 共産軍 

肖體 のな す は 極めて 稀に して、 多く は 宣傳學 校 卒業の 5;- 學生叉 は 村 居住の 小 校 敎師、 優秀な 村靑 

年、 及び 村內 故老 を宣傳 員と なして ゐ るが、 最近 女學生 を、 王體 とせる 51 人宣傳 員が 頻 りと 活動し / 

て 居る。 

右 は 慰 勞隊、 募 捐隊、 炊事 奉仕 隊、 看護 隊、 縫 洗隊を 組！！ し、 それぞれ 銃後 婦人に 宣傳 しほり、 

中には 交通 破 壞隊、 偵察隊に 參加 せる 者 すら ある。 

宣傳 員と しての 小 學生は 「小 先生」 と稱 し、 小 先生 制度 は 高 學年兒 童 をして 机 織せ しめ、 この 

宣傳隊 が 各 村 を 巡回し、 無智なる 百姓 老人 等に 對し、 木 ザお 又は 村 腐の 傍に て 時局 を說 き、 日 軍 進 

攻に對 し 村 を 防禦すべき こと を宣傳 する。 彼等 は 叉 同様 低 學年兒 童に 對 しても 誘導の 役割 を 菜 

し、 以て 小學敎 員の 不足 を 償 ふ。  ， 


(註) 「小 先生」 制 はソゲ H ット G 外 蒙 赤化 宣傳に 實 施せられ たものに して、 無智 文 富 G 蒙古 人 を 啓 

發 する 爲、 先 づ小學 敎育を 振興し、 兒 童に 新 觀念を 移植す る ことにより 歸宅 後、 家庭の 父兄に 談話 

せし む。 初步は イソ ップ 物語 様の ものより 漸次 時 ：11？ 認識に 及ぼし、 これ をして 殆んど 義務的に 實施 

せしめ、 宣 傳の效 果を收 めた る 例 あり。  - 

更に 最近 「何々 運動 競爭」 と稱 し、 宣傳を 大衆運動の 形に 誘導 せんと 意圖 せる ものが ある。 即 一 

ち 山 西 東南 部に 於て 舊 正月 を 利 W し 前線 將士 及び その 家族 を慰勞 すべし と稱 し、 慰問 獻品 運動 を 

外.；^ 圑體 たる 救國會 をして 行 はしめ、 各縣 別に 成績 を競爭 せしめた 例 も ある。  CN- 

6 一 

また 某縣に 於て は 各 村兒童 をして、 銅鐵 i 集 競 爭を行 はしめ た。  7. 

この 二 現象 は 昨年 九月 頃より 行 はれた る 「日 軍の 爲に 有利なる 鐵 及び 銅 を與 へるな」 叉 は 「前 

線將士 を慰勞 せよ」 の宣傳 が、 旣に 大衆運動 P 初期 型式に 進展した ものである。 

これ を總 括す るに、 農村に 於け る宣傳 要綱 中 「農村の 自衛」 を强 調す る は、 支那 農お の 傳統的 

の 土地 愛 著 心理 を 巧に 把握せ る ものと いふべ く、 この 兒 地より 「鐵道 を破壞 する は 日 軍の 進攻 を ， 

. ^ひ 止める こと だ」 「道路 を破壞 する は 日本 鬼子の 來攻を 防ぐ ことで ある」 と宣傳 し、 「かくす 

る ことが 畢竟 諸君の 幸福で ある」 と宣傳 する ので、 愚昧な 農お は その 塌 動に 乘じ、 盛に 鐵道 及び 


道路 を破壞 す。 叉 彼等の 宣傳 は、 農民の 切實 なる 問題 を 最も 具體 的に 最も 簡單 なる ものより 入 

る。 例へば 衣食住の 問題 を捉 へ、 或は 肉 身の 愛情に 訴へ、 以て 民族 感情に ふれし むる もの 多し。 

戰禍 の爲、 或は 洪水の 爲、 飢餓に 頻 して 居る 農民に 對 して 共産軍 宣傳員 はいふ。 

「お前ら は 何故 苦しんで ゐる のか、 日本 は 中 國を戰 場と 化し、 お前ら の 親 や 兄弟 を 殺した の だ。 

お前ら の 衣 物 や 食物 を强 奪した の だ。 

共産軍 は中國 2^ 族 解放の 爲、 敢然と 起って 抗日 戰に參 加して ゐ るの だ、 中 國を救 ひ、 お前ら を 

幸福に する 爲に戰 つて ゐ るの だ。」 

こ の 宣傳に よ つて 何も 知らぬ 善良な 農民 は 日 軍 を 憎惡す る と共に 共産軍 を 尊敬し、 英雄 視す 

る。 人心 を摑ん だと 昆る や、 彼等 は 直ちに 民衆 組織 工作に 移る。 農民 自衛 軍、 農！： 救國會 等の 組 

織で ある。 

また 次の 如き 話が ある。 

農民 は 共産軍 は 日 軍の 敵な りと は 知る も、 自己の 敵と は 決して 思 はぬ。 某縣に 於て 討伐の 際、 

次の 如き 會話 をな した ことがある。 

討伐 隊 この 近くに 匪賊 は 一人 も 居ない か。 


農；^ 匪賊 は 一人 も 居ない。 

討伐 隊 共産軍 は 居ない か。 

農：^^ 共産軍なら 後の 山に 幾らでも る。. 

識字 宜傳 について は、 共産軍 は旣 に事變 前より 實 施し 來れる ものにして、 全國 的に 識字 運動 を 

展開した。 現在 は： g 人 識字 班の 如き 特別の もの すら あり。 識字 宣傳は 特に 農 及び 共産軍 兵士に 

對 して 行 はれ、 五 百 字 を 記憶せば 抗戰 期に 於け る 日常の 用務 を果す もの さへ 編 築す る。 更に これ ，^ 

と關述 して、 日本語の 普及 は 特に 兵士に 對 して 盛に 行 はれ、 其の 一例 は、 去る 二月 十五 日 冀東地 / 

jHil に IT 死せ る 宣撫官 某が、 共産 匪に 挾擊 さる. -ゃ 匪の 一人 は 極めて 流暢なる 日本語に て 「日本人 

銃を棄 てろ」 「こちらに 進め」 等と 放言した ことがある。 

最近の 共産軍 宣傳 文の 二、 三 を 例示 すれば 

漢ロ^ 落に 際し 武装せ る 全 同志に 吿ぐ 

勇敢に 武装せ る 同志 諸君。  第八路 軍政 治 部 


我等の 武漢は 第三 期 消耗 戰 により 已に 目的 を 達せり、 無意義なる 犧牲を 避けん が爲 遂に 二十 五 

E 夜 漢ロを 退出せ り、 諸君 は此 報に 接し 必す ゃ落膽 せん、 然れ共 一 城 一 地の 陷落は 決して 憂 ふる 

に 足らす、 敵が 愈ぶ 前進せば 後方 遊擊戰 iHi は 愈ぶ 擴大 す、 我等 此 秋に 當り 速に 强 力なる 遊 擎隊を 

組織し 全面的 抗 戰を發 動し、 敵の 屈 從的利 誘に 反撥し、 益. - 努力 邁進せ ざるべ からす、 最後の 勝 

利 は 必すゃ 我等の 手に 歸 せん。 

武装せ る 同志 諸君よ。 

全國 到る 所 抗日 の锋火 燃え 居れり。 

我等 皆 黄 帝の チ孫 たるの 民族な り、 我等 は 山河 皆 その 姿を變 じつ ある を 忍びん や。  7 

前進 は 光明 へ の 生路、 後退 は 自殺な り。 

覺醒 奮起せ ざるべ けんや。 

^等 亡國 の 奴と なる より は 寧ろ 護國 の 鬼と ならん。 

一 九 三 九 年の 新春 を迎 へて 同胞に 吿 ぐる 書 

一 月 一 日 第 八路軍 


一 九 三 八 年度に 於け る抗戰 成績 優良なる を 報告し、 失望 落膽 する を 警告した る 後 左の 諸 項 を 約 

束せ り。 

一 、 蔣 委員長の 抗戰 宣言 を實 現し、 一 切の 妥協 投降 運動に 反對 せよ。 

二、 近く 抗日 根 據地を 創設すべし。 

三、 山 西 省の 減租に 學ぴ減 息し 軍人 家族 を 優待し 災： 難：^ を救濟 する。 

四、 日 軍の 包圍 を粉碎 すべく 道路 を 破壊し、 壘を 築き、 { や； 淸 野を實 行し、 以て 遊 擊戰に 迎合 

すべし。  .  . 

五、 遊撃隊、 自衛隊の 訓練 を强 化す。  2 

六、 漢奸 を肅淸 し、 新 nj^ 會、 僞 政府、 僞 軍隊に 反對 す- 

七、 勇躍 抗戰 軍隊に 參加 せよ。 


セ、 民衆 運動の 實狀 

一 、 民衆 運動の 原則 

新 中國に 於け る 2^ 衆 蓮 動 は、 如何なる 目標に 向って 展開 さるべき が。 これ 刻下の 重要なる 課題. 

であるが、 共産軍 は その 现論 について 次の 如くい ふ。 

「目下の 抗戰は 最も 嚴肅の 階段に 直面して ゐる。 面前に ある 最も 切迫に して 嚴肅の 問題 は、 如何 - 

にして 民族 統一 戰線を 鞏固 擴大 する かに ある。 民衆 を 動員して 組織的に 參戰 せしめる に は、 銃 一 

戰線 下に ある 民衆 運動 を 展開し、 各階 級 層の 民衆 を 動員して 祖國. を 守る 爲の戰 を爲さ ざれば、 抗 

戰の 堅持と 勝利 を 得る ことが 出来ない こと を 認識すべき である。 この 一年 來國民 政府 は、 民族 解 

放 運動に 就て は 極めて 犬なる 進歩 あり、 各地の 工作 圑も よく 農村に 往 つて 宣傳 し、 自衛 軍々 事訓 

練の 組織 も、 各地に 於いて 着手され たが、 然し ある 一部分の 者 は今尙 民衆 運動 を 恐れる 心 现がぁ 

るので、 到る 處に 種々 の 方策 を 以て これ を 制限し、 甚 しきに 至って は 土匪と 結託して これ を 破 壌. 


する もの も あるから、 民衆 蓮 動 は 今日 も 未だ 遲々 として 進まざる 狀態 にある。 それ 故 衆 運動が 

大 なる 發展 をな すに 至る 迄に は、 やはり 我等の 偉大な 努力に 待たねば ならん。 

統 一 戰線下の：^：-衆蓮動は、 各黨 派が 一致して 日本に 反對 する 民衆 蓮 動であって、 或る 一 派の 代 

表する 所の 社會階 暦が、 自分の 利益の ために 民衆 蓮 動 を 包括し 統制す る もので はない。 

その 特點 を擧げ ると 次の 三點 にある —— 

1 反日であって 自分の 力量 を擴充 して 內爭を 行 ふ ものに 非ざる こと。 

2 八：： 作であって 强迫、 併呑 を 意味すべき ものに 非ざる こと。 

3 相互扶助 であ つて 孤立 及び 相互 排斥す ベ きもの に 非ざる こ と。 

以上の 特點に 注意して 工作 を 進行すべき であり、 共同 指導、 共同責任の 精神の 下に 各黨 派の 31^ 

SH-> 抗 戰救國 の意昆 行動 を 一致に 赴かし め、 一切 不必要の 誤解と 摩擦 を 避けるべき である。 

2^ 族 統一 戰 線の 蒙 固、 擴大に 民衆 を 動員して 參戰 せしめる 爲、 我等 は戰 時に 於け る 2^ 衆 運動 ェ 

作の 八大 原則 を 提出す る。 

第 一 原則、 抗日 は 一 切の 如何なる ものよりも 高く、 一  切の もの は抗 曰に 服從 すべし。 

尺 族 *m 動 は 抗日 を 以て 最高 原則と 爲 すべきで ある。 階級の 利益の 衝突と 黨 派の 信仰 3 相違 は、 


必らす 一 致 抗日の 原則の 下に 融和 を 求むべく、 正確 適當の 解決 を 求むべき である。 

第一 一 原則、 積極的 に國ぉ 政府と 國： ffl* 命 軍 の 抗戰を 擁護す ベ し。 

抗戰 指導 及び 積極的 抗戰 をな す 軍隊に 對 して は 當然 積極的に 擁護す ると 共に、 熱心に 援助せ な 

ければ ならぬ。 即ち 政府の 或 部分の 問題に 對 して、 不同意 或は 不滿 の點 があって も、 只 善意の 批 

評と 建議 だけ をす る ことが 出來 るの みで、 彼の 國ぉ 政府と 國！： 革命軍の 信仰 を 破壊す る 規則に 對 

して は絕 對反對 すべきで ある。 

第三 原則、 全力 を 集注して 民衆 蓮 動 中の 土匪、 敵軍の 探偵、 漢奸等 を 撲滅すべし。 

彼等 は 一 切の 卑劣 手段 を 用 ひて 民衆 運動 を 破壊 消滅せ しめんと して ゐ るから、 徹底的 肅淸を 加 

へない と：！^ ぶチ遮 動は繁 固に 發展 する ことが 出來 ない。 

第 叫 原則、 衆 蓮 動の 統 一 を 促進 完成すべし。 

旣に^ 注された 民衆が ある 以上 は、 分裂と 對立 現象の 存在 を 絕對に 許さない。 同性 質の 圑體は 

行動 一致の 共同 綱領と 誤 意 を 披瀝して 發 表した 協議と に 依って、 漸次 完全なる 統 一 線 上に 到達せ 

ねばならぬ。 

第五 原則、 尺 衆 運動 は 公開 的： 、王 的 たるべし。 


抗戰救 亡 は 公明正大の 事業で あるから、 人に 告げられない 所 はない。 當然當 局 者と お 衆の 信仰 

を 得る と共に、 極力 尺 主 的 原則 を 求めて 指導者と 民衆 相互 間の 了解 を 一 曆 深から しめ、 關係を j 

曆 密接なら しめば、 工作 は 必らす や 下より 上 へ の 原則に より 大 進展 を 得られる。 

第 六 原則、 ：^: 衆 運動の 進行 は具體 的に 活動すべし。 

固守 的、 機械的 公式 を 打破して、 各地の 具體的 情況に 基き、 臨機 應變 して 工作の 中心と 工作の 

方式 を 決定すべき である。 前線 及び 後方に 於け る 民衆 運動と、 被 占領地 及び 戰區の 民衆 運動 條件 

の 相違せ る點を 考慮し、 該 地方の 情 P 仇に 適合し、 民衆の 要^に 適合すべき 臨機 應變の 工作 を 進め 

て始めて最大の效5^-を收め得られる。  一な 

第 七 原則、 尺 衆 中の 抗敵 先進 分子 は 只 前進ば かり 夢中に なって ゐて、 落伍の 部分と 脫 離して し 

まう やうな こと をして はならぬ。 先進の 先進た る 所以 は、 全く 彼が 落伍の 部分と 密接なる 聯携を 

保って、 落伍の 部分 を 引率 指導して 前進す る 義務が あると いふ こと を 知らねば ならぬ。 若し 先進 

なる ものが 多大の 群衆と 分離したならば、 先進の 者 は 必らす 孤立 叉は危 險に陷 り、 それと 同時に 

若し 群衆が 先進 隊 ig; の 指導と 敎育を 受けぬ 時 は、 大 なる 作用 を發 揮す る ことが 出來 ない。 

第 八-;^ 則、 衆 運動 は 多數の 有力なる 幹部に 伎って 發展 する ものであるから、 幹部と 離れ、 或 


は 幹部 を 置かない： 衆 運動 は、 どうしても 發展 する ことが 出来ない。 民衆 運動に 於いて 鍛鍊 して 

出來 たものに、 その上 又 民衆の 擁護 を 得た 多 數の餘 部がなければ、 順調に 民衆 運動の 進行 を 促進 

する ことが 出来ない。 それ故に、 平素 絕 へす 餘 部の 養成 訓練と 新 幹部の 選拔 をな す は、 民衆 邋動 

中の 緊要 問題で ある。 

現下の 統 一 戰線 下に 於け るお 衆 運動の 組 II と 形式 は 大いに 研究に 値する 問題で ある。 

第 一 に、 如何にして よく 戰時中 異なる 地方に 於て の、 統 一 戰 線の 鬪爭 方式と 方法に 適應 する こと 

が 出来る かとい ふ點。 然ら ざれば、 我等 は 必すゃ 組織 形式の 制限 を 受けねば ならん ことにな り、 / 

その 爲 我等の 工作 は 大いに 影響され、 反日 鬪爭も 妨害され るので ある。 故に 我等 は、 左記の 原則 - 

に 就いて 特に 注意せ ねばならぬ。 

1 秘密の 組織 形式 は 公開 形式と 聯絡す ベ き こ と。 

2 經濟 文化 は 政治 軍事の 組 織 形式と 聯絡すべき こと。  ， 

3  2::- 衆 の 先進 者 は 落伍者 の 組織 形式と 聯絡す ベ きこと。 

同時 に 民衆 運動 の 組織 形式 は、 民衆 運動 の發 展に俾 ふて 變 化する ものである とい ふこと を 知ら 

ねばならぬ。 即ち 綜合 的 固執 的の 公式に 固定されたる 一種の 形式に 局限せられ す、 伸縮 自由な 臨 


機應變 的の 創造で あり、 多様 的 形式 を 執った ものである。 レ ー ニンが 「第一 革命 階級 は 任務 を實 

現せし める 爲、 必らす 一切 (毫も 除外され す) の社會 活動 を駕 御し 得られる 形式 を耍 し、 第二 苹 

命 階級 は、 須 らく 時々 刻々 に 非常なる 迅速 且つ その 不意に 出づる 一種の 形式 を 以て、 刖 個の 形式 

に 代る もの を 準備すべき である」 と 述べた。 

その 次 は 各 ti の 異なる 組 縱に關 して 當然各 種 の 異なる 組織 內容 がなくて はならぬ。 例へば I 

厶舊 い 形式に 新ら しい 内容の 必要な もの (黄色 ェ會、 農會、 紅 检會、 大刀 會、 等の 如き は それ 

である) 

厶舊ぃ内 界に 新ら しい^ 式 を 必要と する もの (ェ 會、 ：！^ 族 解放 先鋒 隊) 

△ 新 らしい .2: 容に 新ら して 形式 を 必要と する もの (抗敵 後援 會の 如し) 

「右派」 の 主張す る 所 は、 只舊ぃ 形式 を 承認す る だけで 全然 新ら しい 內容を 顧り みすして 放棄し 

てし まった。 「左派」 の、 王 張 も 邪道に 陷り、 それ は 絕對に 一定の 舊ぃ 形式 を 否認して しま つ た 

が、 小ノ しも 新ら しい， 2： 容が、 旣に 一切の 可能 的 公式 を經 て勃發 した こと を 知らない。 彼等 は 我等 

の 任務 は、 一切の 形式 を， 駕 御し 得られ 最大の 速度に て 一個の 形式 を 以て 別侗の 形式に 補充し、 一 

侗の 形式 を 以て^ 個の 形式に 代る ことが 出來 るば かりで なく、 我等の 策略 を 別個の 階級に 適應さ 


'7Z 


せねば ならん こと を 知らないの である。  ， 

統 一 戰線 下に 於け る 民衆 鬪爭の 原則 は 次の 通りで ある。 

1 統一 戰線 を^ 固に して 擴大 し、 民衆 を參戰 せしめる ものであって、 統一戦線 を 破壞し 軟弱 

ならしめ て 抗戰の 動員に 危害 を與へ る もので はない。 

2 合法的であって、 非合法 的に して 政府と お 衆との 對 立尖銳 化を隨 成し、 國 家：^ 族 をして 不 

利 を 蒙らし める もので はない。 

3 協調 的であって 攻擊 的で はない。  口 

この 鬪爭の 方式に ついては、 各種 異なる 地甚に 於て とった 異なる 方式に 注意せ ねばならぬ。 後 

方に 於け る 各 稀 鬪爭の 方式に ついては、 當然 抗日の 利益の 下に 合法的 (訴訟 を 起す を 請願す る こ 

と 等の 如く) 協 的 或は 政府： 求隊 動員の 援助と 公債の 賣出、 及び 合理的 負 擔の實 行 等 を 以て、 政 

府 軍隊の 數 多の 誤 謹 を糾正 する 積極的 方式 の 採用 を 要求 せねば ならぬ。 武装 鬪爭の 方式に 至 つ て 

は只戰 1^ 或は 敵の 占領地 に 於て 直接に 日 軍、 僞政 權と漢 奸に對 して 採用す る ことが 出來る だけ 

である。 

尙ほ日 軍 ト：： 領地 m に 於て 用 ひて 居る 鬪爭 方式 は 如何にして 自分の 陣地 を 固く 保 5： して 擴大 すべ 


きか、 及び 如何にして 日本軍 を 攻撃すべき かに 注意せ ねばならぬ。 各種の 情勢 下に 我々 は 決して 合 

法的 闘- 方式の 採用 を担絕 しないば かりで なく、 却って 出来るだけ 合法的 鬪 爭を應 用して、 更に 

一歩 進んで 民衆の 敎育 訓練 を勵 行し、 自分の 陣地 を擴大 し、 民衆の 武装 鬪爭の 發動を 準備して 勝 

利の 獲得 を 期待す る。 如何なる 時期に あるか を考 へす、 只 一時の 興奮 V, 俊って 武装 鬪爭の 形式 だ ^ 

け を 採る こと は、 當然嚴 重なる 糾正を 加へ ねばならぬ。 鬪爭は 運動の 一 つの 過程で あると いふ こ 

と を 我々 は 知らねば ならぬ。 如何なる， 民衆 運動 も 組織 發 動の 前に は、 該 地に 於け る 異なる 環境、 

條件、 ぉ衆鬪 ゆの 要求、 情緒 及び 組織の 力量 を 了解せ ねばならぬ。 更に 一 歩 進んで 鬪爭 そのもの 

に對 して 正確な 考木 ュ を 加へ、 すべて 發動 後に 發 生すべき 變 化と 危險 等々 を 十分に 調 木 H 一し、 正確の i.^ 

利 斷を 下し 發動後 失敗 なきやう にせねば ならぬ。  一 

次に 鬪ゅ をして 勝利 を 得られる やうな 發動 をす るに は 一 定の 準備 工作の 必要が ある。 まづ 民衆 一 

の切實 なる 要求 を 提出して、 大多數 の 民衆に 對し 熱烈に 宣傳 し、 鼓舞して 民衆が 大いに 賛成して - 

この 要求 を撫 護す るの みならす、 この 要求の 實現を 促す 爲に 十分 努力す る やうせ ねばならぬ。 そ 一 

の 爲には 尺 衆に 對 する 鬪爭 要求 を 出す と共に、 民衆 鬪爭を 組織 發 動す る組錢 形式 を 作成し、 それ 

により 彼等 尺 衆 を 組織 編成し、 各階 級の 民衆が 一丸となって 圑 結して 鬪爭 すれば、 過去に 於け る 


鬪 爭に對 する 輕視の 態度 は 自然になくなる であらう。 

第三、 準備 工作が 出来たら 鬪爭發 動の 時期 を 選定せ ねばならぬ。 闘^ Q 時期と いふの は、 民衆 

の鬪 爭に對 する 熱情が 高く 漲って 居り、 敵軍が 非常に 困憊して 居る 時で ある。 この 期間 中には 敵 

軍が 我方の 鬪 爭の發 動を壓 迫しょう と 思っても、 壓迫を 加へ る ことが 出来ない。 然し 闘- &を發 動 

する 前に、 是非とも 先に 凡ゆる カを盡 して 自分の 陣地 を I ホ固 にし、 友軍と 聯合して 重要なる 敵 人 

を 攻撃せ ねばならぬ。 鬪爭の 形勢が 非常に 好 轉の時 は、 飽く迄 鬪爭の 勝利 を 奪取せ ねばならぬ 

が、 然ら ざれば 暫 らく 退却して 鬪爭の 緊縮 を圖 り、 つとめて 自分の 力量 を 保つべき である。 さす 5 

ー/ 

れば 不必要の 犧牲を 避け 得る のみなら す、 また 大 5 に 將來の 鬪爭を 準備す る ことができる。 それ . 

故に 鬪爭 に對 して 形勢 を 見て 適當の 時機に 自分の 進退 を 決定す る ことに 注意 すべし。 

二、 民衆 運動の 對策 

かくて 共産軍の 民衆 運動 對策は 左の 如く 提唱され る。 

1 漢奸を 排除し 一切の 大衆 圑體 及び 大衆運動の 自由 を 保障す。 

2 大衆 圑體 及び 大衆運動の 法律上の 權利、 合法的 地位 を 確立す？ 


3 物質的に 大衆 團體を 援助す。 

4 大衆の 獨立を 尊重し、 直接 大衆 圑體 の內部 生活に 干涉 せす。 

以上 は 政府の 大衆運動 及び 大衆運動に 對 する 正確なる 態度に して、 政」 肘に 於て 大衆運動の 自由、 

大衆 圑體 の獨 立を充 計す るに 於て は、 大衆 圑體、 大衆運動 は 精神的に 政府 を 援助す るに 至るべし。 

しかし 或は 一部分の 人に 於け る 如く、 大衆運動の 政府に 反對 する を 恐れ、 大衆の 自由 を 禁止 或 

は 制^し、 大衆 阒體の 獨立を 妨害し、 叉 大衆 組 織 を 利用 せんとし、 强制 或は 命令に 依り 自己に 有 

利なる 圑 體 に 加 人せ しむる 等 は、 大衆 圑體 の獨立 自由 を 無視す る ものにして、 大衆 圑體の 精神的 CO 

援助 を 一 父く る を す、 大衆 圑體 自體に 於け る 各種 問題 及び 各方 面の 政策 は、 大衆 團體 自體に 於て 

決定す べきで、 これに 對 して 如何なる 勢力と 雖 も干涉 する 權利 なし。 

根據地の各^！：^；-衆自體の組織にょり、 大衆 自體の 政治、 經濟、 文化 等 各種 綱領に 基き 眞 正なる 

大衆 的 農會、 ェ會、 舉 生會、 商會、 靑年會 及び 51 女兒童 圑體を 建設すべき なり。 

ェきは 産業 及び 職業の 境界に 於て 俯 農 (小作人) の獨 立ェ會 及び 各種 手工業 工人 聯合 會等 を祖 

-械 成立 さすべき である。 

農會は 一 切の 筋肉 勞 働に 從 事す る もの 即ち 小作人、 貧農、 中 富農 を 包含す る を 以て 成立せ しめ、 


勞 働に 從 事せ ざる 地 主 豪紳は 加入す る を 得す。 

ェ會、 農會は 抗日 政府に 於け る 最も 重要なる 大衆 的 基礎 柱石 なれば、 强大 にして 有力なる ェ會、 

農會の 抗日 基礎な くして は、 抗日 政府 は 宛然 砂上の 樓閣 にして、 運命の 歸趨は 火 を 見る より 明か 

なり。 

ェ會、 農會の 一 切の 圑體 中心 任務 は、 廣汎 なる 大衆の 生活 待遇改善の 鬪 的 基礎の 上に 立ち、 

即ち 大衆 を 指導し、 抗日 政府、 抗日 武装 部隊の 建設に 參 加し、 進んで 自己の 優秀なる 幹部 を 政府 

及び 軍隊に 派遣して 責任 工作に 從 事せ しむる ものである。  ， 

商會は 一般 商： li- にて 改組し、 少數大 商人の 操縦 を 禁止す。  ，  / 

救 國會、 抗日 後援 會、 民族 解放 先鋒 隊 等の 組織 は根據 地に 於て 必要と する が、 六、 衆の 抗日 救國 

共同 綱領に より 聯合 組織す るを耍 し、 救國會 等に より 大衆 圑體を 制禦 統 一 すべから す。 

大衆 圑體 の內部 生活 は、 廣汎 なる 民主主義 による。 即ち 一切の 指導 機關 は、 會 員に 於て 執行し、 

會議に 召集、 H 作の 報吉、 重要 問題の 決議 をな す、 圑體の 經費は 獨立會 計に より 會费 の徵收 をな 

すか、 圑體の 獨立的 Inl- 地に 於て 會 外の 援助 を受 くる も 差 支な し。 

また 圑 體 提出の 政治、 經濟 上の 要求 は實現 可能の 範圍に 於て なす を 要す、 現實に 即せざる 不當 


なる 要求 は 大衆 自身の 利 („ ^及び 抗 戰に效 5^ なし。 

遊 擊戰根 據地內 に 於て 抗日 政府が 民主主義の 改造 を實 行せ ると き 民衆 圑體の 任務 は 左記に よる „ 

べし。  - 

甲 ：^^衆圑體强化  一 

乙 普遍的 徹底的に 大衆の 經濟 生活 を 改善し、 大衆の 社會 上、 政治 上の地位 及び 政治、 文化の 

水準 を 引 上ぐ。 

丙 大衆 を 動員し、 抗日 政府 及び 抗日 軍隊の 一切の 建設に 參 加せ しむ。  ,  «^ 

三、 抗日 救 國會の 活動 

以上の 原則 及び 對策 によって、 現在 共産軍 民衆 運動の 媒體 をな す もの は、 各地の 抗日 救 國會で 一 

ある。  一 

救阈會 は旣に 事變前 一 九 三 五 年 支那 共產黨 が、 國共 合作 を意圖 し、 全國 民衆 を 杭 RH 標に 煽動 

する 爲に、 結成した ものであった。 然して 今次 事變 の勃發 と共に、 旣に設 澄せられ てゐた これら 

の 救 Ml 會は、 共産軍の 意圖 する 衆 運動の コ 1- スに 沿って、 百 ％ に 利用され、 今や 隨ー の 媒體を 一 


なす。 地方に よって は犧 牲救國 同盟 會と 改稱 した もの も あるが、 救 國會の 名稱は 未だ 大部分 を 占 

めて ゐる。 

2^ 衆 運動と は、 先づ ：！^ 衆 を 組織し、 その：^ 衆 暦に 向って 宣傳が 行 はれた 場合に、 表現され る；：^ 

衆の 行動 をい ふ。 故に 民衆 運動が 現在 如何に 展開 せられて ゐ るか を 洞察す る こと は、 飜 つて { 一 「-; 傳 

の 情況 を檢 討せ ねばならぬ。 この 觀點に 立脚し 支那 共産軍 現在の 民衆 運動 を 看る に、 未だ 必 すし 

もお 衆 運動に 迄、 展開して 居ない とい ふ 結論に 達する。 

しか し 21^ 衆 運動 の 萌芽と 見る ベ きもの は 各所に あり、 その イデ ォ ギ ー は 勿論 人 戰線 的な も 

ので ある。  . 

救 國會は 各 縣每に 聯合 救 國會を 組織し、 各界 救 國會を 統一 指導し、 全縣 下の 人力、 財力、 物 力、 

智力 を 動員して、 軍隊 及び 政府と 協同して 抗日に 當 らんと する ものである。 今縣 聯合 救 國會と 各 

界の救 國 會の關 係 を 示せば 

X X 縣 農民 救國會 

X  X 縣 工人 救 國會 

XX 縣 商人 救國會  ， 

XX 縣 婦女 救國會 


X X 縣 聯合 救 國會— 
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X  X 縣靑年 救國會 

—  X  X 縣 少年 救 國會 

しかして 上記 各界の 工作 綱領 は、 各界 夫々 特色 を 有し 差違 ある も、 その 根本 原則に 於て は 同 一 

なる を 以て 鼓に 「聯合 救國會 工作 綱領」 を 示す ことと する。 

〔實 例〕 . 

聯合 救國會 工作 綱領 

1、 趣旨 ^政 民べ 门作を 促進して 民族 最後の 勝利 を鬪 ひとる こと。  り 

二、 工作 原則  i 

1 人お の 抗日の 集會、 結社、 言論、 出版の自由 を 保障 及び 增 加し 救 亡 運動 を擴大 せんとす る 

こと。 

2  2:^ 衆 組織 を 喚起し、 民衆 を 訓練す る こと。 

3 人 尺の 生活 を 改善す る こと。 

4 人 あ- れば人 を 出し、 力 あれば 力 を 出し、 共同 抗日 を實 現す る こと。 

5 地方の 抗 隊 及び 政府 を 支持し、 救國 抗日 工作 を實 行せ しむる こと。 


三、 工作の 具體法  • 

1 き 衛隊を 組織し、 粮称を 運搬し 及び 病 傷者 を 優待し、 抗戰 の將士 を慰勞 すると 共に 民衆の 

生 命財產 の 安全 を 保衛す る こと。 

2 民衆 圑體を 組織し、 民衆 を 動員し、 民衆 を 武装せ しめて 抗日 力量 を强 化せし むる こと。 

3 除奸 運動 を 擴大し 救 亡 運動 を 隆盛なら しむる こと。 

4 民衆の 生活 を 改善し 失業 及び 災民 を救濟 し、 租稅を 減じ、 利息 を 下げ、 以て 負擔を 合理的 

ならしむ る こと。  ，  ，s 

5 錢 有る 者 は錢を 出し、 力 ある 者 は 力 を 出し、 銃 ある 者 は 銃 を 出す を實 行し、 以て 全民衆 を 

して 抗戰 に參 加せ しむる こと。 

6  { や ；窒淸 野を實 行し、 財物 糧秣 を 運搬 秘藏 し、 敵 人 を 困却せ しめる こと。 

7 抗日 勝利の 前途 を宣傳 して 民心 を 把握し、 國防 文化 を發揚 せし むる こと。 

四、 組織 原則 

1 各 代表 を 以て 組織す る を 基本 原則と 爲す 故、 總會 の 議決 案 は 分會は 絕對に 服從實 行すべし、 

但し 確定 以前に ありて は分會 決議 叉 は 討論す る こと を 得る も多數 決に よる。 


2 糾織 

？  V 各地お 衆 代表 

(2) 各 衆圑體 代表 

(3) 本縣 駐屯 軍 代表  ■  ； 

(4) 名 家、 有力者 及び 愛國 者、 文化 界の舉 者  一 

五、 各方 面に 關 する 關係  一 

(省 *J)  ^ 

各 救 阈會は 各界の 特色 を發 揮し、 以て 抗日 救 國に參 加す る。  一 

次に 救 阈會の 組織 を 述べる ことと する。 各 救 國會は 一 縣每に 纏められて XX 縣 聯合 救國會 が總 ， 

括し、 各 救 闘 會も亦 一 縣； 母に 組織され て 居る ので 縣名を 救 國會に 冠して ある。  - 

救 闽會の 目的 は 各界の： 衆 を 動員して、 軍隊 及び 政府と 協力して 抗日 戰に參 加せ しめんと する 一 

にある。 

會員は 抗日 救國に 熱心なる： 衆 を 以て 組織 せらる。 

飢縱巾 その 系統に つきて 述 ぶれば、 縣に 總會を 設け、 各區に 分會を 置いて ある。 總會 は總務 部、 . 一 


宣 訓 指 


机 織 部、 宣傳 


總 會 II 

(分 會〕 


部、 鋤奸 部の 四つに 分れ、 分 會も亦 これに 準じて 居る。 今 表に 示せば 

11、 總務部 

{ ^篇 離》 文書の 收發、 物品 出納 を 掌る 

二、 組織 部 

i 民衆の 組 機 及 各種 圑體を 指導し 並に 本 會に對 する 一切の 貴に 任じ 組 

織 を霧查 登記す 

練^ II . 各 救 亡 園 體の敎 育 工作 を 訓練 指導す 

傳部 

甲 文字 宣傳 

『編輯 —  — 傳單 標語 小 册子及 臨 時 緊急 の 宣 傳 品の 編輯 に 任す 

新聞 胶 —— 戰時 新聞 を發 行す る 

印刷 胶 —— 印刷 事務 を 掌る  ， 

ー漫畫 i^: ：畫報 工作 を 掌る 

乙 口頭 宣傳 

|i 且 傳隊， I - 民衆 1 般の 宣傳を 掌る 

I 歌謠隊 —— 救 亡 歌曲 を 作製し 民衆 意識 を 高揚す る  ， 

丙 行動 宣傳 

劇圑を 設け、 各地 を 巡回して 救 亡 演劇 を 公開す る 
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四、 鋤奸部 

偵察 胶 —— 漢奸を 偵察 並に 逮捕し 又 漢奸の 組織 を破瓌 する 

I 霧 判^, i 恭判 決定の 事務 を 掌る 

となり、 總會 には會 長、 各部に は 部長 を 各 一名 置き、 股 以下 は 若干 人 を 置く。， 

然して 總會は 毎月 一 回、 分 會は每 週 一 回 開催す る。  、 

會费 として は 地方の 富豪 及び 名士からの 獻金、 地方 政府よりの 補助金と、 漢奸 及び 敵 人の 財産， 

各機關 各圑體 からの 獻金を 充てる。 各 救 國會の 費用 は 聯合 救國會 より 支給され る。 次に 各人の 傣 タ 

給で あるが、 工作 人員 は 全て 義務 職で ある 故、 公費 及び 工作 人員 生活費 は 最低限 度の 支出 を 許さ 

れて 居る のみで ある。 

紀律 は ニケ條 ありて、 第一 は 工作に 怠ったり 誤れる 者に は豫め 警戒 或は 懲戒 を與 へて 後 處分を ■ 

爲す。 第二に は會の 工作 を破壞 する 如き 行爲ぁ る 者 は 漢奸と し て 處 分す。 

聯 八；： 救 國會に Si する 各 救 國會の 大綱 は、 概ね これに 準じ 定められて 居る。 

某縣の 少年 救國會 は、 共産軍の 兵器 補充に 資すべ しと 「銅 鐵_ ^集」 運動 を 展開し、 全 縣下小 學- 

校兒童 は、 毎月その_^^集量を統計にょって競爭し、 優勝 校に は、 軍より 優勝 族 を授與 したと いふ. 


例 も ある。 また 某縣の 農民 救 國會は 前線の 將士 を慰勞 すべし と 貧農の 日常生活より 「一 錢」 の獻 

金 運動 をな した 例 も ある。  - 

四、 婦人運動の 進展 

しかし 叙 上に 比して 稍々 見るべき もの ありと すれば、 そ は 婦人運動 であらう * 支那の 女性 は 永 

きに 一旦って 男性の 玩弄物と して 家庭に あり、 極めて 非社交的、 非 個性的に して、 女 同 權等は 遠 

き 夢の f 界 であった。 支那 女性の 四十 歳 以上 は 今に 殆ど 纏足で あるの を 見ても わかる。 從っ てこ 

れらを 母と する 現代の 二十 前後の 若き 女性 とても、 その 敎養ゃ 推して 知るべし。 農村に は 特に こ / 

の 傳統的 陋習が 根强 い。  • ， 

「大地」 の 作者 パ アル パック 女史 は、 現代 支那の 自由 變愛を 喋々 する 若き 世界 を 描いて ゐ るが、 

それら は 殆ど 上海、 廣東 等歐米 文化の 浸潤せ る 大都會 の 幾つかに 限られて ゐる。 支那 全 女性の 九 

迄 は、 今な ほ舊き 卵殼を 破り 得ぬ。 

しかるに 凡てに 目新しい 工作 を 好む 共産軍 は、 旣に蔣 介 石 時代から この 支那 婦人運動に 着目し、 

男女 同權 論、 纏足 禁止 論、 婦選 論 を 提唱し 來 つた。 婦人の 解放 運動に 於ての 支那 共産軍の 果せる 


役釗 は評價 してよ かった。 

かくて 日 支事變 が勃發 した。 いかで かこの 絶好 チャンス を 彼等が 見逃さう。 婦女の 抗日への 總 

動員、 それ は 非常な 魅力 を もって 若き 女 學生達 をつ かんだ。 彼女 等 は 街頭に リ， "ダ ー として 起ち、 

支那 銃後の 婦人に 働き かけた。 彼女 等 は 宣傳隊 を 組織し、 村から 村 を 巡回し、 紅 を 11 いて 殊勝 

にも 燃 ゆる 抗日 演說 をな し、 抗日 歌 を 絶叫し、 抗日 劇 を 演じた。 それ は 支那の 舊き 女性 を 知る 者 

にと つて 驚異の 世界であった。 

北京が 陷ち、 漢 口が 陷 ちても、 彼女 等の 群 は 落ちて ゆく 兵士 等と 共に、， 山河 を 跋渉し 遠く ふる ，0 

さとの 母 や 妹を棄 てて、 今な ほ 流離の 旅を繽 けて ゐる。 そして 赤都延 安に は、 全國 から 集った こ 7 

れら の女學 生が 千 餘名も 居る。 彼女ら はいつ の 春に か 故山に 歸 つて 來 るで あらう。 

アメリカ 新聞記者、 スメ ドレ ー の 「第 八 路軍」 從 軍記に は、 山 西の 某縣 で、 今し も揚々 と八路 

軍の 陣營 に歸 還し 來 つ た 丁玲と い ふ 女性が 次の 如く 描かれて ゐる。 

「彼女 は十餘 名の 女學 生と 共に、 この 一ヶ月ば かり、 移動 宣傳隊 を 組織して、 村から 村 を 巡って 

ゐ たとい ふこと だ。 藍色の 木 棉服を 着て 髮は 埃で 穢れ てゐ るが、 少しの 疲勞の 色 もな く、 仲々 元 

氣で、 快活で ある。 彼女 は 有名な 左翼 作家と いふ こと だ」 


この 丁玲 こそ 婦女 運動の 領袖で あり、 その プ n フィル は、 「彼女の 顏は デブさん で 殆ど 丸くな 

つて ゐる。 體 も肥滿 して 灰色の 軍服 はいつ ばいに 破れさう に 張り切って ゐて、 斷髮の 上に 紅い 星 

の 帽子 を かぶり、 二つの エクボ は 常に 笑って ゐる」 と 描かれて ゐる。 

彼女 は 事變後 抗日に 取 村せ る 左翼 的 小説、 劇 を 多作して ゐる。 

こ の 外、 陕 西省延 安に は 三十 人の 婦人 闘士が あって それが 中心と なり 全 國の女 學生を 指導し、 

敎育 する。 

この 三十 名の 婦人 闘士 は、 共産軍の 瑞金陷 落後、 紅 軍 大西遷 に 從軍行 を 共に したと いふした た フ 

か 者の 揃 ひで、 各 出生地 同じから す、 大部が 農工 出身で、 現在 は 有力 黨 員の 妻で ある。 その 顔ぶ 7^ 

れ は。 

劉英 (洛甫 の 妻)、 賀志珍 (毛澤 東の 妻)、 鄧穎超 (周 恩來の 妻)、 苑拱之 (薬 劍英の 妻)、 劉 群 仙 (博 古 

の 妻)、 陳慧淸 (都發 の 妻)、 康克淸 (朱德 の 妻)、 李伯剑 (楊尙 現の 妻)、 苑 秀英、 蔡暢、 李 建貞、 

金 維 映、 磨 施 光、 錢希 均、 韓 世英、 周 月 華、 廖月 華、 阿 香、 吳胡 蓮、 王朝 元、 旲仲 蓮、 鄧六 金、 

謝 小 眉、 鐘 玉 林、 劉 彩 香、 都 玉、 楊 厚增、 李 小 江、 李 建 華、 丘 一 涵、 

婦人運動 は これら 婦人 鬪士 をめ ぐる 千餘 名の 女學 生が とり 卷 きとな り。 全國 的に は 婦女 救國. 


會を 通じて、 銃後； 人に 働き かけられる。 善良なる 農村 婦人 は 何も 知らす にこの 煽動に 乘 じて、 

また 一 つに は 背後の 軍隊の 威嚇に 恐れて、 心なら す も 軍隊 駄屯 時の 糧食、 炊事 手傳、 洗濯、 兵 ± 

の 衣服 修 湯 茶の 饗應 をな し、 彼等の 提唱す る家內 工業に 原始的な 機械 を 操り、 綿 をつ むぎ、 

棉布を 織る。 進んで は 情報 鬼 集、 交通路 破壞を もな す。 然し これら をして 5^ して 眞の 民衆 運動と 

名づ くる ことができ ようか、 それが 強制的で あり、 自發 的な 現れで なき 限り、 問題 はな ほ 今後に ， 

殘 される とい へ より。 
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〈、 抗日 偽縣 政府の 解剖 

一 、 ゾヴヱ ー ト 制の 萠芽 

共産軍 は 極力、 不： カ戰を 回避し、 遊 擊戰に 出づる 一方、 政治 部 をして その 遊 擊戰根 據地區 に 抗日 

僞縣 政府 を 組織して、 盛に 民衆 を 獲得しつつ ある。 蓋し 軍隊と 政府 を 並立 進行せ しめる は、 共産 タ 

黨の 常套的 手段で ある。 これらの 地 は嚴 重な 鎖 境 をな し、 歩哨 を 立て 出入 を 監視し、 外部との 7. 

連絡 を 絶つ と共に、 宣傳 によって 民衆の 眼 を 奪 ふ 故に、 一般 民衆 はこの 抗日 政府 を 以て、 新 政府 

と 認め 居る 地區も あり。 その 實施 要領 は 次の 如くで ある。 

縣長を 任命し、 縣 令を發 布して 獻金、 納稅 に應ぜ しむ。 これ を 担 否す る 者 は 漢奸と 看做し 嚴 a 

處分 する。  . 

また 屢々 村長 會議 を縣 政府 內 に 召集して 左の 如き 議題 を 提出 す る 。 

1 種子 配布に 關 する 件。 


一 一 貧農に 對 し田賦 免租に 關 する c:。 

三 橋梁、 道路 構築に 關 する 件。 

稅制 確立に 關 する 件。 

五 各地 til 指導員 工作 狀況 報告に 關 する 件。  . 

六 出征軍人 家族 優待に 關 する 件。 

七 抗日 自衛 圑 編成に 關 する 件 

八 戰時敎 育に 關 する 件。  ■ 

九 婦人 銃後 活動に 關 する 件。 

この 抗日 政府の 分布 地域 は、 多く は鐵道 沿線 を 距る山 問 僻地に ある。 現在の 抗日 縣 政府 は事變 

前 共産軍の 組 織 せる ソヴ H 1 ト縣 政府と は 性質 を 異にし、 人民 戰線的 色彩に より 組織 せられて ゐ 

る。 然し 仔細に その 活動 狀況 を觀 察する に、 全く ソヴ H 1 ト縣 政府 組織への 萌芽 的 前兆に ある こ 

と 明瞭で ある。 

§ 昭和 十三 年 S 月漢 口に 於て 仝國 各戰區 遊擎隊 後援 會が結 威され、 この結果 支那の 對日戰 法 は 主 

力の 決戰 より 遊 戰 に變更 され、 共 產黨は 以前に も增 し、 積極的に 人 ^{戰 線 系 諸圑體 及び 第三 黨殘 


存 勢力 等 を總 動員して、 民衆 遊擊隊 G 擴充に 名を藉 り、 自己の 政治的、 軍事的 勢力 を扶殖 し、 國： 

黨 多年の 地盤 を蠶 食す る 方針 を 採った。 

かくて 從來 共産 地 iHil に 於け る 「打倒 土 豪 劣钟」 「土地 分配」 等の ス 1- 1- ガ ンは 今や 「統 一 戰線」 

「一致 抗日」 「ェ 農 生活の 改善」 r 災民 救濟」 「減租 減稅」 「募 捐雜稅 の 魔 除」 等に 變更 されて 

居る。 

こ の 現象 は 左の 如き 國共 兩黨 合作 條 件に 基く ものである。 

即ち 昭和 十二 年 二月 中.！？ 國ぉ黨 の 三 中全會 開催に 際し、 中國共 產黨は 左の 四 項 を 妥協 條件 とし 

て 提出した。 

一 ソヴ H  I ト 政府 を 取消し 國. 民 政府 反對の 武装 暴動 を 放棄す。 

二 紅 軍の 名稱を 取消し 國民 政府 軍事 委員 會 の 指導 を受 く。 

三 赤化 宣傳を 取消す。 

S 階級 鬪爭を 停止す。 

この 結 昭和 十二 年 八月 二十 五日 ソヴ H 1 ト 政府 を 取消して 特 lil 政府と なし、 紅 軍 は！ ：1  八 革命 

掌 第八路 軍と 改稱 せる は 旣述の 如くで ある。  . 
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山 e: 翁 平定 縣 抗日 政府の 如き 表面、 民族 救」 J に 名を藉 りて 民衆 を 人民 戰 線に 動員す るが、 その 

^動 中 

一 各 151： 一 票の 村長 選 擧權を 村 ：！^ に與 へ、 無記名投票の 選 擧制を 採用し 居る 點。 

一 ； 農會 の 組織 を 特に 重要視し、 會 員に は 村 中 の 比較的 尖銳 分子 にして 且つ 將來 共產黨 員と な 

るべき 候補者 を 集め、 これ をして 村. r にて 最も 重要 任務た る 富有 農民よりの 微稅、 村 內割當 

の 物資 微發 に當 らしめ て 居る 點。  . 

三 自衛隊 員の 訓練 中 特に 正規 共産 車の 軍事訓練 を 施行し、 從來 通り 農民 武装 蹶起 を 企 圖し居 

る i 

この 三點は 特に 注目 さるべく、 これ、 ソヴ HI ト 組織への 明瞭な 準備 工作 を立證 する もので あ 

る。 然し 河北 省 宛平縣 抗日 政府の 活動 は 未だ 山 西 省 平定 縣の その 域に 達せず、 活動 主體は 依然 救 

岗會に S かれ、 ソヴ H 1 ト的 政治 組織の 形 體は現 はさ ^ る も、 漸， ソヴ H 1 ト 制へ 移行され る も 

のと はられ、 現段階 は その 宣傳 期に ある。 

即ち 左 の (：^ 指令 にある 如く 救 國會は Eie: 後の もので はない。 

「救 1： 會、 抗日 後援 會、 尺 族 解放 先鋒 隊 等の 組織 は 遊撃 戰根據 地に 於て 必要と する も、 大衆の 抗 


tn 救國 共同 綱領に より 聯合 組織す る を 要し、 救國會 等に より 大衆 圑體 を統 一 制御す ベから す」 

§ 救 國會と は何ぞ 

一九 三 五年モ スクヮ に 開催の 第 七 次 n ミン テル ン大會 と 前後して、 支那 共 產黨は 理論的 大轉換 をな 

誊 

し (所謂 八 一 宣言) 階級 闘爭 より 對日 抗^へ 反 國民黨 より 國共 合作へ と 目標 を轉 じ、 この 目的 達成の 

爲に、 共產黨 外廓 圑體 として 入 ほ 戰線的 存在た る 救 國會を 仝國に 組織し、 これ を 通して 熾ん にこ G 轉 

向と 新 理論 を 普及 宣傳 した。  、 

現戰 時下に 於て は 前記 國共 合作の 妥協 條件 により、 一切の 赤化 的 乃至 ソヴェ ー ト的 行動 (赤化 3 

宣傳及 階級 鬪爭) は 中止され 居り、 抗日 縣 政府 もこの 原則に より 純然たる ソヴ H 1 'ト縣 政府に 非 

すして 人民 戰線的 政府な り。 從 つて 事變 前の 共産軍 農民 政策た る 「土地 沒收」 等 は 停止し 居る 體 

裁なる も、 事實は 救國總 動員の 美名の 下に 「金 ある 者 は 金 を、 力量 ある 者 は 力量 をと」 巧みに 力 

ムフラ ！■ ジし、 伎 然とし 土 豪より 土地 及び 資村を 沒收し 軍費に 補給し、 貧民 を 動員して 各種 勞役 

に 服せ しめて 居り、 以前の 共 匪 的 掠奪 行爲 は、 今や 合理的 掠奪の 形式 を迎 り、 共産軍に とって 却 

で 有利に 展開しつつ ある。 

蓋し 國民黨 との 軋櫟、 摩擦 を 考慮せ る 結果、 表面的に は 前記 合作 條件を 履行しつつ あるかの 如 . 


く 見せる も、 實 體は來 るべき 共產 革命への 民衆の 獲得 を 意識し つ. V 目下 着々 と 準備 工作 中と 觀 

測され る。 從 つて 今後 國民黨 の 隙に 乘 じて これらの 傾向 は、 漸次 頭角 を 露 はし、 共産 政策への 移 

行 を： D^, るで あらう。 

現在 民衆 は 抗日 救國 の 大旆の 下に 動員 さるる も、 これの みに て は 支那 民心 を 長期に 百 一 つ て 收澄 

し 得る ものに 非す、 何と なれば 支那 民衆 は 民族 存亡の 现 論よりも 日常生活 上の 實際 問題に ひかる 

る もの なれば、 今後 共産軍が いつ、 いかなる 機會に 於て、 いかなる 方法に よって、 人民 戰線的 民 

衆 工作の 轉換 を企圖 する か は、 重大視され ねばならぬ。 菜して 從 前の 如き 政策た る 私有財産 制 を 

否定し、 土 豪 劣紳を 打倒して 土地 及び 物資 を 貧民に 分配し、 恩惠を 施し、 これら 大衆 を 强制勞 働 7^ 

に 服せ しめつ，.、 武装 鋒起せ しめ、 以て 共産 革命 を 敢行す るか、 或は 別個の 方策 手段 をと るか、 

^段階に 於て は 臉測を 許さす、 これら は 一に 內 にあって は對 國民黨 及び 第三 黨、 軍閥との 關係、 

外にあって は圃際 情勢の 動き、 特に ソ聯、 英、 怫諸 勢力の 動き 如何に か.^ つて 決定せられ るで あ 

.ら うと 思考す る。 

なほ 共 產黨の 指令せ る 抗日 政府 樹立 案の 內容は 左の 如き ものである。 

「大衆の 礎 的 政治機構 を 有する 抗日 政府 を 樹立、 戰爭の 指揮 統制 をな す を 要す。 


第一に 右 區 域 中の 各黨、 各派、 各 民衆 圑體、 各 武装 部隊 及び 舊來の 政府 代表 を 召集 會議を 開催 

臨時政府に 參與 すべき 委員 を 選出す、 同時に 各縣、 酉 、鄕 村の 自治 政府に 於ても 同様 會議を 召集 改 

造を實 行す、 臨時政府の 職務 は、 一 切の 職務 を 執行す る 外、 正式 政府 成立の 準備 をな す、 即ち 政府の 

組織 綱領、 選擧 法案 を 起草し、 叉 地方自治 政府の 選擧法 を實施 民選に よる 區 代表 大會を 召集す。 

正式 政府の 成立に より 臨時政府 は 解消すべき ものと す、 政權を 正式 政府に 移す は、 改造 政府の 

當 然とるべき 手段な り、 勿論 正式 政府 は 民主政治 を實 行すべき ものである。 即ち 普遍的 秘密投票 

選擧 法を實 行、 復選擧 制 を 適用し 男女 公民に して 年齢 十八 歳 以上 (精神病 患者 を 除く) は 凡て 選 ひ 

擧權、 被 選 擧權を 有す、 各 級 政府 は 委員 制を實 施し、 委員に 於て 各部 部長 を 任命す、 此種 政府 は 7* 

中華 民國 地方 政府と 稱し、 中央政府の 指揮 命令 を受 く。 叉 地方自治 政府 は 地方に 則應 すべき 法律 

命令 を 制定、 自己 域 內に實 施， する こと を 得。 

此種 政府 は 地方 民族 統 一 戰線 政府と して 一 切の 抗日 戰爭に 協力し、 大衆の 信任せ る 政 黨圑體 の 

信望 を 博し、 代表者の 政府に 參加を <嫉慂 す、 此 等の 政黨圑 體、 軍隊、 個人 は 民族 革命 戰爭の 共同 

綱領 を以 て 政府の 施政 準繩 となす を 要す。 

政府 當 面の 任務 は 抗日 遊 擊戰を 指導す るに あり、 之が 基本 任務 は、 


1 人民の 武装、 人民の 參戰を 指導 

2 人：！^ 權 利の 保障 

3 人民 生活の 改善 

4 漢奸 の肅正 及び 人民の 抗日 戰爭參 加 を 阻止 又は 破 壌す る 行爲を 取締る。 

政-肘 は 最短 期^に 前記 基本 任務 を 達成し、 厳格に 基本 政策 を 執行す る を 要す、 政府が 前記 四 項 

の 任務 を 完成す る 時 は 大衆の 信賴を 獲得し、 大衆 をして 積極的に 抗日 戰に參 加せ しむ る こと を 

得、 斯 くして 始めて 繁 固なる 抗日 根 據地を 設定す る を 得べ し」 と  e 

二、 偽縣 政府 を 俎上に す  ， 

以下 少しく 詳細に 一：：：； つて 二つの 偽縣 政府 を 姐 上に し 解剖す る ことにする。 

河北 省 宛平縣 抗日 政府に ついて 

同地の 共産軍 は 左の 如き 組織 母體を 形成す。 

一 共產 軍と その^ 動隊 たる 土民 軍 及び 土匪 圑の 遊撃隊 

二 政： お 部 指導 下の 縣 政府、 151： 公所、 村 公所 等の 一般 行政 機構 


三 政治 部 指導 下の 宛平縣 抗日 救 國總會 

四 救國會 指導 下の 宛平縣 民衆 自衛 軍總隊 

鬼 平縣の 共産軍 司令 趙 桐の 前身 を 洗って みると、 彼 は 事 變前迄 北京 東北大 學語學 部 日 俄 語 科 の 

敎授 たりし ところ、 今次の 事變に 際し 北京 德勝 門外の 河北 第二 監獄 を 襲 ひ、 囚人 共產黨 員三 十 名 

を 破獄 させ、 監獄 備付け の 小銃 を 奪取し、 西 山、 北 安河 を 經て宛 平 縣第六 ti 斜河澗 に 逃亡し 来り 

し 者に して、 その 途中 沿道 各所に て 民衆 を 動員し、 村民が 自衛の 爲に 所持す る 銃器 を 奪 ひて 四百 

名の 有力 部隊と なるや、 勢 を 驅て佛 人 經營の 夭 主 敎會を 襲撃し、 銃器 糧食 を 掠奪す る 等の 暴威 を 

近隣に 逞しう せる 折 柄、 昭和 十二 年 十月 初旬 日本軍の 討伐に 逢 ひて 勢力 減殺され た。 

爲に 昌平 縣白羊 城に 遁走し、 未知の 邊 地に 赴きて 民衆 宣傳と 掠奪 暴行の 強行 手段に よって、 多 

數の 武器と 匪圑を 集結して 以前に 勝る 大勢 力 を 形成し 再び 宛 平 縣に歸 り、 各所に 蠢動す る 中、 第 

八 路 軍 第 六 支隊 司令 鄧華 の 後 を 受け 繼 ぎて 現在に 及べる ものである。 

行政 機構 を 見る に 同 政府 は晋 察冀邊 15! 行政 委員 會の 指揮 下に 組織され、 縣 下の 一 般 行政 を 行 ふ。 

縣長 は焦圖 とい ひ縣 公署 を東齊 堂に 置き、 この 縣 政府の 下に 區 公所が ある。 leil 公所の 任務 は 

一 地方 民の 訴訟 事項 


, 二 村長の 任免 及び 村 公所の 抬揮 監督 

三 通行 證の發 行 及び 回收 

叫 縣 警察 行政の 地方 代行  ，  、 

また 區 公所の 下に 村 公所が あるが、 村 公所 は 從來の 執務 範圍 で變化 はない。 

次に 问縣 に組綠 せる 救國會 は、 事 變前學 生 を 中心として 組織され たる 救 阈會と は 內容を 異にし 

深刻 且つ 迫力 ある 民衆 圑體 にして、 漸次 高度 化の 傾向 を 示して ゐる。 

その 工作 內容 は、 

1 會 MQ 獲得 

二 地方 雜稅及 抗戰稅 の徴收 

三 抗戰 軍費 及び 物資の 徵發、 

四 共產主義的舉校敎有及び民衆訓練^£導 

五 銃後の 勞働カ 統制 

六 自衛 軍の 組織 指導 

其の 會則 左の 如し。 


1 本 會は宛 平 縣救國 會と稱 す。 

二 趣 皆 本會 は：^ 衆の 圑結、 組織、 武裝及び愛國思想の强化を指導し：^^衆をして積極的に救 

國 工作に 參加 せしめ、 且つ 民衆の 利益 を 保護す。 

三 目的 本會の 目的 は 金 を 有する 者 は 金、 能力 を 有する 者 は 能力、 銃 を 有する 者 は 銃、 粮を 

有する 者 は粮、 知識 を 有する 者 は 知識、 各々 の 所 能 を盡し 以て 共同 抗日 をな すに あり。 

四 會員 漢奸 及び 神 經病者 を 除く 外、 愛 國熱を 有する 十六 歳 以上 六十 歳 以下の 中阈： ^衆に し 

て黨 派、 職業、 階級、 老幼の 展別 なく 本會員 一名の 紹介 ある 者。  フ 

五 組織  i 

1 小 組— 五 人 以上 十 名 を 以て 一 小 組と し、 組長 一 名 を 公選す。 

2 村分會 —各 村 に 三組 以上 ある 場合 は 村分會 を 成 立す る 事 を 得。 

村 分 會は全 村會員 大會 により 主任 一名、 宣傳、 組 織、 幹事 各 一名 を 公選す。 

但し 一 箇村 五十 戶に滿 たざる 場合 は 他村と 合併 これ を 組織す。 

3 iHil 分會— 各區 に半數 以上 の 村 分會を 有する 場合 は 各 村の 代表 を 集め 區分會 を 組織す。 

！^^：分會には主任 一 名、 總務、 組織、 宣傳の 三胶を 置き 各胶に は胶長 一名 を 置く。 


以上の 役員 は 代表 大會 により これ を選擧 す。 

4 縣總會 —全縣 にニ箇 以上の 15^ 分會を 有する 場合 は 全縣村 代表 を 集め 縣總會 を組綠 す。 

縣總會 に は 主任 一名、 宣傳、 組織、 總務、 人民 生活 改善、 敎育 訓練の 五 科 を 組織し、 各 科 

に は 科. お 一 名 を 置き 必要に 應じ 幹事 を 置く、 縣總會 及び 區分會 の 常務 委員 は 他 職 を 兼任す 

る を 得す" 

但し 會 以外の 各 機 關に人 村缺乏 せる 場合 は 本會の 許可 を 得て 應聘 する を 得。 

5 本 # 今. UE; は 各 級 工作 人員に 對し 選擧權 及び 罷免 權を 有す。  9 

六 任期 村 分會の 幹事 及び 組長の 任期 は 三 箇月 間と す。 

縣總會 及び 15^ 分會の 常務 委員 も 亦 同じ。 

但し 改選に より 重任す る 事 を 得。  . 

七 食議 

1 小 組 < ^は 五日 問に 一回と す。  " 

2 村 幹事 會は 五日 間に 一 回と す • 

3  15!; 分き は 七日 間に 一 回と す。 


4 縣總會 は 七日 間に 一 回と す。 

5 村 全體の 大會は 半月 間に 三回と す。 

6 各 151! 村 代表 大會は 一 箇月 間に 一 回と す。 

7 全縣 代表 大會は 三 箇月 問に 一回と す。 

八 紀律 本 會會員 は 全く 積極的に 抗日 救國の 工作に 參 加し、 各 級 會議の 決議案に より 施行す。 

期に 按し會 費 を 納入すべし。 

若し 故意に 違反し 或は 破 壞行爲 の ある 時 は輕き は勸吿 或は 警吿 をな し、 重き は村會 員大 會を 

經て會 員の 資格 を 除去す。  2 

九 經費 本 會の經 費 は 左の 四 種と す。 

1 會員は 毎月 一 大枚 (五 厘) の會費 を^ 人すべし。 特に 貧困 者に 對 して は 村 幹事 會の 決議 

により 免す る 事 を 得。 

2 縣 政府 補助 

3 各方 面の 寄附 

4 き 員. EI 由 寄 5!   


1〇 附則 本 規則に 不充分の 點 ありた る 時は會 員三 分の 一 以上の 提議に 俊り 縣總會 は 村 代表 

大會を 開催、 三分の 二 以上の 表決 を 得て 之 を 修正す。 

次に 同會 のな した 具體的 指令 を 見る と、 

一 粮 食の 確保-  , 

粮食救 國會は 民衆 を 動員し、 春 耕 をな さしめ、 粮食 生産の 維持 をな し、 以て 長期 抗戰に 具 ふ。 

粮食 缺乏は 戰爭の 勝敗に 影響を及ぼす。 然るに 目下 その 生產 減少の 傾向に あり。 その 原因 は 凡 

そ 左の 三 項に よる。  CVT 

1 g: 衛隊 成立に より 勞働 能力 減少せ しこと。 

2 我 所在地の 人心 動搖 し、 春 耕 時期に 至る も 多數の 農民 未だ 春 耕 を 開始せ ざる こと。 

3 阿片 吸飮者 頗る 多き こと。 

よって 方法 は 左の 如くな すべし。 

1 各 村 衆 大會を 開催し、 抗戰 中の 粮 食の 意義、 糧食と 農民の 關 係を說 明す 

2 救 岡 會 M は 率先して 耕作 をな し、 他人の 模範と なること。 

3 阿片の 吸 飮を禁 す。 


4 難民 を吸收 し、 婦女の 自發的 耕作 を 促し、 以て 勞働 力の 不足 を 補 ふ。  一 

5 水利の 開 發を圖 る。  - 

6 玉黍蜀 の， 多作 を獎勸 す。 

7 所有者な き 耕地に 對 して は 該 村より 縣會に 報告し、 村 救 國會は 耕作 人 を 雇傭 耕作せ しめ、 

その 收穫は 救 阈會の 基金と す。 

二 民衆 宣傳  一 

民衆 を覺醒 せしめ、 その 愛國 思想 を强 化する 爲に 我等 は 特に 宣傳 工作 を 重要視す。  ； 

その 方法 は 左の 如くな すべし。  二 

1 講演 會の 開催 各 村より 宣傳 幹事 或は 小 舉敎員 をして 三日 毎に 一回 開催す、 講演 资料 は總ー 

會 より 呈す。 

2 學 校宣傳 各 村の 宣傳 幹事 或は 小 學敎員 これに 當り、 資料 は縣 政府 敎育 科より 呈す。 

3 ボス タ 1" 宣傳 資料 は總會 より 呈す。 

4 劇 總會に 劇圑を 組織し、 鄕 下に 巡回させる。 

5 宣傳隊 總會に 宣傳隊 を 組織し、 巡回 宣傳 をな す。  " 


6 歌. *i 隊 靑年歌 謠圑を 組！！ し、 救 亡 歌曲 を 作成し 民衆 を覺醒 せし む。 

7 訓練 幹事 は 宣傳員 を 訓練す。 

三 各 村の 糾縱强 化 

健全なる 組織に 非 ざれば 偉大なる 力量 を發 揮す る 能 はすこ の爲に 左の 工作 をな すべし。 

1 . 健 全なる 生活の 爲に 

鲁 

ィ 小 糾會は 期に 應じ、 組お を 召集し、 會議を 開催し、 決定 事項 は备 自責 任 を 負 ふ。 

0. 村^ 事會は 期に 應じ 會議を 召集す、 若し 會議內 容の範 圍擴大 せる 時 は 151! 分會 より 人 を 派 

し參 加せ しむ。  2 

2 正確なる 領導 方法の 樹立 

ィ 命令 式領導 をな す。 

n 決定 事項に 對 して は 絶 對服從 すべし、 工作の 分配 は適當 なる を 要す。  以上 

次に 本縣 自衛 軍の 活動 を兒 るに、 自衛 軍の 總隊 本部 は 救 國會內 に 置かれ、 宛 平 縣救阈 總會の 指 

導 下に ありて 宛平縣 人民 自衛 軍總 隊と稱 し、 til に 大隊 本部 を 置き、 大隊の 下に 中隊 あり、 中隊の 

下に 小隊 あり、 その 下に 分隊 あり、 分隊 は 部落 單 位に 十 名前 後の 隊員 を 以て 組織して ゐる。 


その 紙 織 は 次 如くの 規定して ゐる。 

一 人民 自衛 軍の 能力 强化を 普及し、 以て 抗日 的 遊 擊戰爭 を 進行せ しめ、 正規軍 作 戰を協 助す 

るの 目的 を 以て 人 民 自衛 軍 を 組織す。 

二 人民き 衛 軍の 任務 左の 如し。 

1 偵^、 警戒、 情報 封鎖  . 

2 地方 治安 維持、 漢奸 活動の 鎭壓， 

3 敵の 密偵 捕縛  § 

4 文書 及び 情報 傳達 

5 食料 及び 軍需品 輸送 

6 敵の 交通 を 破壊し、 我方の 交通 を 保護す 

7 敵軍が 追攻の 場合 は國 軍に 助力し 軍事 工程に 從 事すべし。 

三 以上の 任務 を 達成すべく 人民 は 自衛 カを發 揮し、 左記 工作 を 遂行すべし。 

1 人：11^自衛軍隊員は毎日交代にて重要地點に歩哨を出し、敵の密偵及び不良分子を防止し、 

拉に 文書 傅 達の 任に 當る べし。 •  ， ， ， 


2 漢奸 の偵亮 及び 潜伏 を 防止すべし。 

3 必要に 應じ 輸送 隊、 交通 破 壌隊、 工事 隊を 組織すべし。 

四 隊員 は 十六 歳 以上 五十 歳 以下の 男子と す、 婦女に して 若し 參加者 あらば 婦女 隊を 編成す る 

こと を 得。 

五 編制 

1 小隊 は 五名 以上 十 名 を 以て 一 小隊と す、 一 小隊に は 正、 副 隊長 各 一 名 を 置く。 

2 分隊 は 村 を 以て 單位 とす、 分隊に は 正、 副 分隊長 各 一名 及び 指導員 一名 を 置く。  - 

8 中隊 は 地现の 情況に より 地 直に 若干 隊を 組織し、 正、 副 中隊長 各 一名、 指導員 一名、 幹 - 

事 若干 名 を 置く。 

4 大隊 は 地 IeM 毎に 組織し 正、 副 大隊 長 各 一 名、 政治 處、 王 任 一 名、 幹事 若干 名 を 置く。 つ 

5 總隊 は全縣 に 一 總隊を 組織し 正、 副總 隊長 各 一 名 及び 參謀、 政治 幹事 若干 名 を 置く。 

六 以上^ 級隊 .4{、 指導員、 政治 處、 王 任 及び 幹事、 職員 は (小隊 長の みは 小隊より 推薦す) 凡 

て 宛平縣 救阈會 より 委任す。 

七 .In: 衛^ 武装 は 左の 如し。 


1 小銃 は 政府より 支給し、 或ば 民間 所有の もの を 支給す。 

2 其 他の 武装 は 人民 自發的 準備すべし。 

八 人民 自衛 軍の 訓練 は 左の 如し。 

1 簡單 なる 軍事訓練— 集合、 散開、 新舊 武器の 使用、 偵 杏、 警戒、 防空、 防毒、 行軍、 簡 

單 なる 戰闘 動作、 遊 擊戰術 及び 軍 常識 

2 政治 訓練 

亡國 奴の 慘痛、 中日 戰爭の 現勢、 中國 勝利の 必然性、 民族 統一 問題、 廣汎に 展開せ る遊擊 7 

戰 問題、 人民 抗戰の 任務と 工作、 軍紀、 文化 敎育 及び 娱樂。 

3 訓練 は 農民の 閑散 期 を 利用す。 

九 人民 自衛 軍 は 左の 三大 紀律 を 有す。 

1 堅く 抗日 を 決し 敵の 狗 となる 勿れ。 

2 指揮 命令 は絶對 に服從 すべ し。 

3 人民 を 惑 はす 勿れ 

以上の 規律 を 犯した る もの は總隊 部に 於て 處 罰す。 


1〇 ^ 遇  一 

1 最初 召集され、 一日 以上に 亘 りたる 時 は 食費、 宿泊 費 を 部隊より 供給す。  ： 

2 隊員 公務に て 3^ 張し、 一日 以上に I 且 りたる 時 は 部隊より 旅費 及び 食費 を 支給す 

3 隊員 公務に 依り 負傷せ る 時 は 部隊より 醫治 の 責を負 ひそ の 家族 を 扶養す。 

4 隊員 公務に 依り 死亡せ る 場合 は 部隊 或は 政府より 弔慰金 を 支給す。 

5 隊員 命に より 出動し その 家族 生活 闲 難なる 者 は該 村民 責任 を 以て 之 を 抉 養す。  一 

1  一 ilE 衛^の 經费は 左記 方法に より^ 出す。  お- 

1 政府よりの 補助  ， 

2 日本 帝國キ ：義 及び 漢奸の 財産 を沒收 せる 一 部  ； 

3 寄附  .  ： 

4  衛軍經 费の受 拂は每 月圑員 及び 人民に 公告す。  _ 

一二 本條は 公齿の 日より 之 を 施行す。 

山 西 省 平定 縣 抗日 政府に 就て  一 

平定 縣娘々 廟に 抗日 縣 政府 を^け、 縣下 宜穰村 出身 唐 世 榮を縣 長と し、 更に 縣下長 安村に 平定 


抗日 縣 政府 西路辦 事處を 設け、 縣下胡 莊人黃 蔑 耀を處 長と して、 縣 内の 抗日 赤化 を 圖る爲 地方 行 

政 組織の 改變と 民衆 强化 動員 を 目指して 左の 如き 工作 を 進め その 擴大强 化に 努めた。 

一 抗日 村 公所 

抗日 村 公所 は 從來の 村 公所 構成 法た る縣長 任免の 村長 制を廢 して、 各戶 一 票の 村長 選 擧權を 村 

民に 與へ、 無記名投票の 民衆 選擧 制に よりて 村長 を 選 擧し縣 長に 報告の 上 決定す。 決定され た 

る 村長 は閭 長の 任免 櫂 を 持つ。 所謂 萌芽 的 暫定 ソヴヱ ー ト 組織に 改變 し、 以下 ィ、 p、 ハ、 一一 

の 組 IT 民衆 宣傳 及び 情報 鬼 集 をな せり。  リ 

ィ 自衛隊 

自衛隊 は 各 村 または 部落 を單 位に、 十六 歳 以上 四十 歲 以下の 子 を 悉く 自衛隊 員と して 軍事 

訓練 を 受けし むる を 原則と し、 夜警、 部落の 巡回、 警戒、 歩哨 等に 立た しめ、 且つ 正規 共産 

軍の 軍事訓練 を もな す。 

B 農民 協會 

農民 協會は 小作農 を 中心に 組織し、 土地 料、 小作料の 差等 額 決定、 富有 農民の 內情探 杏 を 行 

ひ 徵稅、 物資 徵發 の村內 割當、 强制 徵收等 はこれ をして 行 はしめ た。 


少 年 隊 

少年 隊は 十二、 三 歳より 十五 歳 迄の 少年 を 組織して、 見張、 傳令、 通信 連絡 等 をな す _ 

婦女 會 

婦女 會は 軍隊 慰問、 衛生隊、 衣服 修现等 をな す。 


や 西北 ソ、 ヴ H— ト區 事情 

1、 陝北地 區の發 生經過 

西北 ソヴヱ ー ト區 は、 今日 陝甘 寧邊 l5i と稱 せられる。 陕西 省、 甘肅 省、 寧 夏 省の 三省に 跨り、 

北陕 西、 延安を 赤 都と する 共産軍の 地盤 を 指す。 蔣介 石の 西南 地 一?i を 去る 遙 かにして、 しかも 背 2 

後に、 外蒙古、 新疆 省の 赤化 地域 を控 へ、 更に ソヴ H 1 ト 聯邦の 勢を賴 み、 天嶮 を循 として 金城 2 

湯 地の 構 を 誇る。 

西北 地區擊 つべ し！ 勇猛 我が 荒 鷲 群の 遠征 は 彼等の 賴む、 延安、 西 安、 蘭 州、 寧 夏 を 速 日の 

如く 爆撃し、 敵に 多大の 打 擊を與 へつ.^ ある。 謎の 西北 ソヴ H 1 ト地 tr 今や それ は荒漠 千里 神 

秘 のべ H 1 ルを かなぐり 素て.^ 生々 しき 現實 として 我等の 目前に 展開す る。 こ M に 共產： 班 は 如何 

なる 工作 をな し、 如何なる 現狀 にある か。 同地への 旅行者 は事變 前と 謂へ ども 共産軍の 警戒 嚴重 V 

にして 容易に 入る を 許さす、 アメリカ 新聞記者、 H ドガ ー スノ ー の 「西北 赤色 區 踏破 記」 上海 新 


報 支那 人 記者の 「赤色 ル ー ト記」 の 外 恐らく 數 名に 過ぎぬ であらう。 

陝北共 產黨は 一 九 二 四 年、 絞德縣 師範 學校 敎師 王茂延 によって 綏德 靑年圑 及び 科學 研究所 を 紙 

^せる に始 る。 

爾後 急速に 學生曆 及び 下級 軍人 層に 浸潤し、 楡林中 學の學 生 劉 子 丹、 李 登雾、 曹必達 等の 優秀 

黨 員の 加入と なった。 

超えて 一 九 二 六 年中 國共 產黨， M 甘區が 樹立され、 次で 地方 土匪 哥老會 と 連合し r 陕せ iHil 農工 紅 

眾 遊撃隊」 が 編成され て、 玆に 初めて 自己の 自衛 軍 を 有する ことと なり、 劉 子 丹に よって 指揮 さ 2 

れた。 後 紅^ 二十 六 軍に 改編。  お 

陕北 共產黨 はかくて 各地に 暴動 政策に 出で つ.^ あつたが、 一 九 三 五 年 江 西 省 瑞金を 追 はれた 毛 

g^¥、 林彪、 彭 德懷、 徐海 東の 軍隊と 合流し、 彼等が 陕 甘ゾヴ HI ト 一?il を 最後の 據點 として 蔣介 

石 の 剿滅 戰に對 杭し つ k ありし 時、 突如 西 安 事件に 逢着し 新 局面 を 展開した。 

次で^ 廿ソヴ H 1 ト iHil は 日 支事變 以後 陝サ寧 遣 面と 改稱 され 今日に 及ぶ。 

二、 政治 經濟 工作 


地现的 1^ 別 明瞭なら す、 過渡的 境界 をな す。 陝西省 北部に 直腸 縣 として 十三 縣、 甘肅省 東部に 

十二 縣、 總 面積 約 二十 餘萬 方里、 人口 約 百 萬。 

行政 機構 は從來 のソヴ H 1 ト制 を變貌 して、 民主 共和制度 を 施行し、 しかも 抗日 戰時體 制に 適 

應 せしめて ゐる。  . 

特に 民、 王 的 普通 選擧 法を實 現す る。 即ち 一九 三 八 年 s: 月 臨時 黨全 體會議 によって、 普通 選擧條 

例が 頒布 さる，. や、 各 村に 選擧 委員 會が 組織され た。 これにより 精神病 者、 犯罪者 を 除く 十六 歳 

以上の 男女 は 總て選 擧權を 有し、 この 結 菜、 現在 當選 代表 五百餘 名で ある。 

こ の 選賞施 の 裏面 は 全く 惡辣 なる 政治 技巧に して、 

一、 齊 選 を 利用し、 ill 衛軍、 少年 隊の 整现、 第 八路軍 慰問、 軍人.：！^ 族 優待 等の 動員 工作 を 推進 

し、 民衆に 過重の 負擔を 課す。 

二、 普選の 成功 を全國 に誇稱 し、 國民黨 の ー黨專 制 を 間接に 攻擊 し、 全 支那 民衆の 支援 を 得ん 

とす。 

兰、 10! 紳、 地主 階級 を歷 迫すべき 口 實を齊 選 中に 於て 彼等が 滞 .奸 的行爲 をな したりと 逆宣傳 す。 


等 を意圖 した ものであった。 

二、 經 濟 

工業 は 未だ 家內 工業の 過程に ある。 酶產 として 石油、 鐵の 如き ものが あるが 未開 發 である。 岩 

疲 及び ソ ー ダは 稍よ 着目され る。 僅かに 農業で あるが、 それ も氣候 寒冷と 雨量の 缺乏 により 過少 

である。 然して 雨量の 缺乏と 液慨の 皆無と は 週期 的 飢髓を 招來し 農民 生活 は 極度に 窮乏す。 

經濟 建設の 重點 は、 農業 生産力の 改善に 置き、 農民 生活 を 向上し、 抗戰の 基礎 を 蒙 固に すべく 

次の 方策 をと つた。  ■ 

1、 修正 土地 政策の 實行 

ソヴ ヱ ー ト制當 時の 土地 對策を 左の 如く 修正す。 

ィ、 土地 登記  _ 

口、  土地 債券の 發行 

、へ 土地 重 新 分配 

-ー、 地租 最高 額 は 地 價の百 分 八に 制限 

また 從來の 如き 土 豪劣紳 打倒、 土地 配分 等 は 表面的 政策で はない が、 伎 然として 漢奸 名義 


4 

2 


により 地主、 富豪 を壓 迫して ゐる。 

2、 稅制 改革 

軍閥 時代の "一 部の 苛捐雜 稅を廢 止し、 農民より 救 國公糧 を徴收 して 稅源 とす、 この 救國 公： 

糧徴收 比率 は收穫 量に よって その 百 分の てより 百 分 五 を 限度と す。 

3、 農業 生 產增大 運動 

邊 の 農業 は 小農 的、 原始的 經營の もの 大部 を 占め、 この 客觀 的な 農業 經營 の集圑 化、 機 

化を實 現す る は 困難なる に II み、 ス タハノ フ 運動に よる 勞働カ を 最高 度に 動員 集中す る 意 

圖の 下に 勞働 互助 社、 婦女 舉習 生産 小 組、 義務 耕 田隊、 開 養隊を 組織す る。  . 

勞働 互助 社と は 農民 相互の 利 ハ發的 見地より 勞働 交換 をな すべき 共同 組織 をい ひ、 婦女 學習 

生産 小 組と は 男子が 戰 線に 動員され たるに 代り、 女子 を勞 働に 參 加せ しむる 組織で ある。 

義務 耕 田 隊とは 抗日 兵士の 家族、 老弱 者の 所有す る 土地 を 少年 先鋒 隊員に よって 代 耕せし 

める 組織で ある。 特に 春 耕 時 及び 秋收 時の 活動 盛で ある。 

開 塾 隊は邊 の 土地 荒廢に 鑑み 荒 地の 開墾 をな す もの。 

4、 農村 合作 社 


總 社は延 安に あって 各縣に 分社 を 有す。 抗戰 段階に 於いて、 商人の 利益 態斷と 農産物 惯格 

の 確保の 爲、 鋭意 この 進展 を企圖 しつ-^ ある。 合作 社員 約 八 萬、 合作 社總數 七十 餘。 

三、 文化、. 敎 育の 現 狀 

敎宵 目標 は 民主主義、 圃 防重點 主義に して、 教育行政の 特徵 は舉费 制度 を廢 し、 形式主義 を 打 

破し、 實際 生活に 順應せ しむべく 考慮し、 着々 と 改善 せられて ゐる。 

赤 都延安 はー兑 敎有の 都に して、 全！： から 今次 事變に 際し、 故 鄕を棄 て k 共産軍と 行 を 共に し ^ 

た^f^^の舉生にょって過激なる共產主義敎育が行はれてゐる。 その 主なる 學校 は、 

1 抗日^ 政大學  、 

校お は林彪 にして、 中華 ソヴェ ー ト 時代の 紅^ 大學を 改組した もので、 共産軍 幹部の 養成 機關 

である。 修業 期 問 は 目下 二 ヶ月で 卒業 者 は 八路軍 及び 遊撃隊の 指導者と なる。 その 舉校 生活 を 某 

抗日 舉生は 次の 如く 語って ゐ るが、 勿論 誇大な 宣 傳で必 すし もこの やうな 樂 しい 生活と は 思 はれ 

ぬが、 同校の 片鱗 を 知る 參考 とならう。 

抗日 軍政 大舉は 「抗 大」 と^ 稱し、 その 前身 は 紅 軍大學 である。 校舍は 城內と 城外と に 分散し、 


校長 は林彪 である。 全校の 學生 一千 二百 餘人、 十二 隊に 分れて ゐる。 第 一隊から 第八隊 まで は完 

全に 軍隊の 餘部 であり、 九隊 から 十二 隊迄 は國內 外地からの 靑年 を牧容 して ゐる。 第 一隊と 第二 

隊の校 舍は延 安 師範の 中に あり、 大門の 上に 「中華 人民 抗日 軍政 大學」 と 紅 地に 白く 書いた 長い 

旗が 横に 揚げて あり、 敎窒は 清潔に して 壁に は 各 稷の畫 報と 赤 布 製の 標語が かけて ある。 嚴肅、 

活澄、 緊張、 圑結、 等の 校訓 は 實際上 各方 面に 表現され てゐ る。 寢 4 艮 はまた 淸潔 である。 校長と 

學 生の 問に はこれ とい ふ 禮節は 無い。 彼等 は 形式主義に 賛成し ないから である。 自然 彼等 はソ聯 

の 赤軍 を 手本と して ゐる。 ソ聯 赤軍の 兵舉 原則 は フランス ，ナボレ オンの 遣留 たる 自由 を 重んじ 

活撥を 重んじ ドイツ 兵學 派の 形式 を 重ん する ものと 完全に 相反す る。  ぶ 

r 抗大」 の敎育 方針 は 自動が 被 動より 多い。 討論が 授業より 多い、 毎日 授業時間 は 多くて 三 四時 

間に 過ぎない。 窒 外の 運動に 非常に 注意す る。 參觀に 行った もの は 常に 學 生の 課外 運動 を 兒る事 

が出來 る。 或る 者 は ピン ボン を やり、 ある 者 は 籃球を やって ゐる。 

教官と 彼等 は 一 緖 になって やって ゐる。 紹介す る ものが 無い とどれ が敎官 かわからない。 服装が 

皆 一 様に 好くない からで ある。 第  一 、二 兩隊 の學生 はすべ て 高級 轮部 にして 多く 師長 以上で ある。 

第一 師々 長陳赓 もこの 內 にあり、 また 女生 中には 軍政 長官の 夫人 連が 多い。 例へば 朱德 夫人の 康 


克淸。 蕭克 夫人の 蹇 先怫、 凱豐 夫人の 嵐 施 光 等す ベて 第二 隊の學 生で ある、 文化 水準に よって 各 

隊の 科目 は異 つて ゐる。 主なる もの は 政治、 經 濟學、 辯證 法、 レ 11 一 ン 主義、 中國 革命 問題、 中 

阈 革命 史、 民衆 運動と 統 一 戰 線の 现 論で 訓練 中 特に 重き を 置いて ゐ るの は戰術 である。 

毛澤 東、 朱德、 凱豐、 博 古、 旲亮 平、 蔡樹藩 は 皆 こ.^ の 教授で、 毛澤 東の 辯 證法は 最も 學 生の 

歡迎を 受けて ゐる。 第 九、 十、 十一、 十二 等の 四隊の 校舍は 城外 飛行場の 傍に ある。 學生 はすべ 

て 百 二十 名、 この 內 女生 四十 人。 陸續來 つて 人學を 求める 者が あるので 第 十三 隊を 計畫 して ゐ 

る。 これ 等の 學生 はすべ て 各地に あって 救 亡 運動に 參 加した ことの ある 大舉 生と 中舉 生と 工人 農 00 

民で ある。 お 別にみ ると 陝西、 東北、 河北、 山 西、 山 東、 四川、 湖南、 江 蘇が 最も 多く 遠く は 安 2 

南、 南洋から 來 たもの も ある。 彼等 は 何故に 多くの 艱難 を 冒して こ.. 1 に來 たか、 好奇心 を滿 足せ 

しめ 「時の 流行」 を 求める ため かとい ふと 決して さう では 無い。 こ  は 困苦の 生活に して この種 

の 人 を 容れる こと は 出来ない からで ある。 粗製の 食べ もの、 嚴 格な 紀律と、 繁雑な 舉習は 放縦な 

生活 を 求めて 來 たもの を 直ちに 失望せ しめる ところで ある。 

「抗日」 はこの 學 校の 名稱 であり、 其の 科目の 內容 である。 だから 此處へ 來る者 は 至る 處に 抗日 

の 標語 を兑、 いたるところに 抗日 言論 を 聞く。 


抗大は 革命軍の 委員 會に 直腸して 毎月 の 經費は 一 一 萬 元、 江 西に あ つ た 時より は遙に 節減して ゐ 

る。 甘 肅の慶 陽に この 外に 歩兵 學校 があって、 下級 幹部 を 養生して 居り 學生は ニ千餘 人で ある。 

外来の 舉生は 紹介され た 後 一 種の 簡單な 入學考 木ュを 受ける。 

每期を 四 ヶ月 又は 半年と し 情？ 仇 を 見て 決定す る、 每日 三時 問 乃至 五 時間の 科目が あり 朝 は 五 時 

半 起床、 朝の 體操 三十 分、 朝飯 後舉科 三つ、 晝 食後 隔日に ニ學 科が ある。 男 生に 軍事訓練、 女生 

に 看護 練習が ある。 晚飯後 は 自習し、 九 時半に 就寢 する 等 少しの 隙 もない。 

學 科の 外に 更に 各種の 小 組會、 討論 會、 座談 會、 娱 樂會、 特別 講演 等が ある。 クラブ を 中、 レに 
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學生 自ら 體育、 文化、 衛生、 經濟等 を 管理す る。 各方 面の 生活 紀律 はまた 生活 撿討會 によって 自 

己 批判 を 行 ふ。 たと へば 外出した 男女 學 生に 若し 戀愛的 行爲が あると 厳重な 批判 を與 へる。 この 

外 毎週 必す 一回の 夜會が あり、 皆 一緒に 集って 演戯、 唱歌、 講談 等 を やって 一 晚 愉快に 過す。 こ 

の間延 安の 五 一節 記念に ついて など 連續 三日の 運動 會を 開いた。 紅 軍 は 山野 を强 行軍す るに 强く 

二 萬 五 千里の 「マラソン」 の 記錄を もって ゐ るが 運動 會 では 額 まけして 一切の 一 等 賞 はすべ て 外 

來の學 生に 奪 はれた。 これらの 學生は 外部に あった 頃 は 選手ではなかった ので ある。  . 

毛澤 東の 辯證 法と 博 古 ⑩中國 革命 史は、 最も 人氣 ある 學科 である。 毛 敎授が 講義す る 時 はいつ 


も 上手に 舉生を 笑 はせ 特に 女 Si のこと を 好く 引用して 說明 する。 さきに 述べた 敎授の 外に 成仿 

0. 張汝 新、 童 必武、 吾 習 光、 張 鼎、 張慶孚 等が あり。 彼等の 月傣は 一律に 二 元で 舉 生の 手當と 

；:^ じで ある。 

2 陝 北公學  ..  _ 

校お 成仿 吾。 民衆 工作に 必要なる 幹部 を 養成す る を 目的と し、 舉生 は全國 に飛檄 して 募集した 

もので、 早歷 及び 男女の別 はない。 修業 期 二 ヶ月。 敎育 方針 は 生活 行動の 軍事 化、 集圑 化に あ 

P. 主なる 舉科は 尺 族 統一 戰線现 論、 民衆 運動、 遊擊戰 等に して、 浸-生 約 八 百 名。  ひ 

3 中央 黨抆  2 

校長 毛澤 東。 黨 幹部の 政治 訓練 及び 軍事訓練 を 目的と し、 全國 より 學生 及び 農： Jl^ を 募集す る。 

^科 は 世界 地现、 レ I 一一  ン 主義、 政治 經濟 學、 中圃 革命 論。  ， 

4 機 關學校 

校お 劉 §r 共產： 本の 機化 科 部隊 員 を 養成す。 舉生は 下級 將校 及び 下士で ある。 

5 免 U 迅藉 術學院 

41 人 左 K 作家 丁玲を 校長と し、 文學、 美術、 木版、 演劇、 音 樂等を 國防藝 術と して 敎授 する。 


學 生の 生活費 は 一 日 粟 一 斤 四十 匁、 副食物 四錢、 雜費 として 毎日 一 圓を 支給す る。 

四、 青年の 修養 を 論ず 

次に 示す もの は 共産軍 中隨ー の 論客で 敎授 たる 洛甫 が驟 北公學 にて なした る 講演で ある。 それ 

は草菔 ゆる 野外 講演で 一箇の 机 もな く、 學 生の 或 者 は 立ち、 或 者 は 坐って 熱心に 倾聽 する もので 

ある。 

青年の 修養 を 論す  2 

叫 月 十二 日陝 北公學 にて 講演  洛甫  2 

同志 諸君、 君達 は 皆全國 各方 面より 维 つて 来られた 靑年 である。 それで 私 は 君達と 青年に 關す 

る 問題 を 一 つ 討論して 見たい。 

全國が 民族 を以 つて 抗戰を 開始して より 現在に 到る 迄の 期間に 於いて、 靑年は 確に 一 個の 重要 

な 地位 を 占めて ゐる。 我等 は 如何なる 方面から 兑て 来ても よい、 例へば 軍 塞 方面から でもよ し、 

政治 方面に しろ、 文化 敎育 方面で もよ い、 この 各方 面に 亘 つて、 いづれ も 雄大なる 青年 大衆のお 

躍が 兒られ たので ある。 


彼等 は總て 抗戰の 前面に 起って、 中國の 民族 解放の 爲 めに 犠牲し 奮闘 をして ゐ るので ある。 同 

時に 抗戰の 展開す るに つれて、 靑 年の 責任 も それに 從 つて、 更に 重要 さ を 加へ た。 如何にして 我 

等の 靑年 をして、 この 抗戰 中に あって、 更に 彼等の 責任 を盡 さしむべき であるか、 これが 我等の 

討論 協議すべき 問題で ある。 私が 今日い はんとす る 處の靑 年の 修養 問題 は、 即ち この 方面に 立脚 

して、 諸君に 些の 意見 を呈 する ので ある。 

中 固の 現代の 靑年 は、 私の 認 むる 所では、 彼等に 多くの 共通した る 優點が あると 同時に、 幾ら 

かの 共通 的 弱點が ある。 如何にして これらの 優 點を發 揮し、 然して 弱 點を糾 正すべき であるか は、 

即ち 靑ハ 牛の 修養 問題の 內容 である。 私 は 只今、 我等の 經 験と 考察した ものに 根據 して、 具體 的に 2- 

この ことにつ いて 話し、 そして 諸君と 研究し 討論した いので ある。 

一、 堅固 的で あり 高尙 的な 现想 ある を 要す。 

靑 年に は ー侗の 極めて 大きな 優點が ある、 それ は、 彼等に 1:^ だ高尙 なる 现 想が ある こと だ。 勿 

論 この 现 想 は 抗日 救國、 王義 であっても よし、 三民主義 であらう と 共産主義 でもよ い、 彼等 は 現在 

の 社 會に對 して は、 不滿が ある ものである、 しかして 彼等 は 一個の 现 想の 社會 出現 を 希望して ゐ 

る。 靑年 のこの 稷の现 想 は 最も *s な ものである。 實 にこの 理想が、 我等の 靑 年の 進歩 向上 を 間. 


斷 なく 鼓舞して ゐ るので あり、 询 にこの 现 想が、 彼等 をして、 現在の 社 會で醉 生 夢 死す るの を 欲 

せす して、 その 實 現の 爲め に犧牲 と奮鬪 する を 好ましむ るので ある。 實 にこの 種の 现 想が 我等の 

靑年 をして、 過去と 現在に あって、 多くの 驚 夭 動 地の 創造 をな さしめ、 且つ 讃へ るに 十分で あり 

感泣に 値する 偉大なる 事業 をな さしめ たので ある。 例へば 諸君の 陕北 公學の 同舉生 は、 畢竞 する 

に、 何ん の爲 めに、 千里 を 遠し とせす に、 經濟 上、 比較的に 荒凉 なる 陕 北の 地 區に來 るので ある 

か、 陝北 公學の 物質 條件は 甚だ 困難な もので あり、 住む 所 は 洞窟の 桓 であり、 食物 は泰 であり、 

敎育 設備 は 至って 簡 單粗陋 であるが、 然るに 諸君 等 は 何の 爲 めに、 一切の 困難 を 威 はすして こ. 1 

に 来られた ので あるか、 假に 諸君が この 高尙 なる 理想 を 捜し求める 爲 めでなかったならば、 諸君 

は來 ない ものであると 私 は 思 ふので ある。 故に 靑 年の 现 想は靑 年に とりて は責 重な ものである。 

我等 は靑 年の 现 想に 對 して は輕視 する を宥 さない のみなら す、 その上に 最大なる 愛護 をすべき も 

ので ある。 舊社會 の 人 は、 常に 青年の 现 想が 甚だ 高い と 罵る ので あるが、 この種の 謗り 方 は、 我 

等 は 根本より 錯誤せ る ものと 認める ので ある。 

これ は 只だ靑 年の 现想を 篤る 人の 鄙むべき に 足る こと を證 明す る ものである。 孫 中 山 先生の 三 

民 主義の 现想も 大衆の 爲 めに 「大砲」 と 罵られた ではない か、 マルクス、 H ンゲ ルス、 レ ー 一一 ン、 
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スタ ー リンの 共産主義の 现想 は、 大衆の 爲 めに 「{ や； 談」 だと 篤 しられた ではない か。 

それ故に、 靑 年の 高尙な if 想 は、 青年の 優點 である。 但し 假に 我等が 靑 年の ある 想に つき 內 

木ュ したならば、 その 時 我等 は、 ある 一部の 青年の 现 想が、 现 想で なく、  .S 想で ある こと を發 見す 

るで あらう。 

空想 は 常に 麗 はしい ものであるが しかしながら 究 党す るに 矢張り {4! 想であって、 现想 ではない 

ので ある。 しかして 现 想と 络 想の til 別 はつ まり 何處 にある か、 第一 に、 我等 は 斯様に 說く。 我等 

の 现想は 現 實社會 の 物的 基礎の 上に あって、 築き上げた ものである。 络中 樓閣の 如き 络虚は 結局 

幻想であって、 现想 ではない ので ある。 

因みに {4! 想 そのもの は、 現 社會の 物的 基礎と 離脫 して 架 穴ェ 的に 立てられた ものであるが、 一切 

の 理想 は總 ベて、 現社會 より 具體的 分析して きた もので あり、 空想の 如き は、 恰も、 戶を 閉ざし 

て 車 を 造る もので、 結局 は 幻想に 過ぎす して 现想 ではない ので ある。 それ は、 個人の 腦 中より 隨 

意に考 へ 出された ものである 爲 めに、 具體 的な實 際 的 物的 條 件と 合致し 得ない ので ある。 

共產 主義の 现想 は、 人類 有史以来の 最高なる 偉大なる 理想で ある。 然るに 此の 理想 は 只 だ 資本 

、王 義社會 の 物的 基礎の 上より 生れて 來る ことが 出来る のみで、 資本主義、 社會 主義の 科學 分析に 
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對 して 離脫 して ゐる 「大同 世界」 の 思想 は、 究竞 すれば 幻想であって 理想で はない ので ある。 

次ぎに、 我等の 现想 は、 當然 人類 社 會發展 の 必然的 趨勢に 適合せ る もので あらねば ならぬ。 

我等 は 民族 獨立、 民權 自由、 民生 幸福の 三民主義 を說 くの は、 我等の 今日の 现想 であるからで 

ある。 それ は 中國の 社會は 今日 この 方向に 向って 發展 して ゐ るからで ある。 共産主義 社會は 我等 

の將 來の现 想で あると 說 くので ある。 それ は 人類 社會の 終局 を究 むれば、 この 方向に 向って 發展 

し、 前進して ゐる爲 めで ある。 假 りに して、 ある 人が 原始 共 產社會 を 恢復 せんとし、 或 ひ は、 

奴 隸社會 を 恢復し、 叉 は 君主 專制々 度 を 模倣し、 ファシストの 獨裁 統治 を 倣 ふなら ば、 この 思想 

は 正確な 理想で ない ので ある。 それ はこの 種の 思想が 現代人 類の 社 會發展 の 趨勢に 違反して ゐる 

からで ある。 この種の 思想 を 我等 は现 想と いはす、 反動思想と いふので ある。 それ はこの 種の 思 

想が 社會を 前進せ しめる もので なく、 反って 後退せ しめる ものであるから である。 即ち 所謂 「開 

倒 車」 である。 人類 社會 の發展 趨勢に 適合し ない 思想 は、 たど 一種の { や； 想と いへ るので ある。 反 

動 思想 は 即ち 空想の 一 種で ある。 

第三 は、 理想と 空想と 同じくな いのは、 即ち 现想は 十分に 實 現し 得る もので あり、 しかして 

想 は 永遠に 實 現し 得ない ものである。 然して 现 想の K 現は須 らく 一  定 的の 物的 條阵 下に 於 ハて產 
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出した 所の 社會 力量に あるべき である。 こ の檬な 力量がなければ 理想 もや はり 實 現し 得ない もの 

である。 日本 帝國 主義に 戰 勝し、 民族 獨立. を戰ひ 取る 理想 は、 全國 の亡國 奴た る を 甘 じない 一切 

の 階級、 各 戴 派、 各 圑體の 民族 統一 戰 線の 力量の 上に 靠る 可き である。 三民主義の 理想 も、 や は 

り全國 一 切の 三民主義 を 擁護す る社會 力量に より 靠 るべき である。 

自己の 理想 を實 現す る社會 力量と 離れて、 理想 を 語る は、 これ も 一種の 空 想であって 理想で は 

ない ので ある。 

共産主義の 最高 理想が、 工人 階級の 社會 力量と 離れたなら、 即ち ュ ー ト ピアの 空想に なって し ，， 

まふ。  2 

第 四、 理想 は 上述の 條件を 除く 外に、 尙ほ必 す 理想 を實 現す る 具 體的辨 法が あるべき である。 

例へば 民族 解放の 理想 を實 現す るの 如き は、 廣大 にして 擎 固なる 抗日 民族 統 一 戰 線の 辨法を 建 

立すべき である。 三民主義、 共産主義 を實 現す るに は、 總て 一定の 綱領と 進行の 順序に、 策略 戰 

略が あるべき である。  * ン 

我が 靑年 諸君で 若し 私が 說 い た 所の 區刖を 賛成して 下さ つ たなら、 何卒 諸君で こ の 數侗の 標準 

を以 つて、 一 つ 自己の 通 想を檢 討し、 そして 結局 諸君の 過去に 於いて 抱懷 せる 理想 は、 现想 であ 


るか 叉 は 空想で あるか、 假に 菜して 络想 であれば、 それ は 決然と して これ を拋棄 すべき ことで あ 

る。 菜して 现想 であり、 然し 不完全で， あらば、 それ は當然 修正 をし、 充實 すべきで ぁリ、 或は 新 

らしく 蒔きな ほして 撿 討と 整现を 加へ るので ある。 我等 は 遠慮なく 話すべき である。 

我等 青年の 现 想の 中で、 偶々 幾らかの 空想の 成分が ある を 免れ 得ないで、 その 爲め、 ある 時に 

は 自己の 理想の 把握が 一 定で なき 爲め、 時に 朝三暮四の 如き 動搖 せる 現象が 發 生す るので ある。 

この種の 現象 を 除去 せんに は、 必す や、 自己の 现想 を質實 にして 堅固なる 科， 學の 基礎の 上より 築 

き 上げねば ならぬ。 

二、 自己の g 、想の 爲 めに 徹底的に 奮闘すべき こと。  - 

靑 年が 一旦 覺醒 し、 そして E 己の 理想 を 把握した 後で は、 總て 一切 を 顧みす に 自己の 现 想の 爲 

に 奮闘すべき である。  * 

この種 自己の 现 想の 爲 めに 犧牲 となり、 奮鬪 をす る 精神 は、 即ち 我等が 靑 年の 一 つの 最大 優點 

である。 吾人 は 社會の 中で 斯様な 人 を 見う けた 事が Si くない。 即ち 彼等 も 矢張り 現 狀に滿 足せす 

に、 そしてよ りよき 社會の 出現 を 希望して ゐ るので あり、 三民主義 や 共産主義に 甚だ 同意して ゐ 

る ものである。 但し 彼等 は 自己で 社會 改造の 爲 めに 奮 鬪 しない、 彼等 は 自己の 妻子と 離れ 得す、 


執念深い 故鄕の 土と 生命 財産 を 捨て 得ないで、 已むを 得すに 「馬々 夫々」 (好い加減) な 生活 を 

して ゐる もので あり、 叉 「一 日の 和尙 としての 一 日の 鐘 を 鳴らす」 とい ふこと になる ので ある。 

但し、 靑年 なれば この 檬で はない ので ある。 彼等が 现想を 未だ 了解して ゐ ない 中 は 鬼 も 角と し 

て、 一旦 自己の 现 想を覺 つたなれば、 必すゃ 一切 を 抛棄して、 n 己の 理想の 爲 めに 奔走し、 奮鬪 

する ので ある。 この種の 自己の 莉害を 顧みす に、 犧牲 をし、 奮鬪 をす る 精 祌は沟 に 敬服す べきで 

あり、 稱 識 に 値する ものである。 併し乍ら 现 想を赏 現す る こと は 一 つの 簡單な 事で はない、 现想 

は 現 社會の 物的 基礎の 上に 築かれて ゐる ものであると 雖も、 但し 现想 そのもの は、 現 社會を 超越 

して ゐる ものである。 ！；• 想 は 恰も 泥土の 中より 生長し て^いた 花に 醫 へられる ので、 彼 は 泥土の 

中で 生. おはしても、 彼 は 固より 泥土で はない ので ある。 それで 现想 そのもの を 觀じ來 たれば、 常 

に麗 はしき もので あり、 現 實社會 を 見れば 即ち 醜惡な ものである。 

が この 醜惡な 現社會 を、 美麗な 现 想の 社會に 改めん に は、 決して 一日 二日 や 一、 二 年の 事で な 

く、 凡そ 十 年 乃至 百年の 奮闘と 工作 を 要すべき である。 唯 これ のみでない、 然して 奮闘と 工作の 

過程 中に あって は 必然に 無數の 困難と 波瀾に 逢着す るので ある。 ある 時には 克服す る ことが 出來 

ない 絶- 的な 困難が 見られる。 故に 如何なる 困難の 下に あっても、 自己の 现想を 堅持し、 自己の 
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- 现想實 現の 爲 めに 奮闘す るに 理想 を 堅持す る こと は 絶對的 必要な ものであって、 この種の 堅持 性 

がなければ、 如何なる 现想 でも 實 現し ない。 一切の 偉大なる 革命 {豕 は、 彼等に 偉大なる 现 想が 

あるば かりで なく、 その上に、 尙ほ 終始して 自己の 现 想の 爲 めに 徹頭徹尾 奮闘す るので ある。 孫 

中 山 先生 は r 國民 革命に 凡そ M 十年盡 力」 した。 彼の 奮鬪 過程 中に あって 無數の 困難に 遭遇した 

けれども、 然るに 彼 は 終始一貫して 现想を 堅持し、 彼の 理想の 爲 めに 最後 迄 奮闘した。 徹底的 迄 

に 奮闘す る 精神 は、 彼等 は醜惡 なる 舊社會 にあって 美麗なる もの を兒ん とし、 暗黑の 中に 光明 を 

得ん とする ので ある。 そして 彼等 は 一 切の 萬 難 を 排除し 一 切の 困難 を 克服して 前進す る。 

中 國共產 黨の人 は 曾って 二 萬 五 千里の 長き 征途 を 完成した。 この 事 は 世界 を 震動した。 どうし 

て 一 一 萬 五 千里 の 征途が 斯る 偉大なる 影響が あ つ たか、 その 原因 は 即ち 中國共 產黨が この 長征 中で 

. 充分に、 彼等が 自己の 现 想の 爲 めに、 犧牲と 奮闘 をし、 そして 徹底的に 现想を 堅持した 精神 を 表 

現した のに ある。 

この種の 精神がなければ、 たと へ 一千 里の 長征で もな し 得ない。 這 次の 長征 中で 我等 は 確に、 

曾って 無數の 困難に 出逢った。 曾って は殆 んど攀 登って 通れない 様な 天險 の金沙 山と、 践 渉し 得 

ない 程の 大 渡河に 遭った ことがあり、 人類 未踏の 雪山と 草原に 遭遇した こと もあった。 我等 は 敵 
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軍の 叫 面包圍 中で の 困難 を 殆んど 克服す る ことが 出來 ないやうな こと もあった が、 然るに 我等 は 

彼の 時 只 だ 一 の 思想、 即ち 如何なる ことがあっても これらの 困難 を 克服し、 そして 自己の iJ 想の 

爲 めに は、. 最後 迄 徹底的に 奮闘す る ものであると いふ ことであった。 然して 最後に 我等 は 矢張り 

営 時の 任務 を 完成し、 當 時の 目的地に 到達した ので ある。 

今 H の抗 戰を以 つて 例と しょうか、 中國の 民族 抗戰は 一個の 持久 的戰爭 である。 困難 も從 つて 

^だ 多い。 迂餘. ^折 も 非常に くないの である。 某して 我等が 幾つかの 困難に 逢着し、 挫折に 遭 

遇して、 すぐ 悲觀 失. ゆ：. j し、 敵 人と 妥協 をす る 様で は、 中國は 即ち 亡 國の危 險が藤 然として くる。 

. 若し 我等が して、 抗戰を 徹底的に 堅持し 得 ざれば、 最後に 於いて 日 冠に 戰 勝し、 民族 獨 立の 现 

想を實 現す る は 不可能な 事で ある。 

方に この 問題の 上に あって、 つま り 自己 の ！：• 想 を實 現す る爲め に 徹底的 に 奮闘す る责際 問題 に 

於いて、 我れ 等 は ある 部分の 青年が 折々 少しく 弱點を 表示す るの が ある。 彼等が 一 應 開始 すれば 往 

.往 にして 無限なる 熱情と 與 奮を以 つて、 自己の 想に 奔走す るの が あるが、 然しながら 彼等が 困 

難に ぶっかった 時と 曲折に 逢った 時に 當 つて、 忮等 は往々 にして 徹底的 迄に 堅持す る ことが 出來 

ユ 尸して、 中途で 魔す る やうな ことがある。 過去に 於いて 常に 「五分 il 熱度」 といって 靑年學 生 を 
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謖り笑 ふ ことがある。 この種の 識笑は 現在から 兒れ ば已に 間違 ひで ある。 それ は 中 國の靑 年學生 

は 無 數の鬪 爭を經 過し、 現在に 於いて は、 旣に 極く 大 なる 進歩が あるから であるが、 然るに ある 

1 部分の 靑 年の 中で は 鬪爭の 堅持 性が 缺 乏して ゐる爲 め、 依然として 容認 出來 ない 事實も ある。 

何故に 我等が 青年の 一部分の 中で 斯る 現象が あるか、 私 は 以下の 现 由が 原因す る ものと 思 ふ。 

第一 に、 我等が 靑华 は往々 にして 革命の 持久 性に 對し 計畫 不足で、 人類の 高尙 なる 现想を 革命 

に K 現しよう とする ので あるが、 それ は 丁度 私が 前に 述べた 如く 一日 二日 叉 一 年 二 年の 容易の 事 

ではない のであって、 幾 十 年 か 又は 百年 以上の 事で あお、 即ち 一個の 持久 鬪爭 である。 これ は 只 

だ 共産主義の 现 想を實 現す るの が斯く あるべき のみで はない。 即ち 日 冠に 最後の 戰勝 を^る の も 

亦 一 兩 年の 事ではなくて 一 個の 持久 戰 である。 

同志 諸君の 大多數 は 徒歩に よって 西 安より 延 安に 来た。 諸君 は陝 北の 山地 を 歩く について、 大 

概は旣 に相當 の經驗 があった、 革命 は 恰も 陝 北の 山地 を 歩く 樣な もので、 一 山 を 過 ぐれば 叉 一 山 

とい ふ 様な 譯で あるが、 諸君 は 途中に あって、 常に 嘸ぞ 斯く考 へる ではなから うか、 前面の 一個 

の 山頂 を 過 ぐれば、 必す やもう 山がない であらう、 そして 必す やそれ で延 安に つくで あらう と、 

然るに 事實は 相反す る。 山 叉 山 を 連接して 居り、 延 安は尙 ほその 後方に あるので あり、 斯様 なれ. 
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ば 諸君 は 路上で 十日 許り も 歩けば、 やっと この 延安 につく ことが 出來 るので ある。 これ は 諸君に 

とって は、 即ち 一個の 甚だよ い 入 學試驗 である。 

然るに 革命 は 結局に 於いて は、 山 を攀ぢ 登って 通る よりも、 持久 性 を 多く 要し、 困難 も それに 

比して 非常に 多い。 若し して、 我等が 青年が 革命 中に 參 加し、 そして 持久 鬪爭の 準備がない と 

したならば、 結 某 は 必すゃ 失望 をしたり、 中途で 廢止 する ものである、 恰も 諸君が 延 安に 來られ 

た 様に、 假 りに 諸君が 必す延 安に つかねば なぬ とい ふこの 決心がなければ、 諸君 は必す 半途に し 

て歸 つてし まふ ものである。 

第二、 我等が 靑年 は往々 にして 革命の 困難に 對し、 評價 不足に よって、 それ を 人類の 高 尙な现 

想 を！： へ 現せん 爲 めに 革命す るので あるが、 それ は 無数の 困難 を 嘗めねば 不可能で ある。 革命 は 決 

して 上海 大馬路 の 如き 平 S 一な 歩き 好い 道の やうで もな く、 御飯 や 睡眠の 如く 容易で 簡單な もので 

ない。 これ は 全く 跛 足の 人が 矢張り 崎 嶇巍峩 たる 高山に 登った と 同様で 山上に は路 もな く、 人家 

もな く、 到る 處に 荊棘と 濃密なる 森林が あり、 且つ 毒蛇 猛獸の 脅威が あり、 ある 所 は 全然 越し 得 

ない と 思 はれる 絶壁が ある。 但し 我等 は 必すゃ 前進すべき であり、 一切の 困難 を 克服して 前進せ. 

ねばなら ぬので ある。 我等 は 或る時に 荊棘の 樹 枝に 刺されて 傷 を 負 ふこと あり、 毒蛇 猛獣に 咬ま 


れる こと あり、 尙ほ 我等の 一切の 氣 カを盡 して、 そして ま 死れ る ことがあらう。 

しかしながら 我等 は必す 前進すべき である。 我等が 靑 年の 革命 參 加に、 豫め この種の 困難 を 見 

透し なく、 一切の 困難 を 克服す る 準備がなければ、 それ は 結 菜に 於いて 「難 を 知りて しかして 退 

く」 となる は 必然的で ある。 

第三、 舊社會 の 思想 習慣 及び 一切の 物質 上の 誘惑 も往々 にして、 青年 をして 半途に て 退却せ し 

むる 重大な 力量で ある。 我等 は 常に 一部の 青年が、 この種の 壓 迫に 耐え 得すして、 退却し、 つ ひ 

に 自己の 现 想 を 放棄す るの を 見受ける。 舊社 會は靑 年の 理想に 對 して は、 總 ベて 敵視の 態度 を 取 

つて ゐ るので ある。 彼等 は 種々 なる 思想と 毒素 を 用 ひて、 靑年を 鼸り笑 ひそして 青年 をして、 「老 

大」 (活 潑氣 がない) 「頹 喪」 (衰 へす たれる) r 悄沈」 に陷 らしむ る。 彼等 は 地位、 金錢、 美 

女 を 用 ひて 靑年を 腐敗 化させ、 そして 彼等 を 籠絡して、 その 「朝 氣」 つまり 澄淛 たる 意氣を 消滅 

せしめる。 諸君 は 斯る例 を 見た ことがあった. ではない か。 靑年、 學 生が 學 校で 勉强 をして ゐる時 

は往々 にして 「志 氣が 極く 大きく」 て r 國家 民族の 幸福 を 少しで もよりよ く圖 る」 そして 「人類 

解放の 事業が ある」 とい ふので ある。 然るに 一旦 學 校を畢 つて、 舊社會 に 幾年 か 混る と、 往々 に 

して 過去の 一切の 事 を 放棄して しまう。 そして 一 個の 平凡な 老 百姓に なって しま ふ。 好い加減に 
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過し れば 過して 行き、 悄沈、 頹廢 して 恰も 「魂の なき 人」 になり、 舊社會 は 彼等 を 呑み込み、 

融合して しま ふ。 それ故に 我等の 靑 年が この種の 舊 勢力と 衡鬪 をし、 自己の 现想を 堅持して、 こ 

れ 等の 勢力の 爲 めに、 動搖 され 得ない 様に する ことが 出来ない としたならば、 それ は 結 に 於い 

て、 必然的に 半途に して 廢止 する こと を 示す ことになる。 

第 四、 我等が 一 部の 青年 は 常に ある 一 種の 「動 搖性」 があって、 十分なる 忍耐と 堅固なる 性質 

を缺 乏して ゐる。 我等 はこの 特 點を稱 して 「小 资產 階級 性」 とい ふので あり、 彼等 は、 往々 にし 

て 今日 革命 工作に 參 加したら、 すぐ 明日 革命の 勝利 ある を 希望す る。 若し その 如く 革命が 勝利 出 4. 

來 ざれば、 彼等 はすぐ 失-け；.： 消極的に 墮 してし まう。 彼等 は 革命 形勢の 存在して ゐる 時に、 時々 革 2 

命の 狂 熱と 育 動に 走ったり、 革命の 形勢が 低落せ る 場合に あって は、 即ち！ TO 沈し 失望の どん底に 

轉じ輾 ぶので ある。 彼等が 勝利の 時 は、 折々 勝利の 爲 めに 頭腦を かき 亂し、 失敗の 時 は 失敗の 爲 

めに 意氣惜 沈す る。 彼等 は 今日の 一切の 切 K なる 工作 を、 同時に その 遠大なる 现 想に 相 聯繁 せし 

める ことが 出来ない ので ある。 

. ^等 は 年月 を 重ねて、 自己の 遠大なる 现 想の 爲 めに 進行す る ことが 出來 ない 故に、 今日より す 

れば 恰 も效 のない 工作で ある。 彼等 は^にく だらなくて、 うるさい 工作 を 厭が るので あり、 1 


切の 革命の 工作 を 完全に 了解 出來 ない ので、 只 だ 十分に 堅持して やって 行けば、 必すゃ 一定の 成 

績 に 達し 得る と 思 ふので ある。 

き_大 なる 建築の 工程 は、 一枚の 谏瓦、 一枚の 瓦 を 一々 築き上げねば 永遠に 大 建築 は 成就し 得な 

いもので ある。 偉大なる 现想は 多くの 勝利と 失敗と を經驗 しなければ 永遠に 實 現し 得ない もので 

ある。 

これ 等 は 折々 我等の 靑年 をして 自己の 现想を 堅持して、 自己の 理想の 爲 めに 奮闘す る ことの 出 

來なぃ 原因で ある。 

これらの 弱點を 克服す るの が、 我が 中 國の靑 年の 重要な 任務で ある。 然るに この 事 は^だ 容 "勿 

ならぬ ことで は あるが、 然し 須 らく 成し 遂ぐ 可き ことで あり、 且つ 叉 成し遂げられる ものである。 

勿論 今日で は 我等 は 尙ほ现 想と 甚だ 遠く 懸け離れて ゐ るので あるが、 我等 は 日々、 我等の 现 想に 

近づく 樣 にす るので ある。 社會 主義の 理想 は、 過去に 於て は、 只 だ書藉 上と しての ものであった 

が、 現在 は旣に 全世界の 六 分の 一 の 土地 を 有する ソ聯 によって 完全に 實 現された。 故に 我等 は 只 

だ 十分に 自己の 理想 を 堅持し、 そして 徹底的に 奮闘す る を 要する のみで、 さう すれば 我等の 现想 

の 實現は 可能で あり、 必然的な ものになる。 
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三、 i:- 想を實 現す る辨 法を學 習すべし。 

想が あり、 理想 を實 現す る 決心が あるの みで、 それで 十分 足れり となすべき ではない か、 否 

それ は 十分に 足れり とする こと は 出来ない、 我等 青年 は尙ほ 理想 を實 現す る辨法 ある を 要する。 

靑 年に は ある 一種の 甚だ 犬なる 長所が ある。 それ は 即ち 熱烈なる 革命 情熱が あるから であり、 純 

潔に して 淡泊なる 胸懷が あるから である。 確に 彼等に 熱烈なる 革命 情熱 あるが 爲 めに、 彼等 は 十 

分に 勇往邁進 する ことが 出來 るので あ； r 一切の 困難と 個人の 利 ハ 兪を 顧みす して、 自己の 现 想に 

向って 前進す る は、 方に 彼等に 純潔 淡泊なる 胸懐と 舊社會 の 各種の 陳腐な 思想、 習慣、 傳統の 影 な 

響 を 受け てゐ ない のによ つて、 彼等 は 比較的 容易に 革命の 眞现 を 接受す る ことが 出來 るので ある。 2 

靑， 年 は、 かの 冷血動物の 如き、 情ない 程に 魂の ない 様な 人と は 同じ もので はない。 彼の 頑固なる 

守舊 的なる 死 硬派と も 同じくない ものであって、 彼等 青年に は 生氣が ある。 活躍 的で あ-り、 一生 

を 通じて 偸 快と 光明に 充滿 して ゐる。 彼等 は 舊社會 の 中より 生れて、 成長した 所の 美しい 花で あ 

り、 美麗なる 新 社會の 創造者で ある。 中阈 革命 史上にあって、 我等 は 無数の 例 を擧げ て、 中國の 

青年が 如何にして、 常に 民族 解放 運動の 前線に 立って ゐ るか を證明 する ことが 出來 る。 彼等の 頭 

顔と 熱血と を以 つて、 無数の 謳歌し 譜へ るに 足り、 鬼神 を 泣かしむ るに 足る、 英雄的な 光榮 な. 麼 


史的 詩 韻 を 創造した。 今日の 偉大なる 民族 抗戰 中に あっても、 我等 は 到 0 處で靑 年が 如何様に し 

て、 民族 抗戰の 最後の 勝利 を 期す る爲 めに、 勇敢 無比の 鬪爭を 進行 をして ゐ るか を 兒られ るので 

ある。 假 りに 彼等に 熱烈なる 革命の 情熱と 純潔に して 淡泊なる 胸懷 がない としたならば、 即ち こ 

れら 一 切の 事業の 創造 は 不可能な ものである。 

我等 共 產黨の 人 は、 靑年 のこの 優美なる 特質に 對 して、 とりわけ 深く 切なる 感情が ある。 我等 

が 最も 暗黒と 困難な 時に、 周圍の 到る 慮で 恐怖に 襲 はれ、 謠言を 造って 吾等 を 侮蔑す る 時に あた 

つて、 我等 は 多くの 青年の 同情 を 蒙り、 擁護 をして くれたの である。 今日に あって は、 彼等 は 吾 7 

等に 對 して、 それ故に 親愛 味 を 生じ、 信任す る こと を 表示して ゐ るので ある こと は、 吾等が 言語 „"^、 

を以 つて それに 對 する 感激 を 表 はし 得ない 程で あ  事 を、 誰れ でも 認め 得られる ことで ある。 即 

ち 我等が 延安 にあって、 官職に も ありつけ す、 給料 も 貰へ す、 なにもよ い 生活が 得られる わけで 

もない し、 尙ほ 吾等 は 周圍で 吾等に とりよ からぬ 流言 を 造って、 我等を破壤せんとするものが^^ 

くないのに 拘 はらす、 諸君 等 は 依然として 千里 を 遠し とせす に 馳せ來 る は、 その 原因 は那邊 にあ 

るか。 諸君の あの 熱烈なる 革命 情熱と 純潔に して 淡泊なる 胸懐の 優美なる 特點を 除 いて、 叉 何 を 

か以 つて それ を說 明し 得る ことが 出來 ようか。 靑 年の この種の 優良なる 品性に 對 して は、 吾人. 


は、 當然 これ を 極力 愛護し 發揚 せねば ならぬ。 但し 熱烈なる 革命 情熱と 純潔なる 淡泊な 胸懷 のみ 

では、 尙ほ 自己の 理想 を實 現し、 偉大なる 革命 事業 を 完成す る ことが 出來 ない。 ある 一部の 青年 

の： S っ弱點 は、 往々 にして 熱烈な 革命の 熱情 を以 つて、 革命の 现智に 服從し 得す、 純潔 淡泊 を 持 

して、 眞现を 更に 追求す る 様に する ことが 出來 ないで、 よく 響き 百 一る 革命の ロ號 と、 眼 を 光らす 

革命. 1 白が、 我等が 青年 を肢 惑し、 彼等 を發 狂せ しめ、 そして これ を以 つて 滿足 せしめる もので 

あると する。 彼等 は往々 にして、 問題の 一面 を摑ん で、 それ を發 揮し、 誇大して、 それ を以 つて 

唯 一 の r 眞现」 と 認めて、 一 切の 北ハの 他の 方面 を 排除し、 そして 共の 他の 一 切の 意兒を 否認す る 

ので ある。 

彼等の 革命 熱情 は 容易に 盲目的 衝動に 驅 られ、 純潔 淡泊 はたやす く、 偏狹 性に 走り、 狹隘 性、 

幼稚 病に 陷り 易い ので あり、 尙ほ往 々にして 更に 冷靜に 問題 を 考慮して、 具體 的の 辨法を 考へ出 

して. CT 己の 服 前の 任務 を赏 現し 得ない ので あり、 自己の 现 想を赏 現し 得ない ので ある。 この種の. 

點は 我等が 當然何 か 方法 を考 へて 克服せ ねばならぬ ものである。 

我等 は當然 我等が 青年 をして 完全に 现想を 確認した る 後に、 なほ .if 想の 爲 めに 徹底的に 奮闘す 

る 決心が あった 後で、 然して 1； 想を實 現す る 具 體的辨 法を學 習して こそ、 決定的 意義 ある 事 を 了 
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解せ しむ 可き である。 この 一方 面に ついて 私 は 同志 諸君に 幾らか 意兒 を呈 したい。  • 

第 一 は 即ち 具體 情況 を 了解す る を 要する ことで ある。 

我等 は 無論 如何なる こと をな すに も、 始めの 問題 は 即ち 情況 を 了解す る ことで ある。 恰も 一個 

の 前線に あって、 軍隊 を 指 禪 して ゐる將 軍の 如く、 彼れ が戰 勝の 现想 を實 現す る爲 めに は、 必す 

その 方法 を 講究すべき である 様に、 その 裡に、 最初に 敵情 を 明らかに 調べ、 然る 後に 作戰 の計畫 

をす るので ある、 我等の 工作 方法 もこの 通りで ある。 たと へば 諸君が 將來學 校 を 卒業した 後、 あ 

る 一 侗の 地方に 行って H 作 をす る こと- - する。 それ は 諸君の 責任と して、 決して そこに 行って 自 

己の 頭から 考へ 出した こと を 濫りに やって 行く のではなくて、 先づ 最初 その 時の その 地方の 具體 

情況 を 了解す るので ある。 例へば そこの 抗戰 形勢 や 政治と 經濟、 各階 級、 各階 層、 各黨 派、 各 民 

衆闍 體と黨 政眾、 民間の 相互 關係 等で ある。 この種の 見 透し がなければ 我等 は 即ち 正確なる 工作 

方針と ェ 作計畫 がな く、 そして 自己の 现 想を赏 現す る ことが 出來 ない。 

具體 情. 況を 了解す る こと は、 一件の 容易な ことで はない こと は 當然な ことで ある。 但し 一切の 

具體 情況 は總べ て 矛盾の 中に あって 發展 して ゐる もので あり、 普遍的な 辯證法 の 規律に 準じて、 

變動 をして ゐる ものであるから、 我等 は 只 だ 十分に 此 等の 方法 を 把握 すれば、 それ は 比較的に 正 
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確 に 具體 情況 を 了解す る ことができる。  ， 

問题 として 要は、 只 だ 我等の 靑 年が 具 體 情況と 接觸 する 時に あって、 更らに 「想 一 想」 する 餘 

裕が あり、 更に 一 應硏究 をし、 考察す る を 要し、 決して 自己の 端的な 主 觀に墮 した 了解 を以 つて 

滿 足して はならぬ ので ある。 

世界 上の 一切 は總 ベて 複雜な もので あり、 仲々 好い加減 にして、 大雜 把で、 了解 出來る もので 

はない ので ある。 

この 徹底的に 了解 するとい ふこと は、 短い 時期の 中で は 不可能な 事で ある。 但し 我等 は 工作 を 

W 始 する 前に、 ある ー稷の 初歩 的な スタ ー ト 的な 了解 ある を 求める を 要する ので ある。 然ら ざれ 

ば、 ある 一 個の 地方に 到って 一 切 を 構 はす 濫りに やり 出したら、 それ は 非常に 危險な ことで あ 

る。 (以下 略) 

五、 民衆 粗 織 及び 運動  一 

つぎに 陕、 甘、 寧特 區 の 民衆 机 織 を 看る に、 それ は 各 職業 別によ つてな されて ゐる。 

.1 ェ會 (展襄 を 含む)  . 
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工人 階級 利益の 鬪爭を 中止し、 抗戰上 必要なる 政治、 經濟 建設の 先鋒と なるべく 指 尊され、 

現會員 約 五 萬。 

2 靑年 救國會  • 

靑年 工作の 基本 組織 をな す もので、 靑年 をして 抗戰の 自覺と 政治 水準 を 昂揚せ しむべく、  11 

字 運動 をな し、 夜學を 開設す。 會員約 二 〇 萬。 七 歳— 二十 三 歳 迄の 男女 を 以て 組織す る。 

3 自衛 軍 

壯年 者の 半 軍事的 武装 を 目的と して 編成す る もので、 中華 ソヴ H 1 ト 政府 時代より あり、 正 7 

規 軍が 前線に 活動す る 時 後方の 治安 を 維持し、 正規軍の 運輸、 負 a- 者の 看護 或は 正規軍と 共同 2 

作戰に 出る。 十八 歳 |四 十五 歳の 男女 を 加入せ しめる。 

4 少年 先鋒 隊 

靑 少年の 半 軍事的 武装に て、 行動 は 自衛 革に 同じ。 十四 歳— 十七 歳 迄の 男女 を 加入せ しめる。 

5 婦女 救國 聯合 會 

婦女 運動の 基本 組織 をな す ものにして、 十五 歳 以上の 女子 を 加入せ しめる。 女子 生活の 水準 

を 昂揚せ しむる を 目的と し、 罵倒、 虐待、 寶買 結婚、 耀足、 許婚 等に 反 對氣勢 を あげ、 前線 慰 


勞、 看護、 婦女 識字 等 をな す。 

以上の 外、 商人 救 國會、 農民 會 ある も 現 狀不擴 である。 

ni 下 r 邊 一?il 抗敵 後援 會」 が 組織され て、 叙 上 一切の 民衆 運動 を 統制して ゐ るが、 民衆 は少 くと 

も 三種の 圈體 に强制 的に 加入す るの 妝態 にあり、 民衆の 自覺 より 出づる ものな く、 却って 繁， おと 

勞働カ を 奪 はれる ところから 怨嗟の 聲が 高い。 

六、 西 安より 延 安へ 

陝西省 南部の 都 西 安 は 蔣介石 時代、 國民黨 軍の 駐屯地と して、 同省の 物資 集散地で あり、 蔣 財政 

の 有力な 財源 をな して ゐた。 從 つて 南 陕西 は蔣 地盤であった。 然るに 漢ロ陷 落後の 情勢 は 共産軍 

の大 西北、 王载 によって 蔣 地盤た る 南 陝西を も 食し、 西 安 は 化して 赤 都と なりつ. - ある。 國共兩 

午：； f の 和 剋 は 隣 IS おの 北と 南に 對： t して 激烈 を 極めて ゐる。 しかし 表面上 は國共 合作に よって 「統 

ー戰 線區」 と稱 する も、 一 觸即發 の 形勢に ある。 西 安より— 延 安へ—、 そこ は 如何なる 情況 下に 

動きつ. 1 あるか。 以下 某 支那 人の 三つの 手記 はこの 情景 を 物語る。 


西 安 新 城の 後方 上 賢莊に 以前 ドイツ人の 齒醫 者が 診療所に して ゐた 建物が あるが、 それが 今日 

共 產黨の 西 安に おける 半 公開 的機關 となって ゐる。 この 小さな 平屋の 洋館 は 表門から 人る と、 小 

さな 一室が あり、 母家の 中に 多くの 靑年 達が 緊張して 仕事して ゐる。 ある もの はこつ ちの 部屋 か 

ら向 ふの 部屋へ、 ある もの は 一 かたまりに 集って 話して ゐる。 ある 者 は 無電の 發受に 忙しい。 こ 

の 無電の 秘密 工作に 使って ゐる 電線 は 外部に 現 はれす、 同時に 發受 の聲が 非常に 小さい。 これら 

の 人々 の 服装 は 非常に 簡單 であるが、 面 上 皆 熱烈な 表情 をして ゐる。 

西 安、 三 原 間に 三つの 渡 場が ある。 第一 は渭 水が あり 橋せ 渡る。 第二 は涇 水で 船で 渡る。 第三 

は 輕惠渠 で 歩いて 渡る。 

三 原から 陝 北に 行く 道路 は 十七 路 軍の 駐屯地 方で ある。 これから 北に 耀縣、 同官、 宜君、 中部、 

洛川、 甘 泉 等々 の 地方 はすべ て 十七 路 軍と 陕北紅 軍の 擔當區 である。 常に どの 都市で もこの 二種 

の 軍隊が 居る ので この 地方 を 「統 一 戰 線區」 と通稱 して ゐる。 

三 原 は陕西 最大の 縣 城の 一 つで ある。 于右任 先生 はこ. -に 生れ 揚虎城 も 叉 常に こ. 1 に來 た。 町 

は 非常に 賑やかで ある。 この 市中に 一 つの 對外 交通 機關が あり、 聯絡 站 といって ゐる。 町の 片隅 

の靜 かなところ にあり、 何等 看板が ある 譯で なく 家屋の つくり も 非常に 簡單 である。 この 聯絡 站 
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は 三 原から 北の すべ て の縣 城との il を 往復す る 自動車が 皆 こ.^ を 通過す る、 聯絡 站の 責任者 は 鼷 

建， 汀洲 から 來た 農民 出身の 男で ある。 彼 は 詳細に 旅客に 途中の 情況と 陝 北の 紅 軍の 生活 を說 明す 

る。 ときに 十七 路 軍の 兵士 達が 來て 彼の 說明を 聞き、 旣に 彼等 は 非常によ い 隣人と なって ゐる。 

三 原の 食物 は 高くて 惡ぃ。 賴 頭が 主要 食物で 水 は 濁って ゐる。 旅館に は 兵 ゃ陝北 各地に 來往す 

る 人が 泊って 居り、 妓 女が ゐる。 妓女は 革命 者の 同居人と なって ゐる。 時々 色 眼 を 使 ふが 誰も か 

まふ ものがない。 三 原から 北に 行く と 多くの 臺狀 地帶が ある、 九十 里に して 耀縣に 達する。 耀縣 

, 城に 新式の 大きな 木 橋が ある。 橋析は 堅固で、 橋 身は廣 く、 主要 國營 公路の 橋で も 及ばぬ くらい 

である。 

三 原から 耀縣に 輕便鐵 道が あり、 以前 陕北剿 匪 軍の 運輸に 使って ゐ たが、 西 安 事變で 和平 解決 

後 この 鐵道も 大した 役に立たなく なった。 耀縣に は 陕北紅 軍の 一連が 居り、 城內に 十七 路 軍が 駐 

屯して ゐて、 彼等 相互 の^は 非常に 親密で ある。 體操、 唱歌、 演習 等に は 双方 試合 を やる ために 

この 古城 は 突然 賑やかに なった。 こ  は 元 來歷史 ある 城鎭 である。 宋の范 文 公が 曾って こ  で 役 

人 をして ゐ たし、 藥王 もまた こ. -で 成長した。 街の 家々 に は 多くの 擧人、 進士、 翰林、 節婦の 札 

がかけ て ある。 城內の 商業 は從來 通り 營 まれて ゐる。 紅 軍が 社會 秩序に 對 して 旣 に現狀 維持の 態 
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虔を とって ゐ るからで ある。 耀縣 から 北に 行く と、 すべて 山路で 所謂 「山 北」 15^ 域が 始まる。 旅 

人が ここ を 通過して 大きな 山を繞 ると 前面に 平地が 擴 がり、 それから 叉 大きな 山に 出會 ふ、 ある 

人は陝 北の 山岳 は 一種 1K 然の國 防 地 を 構成して ゐて 防空に 關 する 問題 は 容易に 解決され、 抗日 

戰爭上 甚大な 意義が あると い つて ゐる。 

同官 から 宜 君へ 行く に は 完全に 山の 溝の 中を傳 はって 行く、 途中 數 十の セメント 橋が あり、 立 

派に 體裁 をな して ゐる。 これ はすべ て 陝西省 建設の 成績 を 物語る ものである。 溝盡 きて 山 を 行く 

こと 遠から すして 宜君は 山上に あり、 町 は 小さい が、 水 は どこに も あり、 阿片 も 至る ところに あ 

る。 縣 政府 は縣 城の 山上に あり、 古代 戰爭の 城壁と しての 建築 法に よって ゐ るが、 經濟 生活の 原 

則に は 合 はない。 

七十 里に して 中部 縣に 至る。 城 は 半里に 過ぎす、 宜 君と 兄たり 難く 弟たり 難い ものが ある。 宜 

君 中部 兩縣 はすべ て破碎 された 黄土 層で ある。 中部から 洛 川に いたる 途中に は 多くの ト ー チカが 

ある。 ある もの は 山の頂 上に、 ある もの は 自動車 道路の 兩側 にある。 洛川は 高原に 立って ゐる孤 

城で、 饭學良 は 剿 匪 指揮に 曾って こ k にゐた ことがあり、 今 は 赤 星 精の 兵士が 到る ところ 兌ら れ 

E を 過 ぎ て 行く と鄺縣 であ る。 鄹縣城 の 自動車 停留所 の そばに 赤旗の 飜 る 紅^ 聯絡 姑が あ 
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り、 彼等 相互 問 は 「同志」 「同志」 と 呼んで ゐる。 こ. -の 後の 路 河の 東岸に 添 ふて 北進す ると 甘 

桌に 至. る。 河の 東西 山頂 はす ぺてト ー チカで あり、 村落の 大きな 建物 もまた 完全に ト ー チカ 化さ 

れてゐ る。 これ はすべ て 東北 軍 剿 匪の 時 築いた もの.. - 跡で、 今 は 人 去って 樓 空しの 感が ある。 甘 

^；水縣はなほ河北の中等程度の村落にも及ばなぃ。 城內. の 建物 は！： 落 を 極め、 人家 殆ん どなく、 滿 

城 均しく 破壤 され、 幾 軒の 小さな 店屋が あるの み。 縣 城の 面影 は どこに もない、 縣長 もまた 爲す 

べき 多くの 仕事 もない。 蓋し 麒縣 以北 は旣 にソヴ H 1 'ト iHi となり、 土地 は 皆 分配され、 之 をソヴ 

H 1 ト 政府が 管 现し縣 政府の 經費 はすべ て 省 政府から 支出して ゐ るからで ある。  ,0 

廿 C 水から 北へ 行く と、 過去の 剿 匪 大戰の 跡へ 出る。 東北 軍某圑 長が 捕據 となった 楡林 橋、 何 立 2 

中が 自 粒し、 周 恩來が 遭難した 勞 山が あり、 紅 軍 は これら 土匪の 脫れ 場の ないやう に 目下 この $3 

りの 山を燒 いて ゐる。 更に 北に 進む と延 安で ある。 路は洛 河と 分れ、 別に 谷 道 を 進む。. 谷 中に 四 

川 人が ゐる。 山中の 淸水を 利用して 米 を 作って ゐる。 谷が 盡き大 森林の 山峡 を 過ぎる と 北に 下り 

坂と なる。 沿道 人家 極めて 少く、  土地 また 荒 蕪に して 村落の 疲弊 は 一として 大戰の 後の 感を與 へ 

ぬ もの はない。 途中の 標語 は整现 されて 「統一 戰線」 「一致 抗日」 「ェ農 生活の 改良」 等 十 幾 種 

にして 反 國民黨 、反 1; 民 政府、 反蔣介 石に 關 する 標語 はない。 「打倒 土 豪 劣紳」 「土地 分配」 等 


の 標語 も なくなって ゐる。 延安は 叉の 名を膚 施と いひ、 宋 時代 以後の 廟宇 古跡が 多い。 當時は 西 

北を扼 する 要 道と して 繁榮 したから である。 城 家 は 一方 は 山上に 建てられ、 一 方 は 河に 面して ゐ- 

る。 この 河は延 水と いひ、 一年中 水が 斷 えす 流れて ゐて延 安城に 少なからぬ 風景 を 添え、 住民の 

飲料水 ともなって ゐる。 城內 のど こも かしこ も 凡て 黑衣、 赤 星 軍人で 充滿 し、 服装 は 他 地方より 

幾分よ く 商業 また 繁昌して ゐる。 この 町の 人口 は 五 千餘、 その 五分の 四 は 紅 軍と 陕北各 機 關の職 

員で ある。 r ソヴェ ー ト 中央政府」 「共 產黨 中央 局」 「革命軍 事 委員 會」 等の 機關 はすべ てこ- - 

にある が、 實際 上で はな ほ 「統一 戰線 15i」 であって 縣 政府 は從來 通り 執務し、 高く 靑 夭 白日 旗 を 7. 

揭げ保 衛圑が あり、 書店に は 三民主義と 蔣介 石の 著書 を賣 つて ゐる。 

西 安 は共產 軍の 赤色 地帶 だけあって、 到る ところに 昆明、 貴 陽、 重慶 などと は 違った 特色 を 持 

つて ゐた。 たと へば 農民に しても、 兵士に しても、 いづれ も 革命歌 を高唱 して 訓練に 餘念 なく、 

人 凡て 粗衣粗食、 民衆に 上下の 差別が 全く 見られなかった。 た义 藍色の 便衣の 支那 人と、 灰色の 

ぼろ/、 になって 膨れ 上った 軍服と で 民衆 か 兵隊で あるかの 區別 がっくの みであった。 兵隊 は將 

校 も 兵士 も 全く 差別が つかない 服装で、 階級 も わからない、 途中 凡ゆる 危險を 冒し 一 月末 陕 西の 

中原に 赤色 首都と して 支那 赤化の 核心 をな す延 安に 到着した。 首都と いへば 大げさで あるが、 支. 


那の 奥地 農村 を 少し 大きく した 程度の 街で みるから に 貧困 そのもの である。 た^ 中 阈ソヴ H 1 ト 

中央政府 即ち 邊 1^ 政府の 所在地 だけに、 至る ところ 邊區參 政會、 軍人 訓練 處、 抗日 大學 等の 仰々 

しい 看板が 揭 げられ てゐ るが、 日本軍の 猛爆が 連續 的に 敢行され てから、 城內 至る ところ 悉く 破 

懷 されて 荒廢 した。 古い 街が 一 曆敗殘 の 姿 をむ き 出して ゐる。 殆ど 人間の 住む 街と は 思へ ない、 

しかし 人の 多い こと、 殊に 赤色 敎 育で 訓練され たる 青年 男女が うよくして 居る。 約 三 萬 人に 上 

つて ゐ ると いふ 事 だ。 たど 日 軍の 穴.^ 爆がない とき は 人 盛りが 甚 しい、 一度 空爆に 襲 はれる と、 立 

ち どころ に 城外の 山の 洞窟に 避難して しまう。 いは ゆる 穴居 生活で 今日 迄 特殊の 下層 民の みがし お 

てゐた 穴居 生活が いまや 延 安一 帶の 全民衆、 全 機 關に行 はれて ゐる。 それが ために 從來 山肌に 點 

. ^して ゐた 洞窟が ほとんど 隙 がない くらいに 急造せられ、 しかも その 中に 學校、 病院、 クラブ、 

各 官衙等 も 設けられて、 相當 大げさな ものである。 延 安の 町に 似合し からす、 附近 は 山に 圍 まれ 

風景 絶佳、 洞窟との 對 照が 非常に 奇妙で ある。 最も 目立つ もの は、 共産軍の 訓練で 政治、 文化の 

解說 的な も の を 中心 として ゐる もの はもち ろん であるが、 最近 で は 盛ん に 日本語 敎育を や つ て ゐ 

る。 これ は 遊擊戰 術の 一つで 日本軍の 歩哨 線 突破、 あるひ は 後方 攪亂に は 日本語 を 知らねば とい 

ふの が 日本語 敎育を 始めた 動機で ある。 御大の 毛澤東 もこの 講座に 顏を 出す 事 も あると 學 生の 一 


人 は 私に 話して くれた。 敎育は 共 產大學 を 中心に、 その他 下級 舉 校に 至る まで、 徹底的な 抗戰意 

識の 培養 を 目的と して、 學生も 兵隊 も 毎朝の 起床、 食事、 就寢の m 課に 愛國 抗日 歌 を高唱 する。 

その他 演劇、 音樂、 緣畫に 至る まです ベて 抗日 宣傳 以外の もの は絶對 的に 許されない。 新聞 も 九 

九パ ー セントまで 共產 思想の 培養 を 目的と して、 戰爭も 負けた 記事 は 一切 許されぬ。 ピンから キ 

リ まで 抗戰 なの だ。 重 慶で蔣 政府の 徹底的 言論 統制の 赏相を 見た 私も延 安に 來て共 產黨の 赤 一 色 

に 染め上げられた 民衆 指導の 嚴 重さに は、 唯もう 驚く の 外なかった。 郊外の 洞窟から 通って 來る 

毛澤 東が 延 安の 洞 裔內 にある 赤十字 病院の 粗末な 一室で 粗末な 綿 服 を 着て 指揮棒 を 振る い、 この 

邊區の 民衆 を 動かして ゆく 逞し さは、 支那 新興 赤色 勢力が 唯 ソ聯に 操られて ゐる といった 見方に - 

修正 を 施さねば ならぬ と考 へさせられる ものが あった。 邊 政府の 財政 狀態 は嚴 秘に附 されて ゐ 

るが、 共産軍 即ち 第八路 軍が 國民 政府から 月額 五十 五萬圓 の^ 費 を 支給され て ゐる事 は事實 であ 

り、 其 他 華條の 寄附 も ある 模様で 特に： 汗 EI さるべき は、 ゾ聯 ならびに 米國 からの 寄附で 共 產黨の . 

領袖 はこの 說を 否定して ゐ るが、 私の 探求した ところに よると 寄附 を 受けて ゐ る 事 は事實 であ 

る。 邊區 政府の 財政が どうにか 破産せ すに 賄って ゆけ るの は、 官吏なら びに 兵士の 係 給が 極度に 

低廉で、 衣食住、 その他、 物資 を 現地で 賄 ひ 得る ほか、 現金 給 興 は 月額 一圓から 最高 五圓に 過ぎ 


す、 農民から 徵收 した 食料で 政府の 諸 拂を濟 ませた 後、 なほ 殘 額が あれば これ を賣 却し、 收入を 

計って をり、 ！ i 區 政治の 中心 は 全く 農民の 人心 收攬 にある。 

また 共 產黨の 某 巨頭の 言に よると、 邊 iHil 政權 下で は 兵役 は强 制せす、 其 他重慶 政府の 命令で も， 

聊か も 資本主義の 色彩 を帶 びる もの は 飽くまで 担 結して 共産主義 政策 を 固持して 讓ら ない。 國民ー 

黨と 合作して ゐる といっても、 實は共 產黨が 如何に その 獨自の 立場に 立って ゐ るか ざ 察せられ 

る。 全く！ iti では 重慶 政府 は 全然 支配 權を 認められて ゐ ない の だ。 こ k に 赤色 首都の 特微が あ 

り、 重慶 政府が 敗 殘の姿 を 暴露した 曉、 共産軍が ソ聯の 支援 を 得て 脚光 を 浴びて 躍り 出る もので 

ある ことが これ 等の 赏情 によって 容易に 窺 はれる ではない か」 云々。  ： 
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一、 發生 及び 組織  ， 

晋察 冀邊面 政府と は 何 か。 

共產 第八路 軍の 組織せ る晋 (山 西 省) 察 (察 哈爾 省) 冀 (河北 省) 三省に 跨る 人民 戰線的 政府 7^ 

を 指す。 彼等の 獨善 主義 は 三省の 全縣 を意圖 する ものであるが、 勇猛 菜敢 なる 皇軍の 討伐に よつ 2 

て 今や 大部分 は 占領せられ、 僅かに 山間部に 遁 入して 餘喘を 保つ に 過ぎぬ。 然し 執拗なる 遊撃戦 

爭は その 被 占據地 15! もな ほ 遊擊戰 場と 解釋 して ゐる 1^ 介な 代物で ある。 

同 政府 成立 は 一 九 三 七 年 十 一 月 十日、 河北 省阜 平に 於て 創立 大會を 開催せ るに 始る。 

當時 軍政 兩界の 代表 參集 する 者 百 五十 餘名、 國せ ハ兩黨 より 代表者 各 一名 を 派し、 大會 の 決議に 

より 抗日 民主的 臨時 政權を 樹立す るに 至った。  - 

當時 行政 IH^ 劃 は、 1 晋隶 北區、 2 察 南 1^、  3 冀西 1511、 4 冀中區 に 分ち 四十 ニ縣を 包含せ る もの 


であった。 晋 察冀缝 政府 は 共産 第 八 路軍を 中心に、 之に 土着 土匪、 國民黨 系 敗 殘兵を 一丸と し 

生誕した る ものにして、 同 政府 は、 西北 ソヴヱ ー ト iHil 政府の 一段 階 的 意義 を 有する も、 形式 上 は 

岡共合作の：：^地にょり本政府を蔣中央政府に直^^せしめ、 その 域 中 河北 省に 靨 する もの は 省 長 

鹿 鐘 麟 (國 民黨 系) の 監督 下に、 山 西 省 は閻錫 山の 監督 下に msl くの 二重 統治 制度 を 採った。 

政府の 机！！ は阈民 政府の 省 政府 組織 法に 則りた る ものにして、 主席 宋劭 文の 下に 行政 委員 會を 

き 九 名の 委員 あり。 

二 ヶ月 一回、 邊 15! 代表者 大會を 召集し、 邊區 會議 を^ 催して 軍政に 關 する 最高 指令 を 審議し、 CV! 

更に 民主政治の 赏現を 期す 爲各 村に 救 亡窒を 設置し、 民衆 文化の 啓發、 參政 能力の 向上 を圖 る。 - 

二、 政 肘の 財政、 經清 

一 、 財政 金融 

この基調は自給^！：足にょる。 また 遊 雞隊の 諸經費 は、 一切 邊 151! 政府の 支出に 統一され、 抗日 遊 

g 十戰に 全能力 を發 51: させる 爲、 一般 行政^ を 節約し、 公務員の 係 給 制" iii を 魔 止、 各自の 最俊 生活 

t: ハを^ 度と し、 最高 十八 圓を 支給した。 稅制 原則 は陕甘 寧邊區 政府と 異り、 從來 の租稅 制度 を 踏 


襲す る 一 方、 一 切の 地方 稅、 捐雜稅 を撤廢 す。 その 稅收 人の 主なる もの は、 

1 租稅收 人 は E 赋、 烟草、 酒、 印 花 等の 營業稅 を 始め、 新に 所得 稅、 遺産 稅 あり。 

2 關稅 制度 を 設立し、 消耗品の 輸入 を 保護し、 必需品の 輸出に 對 して 禁止 的 重稅を 評す 

3 富豪 地主 を對 象と する 救國 公債 を發 行す。  • 

4 「漢奸 財 產處现 法」 を 公布し、 その 財産 を 沒收す 

5 郵政 局 を 設置し 臨時 郵票 を發 行し 一部の 財源 ふす。  、 

政府の 財政 狀態は 支出 總 額に 對し收 入 その 約 半に して 夥しき 不均衡 を來 し、 主として 救國 公債 Co. 

の强 制に よって これ を補塌 する の 緊迫 さで ある。  2 

政府 は旣 述邊區 銀行 を 設立して 各 縣に發 行し ありし 土 票 を回收 し、 同 銀行 鈔票 を發 行して ゐ る. 

が、 回收 極めて 遲々 にして 困難の 現狀 にある。 

二、 經濟 政策  ， 

政府の 經濟 政策 は 四散せ る 農民 を 迅速に 安 集せ しめ、 物的 資 村の 生産力 增 大の爲 農村 經濟 の復 

興 を 第一義と して ゐる。 且つ 物資の 缺乏に 喘ぎつ. ある 現狀に 於て、 物資の 自由なる 移動 を緊念 

事と なし、 擾1511內に於ける^11由貿易を提唱し、 更に 對外 貿易 を 厳重 取締る。 かくて 貿 H 勿 統制の 必. 


要 上 各地に 貿易 局 を 設立して ゐる。 

三、 民衆 運動と 敎育 

民衆 運動の 方針  . 一 

我 軍が 徐州 作戰 準備に ありて 後方の 稀薄なる に乘 じ、 山 西 五臺を 中心とせる 第八路 軍に より、 

急速に 民衆 遝動を 展開し 來っ たもので、 「抗日 は 一切より 高し」 「一切 は 抗日 救國 の爲」 と 煽動 

し、 就中 山 西 省 東北 部各縣 著しき ものが あった。 後 漸次 河北 省 西部 地方へ 進展した る も 皇軍の 擊 ；4 

減す ると ころと なり 終媳 の現狀 にある。 その 組織 別 は 農民 救 國會、 靑年救 國會、 工人 救 國會、 婦 

女 救 闕會等 あり、 別 稿 「民衆 運動の 展開」 にて 旣述の 通りで ある。 

敎 育 

邊 iHi の 軍事的 餘部 養成の 目的に て 「軍政 學校」 を 中央に、 「軍事 舉校」 r 敎！^ 隊」 を 地方に 設 i 

立した。 .  一 

また 民衆 運動 及び 政治 指導の 幹部 養成の 目的に て 「行政 員 訓練 班」 「民衆 榦部 訓練 班」 「農民 

轮部 訓練 班」 「自衛隊 幹部 訓練 班」 を 設立した。 しかして 文化 工作 目下の 主點 は、 啓蒙 的 文化 


工作に ある。 

四、 落 曰 夢の 政府 

かくて 共産軍の 自稱 する 晋察 冀邊 15! 政府 は 何 處へ往 く！ 精鋭 我が 皇軍 討伐の 前に 放棄 か、 潰 

滅か、 遁直 か、 彼等の たどる 運命 や 何處。 

1 九 三 八 年 十 一 月 十日 發 行の 政府 機關羝 r!f. 報」 の 社説に r 晋察 冀邊區 政府 成立 一 週 年 を 慶祝 

す」 の 記事 は 氣息奄 々たる 中に も、 落日の 夢 をつな いで ゐる。 

「去 歳 太 原の 陷落 以後 我 軍の 不利なる 情勢 繼鑌 せられた る 時、 聶榮錄 司令 及び 二 千餘萬 民衆 は不 

妥協、 不退 却の 華北 抗戰 最高 原則 を 支持し、 偉大なる 晋 察冀邊 H 政府 を 樹立せ り。 

しかして 不同なる 信仰、 宗敎、 黨派、 階歷は 同一 目的の 下に 抗日 救 亡 四十 餘縣 百餘 名の ェ農商 

擧 軍政 喇嘛 代表 ー齊に 熱狂し、 中央政府の 正確なる 領 導の 下に、 抗日 民族 統一 戰 線の 政 權 たる 晋 

察冀邊 政府 を產 生せ り。 

過去に 於け る 全邊夏 軍政 民 一致の 勇敢なる 奮闘と、 晋 察冀邊 S の 成立 は、 華北 抗日 根據地 ；壘 

となり、 敵 人占據 15^ 域の 後方に 於て 華北 民衆の 奮 戰を領 導し、 國際 上に 於て は 華北の 廣大 なる 領 


土 及 民衆 は中國 政府 ss^ 隊の領 導 下に ありて、 日本と 勇敢なる 戰鬪 の繼績 しある こと を證 明す。 軍 

事 上に 於て は廣大 なる 人民 武装 英勇 部隊 を發展 し、 全 lil の 遊 擊戰爭 を 發展し 且つ 堅持し、 直接に 

は 平 律濟保 (*|«^ 夭 津、 濟南、 保定) に 脅威 を與 へ、 更に 進んで 直接 或は 間接に 冀 東と 東北 民 

衆の 反 日英 勇鬪爭 を 援助せ り。 

政治 上に 於て は 敵 人の 偽 組織 を 崩壊し、 全 IH^ の 人力、 財力、 物 力 を 確保し、 更に 晋察 冀邊 IH^ 政 

府、 冀中 政治 主任 公署 等 抗日 政 權の具 體的實 現により、 全 環 直 の經濟 建設の 初歩 基礎 を 安定し、 

畏期 抗戰に 於け る 人力、 物 力、 財力の 堅固なる 保障 をな す。  6 

今日 敵 人 は計畫 的我邊 iHil の 進攻 を 開始す、 我 廣州武 漢の自 發的撒 退 は、 戰局 をして 更に 艱苦 殘 2 

酷 的 段階 を 展開せ り、 我等 は 此の 全面 抗戰上 偉大なる 意義 を 有する 晋察 K 邊 iHil 成立 一 週 年 記念 は、 

疑ふ處 なく 我等の 責任が、 戰 局の 殘酷 重大化す るに 從ひ、 益々 英勇鬪 爭的精 祌を强 調し、 最大 努 

力 を 以て 敵 人の 邊 區に對 する 圍攻 を粉碎 し、 全 邊展遊 擊戰爭 を 堅持し、 華北 抗日 根據 地を繁 固と 

し、 然して 全 澄 151： 民衆 は 今後 益々 熱烈に 認識し、 完成すべき 下記の 諸問題 あり。 

第一、 ハ. T 聯の 戰 成功 は 我 抗戰を 必勝たら しめ、 建國を 必然的に 成功せ しむる ものなる こと を 

信す。 二十 一 年 前蘇聯 は！： 外より 列 强國の 武装 干涉を 受け、 叉國內 にあり て は沙ね 一.1 政權 の紛爭 あ 


り、 此の 時に ありて 蘇聯の 全民衆 は 最大 努力 を 以て 長期の 艱苦 を 超へ、 一切の 惡魔を 打倒し 光明 

社會を 創造せ り。 現在 我等の 環境 こそ 實に 二十 一年 前の 蘇聯に 等しき ものな り、 故に 我全邊 iHil 民 

衆 は 百 折 不撓の 精祌を 以て 勇往 猛進し、 日本と 漢奸 及び 通 敵 土匪と 勇敢なる 闘爭を 開始し、 必勝 

建國の 目的 を 達成す る は蘇聯 國の歷 おが 之を證 明す。  、 . 

第二、 太平 的觀 念に 反對 し、 戰鬪 準備 を 強大す。 

我 邊區は 軍事上、 政治 上に 於て 國內 と國際 間に 莫大なる 影響と 作用 を與 へ、 敵 人に 對 して は 最 

大の 脅威と 打 擊を與 へたり。 此處に 於て 敵 は 何時 復響を 試みん とする かも 知れす、 過去に 於け る 7 

幾多の 戰鬪に 於て 敵 は 莫大なる 损失を 蒙り、 此次は 我 遷^に 對し旣 に 計畫的 進攻 を 11 始 せり。 我 , 

等 は 根本的に 敵の 我邊 m 圍攻 を粉碎 すべく、 太平 的 觀念を 廢し戰 時 覺醒を 提唱し、 切實 なる 政治 

的 宣傳を 以て 全邊 iHil 民衆 を發 動し、 人力、 物 力、 財力 上に 於け る 全面的 總 動員 を 行 ひ、 統一 領導 

と 指揮 下に ありて 敵 人の 進攻と 頑强 なる 鬪爭 をな し、 一切の 動搖、 妥協、 消極、 不 責任、 等の 不 

良 傾向 を 克服し、 备 民衆 圑體と 地方 軍政 當局 は、 更に 緊密なる 合作 を 行 ひ、 尙ほ 可能 なれば その 

舊來の 方式 を改變 し、 戰鬪 環境に 適合せ しむべし。 我等 全邊 151! 民衆の 努力 は、 必す邊 151! 外に 退出 

せし むる こと- 1 濯 信す。 


第三、 邊 iHil 遊 擊戰爭 の 堅持と、 華北 抗日 根 據地を 鞏固と する を 要す。 

抗戰の 前 鋒た る晋察 冀邊區 と冀中 一?i は、 更に 遊擊戰 爭發展 を獷大 し、 全！ ilHil 抗日 根 據地を 蒙 固 

擴大 し、 敵の 兵力 を 牽制し、 以て キ： 力作 戰を なすべし。  - 

晋察 S 邊 m 成立 一 週 年と 蘇 聯建國 二十 一 週 年 記念の 今日、 我等 は 謹んで 最高 領袖に 敬意 を 表 

す。 云 々o 


II、 國共兩 軍の 相剋 

一 、 相剋 激突の 眞因 

蔣介 石の 國民黨 系 軍と 共産軍と は 何故に 相剋し、 各地に 衝突し、 武力 を 交へ て血戰 する に 至つ 

たか。  9 

兩軍は 仇 敵視す る こと 第 一 次國共 合作に 破れて 以來旣 に 十 年。 それが 今 事 變勃發 と共に 第二次 2 

合作 を 結び、 昨日の 敵 は 今日の 友と なり、 兩軍は 我 軍に 對 して 共同 戰 線に 出で、 名 も 民族 統一 戰 

線な りと 稱し、 國共兩 軍 を 中心として 全國各 軍閥 軍隊 もこれ に 迎合した。 

しかし 國共雨 軍 は その. 王義 主張に 於て 元來黑 白に 等しく、 到底 相容れない。 國民黨 の 背景に 英 

國が あり、 共 產黨の 背景に ソヴ H 1 トの ある こと は 周知の 通りで あるが、 この 英國 とソヴ HI ト 

が 結ばざる 限り、 その 傀儡で ある 兩 軍が 眞に 結ぶ 现 由がない。 

事變 勃發當 初に 於て は 國共兩 軍 は 第二次 合作の 公表の 手前、 戰直を 相互に 分擔し 合って 宛も舊 


怨を放 せる かの 如く、 稍々 相尅が 薄らぐ かに 見えた。 然るに 連戰 連敗、 遂に 武漢三 鎭の失 落 は 

蔣介 石の 西南 遁 入と 共産軍の 西北 敗退との 現象 を呈 し、 且つ 長期に 亘る戰 鬪の結 菜は蔣 財政に 甚 

大な 破- 綻を來 す ことにな り、 共産軍と して いつまでも 蔣介石 を 頼みと して 軍資金の 援助 を 仰ぐ わ 

けに ゆかない。 勢 ひ 西北 赤色 地 H を 建設す る ことによって 自給自足 せざるを得ない。 その 爲には 

到底 物資の 貧弱な 陝西 省、 丁 省に 立籠る を 許さぬ。 山 西、 河北、 河南、 山 東 等の 華北の 各省に 遊 

ii- 地 151： を擴 大して、 そこから 物資 を 掠奪せ ねばならぬ 事態に 陷 つた。 然るに そこ は 多年に 亘る蔣 

介 石の 地盤で あり、 現に 國民黨 系 軍隊で ある、 山 西の 閻錫山 軍、 河北の 鹿鐘麟 軍、 山 東の 沈 鴻烈、 0 

石 友 三軍 等 を 初めと して 國民黨 軍隊が 居る。 鼓に 共産軍の 地盤 蠶 食に 對し、 これら 國民黨 軍隊と 2 

の 相； a が 激化し、 相互に 銑 火の 問に 見 ゆると いふ 結 某 を招來 した。 

抑 も 第二次 1： 共 合作に は 合作たら ざる 幾多の 矛盾が 包 <a されて ゐた。 先づ 遡って かの 第 一 ，^久 合 

作 は コミンテルン 得意の 戰術 たる 「殖民 地 革命の 原理」 に 基く ブル ジョァ 第三 黨の 利用で あり、 

公式 合作の 範嗜を 多く 出なかった。 當 時の 領袖 陳獨秀 はこの 問の 事情 を 次の 如く 說 明した。 

「巾 阔闽 usg は资產 階級 政黨 でな く、 各階 級の 聯合 政黨 であるから、 無産階級 は 同黨に 加入して 

これ を 改造し、 革命の 报進 力と すべきで あると した。 李 大釗、 張 國壽、 蔡和森 及び 余 は斷然 これ 


に反對 した。 现由 は國民 黨內に 於け る 聯合 は 階級 組織 を 混合し、 我等の 獨立 政策 を 牽制 するとい 

ふに あった。 マ ー リン はこれ に 對し中 國共產 黨はコ ミン テル ンの 決議に 服從 する や 否や を 以て 迫 

り、 我等 は 紀律 尊重の 爲に 止むな くこの 提議 を 容れ、 黨 員の 國民黨 加入 を 承認した」 

即ち 當時は 階級 鬪爭に 拘泥して 相當 異論が あつたの である。 然し 今回の 第二次 合作 は 中 國共產 

黨は 階級 鬪爭を 放棄し、 廣汎 なる 抗日 統一 戰線を 結成 せんとす る新戰 術に 基く もので、 これにつ 

き 共產黨 モスク ヮ 代表 陳紹禹 は、 

「コミンテルンが 第 七 次 大會を 準備し、 國際 情勢 を 詳細に 分析し つ k あった 時、 中 國共產 黨は反 

帝 統一 戰 線の 問 题を愼 重に 研究した 結 某、 民族 危機が 日毎に 深まりつ.^ ある 條件 下に 於て は、 偉 

大 なる 中國 民衆 を 總 動員して 決定的、 英雄的 抗日 闘爭を 遂行す る 2^ 外、 日本に 對 する 民族 革命 鬪 

爭に、 中國 全民衆 を 動員し 得る 方法 を 持たない と 確信す るに 至った」 と 述べて ゐる。 

かくて 中 國共產 黨は內 外の 情勢 變化 により、 階級 鬪爭と 民族 鬪爭 に對 する 解釋に 修正 を 加へ、 

遂に 統一 戰線戰 術に よる 以外、 黨 更生の 方法 を 持たない との 結論に 到達した。 この 共 產黨の 民族 

鬪爭 への 轉 向が、 國民黨 をして 左すべき か、 右すべき かの 岐路に 追 ひ 込み、 遂に 第二次 合作への 

逢 を 開いた ので あり、 それ は 次の 如き 二つの 特徵が ある。 


1、 共産軍 は國民 革命軍へ 改編され たが、 尙ほ獨 立 性 を 失って ゐ ない。 

二、 共 產黨は 階級 的 主張 は 撤回した が、 なほ 階級 的 立場 を 放棄せ す 「民主化」 を宣傳 目標と し 

てゐる こと。 

事變 前、 國民黨 の 地盤 は 江 西、 四川、 湖北、 湖南、 廣東、 廣西、 雲 南、 貴 州、 河北、 河南、 山 

東に 百 一り、 地主、 ブル ジョ アジ ー 及び 小市民 上曆 によって 支持され、 共 產黨の 地盤 は 山 西、 陕西、 

綏遠、 甘肅、 寧； 复、 四川 及び 湖北の 一部に あり、 農民、 小市民、 下層 インテリ ゲン ッァに 支持 さ 

れ來 つた。 旣 にして この 地盤と この 支持 階級， を異 にせる 上に 更に 事變後 に 現れた 兩黨 及び 兩 軍の 

和尅は 次の 如く 續 けられて ゐる。 

二、 兩軍 相剋の 實狀 

0  .  c 国の 共産 黨に對 する 傳統的 敵視 態度 は 毫も 改められす、 共 產黨の 勢力 範 園の 中心た る 西 

安に 於て、 C  .  C 圑に 依る 「解放」 (共産 黨機關 紙) 發行 停止、 同社 職員 逮捕 事件 を 見た が、 そ 

れは 更に 發展 して、 同地に 於け る國 • 共兩黨 省黨部 衝突 事件と なった。 

この 事件に 於て 國民黨 部 (赏 -赏 的に は C  .  C 圑) は 「4i ハ產黨 は 末路 窮途 やむなく 抗日 を 藉り國 


民黨に 降伏 レ たので ある。 今日 以後 中國 共產黨 なる 組織 はなく、 否 其の 存在 は 許されない。 第 八. 

路 軍の 師長、 政治 指導員 等 は 國民黨 から 任命し なければ ならぬ」 と 主張し、 これに 對し、 共 產黨. 

部 は r 國民黨 部 は 抗日 戰線を 故意に 曲解し 救 亡 運動 を壓 迫して ゐる。 尙 ほ兩黨 合作 宣言 を も：^ 解 

して ゐる。 中國共 產黨は 嘗て その 組織の 取消し を 約束した こと はない」 と 主張して 兩々 相 讓らな 

かった。 結局 中央の 指令に よって 落着した が、 ともかく これが 合作 後に 於け る 第 丁 ズの兩 黨鬪爭 

であつ た。 

元 來陕西 省 西 安 は 蔣介石 の 地盤に して、 事 變前彼 は省內 物資 の 集散地た る 西 安の 商人と 結び 、 I 

これが 少 からぬ 國 庫の 收 入と なった。 然るに 陕西省 北部に 盤據 せる 共産軍 は蔣 軍の 手 簿に乘 じて W 

軍隊 を 派し、 西 安 を 完全に 掌握す るに 至った ものである。 

昭和 十三 年 一 月漢ロ CC 團の 機關紙 r 武漢 日報」 は 現在の 抗日 期間に 於て は、 戰線統 一 の 見地 

から 須 らく 國民黨 の 獨裁を 敢行す べしと いふ 主張 を連繽 的に 發 表し、 同時に 藍 衣 社の 機關紙 「掃 

蕩報」 は、 第八路 軍が 依然として 獨特の 系統 を 有し、 且つ 自ら 軍政 舉校 及び 新聞 經營を やって ゐ 

る こと を 指摘し 痛烈な 排擊を 加 へ た。 これ は 共產黨 側に 對し相 當な打 擊を與 へた もの. - ご とく、 

黨の總 帥 毛 澤東自 から 起って、 同 黨機關 紙 「新 華 日報」 紙上に 於いて 反駁 をな したが、 その後 數. 


日 を 出で. すして 新 華 日報 は 暴徒の ために 襲擊 され、 手 榴彈を 見舞 はれた、 これに 憤慨した 中共 領. 

袖 恩來は 

(ィ) 圑と藍 衣 社と が 事件 發 生前の 某日、 數 時間に S る 協議 をな し、 共 產黧の 急激な 膨脹. 

とその 民衆に 對 する 影響力 を 除去す るた め 何等かの 處 置に 出る 必要 ある こと。 

( 口  ) 中國ト C1 ッ キス トと同 一 行動 を 執る こと。 

(ハ) 共産 黨糾- 織の 合法的 存在、 及び その 公開 的 活動 を 禁止す る こと。 

(一一) 蒋介石、 { 木 子 文、 孔祥照 等と 共產黨 との 關係 を斷絕 せしめる こと。  4. 

を 決議した 事實 ある こと を蔣介 石に 對 して 指摘し、 右 は國共 合作の 趣旨に 反する ものであると さ 

主張した。 蒋介石 は 周の 要求 を 容れ、 Co 圑に 對し嚴 重な 訓戒 を與 へる と共に、 二月 十八 日 第 八 

路 革に 對 し感狀 を附與 し、 更に 十 W 日の 中央 擴大 記念 週に 於て、 公然と 第 八 路軍賞 譜の演 說を試 

みた。 事件 は蔣の 完全 讓歩 によって 解決した のであった。 

三月 中旬 陳獨秀 問題が 起った。 陳獨秀 は 人 も 知る 中國ト ツキ ストの 首領で、 事變 後に 蔣介石 

によって 轉 放され、 蔣の 保護の 下に 漢 口で 論陣 を 張り、 ト B ツキ ストの 立場から スタ ー リン 派攻. 

g ホを やって ゐ たが、 これに 對 して 中 國共產 黛 (即ち 中 國スタ ー リン 派) は元來 陳の釋 放から して 


氣に喰 はない ので 盛ん に陳 は漢奸 なりとの デ マ を 撒布した も の だ。 とこ ろが 國民黨 側の 論客^ 怫 

海、 陶 希望、 傳汝霖 等の 八 名 はこの 喧嘩 を 買って出て r 陳は 決して 漢奸 ではない、 支那の 文化に 貢 

献 する こと 犬なる 人物で ある」 との 趣旨の 公開 狀を 「大公 報」 「掃蕩 報」 に發 表した。 共 產黨側 も 

負けて 居す r 新 華 日報」 紙上で 之に 應 醜し、 陳 本人 も 「武漢 日報」 で辨 解した。 要するに 之は國 

民 常：； の トロツキスト 利用に 對 する 共產黨 (スタ ！• リン 派) の反對 とい ふ 實質を 持って ゐた。 

中 國 共產黨 創立 當 時からの 黨員 であり ィ ン テリ ゲ ン ツイ ァ 及び 都市 勞働 者の 間に 信望 ある 張國 

燾 (もと ゾヴ H 1 ト 中央 執行 委 n 貝會副 主席) は 去る 叫 月 十七 日 附を以 つて、 突如 中 國共產 黛から 

除名され、 十八 日 附新華 日報 紙上で 黨籍 解除 宣言が 發 表された。 その 表面の 现由 とされた の は、 

彼が 共産 黨には 無 斷で國 民黨と 通じ 策動した と いふので あった。 

三、 兩 軍の 交戰 情況 

然も 武漢陷 落後に 於け る 阈共兩 軍の 西南、 西北に よる 勢力 分割 は 益. -兩 軍の 相尅を 深から しむ 

るに 至った。  • 

まづ江 蘇、 浙江 方面に 遊擊 しつ.." あった 共産軍 中の 新 四 軍 は、 皇軍の 隴海線 及び 長江の 占據に 


よって 完全に 袋の 鼠と なり、 その 血路 を兑 出す 能 はすして、 專ら 同地 方の 國民黨 軍の 地盤 蠶 食に 

汲々 として 餘喘を 保ちつ，^ ある。 

新 四 軍が 軍費 食糧に 缺乏 すれば、 また 同地 方に 敗 殘の國 民 黨軍も 同様で あると ころから、 勢 ひ 

各 村落 を 自己の 勢力 圈內に 入れる ことによって、 村民からの t: 取に よる 軍費の 調達 を企圖 し、 兩 

軍 は これら 民衆 爭 奪に 同志 打 的 血戰を 演じて ゐる。 また 山 西、 河北、 山 東、 河南 省 方面に 於て は、 

第八路 軍が 敗殘 部隊なる 國民黨 軍 を 常に リ ー ドし、 山 西の 閻錫 山の 如き 名目 だけ は 山 西 省 長と し 

て國民 政府の 認む ると ころなる も、 その 實は 見る も 哀れな 凋落 振で、 兵員 は 極度に 減少し、 疲勞 6 

困憊し、 殆ど 戰意 無く、 唯々 諾々 として 第八路 軍の 命に 服して ゐ るが、 閻 麾下 軍隊 はこれ を 潔と 2 

せす 出先 軍隊 は 相互に 銃火の 間に 見えて ゐる。 . 

偽 河北 省 長 鹿 鐘 麟軍は 1: 民 政府よりの 軍資金 輸送が 杜絶した ところから、 八路 軍の 地盤 蠶食を 

心よ しとせ す、 到る ところに 民家よりの 掠奪 をめ ぐって 雨 軍 同志 打 を 演じて ゐ るが、 彼の 當 面の 

敵 は八路 軍の 呂正 操で ある。 兩 者の 反目 確執 は 激化し つ k ある。 

元 山 東 省の 山 問に 螨 居して ゐた石 友 三軍 は、 政治 イデ ォ ct ギ ー に 於て 國粹派 多數を 占めて ゐる 

關係 上、 主義 主張の 上に 於て 共産軍と 到底 相容れ す、 兩軍は 犬猿の 間で あり、 石 友 三軍が 皇軍に 


急追され て、 八路 軍の 勢力 圈內に 人る 毎に 入城 を拒絕 され、 兩軍 血の 雨 を 降らす こと 屢 次に 及ん 

でゐ る。  - 

華北に 於け る 國共兩 軍の 斯の 如き 相尅 激化 は 蔣介石 を 激怒せ しめ、 途に 四月 初旬、 彼 は 左の 如 

き 指令 を發 したと いはれ る。  . 

1 、 山 東 及び 河北に 遊擊 中の 第 八 路軍は 朱德の 指揮 を脫し 鹿鏡麟 若く は 沈鴻烈 に隸篇 すべし。 

二、 陝西 南部の 第 八路軍 及び 甘肅 省の 第 八 路軍は 山 西 叉 は 狭 西北 部の 第二 戰區に 移動すべし。 

三、 第 八 路軍は 地方の 支那 政治 機關と 絕對に 衝突す る を 許さす。 

これに よれば 八 路軍は 完全に 地盤 を封ぜ られ、 山 西 及び 陕西 北部に のみ 制限 さ れ たこ とに な 

り、 この 地盤 協定の 問題 は 今後に 於て、 國共兩 軍 を 如何なる 狀 態に 置く か 頗る 興味 ある 問題で あ 


三、 支那 剿 共戰略 

第一章 序 

一九二 七 年 十二 e: 以後、 都市に 於け る 活動の 基礎 を 全く 喪失した 中國 共產黨 は、 其の 工作 方針 

を €2村 社 食 〈向け 江 西 部 を 中心に 廣载、 福 建、 湖南の 省 境地 方に 紅 軍の 整備 を 行 ひ、 ソヴ H  ^ 

.1 ト 151! 域の 建設 を爲 さむと 試みた。 然も 斯 かる 中 國共 產黨の 工作 は 南京 政府の 北 伐 遂行、 對內軍 

sii^-s- の問斷 なき 連續 等々 に惠 まれて 成功し、 前記 W 省に 百 一る 廣大 なる ソヴ H 1 ト 廣 域、 一 〇 萬 

を 超える 紅 軍の 結成が なった。 更に 浙江、 安徽、 湖北、 河南、 陕西、 w 川の 諸 省に も ソヴヱ ー ト 

Ini: 域 及び 紅 軍が 發 生し、 遂に 一 九 三 一 年 十 一 月 七日 ( n シャ 革命 記念日) 江 西省瑞 金に ソヴ H 1 

ト 中央 臨時政府が 樹立され、 同時に 第一 回 全 國ソヴ H 1 ト 代表 大會が 開催され、 毛澤東 をして、 

「今や 支那に は ニッの 政府が ある。 一は 南京の 資本主義 的政權 であり、 一は 瑞 金の 我が 政權 であ 

る」 と 一索 語せ しめた。 


本來 支那 本部の 地形 は、 中央に 揚子江の 流域が あり、 こ k に 全人 口の 半で ある 二 億の 住民 を 有 

し、 經濟 資源 及び 新興 產 業の 大部分が 集中され て 居る。 之に 對し 北支 は 一億の 人口 を 有する も 北 

支 荒凉の 地で 資源 貧弱で あり、 南方 は 土地 豐饒 なる も狹 隙に して 人口 四、 五 千 萬に 過ぎない。 從 

つて 北支 も 南支 も、 ともに 中支に 抗 する 力なく、 古來 中支に 據る もの は 夭 下 を 制する ことが 出來 

ると いはれ た。 

この 中支に 據 つて 地盤 擴 張に 努めた 共產黨 勢力 は、 實に蔣 介 石に とって は 侮るべからざる もの 

が ある。 こ k に 蔣介石 の 數次 に 亘る剿 匪 行動が 開始 された ので ある。 

第二 章 江 西 省 ゾヴヱ ー ト區內 の 情況 

中央 軍 第 一 八 師旅長 戴 岳の 發 表せる ソヴ H 1 ト區 域の 情況 は 次の 如く 記さる。 (原文に はソヴ 

ェ ー ト IB! を 匪區と 呼んで ゐる) 

一 ソヴ H 1 ト區域 內には 厳密なる 組 織 が ある。 即ぁ 村に は 村ソヴ H 1 ト 政府、 鄕 には鄕 ソヴェ 

!■ ト 政府、 15! に は 區ゾヴ ェ ー ト 政府が ある。 その I 赤色 ェ會、 農民 協會、 婦女 工作 運動 委員 會， 

少年 先鋒 隊、 童子 圑、 互濟會 等々 が あり 老幼 男女 を 論ぜす、 總て 訓練 を 受け 工作の 分擔が ある。 


そして ル？ くも 杆反 抵抗す る もの あれば 直に 殺害 せられる。 爲に區 域內の 人民 は否應 なしに ソヴ 

ェ ー ト の爲に 苦役 援助 をし なければ ならない。  . 

二 農民 は 技 標隊を 組織し、 日夜 山上に 在って 見張り をし、 通行人 を嚴 重に 撿木ュ する。 即ち 赤軍. 

乃至 ソヴ ヱ ー ト 政府の 逋行證 がなければ、 直に 之 を 捕へ て 鄕ソヴ H 1 ト 或は 區ソヴ H I ト 政府 

に 拘引し、 一度 白 軍の 通過 を 知る と發砲 或は 發火 信號 をす る。 

一 方 山側に は 潜行 斥候 を 出して 白 軍の 軍情 を 偵察し、 一 旦開戰 の 際 は 紅 軍に 從 つて 戰鬪 し、 

或は 歩哨、 通信 聯絡、 道 案內、 軍夫、 死傷 兵の 運搬 等に 當り、 叉 選ばれて 赤 衛隊に 編 人され る り 

の も ある。 

老年の 男子 女子 は 或は 密偵の 爲 派遣され、 或は 自宅に あって 白 軍の 行動 を 監視させる。 軍隊 

通過の 際、 彼等 老幼が 門口に 出で 白 軍 部隊の 通過 を 望見して ゐ るの は、 多く は 此の 使命 を 持つ 

てゐ る。 少年 は 少年 先鋒 隊に 編入され、 嚴 格なる 訓練が 施されて ゐ るし、 未成年の 童子 は 童子 

國に 編入され てゐ る。 

三 ソヴェ ー ト 村落に は總て 歩哨が 設けられ 絶えす 偵察 を 行 ふ。 一 たび 消息 を 得れば 晝夜 晴雨に 

拘らす 直に 報 する。 遠路の 場合 は 村と 村との 間を遞 送し、 危險の 場合 は ニ條の 道路 を擇 ぶた 


め 二十 四、 五 里の 行程 も 僅かに 二三 時 ii で傳 達出來 る。 

四 凡そ ソヴ H 1 ト 區 域の 村落に は、 山道 或は 路に必 す 哨舍を 設け、 歩哨 を 立てて ゐる。 i# 接 

白 軍の 通過 を兒 ると 直に 發砲 信號 をし、 村落の 老幼 Bi- 女 は 一家 殘らす 避難す る。 白 軍が 村落に 

著く とき は 誰 一人 居らす、 偶々 老幼が 殘 つて ゐても 彼等 は 何も 語らない。 其の 爲 消息 は 皆目 知 

れす、 紅 軍が 側面の 山中に 潜伏して ゐても 何等 知る ことが 出來 ない。 

五 ソ ヴェ， 'ト 區域內 農民の 所有 穀物 は 日常 所要の 外 は、 總 てソヴ H 1 ト 政府に 依て 保管して ゐ 

る。 一た び 白 軍襲來 の報傳 はる や、 之 等の 穀物 は總て 深山に 持ち運ぶ ので、 白 軍が 村落に 著く 

時 は 一粒の 米 すらな く、 微發 が出來 ないから 白 軍 は 糧食 を携帶 する の 不便 を感 する。 

六 ソヴ H 1- ト 附近の 鄕 村に 對 して は、 紅 軍 は 先 づ人を 派して 歸 順を勸 め、 歸 順に 際して それに 應 

する 場合に は、 其の 部落から ソヴ H 1 ト區 域に 人 を 出させて 訓練 を 施す。 相 當の期 經 過して 

から、 其の 一 部分 を 原 部落に 歸還 せしめて 一 切の 組 綠を行 はしめ る。 萬 一 歸順 をし ない 時 は 直 

に 遊撃隊 宣傳隊 を 派遣し 夜陰に 乘 じて 襲撃せ しめる、 そして 富者 はこれ を 捕へ て 殺し、 財 產を沒 

牧し 貧者に 分與 する。 かう して 宣傳 と壓 迫に 依て 歸順 せしめ、 歸順後 は 訓練 を 施して 村の ソヴ 

ヱ ー ト 化を圖 る。 之 等の 方法に よる 新 加入の 鄕 村に 對 して は 最も 注意 を 拂ひ宣 傳隊を 派遣す。 


七 m 合の 鄕 村に は 元來紙 織なる ものが なく、 且つ 財產 ある 者 は 紅 軍の 到 著 を 聞く や 風 を. つて 

逃亡す るから 何等の 抵抗 もない。 殘 つた 貧苦の 農民に 至って は 威嚇と 利 誘に より 直に 歸 順す マ"， > 

A 紅： 束と 戰 の 場合、 白 軍が ソヴ H 1 ト 151： 域に 達する と、 山林 地方に 於て は W 面 伏兵 を 敷いて 

襲 iV する。 Ins つ 白 軍 方面で は 情報が 得難い ので 此の 弱點 につけ 込む 紅 軍 は、 聲東擊 西、 避强擊 

01、 偶々 强 敵に 遭へば 分散 之 を 避け、 弱敵 を 兒れば 兵力 を 集中して 攻雜 する。 

共産 黨の 行動 は總て 共産主義の 規範 外に 出ない。 換言すれば 共産、 王義 によって 總て の 行動が 規 

1£ される ので あ つ て k 刃く も 共産主義に 反對す る もの は總て 彼等の 敵と して 鬪爭 排撃す る。 從 つて 

彼等に は 協 性がない。 然して 此の 非 妥協 性 は 時に 形を變 へて 非常な 殘虐 性を呈 し、 積極的な 行 

動と なって 現 はれる。 彼等に とって 味方で ない もの は、 總て 彼等の 敵で ある。 一度 敵に 對 する や 

彼等に は情现 も、 宗敎 も、 慈悲心 もな く、 只 兇暴の 限り を盡 す。 但し それ は 無産階級 者 や 中產階 

級 者に 對 して は 裏切 行爲ゃ 諜行爲 のない 限り 絕體 にない けれども、 國 民黨關 係の 軍閥 官僚 や、 

.资產 階級 者， に對 して は 頗る 非 人道的な 殘虐を 加へ る。 殊に 1: 民黨 及び 其の 系統に 屨 する 者に 對し 

では、 白色 テ n よって 從來 幾度と なく 痛 傷 を 負 はされ た 報復と して 極端で ある。 
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江 西 省の み にても この種 共産軍の 蠻 行に 噎れた 犠牲者 は、 非常な 數で 一九 三 一 年 五月 五日、 南 

京に 於て 召集され た國民 會議に 於て 國民黨 政府の 報 齿 書 は 之 を 語る。 

江 西せ に 於け る 損害 

虐殺され たもの  . 一八 六、 〇〇〇 名 

放逐され たる もの  二、 一  〇〇、〇〇〇 名 

家屋の 燒 かれた もの  一 〇〇、〇〇〇 戸 以上 

財産の 損失  六 五 〇、〇〇〇、〇〇〇 弗 (墨 銀) 

穀類の 損失 量  三 九、 〇〇〇、〇〇〇 擔 

第三 章 江 西 * に 於け る共资 軍の 軍備 

蔣介 石の 江 西 省 制 共 を 叙す 前に、 先づ 本省に 於け る 紅 軍の 軍備 並に 其の 配 §y に對 して 概觀 する。 

せハ產 軍の 兵力に 就て は 到底 正確に 之 を 知り 得ない。 其の 兵數の 如き は 時， -變 動が あって 一定し 

て 居ない。 こ に 兵力と いふ は 正規 紅 軍 を 指す ので あるが、 實 際に 於て 紅 軍の 兵力と いふ は 正規 

軍の みで はない。 何故ならば、 彼等 は 蘇 聯邦の 制度に 傲って 屯田兵 制度 を 用 ゐてゐ た 所 も あり、 

完全な 屯田兵と 迄 は 行かな くと も、 農民 動員の 必要から、 一旦 占領した 地方に 對し 一通りの 操 銃 
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射 確 法を敎 へ、 それ 等に 武器 を與 へ、 平素は 農業に 從 事せ しめつ- -、 白 軍の 來攻に 際して は 敵軍 

の 後方から 奇襲せ しめて、 偉大な 效 を收 めた 例も少 くない。 この種 農民 軍 を 始め 其の 他 外廓 組 

織の 戰鬪カ も 決して 輕視し 得ない。 

^隊の 種類 は 紅 軍 即ち 正規軍 を 主力部隊 とし、 其の 他に 赤 衛隊、 遊 擊隊、 守 望隊、 少年 先鋒 隊、 

特務 隊 等が ある。 

各隊の 任務 は それぞれ 異り、 正規軍に 協力し 其の ソヴ H 1 ト til 域の 扶殖に 努める。 左に 其の 主 

力 を爲す 正規軍に 就いて 述べる。 

正規軍 は 紅 軍と 呼ばれて 共產黨 軍の 主力 を爲 し、 一九二 八 年 以来の 永い 戰鬪 經歷を 有し、 今日 

の 支那 諸 軍隊 中 最も 精銳な 軍で、 蔣介石 直系の 中央 軍最鋭 部と 並稱 される。 國民 政府 は 今次の 支 

那事變 迄 は 之 を 共 匪と 呼んで 居た が、 それ は單 なる 匪賊 や バルチ サンの 集合で はない。 各種の 武 

器 •： 允 資し、 給與 待遇 も 一定して 居り、 軍事 並に 政治 敎育を 施されて、 ソヴ HI ト區の 保全 防衛に 

任じ、 逸んで は 新 151： 域の 征服と 其の 初期に 於け る 政治 工作 を 任務と した。 特に 江 西 省 は 中央 ソヴ 

HI ト 151! であり、 赤都瑞 金に はソヴ H  !■ ト 中央政府 主席 毛澤 東、 革命軍 事 委員 會、 王 席 朱德等 あり 

其の 整備せ る 正規軍 は實に 脅威す ベ き 勢力 を 保有 し た。 


江 西 省に 於け る國民 政府に 對抗す る 配 懾は次 の 通りで あつ た „ 


ィ 南部 (南 城、 南豐、 

邵武に 1 る ー帶) 


廣昌、 寧 都、 雩都、 瑞金、 會昌、 東 固、 興國 より 福 建 省 建 寧、 光澤、 


ま S 


第 一 軍圑 

主席 德 

政治 主任 

毛澤 


軍 名 

笫 三 軍 

第 四 軍 

第二  一  tsf 

第一 五 軍 

第二 〇軍 

第三 五 革 


黃 


長 

公 略 


羅炳輝 

李 振 同 

劉錢超 

T お 剛毅 


产 隨營學 校附屬 赤衞隊 


i ピ 二軍 圑 

彭德懷 


镇 六軍圑 

陳立東 


第五 軍 

第严 iPT 

第二 二軍 

f 第 六 軍 

九 軍 

第 一 〇 軍 


彭 德 懷 

現 英 

陳 毅 

黃 道 道 

伍 仲 豪 

稷岳彬 


ニ師 

ニ師 

二 


二 


成 

獨立旅 

獨立旅 

師 

以 上 


兵 員 

八、 〇〇0 

九、 〇〇〇 

六、 〇〇〇 

1 、 五 〇〇 

四、 〇〇〇 


毛澤 東の 幹部 訓練 機關 


三 

二 


？ 


八、 〇〇〇 

六、 〇〇〇 

三、 〇〇〇 

四、 〇〇〇 

四、 〇〇〇 

四、 〇〇〇 


装備 (銃〕 

五、 〇〇〇 

五、 〇〇〇 

三、 〇〇0 

1 、〇〇〇 

1 、四 〇〇 

六、 〇〇Q- 

六、 〇〇〇 

二、 〇〇〇 

一 、四 〇〇 

一、 三 〇〇 

1 、四 〇〇 
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^ 北部 (修 水、 銅 鼓より 湖南 省 境 太平 山 一 帶) 


笫 一 六 軍 

笫八軍 


孔荷寵 

李 燦 


第 七 師三師 

？ 


六、 〇〇0 

六、 〇〇〇 


1 、〇〇〇 

二、 〇〇〇 


五 〇〇 

、〇〇〇 


三、 〇〇〇 

六、 〇〇〇 


尸 西部 (遂 川、 寧 岡、 蓮 花、 湖東、 吉安、 永豐、 分宜の 一 帶) 

笫七軍 ■ 辛明瑞 

第二 〇軍 ， 曾炳春  ニ獨立 師ニ團 

-ー 東部 (磨 盤 山、 戈 陽、 貴溪、 水 南、 沙 村の ー帶) 

第一 〇 軍 同 建 平 四 國ニ隊 

豫備 第三 軍 曾 正 初  ？ 

以上 圖 表で 示した 總軍數 一 八 及び 毛澤 東の 隨營學 校 附屬赤 衛隊、 編成 師圑總 數ニ六 師ニ獨 立 旅 

圃 ニ隊、 總 兵員 數七 四、 〇〇〇、 装備 銃數 五一、 九 〇〇 の多 きに 達する。 勿論 以上 は 其の 概算で 

あって 正確な 數字を 知る ことが 出來 ない が、 以上で 江 西 省に 於け る 紅 軍 軍備 並に 配備 狀況の 一端 

を 知る ことが 出來 るで あらう。 


六、 〇〇o 

九 〇〇 


二、 〇〇〇 

三 〇〇 


6 

2 


お- 


共 逢 軍 討伐 經過 


蔣介石 の 共産軍 討伐 は 各 期 を 通 し て 次 の 如き 意義 を 有す。 

一 共産軍 は蔣介 石の 地盤で ある 中支那に 蟋踞 して ゐ るから、 其の 地盤 を 固める に は、 どうして 

も 之 を 除かねば ならない。 尙蔣介 石 は 財閥の 上に 立って ゐ るから、 其の 要求から も 討伐の 必要 

が あり、 次に 蔣介石 は 列國の 援助に よって 立って ゐ るから、 列 國對支 貿易の 中心た る 長江 一 帶 

を平穩 にす る爲 にも 必要であった。 

二 昭和 六 年に 滿洲 事變が 起った が、 蔣介石 は 武力 抗日 を 行 ふ 前に、 先づ 共産軍 を淸 掃して 置く 

必要 を 感じた。 從 つて 共産軍 を 討伐して 內を 纏めて 置く 期間、 日本に 對 して は 一面 抵抗、 一面 

交涉の 遷延 策 をと つた。 

三 共産軍 討伐 を 統一 の 手段に 利用し、 此の 機會に 極力 中央 軍の 兵力 を强大 にし、 其の 武装 を 整 

備 して 行く 上に 必要 を 感じた。 

斯くて 南京 政府の 赤色 勢力に 對す る 最初 の 組織的な 反擊 であつ た 一九二 七 年 四月 の 蔣介石 の ク 

1 デタ ー 以後、 支那 全土に 於て 激發 したと ころの 農民 暴動 中 に 急速 に漫延 しつ-. I あつ た中國 共産 

黨 及び 紅 軍に 對 する 南京 政府の 攻擊は 幾度と なく 繰 返された。 此の 討伐の 成 菜 如何の 問題 は 非常 

に 複雜な 問題 を 提起す る ものであるが、 此の 討伐 は 支那の 現實の 情勢 的 進展 及び 中阈紅 軍の 發展 


する に從 ひ、 其の 規模に 於ても その 性質に 於ても 各 期に 應 じて 多少の 變化、 發展を 見せて ゐる。 

然して 此の 期間 は 次の 第 一 期から 第三 期に 區 分され る。 

第 一 期 1: 民 政府 成立 ( 一 九 二 九 年— 民國 一 八 年) より 満洲 事變 直前 ( 一 九 三 一 年) 迄。 所謂 第 

1 次、 第二次、 第三 次の 討伐 期間。  . 

第二 期 滿洲、 上海 事變 の勃發 (一九 三 一、 二 年— 民國ニ 〇、 ニー  年) より 紅 軍西遷 (一九 三 四 

• 年 —民國 二三 年) 迄。 所謂 第 四 次、 第五 次の 討伐 期 問。 

第三 期 一 九 三 四 年末の 西 遷後、 共産軍の 北上と 關聯 して 所 IS  r 國防 政府」 叉 は 「抗日 聯合 軍」 ， - 

の 抗日 單ー戰 線 的新戰 術の 提出され た 時期で、 支那に 於け る 政治 情勢の 新たなる 時期に 於け る 2 

南京 政府と 紅 軍と の 關係及 び 其 の 討伐の 期間。 

右三 期の 中、 本 a に 於て は 專ら前 二者に 就いて 概說 する。 

第一 節 第一 次 討伐の 成果 

蔣介 石の ソヴ H 1 ト 廣 域 及び 紅 軍に 對 する 包圍 討伐 は 一九二 九 年 (民國 一八 年) に 始まる。 う ほ 

時蔣介 石の 南京 政府 は 討伐に 先立ち 三 箇月 を 以て 其の 計畫を 遂行す ろ豫定 であった。 始め^ 灘平 

をして 第一 八、 第五 〇、 第 一 二 及び 第一 三の w 箇師內 外の 兵力 を 以て ソヴ H 1 ト區に 向 はしめ 討 


伐に 當 らしめ たが、 內戰の 結 菜 第五 〇 並に 第一 二 兩師を 江 西 省より 退却させる の餘 儀な きに 至り 

僅かに 第一 八、 第一 三の 兩師 のみで、 江 西 省 を 守備した 爲、 前述の 如く 紅 軍 は 日々 擴 大した。 一 

九 三 〇 年 (民國 一九 年) の 末に 閻、 媽 討伐の 軍事が 一段落 を吿 げた 時には、 紅 軍 は旣に 南部の 數 

縣に 一旦って 其の 猛威 を 撮 ひつ. - あつ た。 

そこで 一 九 三 〇 年 (民國 一 九 年) 南京 政府 は 第五 〇、 第  一 二 兩師に 江 西 省 歸還を 命す ると 共に 

更に、 第一 七 師に江 西 出動 を 命令した。 其の 兵力 は 十 萬に 達し、 之 等は總 て魯雕 平の 指揮 下に 

かれた。 しかし 此の 討伐の 結 某 は吉安 附近の 諸縣を 克服した が、 第一 八 師は紅 軍 所在の 區域 に ， 

深く 入り込んだ 爲、 却って 紅 軍の 重 圍に陷 つて 全 減し、 師長 張 輝瓚、 は 捕虜と なり、 第五 〇 師も亦 么. 

大敗 を 喫して 其の 兵力の 過半 を 失 ひ、 第 一 次 討伐の 效 2^ は 何等 得る ところ^かった。 

第二 節 第二次 討伐の 成果 

江 西 省に 於け る 第 一 次 紅 軍 討伐に 完全なる 敗北 を 喫した 蔣介石 は、 次いで 一 切の 力量 を 集中 レ 

て 第二次 包圍 討伐 を計畫 する に 至った。 之 は 恰も 一 九 三 〇 年 (民國 一 九 年) 五月 五日に 開催 豫定 

の國民 會議の 承認 を 得る 爲、 五月 以前に 決定され たので ある。 今次の 討伐 は當然 ながら 第 一 次の そ 

れと 比較して 遙 かに 進歩して た。 其の 方略 は 次の 五 項であって、 尙ほ 此の際 蔣介石 は 「共 匪」 


を 「紅 匪」 と改稱 する に 至った。 

1 より 大規模に 毒ガス 彈 及び 凡ゆる 新銳 武器 を 利用す る。  . 

二 雜， 色 軍隊 を 利用して 第一 次 討伐に 蒙った 損害 を 補充す る。 

三 包圍の 陣形 を 利用して ソヴヱ ー ト廣域 及び 赤窜を 封鎖す る。 

W 一  切の 手段 を盡 して ソヴ H 1 ト 151： 域內に 於け る 反共 勢力 を 造成す る。 

五 挑發、 離 ii、 誘惑、 買收の 方法 を 以て 赤軍の 分裂 を 計る。 

以上で あり、 しかも 第一 次の 失敗の 結 31-、 紅 車 勢力が 豫想 外に 强大 なる を 知る と 同時に、 此の 

戰 a- の 敗因が 指揮の 不統一に あった こと を 察知し、 遂に 軍政部 長 何 應欽を 討伐軍 總 司令に 任命し 

た。 何 應欽は 二月 江 西 省に 赴き、 前任者が 輕々 に 深く 敵地へ 軍 を 進めて 失敗した 事實を 兄、 曾國 

^の ヂリ ヂリ戰 法に 舉び 地方 を 整理し、 各縣が 設立す る 保 衛圑の 召集 を 行 ふ 等、 著々 計 畫を實 行 

して 其の 成績 を 擧げ、 軍事 方面 も 亦 相當に 進展す ると ころ あつたが、 五月に 人って 廣東 政府 成立 

し、 南京 政府と 兩 廣の對 立が 表面化す るに 及んで、 紅 軍の 勢力 は 頓に强 化し、 孫 連 仲、 公 乗 落、 

王 金^ 等の 部隊 は相繼 いで 敗北し、 胡 師長 は 戰死を 遂げた。 即ち 蔣介 石の 第二次 紅 軍 討伐 は 共^. 

を 紅^と 改稱 したに 過ぎす、 H に慘 憎た る ものであった。 


工作 途上に 於て 蔣介石 は 勿論 平漢線 上に 於け ると 同様 大いに 毒ガス 彈 を擲げ 血の 洗禮的 政策 を 

K 行した。 全國 的に は 黄 公 略 や 彭德懷 が 白 軍に 寢 返った との 逆 宣傳を 散布した。 しかるに 孫 連 仲 

の 軍隊 は 叫 月 中に 江 西 省に 到 著し、 ソヴヱ ー ト jsil 域內數 箇所に 於け る 反共 暴動 を 煽動し、 之を援 

助した。 其の 成 菜 は 師圑長 岳 維峻は 赤軍の 爲に捕 はれ、 彼の 軍隊 は 全部 覆 減に 歸 した。 朝から 晚 

迄 總攻擊 だ、 包 圍攻擊 だ、 紅 匪 は 何々 方面に 逃亡した、 何々 方面の 紅 匪 は 殆んど 全滅した、 と {<丄 

宣傳 にこれ 努めた が、 併し 事 實は總 攻擊も 包 圍攻擊 も 其の 成績 は 頗る 微弱なる ものであった。 

第二次 包圍 討伐の 主要なる 失敗 原因 は、 討伐に 從事 する 兵士 達が 元來紅 軍と 戰 ふこと を 欲しな / 

かった ことで ある。 それ は 白 軍 兵士に 對 する 給養の 劣惡 であった ことに も歸 する が、 反 對に紅 軍 . 

は パンと 土地の 爲、 ソヴェ ー ト權 力の 爲、 勞働者 農民の 爲に鐵 の 組織、 鋼鐵の 武器と なって 居た 

ので ある。 勿論 紅 軍に 於ても 部分的 損害 は 蒙った。 叉 武器の 供給 も 非常に 缺 乏して 居た が、 しか 

し 討伐の 結 3^ 全體 的に は 何等の 打擊も 蒙らす、 却って 全軍の 結束 を强 固に する 結 栗を蕭 した。 

第三 節 第一 一一 次 討伐の 成果 

第二次 討伐の 失敗に より 軍事的 面目 を 失し、 延 いて 政治的 威信 を も 失墜した 蔣介 石は當 時の 情 

勢 上否應 なしに 第三 次の 討伐 を實 行せ ざる を 得なかった。 そこで 彼 は百パ ー セ ントの 可能性 を 利 


用し 三十 萬の 大軍を 動員して 江 西 省に 集中し 親しく 陣頭に 出馬して 紅 軍の 剿滅 を 誓った。 

此の 第三 次 討伐の 當 初に 於け る戰鬪 は、 討伐軍た る 南京 側に 頗る 有利に 見えた。 即ち 六月 十五 

日に は 南方より 攻擊 しつ あった 第 十九 路軍は 江 西 省 與國に 進出し、 同 十八 日に は 永く 彼等の 根 

據 地であった 吉安も 奪回され、 同 二十 二日に は 蔣介石 自ら 南昌 にあって 督戰 した。 斯くて 第三 次 

の 討伐 事業 も 當初は 非常に 好況に 見えた が、 戰鬪の 後半に 於て は 大勢 は 政府 軍に 不利と なり、 滿 

洲市 _ ^變勃 發の 直前に は旣に 此の 討伐 も 前 二回と 同様な 結 を窗 すべし と豫 想され た。 即ち 左翼 方 

面の 陳誠、 毛炳 文、 許祥の 各師は 殆んど 完全に 覆 減し、 中央の 上官 雲 相、 郝夢 齢の 各師も 亦同隨 2 

の 打擊を 蒙り、 超 31 の 第 六師も 重大な 損害 を 受けた。 尙 左翼 方面 も 陳銘樞 の 第五 路軍は 完全に 失 2 

敗し、 然して 一時 赤^の 手中より 占領せ る吉 安、 東國 等の 各重耍 都市 は 再び 紅 軍の 爲 奪回され る 

に 至った。 斯くて 三 箇月に W る 第三 次 討伐の 結果 は 紅 軍の 基本 勢力に 對し 何等の 動搖 すら 與 ふる 

ことなく、 却って 紅 取に 多大の 戰鬪經 験 を 得さし め、 其の 武力 を擴大 せしめる のみであった。 

IM 時に 此の 討伐の 結 Ei^ は國民 政府の 財政 はより 一 曆 危機に 陷り、 之に よって 蔣介石 は 遂に 紅 軍 

の 討伐 を斷 念す るの 已む なきに 至った。 且つ 蒋介石の 軍事的 威信、 政治的 勢力 は 益々 下り坂と な 

り、 彼 は 不本意に も廣東 政府との 妥協 すら 多大の 讓歩を 以てせねば ならなかった。 


1 方 紅 軍 方面 はどうで あつたか。 其の 基本的 兵力に 何等の 動搖を 起さなかった ばかりでなく、 

討伐軍の 睦鑌 たる 兵變 合流と によって、 却って 益々 兵力 を增 大し强 化した のであった。 

就中 第二 六 軍 孫 連 仲 魔 下 二 萬の 軍隊が 一纏めに 紅 軍に 投降 加 人した こと は、 白 軍に 對 する 1:5」 大 

な 打撃で あつたと 同時に、 紅 軍に とって は 思 ひもう けぬ 勢力の 增 大を齋 した。 之に 關 して 當時紅 

軍總 司令 朱德が 大要 次の 如き ステ ，トメ ン トを發 表して 居る。 

「全！； の 被 壓迫兵 農 兄弟 諸士 よ、 ソヴ H 1 トの 旗幟 は 江 西を眞 紅に 彩った。 紅 軍の 偉大なる 勝利 

は 全 國の兵 農 大衆 を覺醒 せしめた。 今や 孫 連 仲 軍 二 萬の 兵士 は 又も 紅 軍に 合流す るに 至った。 彼 - 

等 は 之に よって 國民黨 の 地獄より 脫 して、 ソヴ ヱ ー ト 革命の 赤軍 戰士 となった ので ある。. 兄弟 逹 „^ 

よ、 諸君が 帝國 主義の 支那 分割に 反對 し、 彼等が 吾等の 同胞 を 虐殺す る を 許し 得ない、 叉 吾等の 

妻女に 暴行 を 働く の を 許し 得ぬならば 直に 走って 紅 軍に 加 人せ よ。 そして 銃 を 取って 帝國 主義 國 

民黨に 向って 殂ひを 定めよ。 吾等の ス ガン はかう だ。 兵變を 起して 紅 軍に 加 人せ よ。 國民黨 

を 打倒し 帝國 主義 を 驅逐せ よ」 

尙民國 二 一年 (一 九 三 二 年) 一 月 九日 中國 共產黨 中央 委員 會の 採擇 せる 決議に 於て は 此の 三， 

に 一旦る 討伐の 結 某に ついて 次の 如く 述べて ゐる。 


「三回に 百 一る 對ソヴ H 1 ト區 域、 紅 進撃に 於て 國民黨 軍 閥 は 見事 粉碎 された。 紅 *m は 十五 師以 

上の 1： 民 軍を耀 破し 江 西 省 南部に 於て 二 萬の 小銃、 五 百 萬發の 小銃 彈、 百 五十 挺 以上の 機關 鋭と • 

二 萬 以上の 俘虜 を 獲た …… 」 

W 一  九 三 一 年 十 一 月に は瑞 金に 於て 第三 次 攻擊を 撃退した 機會 として、 多年の 懸案たり し全國 

ゾヴ H 1 ト大會 を 11 催し、 同大 會は 中華 ゾヴ H 1 'ト 臨時政府 を 樹立し 絶對 的に 勞働 者、 農民 大衆 

の 利益 を 目指す 法律 及び 對內、 對外 政策 を 決定した。 - 

叙 上の 如く 一 九 三 一 年 (民國 二 〇 年) 迄に 行 はれた 三次 討伐 は總て 上述の 如き 結 mi- に 終 つた... 

が、 此の 期間 は 固 共兩黨 合作の 崩濱 以後、 國共兩 黨の對 立が 漸次 激化した 時期で、 其の 內戰が 愈 . - 

效烈 ならむ とする 前哨と しての 時期であった。 

第 四 節 第 四 次 討伐の 成果 

滿洲 及び 上海 事件の 發生 以來、 中阈 民衆 は專ら 抗日 運動に 沒 頭し 各省の 匪 患に 對 して は 注意 を 

おる て來 た。 共の 各^に 於け る 紅：. の 活動 は (俭 々昂 じ、 年 中^人 流血の 恐怖すべき 事件が 發生 + 

し、 ゾヴ H 1 ト 151! 域 仕 民 は 言論 行動 を抑壓 され、 特に 其の 區 境界 地方の 住民 は、 國民黨 討伐軍 來 

れば 紅：. 去り、 其の 度 毎に 到る 處に 暴虐 殘 忍の K りを盡 し、 人民 は 之を訴 へる ところ もなければ 


叉 之に 對 して 辯^の 權利 もない。 

常時 何 應欽は 江 西 省の ソヴ H 1 ト lil 域 情況に 就いて 次の やうに 述べた。 

一 總 司令 兼 第一 軍圑總 指揮 は朱德 である。 周 志 現の 第三 軍、 林 彪の第 四 軍、 羅炳 輝の 第一 二軍. 

を 統轄し 其の 兵 數約三 萬、 小銃 一 萬數千 挺で 其の 他に 機關 銃、 追 擊砲を 有して 居る。 もと 南部 

の 零 都、 寧 都、 興 目 一 帶に &m 踞 して ゐ たが、 最近 福 建 省へ 流れ込ん でから 龍 岩、 漳州、 長 春、 ® 

沛、 東口、 南靖、 長 汀 等 各地 を 占領した。 彼等 は 殺人、 放火. 掠奪 等惡 として 爲 さざる 所な し。 

二 第三 軍 圑の總 指揮 は 彭德懷 である。 第 七 軍の 一、 二、 三、 四、 六、 九、 七 師約ー 萬餘を 統轄 5. 

し 小銃 七 千 を 有する。 

三 第五 軍 圑は李 振问の 部隊で ある。 もと 第二 六路 軍の 反軍で あるが 兵力 數千 位で ある。 

M 江 西 東北 部で は 鄒埼、 方 志 敏、. 邵式 平等の 紅 匪 ある も 其の 編成 I 號は 不明で ある。 約 四千 位 

で 銃 は 二 千餘を 持って ゐる。 江 西 省 鉛山縣 下の 紫溪 及び 撗峰、 德興、 樂 平等 各 縣 境の 磨 山、 

撗峯縣 下の 葛 源、 夏坊、 陽縣 下の 漆 鎭芳墩 一 帶 に蟠踮 して 居る。 

五 第一 六^の 孔荷寵 部隊 は三師 より 成る と 自ら 號稱 して 居る が K は 兵員 三千 位、 小 銑 千^に 過 

ぎない。 ； ^  •  ：  -  r …： , - i  ； ' ：  . ： 


六 其の 餘の紅 匪 は劉鐵 超、 伍 仲 豪、 周 建 平、 毛潭々 等々 各 獨立師 多く ある も 何れも 數百人 或は 

千餘 人に 過ぎない。 之 等の 撲滅 は 決して 困難で ない。 

以上 は 何 應欽の 江 西 省 紅匪觀 であるが、 事 實は從 前の 三次 討伐 以上の 勢力で ある こと は 確かで 

あった。  . 

第 四 次 討伐 は 一 九 三 二 年 (民國 二 一  年) 五月 末、 上海に 於け る 日 支停戰 協定の 締結と 前後して 

準備され た。 六月 九日 蔣介 石は廬 山に 贛脊 閩邊嵐 剿匪總 司令 何 應欽、 湖北 省 政府、 王 席 夏 斗 寅、 駐 

鄂綏靖 公署、 王 任 何 成滹、 江 西 省 政 倚 主席 熊 式 輝、 湖南 省 政府 主席 何 健、 第 十 軍長 徐 源泉、 第 十三 "お 

軍- 4^ 錢大 鈎、 第 十八 5sf 長 陳誠等 を 召 m 〈し 剿 共 會議を 開いた。 其の 會議に 於て 決定した る は 次の 如 

くで ある。 

1 肘 政 部 は六ハ 七月 雨 月に 百 一り 飼 共 工作に 對し 三千 五 百 萬 元 を 支出す る ことに 決し、 江 西 四百 

萬 元、 湖北 三百 萬 元、 河南、 安徵各 二百 五十 萬 元、 湖南 二百 萬 元の 割合にて 六月 末に 半額 を、 

殘額は 七月 末に 支拂 ふ。 •  - 

二 六月 末 迄に 剿 共 軍の 集中 を 行 ひ 七月 一 日より 總攻擊 を 開始す る。 

三 各 少„? の ss! 事 長官 は 軍事 委員長の 指揮 を 仰ぎ、 紅 軍の 狀？ 4 と 討 剿經過 を隨時 報告すべし。 


四 剿 匪 方針 左の 如し。 

ィ 自衛 圑の 擴張充 K 

口 剿 匪 義勇軍の 組織 

ハ 民衆の 武力 統一 

一一 匪區に 於け る 土地の 整理 

ホ 農村の 復與  - 

へ ， 避難民の 救濟  7 

ト 地方 政治の 整理  . 2 

チ 縣 長の 功績 を勵行 

リ 河南、 湖北、 安徽、 江 西、 湖南、 廣東、 福 建に 邊面 公路 を 建設し 二 大包圍 陣勢を 作る。 

銜 くて 第 四 次の 討伐に 參 加した 軍隊 は 八十 一箇 師、 二十 九 筒 旅、 三十 九 箇圑に 達し 其の 兵數六 

十三 萬 を 超えた。 然して 先づ 湖北、 安徽、 湖南 及び 江 西の 地方に 蟠踞す る 紅 軍に 主 耍な攻 擊が向 

けられた。 しかし 討伐の 開始され た當 初の 三 箇月 間 は 討伐軍の 士氣振 はす、 紅 軍に 投降す る もの 

續 出し、 一方 紅 軍 は 各地で 攻勢に 出て、 粤漢鐵 道 北 段、 南 昌には 幾度 か 危機が 傅 へられた。 蔣介 


石 は 極度に 興 〈れ 5 し、 各將領 に對し 退却 禁止 令 を發し 極力 哲：. ^した 結 架、 九月に 人って 討伐：. 5r の攻 

I：： ネは 漸次 好調 を迎 り、 中旬 洪湖 先づ 落ち 下旬 安徵 省の 金 家寨も 亦， お落した。 此の 爲紅軍 は 一部 中 

央區に 1 部 は 西北に 移動す るに 至った。 

之が， お 四 次 討伐の 總結 鬼で あるが、 武漢の 直接的 脅威 を 覆 減した ことに 於て 成功で あつたが、 

全 支 的に见 ると き は 之と いふ 效 rai- は擧ら なかった。 今次 討伐に 於て 先に 蔣介 石が 廬山 會議に 於て 

決定した 剿^ 案が 討伐に 對 して 重大な 役割 を 某した こと は 否めない が、 豫 期した 結 架 を擧げ な 

かった ことに は 理由が ある。 元 來右各 案 を 本格的に また 效 ral^ 的に 資 行しょう とする こと はいふべ ョ 

くして 決して 容 ：3,グ 、な ことで はない。 のみなら す 夫れ を實 行す る こと は 却って 地方 0、 民 を 虎げ る 結 2 

すら 來 たす。 それ は 何故か。 何事に よらす 軍閥の 爲す こと は 其の 名義の みが 人民の 爲で、 賞 際 は 

全く 彼等 自身の 利ハ 俭の爲 にある。 剿 匪 其の もの は 彼等 軍閥の 存立に 關 する 重大な 利益から 出發し 

て 居る。 彼等が 紅 軍 を 消 減しょう と 焦る の は 全く 其の 爲 であり、 nlj つ 剿 匪の 方策 を赏 施す るに も 

其の 經费は 主として 討伐の 爲駝 屯す る 地方から 微收 しょうと し IK 際に それ を やった。 其の 爲車隊 

の 地方 民 唐 待は赏 に i 可 酷 其 の ものであった。 剿 に對 する ： 傘 事费は 或は 剿 Mi 稅 或は 緩 捎と % ふ 

極 々の 名目に よって 地方 民から 微收 しょうと する。 剿 随 決議 を 一 々寶 施す ると すれば 地方 民 は 却 


つて 剿 匪 軍に 對 して 反感 を 高め 紅 軍 を 謳歌す る、 かう した 種々 の 原因に よって 第 四 次 討伐 は 第三 

次 討伐の 結 と 同様 紅 軍に 對 して 徒らに 新式の 武器 を 奪 はれ、 民衆 を 奪 はれ、 其の 勢力 を 益々 增 

大 せしめる ことにな つた。 

兹に蔣 介 石の 新たな 剿 匪 綱領が 樹立され 第五 次 討伐が S 行され るに 至る。 

第五 節 第五 次 討伐の 成果 

以上 四 次に 一旦る 剿 匪の 失敗 原因 を 綜合 反省して 蔣介石 は 新たな 獨創的 方略 を 樹立した。 即ち 「軍 

事 三分、 政治 七 分」 の 大方 針で ある。 兹に暫 らく 其の 大方 針の 分析 を 待ち 先づ 第五 次 討伐の 成 架 9 

つ 0 

について 概說 する。  2 

第五 次 討伐 は 全力 を 擧げて 江 西の 中央 ソヴ H 1 ト 15^ 域 を攻擊 した もので 戰鬪の 激烈 さに 於て 長 

さに 於て 未聞 Q もの あり、 前期、 後期に 亘 つて. 二 箇年繽 けられた。 

前期に 於け る 討伐軍 は 南昌、 福 建、 廣 東の 三方 面より 兵 を 進め、 福 建 方面で は 蔡廷揩 を 左路總 

指揮と し、 南昌 では 第 十一 軍長 陳誠を 中 路總^ 揮と し、 廣東 方面で は 余 漢謀を 右路總 指揮と し、 

蒋介石 自ら は 剿匪總 司令と して 采配を振 ひ廣 東の 陳濟棠 を 剿 匪 副司令に 任じた。 

斯くて 福 建 事件が 起る 迄 約 一 箇年 問、 經^ 封鎖の 線 を 堅め、 一 卞碉權 政策 を 採って 一尺 一尺 宛 


、ヂ リヂリ 攻め寄せて 行った が、 此の間 一進一退 猛烈な t ー鬪は 連日 績 けられ、 國民 政府の 發表 によ 

つても、 年初の ソヴ H 1 ト縣數 六 三に 對し 年末に は 六 八に 達し 五 縣の增 加 を 見せて 居る。 そして 

此の 前期 は 福 建 人民 政府の 成立、 それと 中華 ソヴ H  ト 政府との 妥協の 爲に福 建 方面の 討伐 戰線 

が濱 え、 經濟封 ® 線が 崩 澄して 決定的に 終焉した。  . 

しかし十；^1の兵を剿匪戰線から割ぃて 一 擧に福 建 革命 を粉碎 した 結 菜 は蔣介 石に とって は 有利 

であった。 

其の 一 は 福 建 省が 蔣介 石に 歸し 東路 剿匪戰 線が 活氣 を呈 して 來 たこと。  W 

其の ニは廣 東が 態度 を 改め、 剿 匪に 協力し 始めた こと。 

其の 三 は 何 健 の 南下に よ り 湖南 省 の 剿 匪 線が 充實 して 來た こ と。 

環境の 有利に 從 つて 剿^の 進行 は 著々 と 進められた。 

一 九 三 叫 年 (民國 二三 年) 初頭 最後の 剿 匪が 開始され た。 此の 討伐に 當 つて は 蒋介石 は 東西 南 

北の 叫路 より 包 圍攻擊 すべく 計 畫し東 路軍總 司令に 蔣鼎 文、 西 路に何 健、 南 路に陳 濟棠、 北路に 

顿祝问 を それぞれ 任命し 自ら は南昌 にあって 全軍 を督 察した。 特に 北方に は 動員し 得る 限りの 直 

系^の 精銳を 禁中し 經濟 封錯を 確保し、 碉 政策に よって ヂリ デリと 押し寄せた。 六月 迄に 中央 


ソヴ H 1 ト區 の北關 門た る 廣昌、 南關 門た る 門嶺、 東路 福 建の 連狨、 永 安、 建 寧 等 を 克服し、 

東北 ソヴ H 1 ト 151! に 於て は、 其の 首都 撗峰を 占領した。 其の 回復 地 を 表に 示せば 次の 如くで ある。 

區  間  ソヴ ェ ー ト縣数 一九 三 三年 初 同年 末  1 九 三 四 年 八月  - 

中央 區  二 五  一九  1 〇 

贛 東地區  七  六  二 

贛 鄂湘區  1 〇  七  三 

赣湘區  六  三  三 

紅 軍の 一般 方略 は廣 東に 對 して は 守勢 を 採り、 首都 瑞金を 死守すべく 東に 當る汀 州に 全力 を 集 

中し、 朱德 自ら 三 萬の 精兵 を 率ゐて 此處を 堅めた。 しかし 討伐軍の 剿 匪 陣營は 四方から ヂ リヂリ 2 

と 迫り 遂に 第 八 踨軍圑 方 志敏、 邵式 平等の 東北 區は 落ち 九 江 近傍の 彭澤、 南昌 方面に 遊擊 し、 第 

六軍圑 孔荷寵 並に 蔡會 文、 蕭克、 高 詠 生 等の 辑鄂 湘區は 根據地 小源陷 落後 瑞昌 ー帶に 遊撃し、 高 

詠 生の 如き は生擒 斬首され た。 李 夭 桂の 贛湘區 は內， の 結 菜 自滅し 去った。 

瑞金陷 落 1 . , 

ソヴ H 1 ト 中央 臨時政府が 瑞 金に 樹立され たる は 一 九 三 一 年 十 一 月 七日 即ち 十月革命 記念日で 

あった。 一九 三 四 年 十二月 七日 革命 記念 祝賀 會が瑞 金で 早朝から 開かれた。 が 其の 日の 午後 中央 


軍の 飛行機が 瑞 金の 上空に 現 はれて 爆撃 を 開始、 八日 は 紅 軍れ 手に よって 兵 工廠、 軍 官學校 等が 

燒 却され、 九日 夜に は 紅 軍 は 全部 退却した。 十日、 東路 軍の 第 十 師李默 庵 は 長駆して 瑞 金に 入城 

し、 第三 十六 師 尖. 希 嫌 は瑞金 南方 の ii 米 街 に 逃 出 し た。 

ゾヴ H 1 ト 支那の 首都と して 世界的に 名 を 知られた 瑞金も 新くて 中央 軍の 手に 克服せられ、 其 

處 に蝌踞 した 紅 軍 は 湖南 南部 を經て 西漸し、 新地 盤 を W 川に 求むべく 空前の 大西遷 を 展開す る こ 

ととな つた。 . 

第五 萆 紅 軍と 白 軍との 比較  i 

先づ紅 より 見た 白 革の 弱點を 掲げる (以下 何 應欽の 「剿 匪須 知」 の 一節に よる) 

一、 目前に 於け る 革命 段階 中に 於け る、 特に 土地 革命 過程 中に 於け る 敵 人の 本質が 軍閥、 官僚、 

资 本家、 地主、 蒙紳 及び ェ賊の 代表で ある こと は 彼等が 昨年 五月 南京で 召集した 國民會 議の構 

成に よって 表現され た。 故に 彼等 は 革命 (赤色) を鎭壓 する 爲、 勞 働者褒 民の 自由 を剝 奪す る 

J 所の 「約 法」 を 制定し 蔣介石 を 推戴して 南京 政府の 柱石に 祭り上げた。 然して 貧困なる 我等 勞 

攝者 農民 は ひたすら、 官僚、 軍閥、 地主、 豪紳、 資本家、 ェ賊 等々 一切の 剝奪者 を 除外す る 所 


めソヴ H 1 トェ 農兵 會議 に參 加し、 國民黨 の 反革命 統治 を 打倒して、 ソヴ HI ト政權 を 建立す 

る ことによって 始めて 我等 勞働者 農民 大衆の 眞の 解放と、 中國の 完全なる 獨立を 求める ことが 

出来る。 之に よって 我等 は 此の 時に 我等の 全 國ソヴ H 1 ト大 會を實 現して ソヴ H 1 ト 臨時政府 

を 建立し、 一 切の 法令 を 公布 せんとす る ものである。 (同大 會は 一 九 三 一 年 十 一 月 七日に M か 

れ 中央政府が 樹立され た) 

11、 前項に 述べた 社會 基礎 關係 によって 戰爭の 場合、 紅 軍 は廣汎 な勞働 者、 農民 大衆と 直接 乃至 

問 接に 一致 敵 人に 對抗 する もので、 然して 敵軍 は 只 地主、 豪紳、 資本家の 軍隊、 民圑、 商圑 (民 

圑は 農民 自衛 軍、 商圑は 商人の 自衛 軍 即ち 義勇 隊 である) を遝 用して 我々 に對 して 戰ふ。  2 

： 三、 敵軍 は 即ち 軍閥、 資本家、 地主、 豪紳 の車隊 である。 但し 其の 兵士の 構成 は 殆んど 全部 破産 

した 民で ある。 故に ルンべ ン 意識 を 養成す ると ころの 傭兵 制度の 中に 慮して ゐ るが、 然し 兵 

士は 特に 破産の 未だ 久しから ざる 兵士に あって は、 一度 給料 不渡りに 會ひ、 嚴 格なる 監視と 鞭 

打に 會ひ、 同時に ソヴ ヱ ー ト 方面の 土地 革命の 影響 を 受ける 時は少 くと も 紅 軍と 戰 ふこと を 欲 

しなくなる。 クーに 反し 紅 軍 は 勞働者 農民 大衆の 軍隊で ある。 其の 指揮者と 兵士の 構成 は 我等の 

： 希 通りに は 行かな くと も 之 を 白 軍に 比較す る 時 は、 確かに 勞働者 農民 及び 革命に 投じた 兵士 


達 を 以て 多數を 占めて ゐる。 然も 之 等の 指揮 員 及び 兵士 達 は 皆 政治 訓練 を 受け、 戰爭は 自己の 

利 の爲、 自己の 政 權の爲 である こと を 承知して ゐる。 

叫、 敵：. の 各派 軍閥の 軍隊 は 即ち 反 共産主義 ス n 1 ガンの 下に 聯合 運動して はをゐ るが、 然し 利 

害 11 係の 甚 しい 差異に より、 如何にして 連繫 せしめる か、 如何にして 上下 相 欺 かざらし める か、 

如何にして 武斷 的なら しめる かに 惱 まされ、 全く 崎形狀 態で ある。 之に 反して 紅 軍 指揮 員と 兵 

士は 革命の 要求に よって 結合す る ものである。 革命に 有利な こと は總て 上下 一 致して 切 實に執 

行す る。 

五、 交通 要具 ！— 船舶、 汽車、 電信の 類 11 は 現在 殆んど 敵 人の 手中に あり、 我等 はこれ を 利用 

する こと は 至って 少ない。 それに ソヴ H 1 ト 151! 域 は 相互に 隔絶し、 特に 不便と 困難 を覺 える。 

六、 敵 人 は 充分なる 武器、 被服、 糧称、 醫藥を 具有す る 陸、 空軍で ある。 紅 軍 は 未だ 成立の 歷史 

久しから す、 一切の 器物 はこれ を 敵 人に 仰いで ゐる。 

七、 敵、 m は 久しく 訓練 を經た 部隊で ある。 しかも 其の 指揮 人 村、 特に 軍事 技術の 人 村に 不足が な 

い。 紅お は 未 訓練の 農民で ある。 

八、 敵軍の 規律 は官 兵の 社會 背景に 矛盾が あるた め、 自覺 的に、 自發 的に 規律 を 遵守せ しめる こ 
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と は 困難で ある。 故に 長官の 嚴 酷なる 刑罰に よって 秩序 を 維持す るが、 兵 變を激 成す る 原因と. 

なる。 

紅 軍の 規律 は 革命 利器の 擁護に 屮 2 發 して ゐ るから 自然 自覺 的、 自發 的に 遵守され る。 然して 規 

律 違反の もの あれば それ は敎 育に 俟っ とする。 

九、 現在 紅 軍の 檀長は 主動的 地位 を 占め 敵 人の 意想外に 出て 猛襲 を 試みる。 但し 未だ 堅靱 性を缺 

く。 敵 人 は 被 動的 地位に 在り 且つ 勇 氣を缺 く、 但し 火力の 關係 により 頗る 持久 的で ある。 

1〇、 敵 人 は 兵士の 叛亂 逃亡 を 避ける 爲集圑 的 行動 を 採る。 紅 軍 は 分散 的 行動の 際 も 各個 兵士 は 

叛亂 逃亡の 憂がない。  i 

1 一、 敵軍 は晝 間の 戰鬪、 平地 戰鬪、 大力 戰鬪を 利と し、 紅 軍 は 夜間 戰鬪、 局地 戰鬪、 突 擊戰鬪 

を 有利と す。 

一 二、 敵軍 は 外線 作戰を 利と し、 主として 横隊 聯絡 を 以て 分 進 合 撃に 便し、 紅 軍 は 內線作 戰を採 

り、 主として 敵の 分離に 乘じ 有力なる 兵力 を轉 用して 敵 を 各個に 擊破 する。 

次に 白 軍より 觀た紅 軍の 弱點 はどう か。 

1 紅 軍 は殘暴 不正、 旣に國 民の 公敵で ある。 脅かされて 加入す る もの も 終に は 失敗 死亡に 歸 す- 


る を 覺り虛 心膽懷 である。 

二 常に 殺人、 逃亡、 恐怖の 中に 在り、 生活 狀態 頗る 困難の 爲 心情 常に 不安で ある。 

三 紅 軍に 加 人す る もの は 多く 强迫 による ものである。 故に 白 軍の 慰撫 宜しき を 得れば 容易に 反， 

省す る。 

N. 都市に 進入す る 能 はす 郵、 電の 消息 得難い ので 紅 軍 は 他の 方法に よる 聯絡 を爲 さねば ならぬ。. 

五 掠奪 も 長く はない、 富者 を 掠奪し 終った 後 は 平民 を も 掠奪し 農民の 憤激 甚だしい。 

六 彈藥 補充の 道な く 軍艦、 飛行機、 大砲 等 更に 得る ところない。 

七 白 軍の 爲 其の 根 據地を 追 はれる や 一切の 布置 は 動 搖を來 し、 其の 派出す る 所の 行 は歸隊 不可 ^ 

である。 一度 追 堵袂擊 に 遭へば 忽ち 消滅に 歸す。 故に 白 軍の 紅 軍に 對 して 最も 努力すべき もの 

は猶豫 のない 追擊 である。 

八 力 ある 部隊 を 以てせば 紅 軍 は惴々 として 不安に 驅られ 弱 點を衝 いて 出る こと も出來 ない。 即- 

ち-おく被 動の  地位に  らしめ て 置けば 終に  は 消滅す るに 至る。  故に 白 軍 は 常に 主動的 地位に あ. 

つて 努力 進攻せ ねばならない。 

九 小 部隊の 紅 軍 は 容易に 潜伏す るが 民圑の 組綠を 完備す る 時 は 彼等 も 身 を かくす 術がない。 1^- 


に 白 軍 は 偵察 を 充分に 行 ふとと もに 民團の 編成に 努力せ ねばならない。 

第 六 章 蔣介 石の 紅 軍 討伐に 對 する 注意事項 

紅 軍 討伐に 關し白 軍 方面が 如何に 細心な 注意 を拂っ たかは、 何應欽 始め 討伐に 向った 白 軍の 將 

軍 達が 自ら 其の 經驗と 研究の 結果 を 執筆した ことによ つても 判る。 殊に 剿 匪 前線に あって 督戰し 

て ゐた蔣 介 石 は 剿 匪 軍 將領を 集めて 陣中 訓話 をな した。 其の 戰略は 左の通り である。 

一 穩扎穩 打 主義  7 

二 經濟 封鎖 政策  ^ 

三 交通 政策 

四 對 遊擊戰 打破 

以上 四 項 は 即ち 蔣介 石の 「軍事 三分 政治 七 分」 政策から 發し たもので あるが、 次いで 剿 匪戰術 

の 原則に 就いて 左記 十 一 點を 注意して ゐる。 

1 靜を 以て 動 を 制する こと (以靜 制動)  ， 

二 拙 を 以て 巧 を 制する こと (以拙 制 巧) ， 


三 實を 以て 慮 を 撃つ こと (以實 擊虚)  , 

m 迂を 以て 直と なすこと (以 迂爲— 直 曲線 行動) 

五 獨 立作戰 

六 全力 決戰 

七 各種 工事に 注意す る こと。  C 

八 地 利 的戰法 (要 就 地 固 安)  一 

九 縱深 配備 作戰  .  ^ 

ー〇 遊 動 配備 作戰 

1 一 六 項 要務 

一 

(註 六 項と は 偵 探、 搜索、 替戒、 連絡、 掩護、 觀測 である)  ； 

尙何 應欽の 「剿 匪 須知」 の 一 編に は 次の 注意事項が 載せて ある。 

1 駐屯地 周圍の 形勢と 民心の 向背 は 白 軍 側に 於て 最も 之 を 明瞭に し、 ゾヴ HI ト廣內 に 於け る 一 

€w 民の 談話 は 決して 輕 信して はならぬ。  一 

1 一 駐屯地の 周 圍は須 らく 警戒し 緊急 舆合所 は豫め 決定し 置く こと。  一 


三 市街に 宿營 する 時 全部の 兵士 を 市街に 入れて はならぬ。 且つ 宿營 前に 於て 所の 先 選 をな 

し、 事 變の發 生に 鹿す る 用意 を 必要と す。 

然して ソヴ H 1- ト til 域內に 於て はなるべく 市街 宿 營は之 を 避ける こと。 

四 飲料水、 食糧 品 は必す 撿查を 施す こと。 

五 一定の 地點に 到達 すれば 駐屯の 長短に 拘ら す、 直に 防禦 線 等の 必要なる 工事 を 施し、 數日以 

上の 抵抗に 堪へ る やうに する こと。 

六 紅 軍 は總て 夜襲 を 行 ふので、 最も 沈 著なら ねばならぬ。 例へば 火事が 起きても 驚いて はなら ， 

ぬ。 放火に よる 擾亂は 彼等の 常套手段で あるから。  2 

七 駐屯地の 商店 及び 行商人 は 最も 注意 を拂 ひ撿查 せねば ならぬ。 

即ち 間諜 を 防ぐ ためで あるが 其の 際 人民の 惡感を 招かぬ ようする こと。 

八 駐屯地に 於て 軍夫 を徵發 して はならぬ。 

九 守備隊、 民圑 等の 援助 を 求め 剿 共 圑體を 組織せ ねばならぬ。 民衆の 慰撫 は 勿論、 脅かされて 

紅 軍 へ 加入した もの を 招致せ ねばならぬ。 

一 〇 歩哨 警備 は 特に 厳密なる を 要し、 通行人 は 撿木几 をせ ねばならぬ。 但し 侮辱して 民心 を 失す 


るが 如き は 禁物で ある。 

一 一 ソヴ HI ト！ il 內の 行軍 は 特に 注意し、 前後 側衛を 設け、 何れの 方面からの 紅 軍 襲 摩に も備 

へなければ ならぬ。 

ニー  ソヴ H 1 ト 15!: 內の 行軍に は 兵士 は 多量の 乾パ ンを 用意し、 其の 他の 携行 品 を 減少し なけれ 

ばなら ぬ。 即ち 落伍の 虞れ あるから だ。 

1 三 複雜 なる 地形 を 通過す る 時 は 紅 軍の 伏兵に 注意し、 聯絡 を遮斷 されざる やう 注意す る こと。 

一四 ソヴ H 1 ト IpM 行軍 時の 偵察に は 私服 を 用 ふる をよ しとす。 

一 五 戰鬪の 場合 は 正面の 兵力 を 過大に して はならぬ。 特に 正面の 深 入 を 愼み兩 翼と 後方 を 顧慮 

し、 且つ 襲 擊は兩 翼に よって 之 を 行 ひ、 つとめて 指揮者 を生擒 にせよ。 

1 六 散兵線の 側面に 偵察 を 派遣し、 叉 援隊、 豫備隊 の 側面 及び 後方に も 偵察 を 出さね^ ならぬ。 

1 七 豫備兵 は 之 を 全部 用ゐて はならぬ。 即ち 追擊に 至らざる まで は 全部 使用せ ざる を 原則と す。 

一 八 紅 軍の 配 は 其の 前線に は 必す銑 を 持たざる 赤 衛隊を 用 ゐてゐ る 故に、 たと へ 各方 面から • 

包圍 される とも 決して 之 を 恐れす、 弱點を 判斷し 然して 後 全力 を擧 げて戰 はねば ならぬ。 

1 九 紅.； af と 戰鬪の 場合 は靜 かに 行動 をな し、 或は 奇襲に よって 勝 を 制する やうに する こと。 
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之等微 に 入 り 細 にわた る 各種 剿 匪 注意 によって 蔣介石 は 其 の 多年の 縣案 たる 江 西 省 を 中心 と す 

るソヴ H 1 ト區の 潢減を 成し遂げ たので あるが、 次に 最も 重要なる 蔣介 石の 各 重要 對 策に 就いて 

撿 討しょう。 

第 七 章 蔣介石 江 西 省 共匪對 策の 總檢討 

r 從來共 匪 を 剿滅し 得 ざり し は、 我等の 武力 不足なる にあら す。 精神力 缺 除に 因る ものな り」 と 

は、 剿 共 各 軍師、 各 級 軍 官兩三 名より 成る 軍 官圑の 短期 軍事訓練 所 卒業式に 於て、 蔣介 石の なせ 了 

る 訓示の 冒頭 言で ある。 

誠に 蔣介 石の 討伐軍 は、 武力に 於て は 紅 軍に 何十 倍す ると も、 從來 から 芳ば しい 成功 を 擧げて 

ゐ ない 现由 は、 政治的、 精祌 的に 紅 軍に 劣って ゐ たからで ある。 其の 主なる ものの 第一 は 討伐軍 

內 部の 對 立で、 第二 は 土 著 民の 紅 軍への 應、 第三 は 討伐軍 內 に激發 する 兵變 である。 しかも 紅 

軍 は 其の 內部 機構に 軍事 部と 併行して 政治 部 を 設置、 諸般の 工作に 專 心して ゐた。 之 等の 爲に紅 

軍 は 其の 過少の 兵力に も拘ら す、 土 著 民衆の 支持が あっての み 遂行され 得 る 遊 擊戰法 を 巧みに 行 

使して 優勢な 討伐軍 を 奔命に 疲らせ 得た。 此の 爲 討伐軍の 戰法も 回數を 重ねる 度に 愼重 となり、 


軍事的 方面と ともに 政治的 方面の 工作に も 周到な 用意が 爲 された。 然も 蔣介 石は數 次に 百 一る 討伐- 

の 失敗 並に 紅 軍內部 機構に 鑑みて 剿 共の 要諦 は 軍事より 寧ろ 政治に 重き を 置かねば ならぬ とし、 

こ \ に 有名な 「軍事 三分、 政治 七 分」 のス ガン を 提唱す るに 至った。 其の 重要 根幹から 派生， 

した 討伐軍の 剿 匪 方策 は ( 一 ) 穩扎穩 打 主義、 (二) 公路 及び 碉堡の 建設、 (三) 經濟 封鎖、 (四) 其の 

他の 政治的 諸 工作 等々 であるが、 之 等の 戰法は 紅 軍の 本質的な 政治的 優越と 相 拮抗し、 討伐軍に. 

非常に 有利に 展開され たもので ある。 

第一 節 行政 的 統制 

先 づ企圖 された 行政 機關の 中央 集權 化と して は 各省 專員制 及び 省 政府の 各署 合議制 (委員 會) - 

である。 

各省 專員 制度 は 民國ニ 一年 八月 河北、 湖北、 安徽 三省 剿匪總 司令部に 於て 蔣介 石に より 樹立せ. 

られ た。 詳しく 言へば 行政 督察專 員 制度で ある。 同 制度の 成立と ともに 蔣介石 は 剿 匪 IhM 內 各省 行 

政 督察專 員 公署 組織 條令 並に 行政 督察專 員 公署 辨事 通則 を發 布し、 各省 面積、 地形、 戶ロ、 交通 

經濟 狀況、 人民の 習惯 等を參 酌して 一 省 を 若干 區に 分割し 各行 政 督察專 員 公署 を 設け、 專 員の 指 

や Jl^ により、 官吏の 綱紀 肅淸 を圖 ると ともに、 剿 共 政策の 樞 紐と なせる もので、 其の 規定 を 要約す- 


れば 左の 如し。 

一 有 匪、 無 匪、 遠近、 邊 境の 別な く 全 省 を分區 し、 凡て 之 等の iHi: 內は 官吏に よる 支配と 民衆 生 

活の 向上 を圖 り、 將來の 全省統 一 に 進む。 

二 監督 權の實 行 を 容易なら しめる ため、 專員體 制 は 威あって 畏れ しむべく、 禮 儀あって 之に 從 

はしめ る やうな 優良な ものと せねば ならぬ。 

三 專員は 駐在 地の 縣長を 兼ね、 他 縣長を 監督す ると 同時に 自ら 所屬縣 長の 模範と ならねば なら 

ぬ。  . 

四 專員は 駐在 地區の 保安 司令 を 兼ね 全區の 軍民 兩政を 司る。  が 

五 專員は 委員長 (蔣介 石) よりの 直接 任命に よって 派遣 せられる。 

以上 五 事項に よる 河北、 湖北、 安徽 三省の 專員 公署の 成立 以來 其の 效果は 次第に 顯 著に 表 はれ 

た。 

省 政府 各 環 合同 委員 會の 成立。 從來迄 省 政治、 縣 政治、 或は 省 縣の關 係 等が 非常に 複雜 して ゐ 

た。 其の 缺陷は 夙に 識者に よって 指摘され てゐ たが 次の 三點が 主な ものである。 

一 現行 制度 は 省 政府の 經 費が 極めて E 大 であるのに 拘ら す、 縣は 極めて 微少で 所， 謂 「頭重 脚輕」 


の 弊お る こと。  . 

二 各 11 處が倂 立し 各々 系統、 範圍 等の 紊亂 に陷り 全局 的 精神が 閑却され てゐ る。 

三 中央部 令 は 省の 廳處を 其の 直！ i 機關と 認めて 居り、 省 廳處は 叉 縣の局 科 を 其の 直腸 機 關と認 

めて ゐる。 然も 之 等 は 直接 文通し、 省 府と縣 府とは 相 衝突す る ことが 頗る 多かった 等， -。 

蔣介石 は 久しく 之が 徹底的 改革 を 行 はむ と 決心して ゐ たが 今次の 討匪 中、 河北、 江 西、 安徽、 

-江 蘇、 陕西、 甘肅の 各省 政府と 之が 對策を 研究し 遂に 次の 如き 六 原則 を 得た。 

1 徹底的な 各署の 合議に よる 委員 會の新 公署 を 作る こと。  ，t 

二 各 機關の 整備。 委員 食の、 外に 民事、 財政、 敎育、 建設の 四廳 及び 秘書、 保安 兩處 を設 く。 公 . ^一 

水利 局 等の 廳 に隸霸 せしめる。  ♦ 

三 各 n 處は省 委員 會に 抵觸 せざる 範圍內 に 於て 其の 直篇機 關に對 し、 廳 處 命令 を 酌量 發布 する 

外、 中央部 會及 び專員 縣" おへの 文通に 關 して は 主席 自ら 之 を 行 ふ。  一 

S 各 廳 處長は 省 政府に 對し 直接に 絶對的 責任 を 負 ふ。 省 政府と 各 廳處と 中央 各部 會は 互に 直接 一 

に 文通せ す。 

^ 省府 秘書 處は專 門 家 を 招聘し 車 情に よって は 參事を 置き 各專 員の 定員、 配置 を計畫 し、 各項 _ 


の 章 則、 法則 計 畫を審 木：： 一し、 各種 重要 問題の 撿 討に 參 加して 之 を 補助す る。 

六 省府 及び 各 廳處。 合議制に よって 節約され る费用 は縣政 iHil 費に 移入せ しめる。 

之に よって 行政 機關 の合现 化と 冗 村の 淘汰 を 行 ひ、 中央 築 櫂の 實を 擧げ n 匪 工作の 强行を 期せ 

むとした。  . 

然して 一 九 三 五 年 六月 行營 (蔣介 石の 陣營) は省府 合署辨 公法 大綱 を 制定し Is 區內の 河北、 

湖南、 安徽、 江 西、 福 建の 五 省に 實驗 的に 實 施した。  ， 

第二 節 穩扎穩 打-王 義  5 

蔣介 石の 採った 穩扎穩 打 主義-と は 其の 眞の 意義 は 溢れた る攻擊 精神と、 突擊の 企圖、 と 準備と 

を 有する 守勢で ある。 孫子の 所謂 「先爲 不可 勝 以待敵 之 可 勝」 或は 又曾國 藩の 所謂 「打 仗 不慌不 

忙、 先 求 穏當、 次求變 化」 の 意味で ある。 蔣介石 は 其の 剿 匪 策略の 訓話 中で 次の 如く 說 明した。 

rr お 扎穏打 主義と いふの は 何時 何處に 於ても、 行軍の 際で も 宿營の 際で も 更に 戰ふ 際で も、 一面 

に 於て 攻撃精神 を 有する とともに 一 面で は 細心に， 戒し 厳密に する ことで ある。 戰略的 意義から 

い へば 其の 時 其の 場所で 敵と 味方の 情？ 机 を^ 酌して 攻勢 防禦の 使 ひ 分け をせ ねばならぬ。 戰術上 

からい へば 攻守の 原則 は 現代の 戰 術に 從 へば 攻擊を 主と 爲 されて ゐ るが、 しかし 敵狀、 地^、 兵 


器 等 を 顧みす して 一概に 論す る こと はでき ない。 過去に 於て 中外の 戰術を 論す る ものが、 總て守 

備 を、. 玉と した 事に よっても 攻守 は 元來が 何れが 長所で あり 短所で あるか は 定め 難い。 故に 其の 時 

其の 場所 敵狀 如何によ つて 處置 宜しき を 得べき で 全然 守勢 を 捨てる やうな ことがあつ てはいけ な 

い。 今日の 中國 の國狀 からい へば 國 防に は 守勢の 戰略 こそ 甚だ 必要で ある。 故に 余 は 歩 ^操 

案 綱領 第 五條の 中に 下の 如き 規定 を 設けて 置いた —— 守勢 を 採る もの は 何時 にても 攻撃の 企圖と 

準備がなくて はならぬ 11 余 は 古今の 戰略を 研究し 今日の 中國の 情勢 を 斟酌した 結 栗 遂に 右の 如 

き 規定 を 設けねば ならぬ と覺 つた」。 要するに 穩扎穩 打 主義と は 急追せ す 深 人せ す、 或る 地點を § 

占領す ると それ をジッ タリ 堅め 取り返へ されぬ 工夫 をす る。 確實に 其の 地區が 堅った 後でな けれ 

ば 次の 地點の 攻撃に 移らない とい ふ戰 法で ある。 例へば 或る 一 地點を 占領す ると 直ぐ 其處 までの 

軍 ffl 道路 を 完成し、 其の 地の 周 園に 鞏固な 堡壘を 築いて 逆襲に 備へ ると いふ 方法で 結局 は 公路、 

礪 1 か： 及び 經 封銷、 網 等 を 一 歩 一 步確實 に 築き上げて 紅^に 乘 する 隙を與 へす、 長い 問 か. - つて 其 

の 優勢な 兵力に より 根滅 せむ とする 方法で ある。 それで 此の 穏扎穩 打 主義 は 以下に 兒る 諸方 策の 

根幹 を爲す ものと いへ る。 

第三 節 Si 堡 及び 公路の 建設 


過去に 於け る 國民黨 軍の 剿 匪 討伐 失敗の 原因 は 道路に よる 軍事的 輸送の 不完全の 爲、 大 軍を擁 

しながら 之 を 活用す る こと 不可能で 其の 動作 敏活 を缺 き、 紅 軍の 所謂 「避實 擊^」 (不意 打の 意) 

の 戰法を 撃破す る ことが 出來 なかった ことに 基いて ゐる。 之が 對策は 討伐軍 內に 於て 緊急な 重大 

問題と して 取り上げられ 遂に 碉堡 及び 公路の 建設に よる 穩扎穩 打 (ジリ ジリ戰 法と でもい ふか) 

なる 戰法を 生み出す に 至った。 此の 戰法 は回收 した ソヴ H 1 ト 直に 於て 積極的に 碉堡を 建設し、 

公路 (軍用 路) を 開設し、 民衆 を 動員して 剿 匪 工作に 全般的に 參加 せしめ、 共 產黨の 反抗の 可能 

性 を 絶滅し、 堅 實に徐 々に 政治 經濟の 立直し を圖ら むと する にある。 之 は 共產黨 及び 紅 軍 特有の / 

「避 實 擊虚」 の戰 法に 對抗 せむ とする ものであるが、 此の 穩扎 穩打戰 法の 基礎 を爲 す碉堡 及び 公 3 

路のニ 大政 策 は 次の 如く 施行され た。 

A 碉堡 政策 

碉堡 なる もの は專ら 十八 世紀の 戰 法に 使用せられ たもので、 現在の 科 學的戰 法に よる 攻撃に は 

勿論 堪へ 得べ くもない が、 現在の 支那 紅 軍に は 威力 ある 重砲の 極少 とい ふ戰鬪 力の 缺點を 利用 

して 敵に 莫大な 損害 を與へ 味方 を 利 するとい ふ 一 擧兩 得の 有 效な戰 術と して 討伐軍に 採用され 

た。 碉堡の 配置 は碉堡 線と 碉堡點 との 二種に 分 置され、 前者 は碉堡 による 防禦と 戰 線の 連絡に 


よって ソヴヱ ー ト 1§; を包圍 し、 紅 軍 をして、 一 步も其 の 線 を 超えし めない ようにし たもので あ 

る。 後者 は 後方の 道路の 要衝に 設けられ、 碉^ 樓 (見張り 臺と 銃丸と に 利用され る) 等 を 建築 

し 主として 防禦 的 使命 を帶 びて ゐ る。 

之 等の 碉堡 要塞の 種類 及び 構造 は 各 建築 村 料、 地形の 差異に よって 四 種に 別され る。 ^堡は 

石、 堡 は 土で、 碉樓は 木 村で 造られ 圩塞は 河の ほとりに 設けられた 要塞で ある。 主として 煉 

瓦 及び 石 を 多く 使用して ゐ るが 普通 之 等の 建設 を總稱 して 碉堡 政策と いって ゐる。 碉堡は 普通 

高さ 三 丈 位、 圆 筒形 叉 は 方形で 三階 乃至、 四 階に なって 居り、 各階に 流 眼が ある。 軍事 專門家 g 

の說 に據れ ば碉堡 一 座 を 兵 十 人 を 以て 守れば 歩兵 五 百 人に 相當 するとい ふ。 勿論 近代的 兵器の 

前に は 之 等の 碉擬は 何等 威力 を 持ち 得ないで あらう が、 比較的 貧弱に しか 装備され てゐ ない 紅 

軍に とって は、 此の 碉堡は 非常な 痛手であった。 紅 軍の 山 砲、 追擊 砲く らいで は 容易に 陷 落し 

得ない。 且つ 第 一 紅 軍に 占取 されても 討伐軍 側の 奪回 は 比較的 容易で あると いはれ てゐ る。 

ゾヴ H 1 ト 151： 域 を包圍 した 碉堡線 は 幾重に も 作られ、 江 西 省で は 約 三 段に 百 一って 形成され てゐ 

た。 其の 數は 最近まで 蕭克 軍の 根據 地であった 永新縣 のみで 三 二 九 座、 蓮 花 縣には 約 五 〇〇 

座、 一九 三 叫 年 何 健の 報吿 すると ころに よれば 湖北 省 南部より 廣東省 境に 達する 湖南、 江 西 省 


境； 帶には 約 七 千の 礪 ir 碉樓が あると。 少し 古い 統計で あるが、 江 西 省の みで も 三千 • を 數へ 

ると いはれ てゐ る。 

尙之 等の 外に 夭^^ を 利用した る ものに 關 (關隘 ) が あり、 河川 を 利用して 交通 を遮斷 する もの 

メ 

に +  (津 +) が ある。 

前後 幾 十回の 戰鬪に 於て 殆ど 破れた こと はない と稱 される 紅 軍 も、 此の 碉 線に 飛び込んで 包 

圍 された 時は慘 敗せ ざる を 得なかった。 特に 江 西 紅 軍の 戰鬪 史上に 唯一 の慘 敗と して 記録され 

て ゐる方 志敏の 失敗 は 誤って 此の 包圍 線に 飛び込んだ 爲 であると いはれ る。 

B 公路 政策 其の 他 

ま那の 道路の 劣惡に 就いては 旣に 定評が ある。 一 度 降雨 すれば 忽ち 泥濘 膝を沒 すると もい はれ 

るが 事實は 深い 處 一 丈餘に 達する もの 稀で はない。 特に 江 西 省 は 山地 及び 沼澤地 多く 險嶺崎 嶇 

として 起伏し 荻 蒲 至る所に 叢生し、 歩行 は 頗る 困難で 討伐軍の 戰鬪カ は 極度に 削減され た。 そ 

れに 鑑み 特に 道路の 建設が 重大視され るに 至り、 其の 結果 公路の 修築、 電話の 架設、 飛行場の 

建設が 採擇さ れ、 所謂 交通網 の 完成 に よ る 剿 共 工作の 促進 は 緊急 の 緊急 事 であった。 

從來は 僅に 南 5! だ鐵道 及び 贛 江の 水利が 交通に 利用され る 外、 何等 交通 具なる もの は 殆ど 存在し 
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なかった が、 此の 公路 政策 は 次第に 實 施されて 行った。 

一九 三 年末までに 旣に 完成 を吿 げた 道路と して は遞 桂、 京 斡、 ： び 奥の 諸 幹線道路が 數 へられ 

合計 三 九 七 軒の 里程に 達する。 

咸宜、 永 通、 宜萍、 永 古の 諸 支線 は 里程 二 〇 三籽 である。 其の 他 各縣の 道路 は 合計 九 〇 一 籽に 

達して ゐる。 其の 旣に鋪 装せられ た 道路 は總計 一 、 一二 六籽 で鋪裝 中に 屬 する ものが 合計 二 五 

六籽 あった。 幹線道路に は 六 〇 籽每に それぞれ 養路 til を 設け、 該 15^ 中には 各 道 班 を 設け、 道路 

の 基礎工事 及び 路上の 補修に 任じ、 敵軍の 破壤、 橋梁 燒却、 或は 洪水の 氾濫 を 防せ がむ とする 

任務 を帶 びて ゐた。 江 西 省 公路 處の 車輛 も 逐次 增 加の 傾向に あり、 民國 ニニ 年末に は 乘用車 一 

七 八輛、 货物 自動車 三 三輛、 其の 他 四 九輛、 合計 二 六 〇 輛ぁ つた。 自動車の 稀 類 は ビック、 ダ 

ツチ、 シボレ ー、 フォ ー ド 等が 主なる もので 車輛 费用は 五 四 〇、 三 三 二 元餘に 達した。 

この 外電 話の 架設 も 九九 〇 餘籽に 達し、 南昌、 廣昌 間に は 長距離電話が 設置され てゐ た。 

之 等の 諸 工作 は 討伐軍の 進軍す るに 從 つて 建設され、 後方との 連絡 を密 にし 討伐軍の 優秀な 武 

器 を 有效に 使用せ しめ 軍の 行動 を 極めて 迅速に する に 役立った。 

第 四 節 經濟 封鎖 政策の 實施 


軍隊の 眞實の 力 は、 其の 經濟カ 如何に 完全に 依存す る。 其の 經濟カ 測定の 爲に は、 種々 の標 fl' 

が あり 得る 譯 であるが、 當 時の 中 國ソヴ H 1 ト區域 は 非 資本主義 的經濟 へ の發展 傾向 を 持ちつ.， T 

も尙ほ 低水準に あった。 工業の 發達も 未だ 見るべき ものがなかった。 國民黨 の 白色 區 域と 比較し 

こ k では 資本主義の 成長 (產 業の 發達) を^ 害して ゐる諸 束縛 は 絶滅され てゐ るに は 違 ひない 

が、 重要な 大都市の 促進 作用 を 受けない 爲に、 其の 發展 は、 極めて 鈍い。 かかる 所では 此の 經濟 

の 急速なる 發展 は、 外國 貿易に 依存す ると ころが 多い。 必需品 は 交換に よっての み 急需の 用に 供 

される。 特に 江 西 省の 奥地に 於て はさう であった。  - 

蔣介石 は 早くから 之に 著 眼し 恐ろしく 鞏固な 經濟 封鎖 網 を 構築して 來た。 しかし 討伐軍 內 部の .0 

內 ya、 地方 農民の 叛亂、 紅 軍 側の 猛烈な 突擊 によって 其の 封鎖 線 は往々 にして 斷ち 切られた。 紅. . 

軍 も ある 時は浙 江に 迫って 此の方 面の 封鎖 を 突破し、 或る時 は 福 建 海岸に 迫って 必需品の 獲得に 

成功して 來 たので あるが、 第五 次 討伐 時蔣介 石の 採った 經濟 封鎖 は實に 物凄く、 特に 福 建 方面 か 

らの 中央 軍の 封鎖 は ひどい 打撃であった。 • 

一 九 三 四 年 (民國 二三 年) 三月 四日に は 「匪 區 封鎖 條例」 が發 布され、 次いで、 八月 下旬に は. 

「食鹽 購買 條例」 更に 十月 五日に は 「封鎖 匪 til 根本 辨法」 が 設定され、 特に 最後の もの は、 最も. 


微に 人って 其の 辨法を 規定して ゐる。 

卯ち 經濟 封鎖 要領 概ね 次の 如し。 

A  ■ 區. 域の 分類 

回收 された ソヴ H 1 ト 內の 各路總 司令 或は 縦隊 總 指揮官 等の 命 を 以て 所愿 地の 情勢 を 明確に 

調ぶ： i し、 これ を 「安全 區」 「半 匪 I5M」 「隣 匪 I5i」 「全 匪 12M」 の 四つに 分類す る。 

B 職責の 規定  .  \ 

當地： 車隊の 最高級 長官が 封鎖 政策の 全責任 を 負 ひ 其の 監督 下に 地方 政府の 責任 を 問 ふやう にす CS, 

る。 その 下に 各縣 警察 隊、 義勇 隊、 保 甲 壯丁等 は 極力 援助の 義務 を盡 くす 可く 規定され、 各路 

縦隊、 師、 旅圑、 派遣隊の 各 長官 は 之 等 を 監督す る。 

「隣 陋 1^」 「半 lilEiU 各縣に 封鎖 網 を 作り、 碉堡を 建設し、 各縣縣 城に 「封鎖 匪 15! 管理 所」 、 

交通の 要衝に は 分 所 を 設け、 封鎖 匪區 管理 所 は縣長 或は 區長、 聯保 主任が 此の 朵配を 振る。 分 

所長 は 行政 督察專 員に 直屬 し、 省縣 境に は 關所を 設け、 各 重要 水路に は 巡察 隊を 設け、 特派員 

を 派して 之 を 管 せしめる。 


D 交通 封鎖 

「全 匪 15i」 への 出入 は、 國民黨 の 特別 任務 ある もの 及び 特別 許可 證を 有すろ 者の みに 限り 之 を 

許可し 其の 他 は 絶對に 往來を 禁止す る。 「半 匪區」 「隣 匪區」 の 往來に は查證 (パス ボ ー ト) 

を發 行して 之が 持參 者の みに 限り 通行せ しめ、 「全 匪 iHilJ の 郵便 は 一切 之を禁 4- する。 「半 匪 區」 

に は 郵便 撿木. 1 所 を 設ける。 「半 匪 1511」 「隣 匪區」 の 人民 行動 は 軍警圑 により 始終 監察され る。 

E 貿易の 遮斷 

ソヴ H  ト區 域との 交易 は 完全に 遮斷 された。 白色 面 域に 於け る 商品の 輸送 購買に 對 しても 極 ，， 

めて 嚴 格な 規定が 定められた。  3 

そして 日用 重要 品が 殆ん ど專賣 制度と なった。 特に 最も 重要な 鹽と 油と は： 型 的に 專寶 化され 

てゐ る。 穀物 は 厳しく 統制され ソヴ ヱ，' ト區に 近い 「隣 匪區」 の 穀物 は 全部 「安全 區」 又は 討 

伐 軍 駐屯地 帶に 運搬され た。 特に 第五 次 討伐の 遂行され た 期間 は 未曾有の 早 害の ために、 糧食 

問題が 緊急 化し、 ソヴ H 1 'ト 面に 於ても 糧食の 拂底を 生じた のに 乘 じて 各地の 穀物の 贩寶 運搬 

に 徹底的な 制限 を 加へ た。 

鹽 の贩賓 統制 は 更に ひどかった。 各 縣會は 縣分會 に却寶 し、 直接に 各戸に 賣る こと は 出來な 


い。 却賣 された 分會は 自分の 域の 各戶 には賫 るが、 隣區に は賫る こと は 厳禁され た。 かく 運 

搬徑路 が 繁雜な 爲に廳 の 値 は 昂騰した。 しかし 討伐軍の 廳は、 中央 軍部から 購 職」； 示が 發 給され 一 

て ゐ た。  . 

此の 外電 氣村 料、 藥 品等 は 集中 贩賣が 規定され、 其の 財物 を 抵當に する こ と は 厳禁され てゐ 一 

た。 i つ 最も 決定的な 手段と して 毎年 ソヴヱ ー ト區 の收穫 時に 乘 じて、 奥地 深く まで 侵入が 企 一 

てられ、 ソヴ H 1 ト iHil の收穫 物が 片っ端から 燒 却され たり、 持ち去られ、 一 切の 儲備の 組織 倉 一 

庫が 破壞 され、 經濟 封鎖の 效 能が 强 めら れ、 ソヴ H 1 'ト |5il の 經濟的 崩潰が 促進せ しめられた。 4 一 

F 《=^ 罰の 規定  ョー 

之 は 交 封鎖 問題に 關 する 賞罰が 主な もので ソヴ H 1 ト 151! 及び 其の 關係 者に 供給 せられる 商品 , 

を發は 獲 した 者に は 其の 代 價の五 割が 支給され、 逋匪者 は 死刑に 處 せられる。 叉 封鎖に 乘じ 一 

て不當 利得 を 貪る 者に は、 普通法 及び 特別法に 照して 徵戒 より 死刑 迄の 刑が 謂せられ る。  ； 

G 封鎖 Ml 區の 監察  一 

封鎖 線の 監察 も 重大 使命 を帶 びる。 即ち 各總 司令部 は 出張員 を 派して 封鎖 政策 を嚴 重に 監督せ _ 

しめ 併せて 其の 效菜を 微細に 亘り調 木  1| せしめて ゐる。  一 


以上の やうな 完全な 封鎖に 遭った 江 西ソヴ H 1 ト區 域で は、 日常の 生活必需品に 極度の 缺亡を 

來 たした。 一九 三 四 年 一 〇 月 二 六日の 「江 南 正 報」 は r 總 ての 民衆の 日用品 は 油に しても 隨 にし 

て も、 布疋 にしても、 東路 軍と 南路 軍に よる 經濟 封鎖に より 殆ど 斷 絶し、 特に 現在 趨^ は 一斤 三 元 

にも 昂騰し、 それでも 有れば まだいい が 殆ど 何處 にも 賣 つて- ゐる 所が 無い。 該 地方の 民衆 は 二 年 

問鹽を 嘗めなかった」 と 報じて ゐる。 

經濟 封鎖が 如何に. ソヴ H 1 ト に 打 擊を與 へ たかは 之 を 以て も 明瞭に 知り 得る。 しかし 此の 厳 

重な 統制 は 叉 一面 白色 區 域の 產 業の 自由な 發達を 阻害し、 且つ 物價の 騰貴 を招來 した こと は 必然 5 

の 結 某であった。  . ヌ 

第五 節 保 甲 制度の 確立と 農村 救濟 

回 秋され た 農村に は 從來の 保 甲 制度が 復活され た。 十戶を 以て 甲と なし 甲 長 を 置き、 十 甲を以 

て 一保が 形成され、 保 長 は 甲 長の 推薦に よる。 而も 二十歳 未満の 者、 土 著の 者に 非ざる 者、 國民 

に 危害 を 加へ た 罪に より 罰せられた 者、 公 權を釗 奪され て 未だ 復權 せざる 者、 曾って 共産 黨に從 

ひ、 悔悟 顯著 ならざる もの 等々 は 保 甲 長と なること は出來 ない。 一般に 此の 保 甲 制度の 持つ 特徵 

は 其の 農村の 所謂 「有力者」 (地、 王 富農 分子) の 指導 權を强 める もので、 國民黨 政權に 格好の 下 


部 机， 緘 (細胞 組織) である。 其の、 王耍 職務 は、 保 甲內の 秩序の 維持、 住民の 敎育、 軍警の 犯人 投 

木：： 一の 補助 及び： 汗 意 人物の 監視、 戶镯 制度の 整備、 保 甲 境 出入 者の 撿杏 等で ある。 

剿 共 義勇 隊 及び 壯丁隊 は 保 甲 組織に 基き、 各戸の 十八 歳より 十五 歲 迄の 男子に して、 現在 重 

要 公職に ある 者、 在學生 或は 痼疾の ため 勞務 不能と 認められた 者 を 除きみ な 此の 組織に 編 人 せら 

れる。 . 

廿： ハの 職務 は、 (1) 小 巡察 隊は 巡邏、 歩哨、 偵察、 搜索 逮捕 及び 一切の 警戒 事項 を擔 任し、 (2) 

通信 隊は 一切の 連絡 通信 事項、 (3  ) 守備隊 は 電柱、 橋梁 及び 一 切の 交通 設備の 防禦 守護、 (4  ) ェ 

程隊は 碉樓、 $s、 公路の 建設 等に 專念 する、 (5) 消防隊 は 水 風 火災の 警戒 及び 罹災民の 救護に 3 

專任 する。 

更に 疲弊せ る 農村 救 濟の爲 に 國民黨 政府に より 下記の 諸 施設が 設けられた。 之 は 農民 懐柔の 爲 

に 特に 必要な ものであった。 

共の 救 濟法は 救賑、 收容、 ェ賑、 農賑の m 種に 分けられる。 

1 救 娠とは 直接 食物 を 支給し、 災民を 救 ふこと で 緊急 を 要する 時に 行 はれる。 

二 牧容と は 省 縣に各 收容所 を 設け 家な き 難民 を 臨時 収容し、 原籍に 送還して 民心 を 安定せ しめ，' 


むと する ものである。 

三 ェ賑と は 難民の 壯丁 を選拔 して 各 建設 或は 自衛 事業 (堤防、 道路 碉堡 等) に 採用し 勞 役に 服 

せしめる。 

四 農 賑とは 農家 必需品、 農具、 耕 牛、 種子、 穀物 等の 資金に 充てる ため 融通 せられる 金額の 謂 

ひで ある。 

江 西 賑務會 は民國 ニニ 年 一 月より 二三 年 五月 二 〇 日 迄に 活動した。 其の 救濟 金の 收入は 二 七 八、 

九 〇 四 元で、 支出 は 急賑八 〇 三 六、 三 七 五 元、 收容費 は 七三、 五 〇〇 元、 ェ賑は 一 〇、〇〇〇 元、 ァ 

其の 他 を 合して 一 九九、 〇〇〇 餘 元に 達して ゐる、 

第 六 節 農村 合怍 社の 構成 

國 民黨當 局の 農村の 危機 對策 として 産業組合が ある。 それ はソヴ H 1 ト區 域の 農民が 農民 協會 

(農民 組合) 貧農 圑に 結集して ゐ ると 好い 對象 である。 蔣介石 軍の 農民に 對 する 影響 も 此の 組合 

を 通して 爲 されて ゐる。 一 九 三 三年 剿 匪 廣 域內に 於て 農村 合作 社條令 及び 金融 緊急 救濟條 令を發 

布せられ て 以後、 農村 組合 事業 は 急速な 發展を 遂げた とい はれて ゐる。 河南、 湖北、 安徴、 江 西 

四 省に 於て 各縣に 成立した 合作 社 は 二 千 五 百餘に 達し 貸 出資金 額 も 相 當の互 額に 達して ゐる。 其 


の 最近の 贷 出金の 多く は 前揭四 省の 農民 銀行 を 通して 行 はれた もので 農具、 牛馬、 穀種 等の 資金 

に 融通 せられて 居り、 此の 事業 發展に は當局 は營々 として 努力しつつ あると いはれ た。 

第 七 節 農村 土地の 處理と 移民 政策 

中！： ソヴ H 1 ト區の 最大の 特徵は 土地の 分配で 且つ 彼等が 農民 を吸收 しつつ ある 最大の ス m 

ガンで ある。 國民黨 のこれに 對 する 基本 原則 は 土地 私有 權の 復活、 ソヴ H 1 ト 政府の 沒收 せる 土 

地の 原 主への 返 遣で ある。 しかも 此の 復舊 された 基礎の 上に のみ 以上の 保 甲 制度 も 合作 社 も 建設 

され るので ある。 

其の 規定の 主なる もの は 次の 通で ある。 

一 共 匪の 爲 分散せられ 境界が 未だ 破 壌され てゐ ない 田地に 對 して は、 原 所有者 は 其の 原 所有 證 

を 提出し、 市町村の 農村 復興 委員 を經 て、 事實 であると 認められ たもの は 所有 權の 登記 を爲し 

營業證 書 を 受領す る。 

二 共 匪の 爲 分散 させられ、 境界 未だ 破壞 されざる 田地に して、 若し 原 所有 證を 破棄 遣 失した も- 

の  は 畝數と 境界と を 本 市町村の 農村 復興 委員 會 委員 二 名 以上の 保證を 以て 書狀 となし 屆 出で、 

該 委員 食の 審 木ば， を經て 事實と 認められた 者は假 登記 及び 公吿 をな し、 三 箇月 を經 過しても 何等- 


異議 を 申 し 出る 者が 無い 時 は 所有 權 登記 をな し 營業證 書 を 受け と る。 

三 田地の 境界が 旣に 破毀され 原狀 恢復し 難い もの は、 其の 所有者 は 原 所有 證書 (證書 無き 場合 

は前條 により 證明を 請求し 得) を 提出し 巿 町村 農村 復興 委員 會の 審亮を 受け 事實と 認められた 

後、 委員 會は 地理の 狀態を 斟酌し 所轄 區域內 の 田地 を 若干 l5i に分畫 し、 區內 所有者 會議の 定期 

召集 を爲 し、 各 原 所有 證書 或は 保證書 所載の 畝數を 以て 境界 設定の 根據 とし 田地 原狀を 明に し 

所有者 會議 を經て 公開 審_ ^をし、 全員の 承認した 後に 於て 市町村 農村 復興 委員 會は該 田地の 境 

界を 劃定す る。  0^ 

四 市町村 農村 復興 委員 會の 管理す る 所であって 其の 所有者 不明なる 時 は、 小作 法 を 以て 分配 小 3 

作せ しめる。 其の 分配の 標準 は、 縣 農村 委員 會が、 土地の 肥療、 人口の 稀密 及び 各 jHil 所管 田地 

の 面積の 多寡に より 每人 使用 田地の 最大限度 及 最少 限度 を 定める。 最大限度 は 六 畝、 最少 限度 

は 二 畝で 每戶の 最大限度 は 二十 畝 を 超える ことが 出来す 最少 限度 は 八 畝で ある。 

五 私人 所有 田地に 就て は 市町村 農村 復興 委員 會は該 土地の 肥 痛、 人口の 稀密、 所有者の- i}^ 庭の 

狀况 により、 每 一戸の 所有 田地 面積の 最高 額 を 限定す る。 一 百 敏 より 二百 畝 迄で 最高 範圍內 の 

田地に 對 して は 普通 稅則 による 地 稅の徴 收を行 ふ も、 其の 最高^ 度 額 超過 田地に 對 して は 超過 


額 五十 畝 毎に m ゃハ進 所得 稅を 課する。 累進税 は 五十 を 一 級と し 一 級の 增加 毎に 超過 土地の 百ハ刃 

の 三の 稅を 增徵 する。 最高 限度 超過 五十： g 以內の もの は、 其の 超過 部分に つき 田租の 百 分の 三 

を徵收 し、 最高 額 超過 五十 畝 以上 百 畝 以下なる もの は 五十 畝に つき 先 づ前條 による 百 分の 三の 

I？ 稅を なす 外、 他の 五十 畝に つき 田租 百 分の 六の 稅が 徵收 される。 累進の 最高 は 百 分の 八十 を 

限： はとして ゐる。 

以上の 中に 見ら るる やうに 原、 王 地主への 土地の 返還で あるが、 其の 中に 累進 土地 稅の 設定され 

てゐ るの は、 ソヴヱ ー ト區 の稅制 政策への 一部 的追從 か、 或は 人民の 要求への 追從 であらう。 し 

かし 完全な 累進 稅 ではない である。 

更に 私有 權の發 生に 伴 ふ 小作料の 問題に 就て は、 一 九 三 五 年 八月 次の 辨 法が 考案され 實 施され 

た。 

一 本年の 耕作物 は 全部 本年の 耕作者が 取得す る。 地主 は 受け 得ない。 

二 第二 年 目から は 地主 は 小作料 を 取り得る。 其の 額 は 復興 委員 會が 決定す る。 

次に 叙 上 土地 整理に 關 連して 考 へられた る は、 移民 政策で ある。 即ち 赤化せ る 農民に 對 して 先 

づ淸鄕 工作 を 以て 臨み 不良 分子 を摘發 したが、 しかも 尙 赤化の 濃厚な 地 區に對 して は該 村民 全部 
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を 他 地 に 移行せ しめ、 代 ふるに 純良なる 他村 農民 を 入れた。 然るに 此の方 法 は 小 地區の 場合に - 

は 支障 を來 さなかつ たが、 比較的 大きな 地 1511、 多數の 農民 を 移行せ しめる に は、 莫大な 經費を 要 

し 且つ 耕作すべき 土地の 適否 及び 耕地の 分與 等の 上に 意圖 せざる 支障 を來す ことと なった。 

第 八 節 教育の 強化 

叙 上 諸方 策と 並んで 民衆 敎 育の 方面に も 手段が 盡 された。 ソヴ HI ト區 にはレ ー 一一 ン小學 が 多 

く は 一 縣に數 百 校 も あり、 レ 1- 一一 ン 主義 的 敎育は 恐し く 普及され て ゐた爲 住民 は 三民主義の 何た 

るか を 知らぬ ばかりでなく、 風習 を 異にする やうに なった。 江 西の 敎育 は先づ 此の 迷夢 を 打破 7- 

し、 公民 敎育を 施す こと を 目標と した。  - 

其の 實 施の 方法 は 師資 訓練 養成と 中 山學校 (叉 は 國民學 校) の 設立との 二つに 分 たれる。 

師资 訓練に 關 して は、 現在 特殊 敎育 師資 訓練 處を 設けて 師範 學校、 高 中 師範 學 校の 卒業生 を 招 

集 訓練し、 或は 小 學敎師 二 年 以上 勤務した 者 は 二 箇月の 訓練 を經 て回收 した ソヴ H 1 ト 15! の 中 山 

民衆 學 校に 奉職せ しめる。 別に 特殊 敎育 研究科 を 設け 師範 學校、 高 中 師範 學校 卒業生に して 敎^:" 

に從 事す る こ と 一 一 年 以上の 者 を 招集し 訓練す る。 大學敎 育 科 或は 師範 專修科 二 年 修業 以上 の 者 及 

び 本省 敎育局 局長 或は 縣督學 一 年 以上 勤めた 者の 訓練 を 以て 特殊 敎育 指導 工作 を擔 任せし める。 


第一 期に 於て 中 山 民衆 學校は 八十 餘校を 設立され た。 慈 化、 萍鄕、 萬 載、 銅 鼓、 瑞昌、 南 城、 

黎川、 廣昌等 二十 餘縣に 分布 設立され た。 回 收區の 適當な 場所に は 特殊 敎育 實驗 を 設け、 特殊 

敎育實 施 方法の 實 験を爲 さしめ た。 

第二 期に 於いて は前揭 師資 訓練 を 終了した 者 を 各縣に 派遣す る。 一九 三 五 年 (民阈 二 W 年) 七 

月 迄に 五驟に 特殊 敎育 指導員 を 設け、 三年 以內 に收復 15^ 各縣內 にす ベて 中 山 民衆 學 校が 設けられ 

特殊 敎育 指導員が 設置され る 害で あつ た。 

しかも 此の頃から 新 生活 運動が 提唱され 始めた。 

第 九 節 新 生活 運動の 提唱 

民衆 敎 育と 並び 蔣介石 は 新 生活 運動 を 提唱し、 全國に 宣揚 以て ソヴ H 1 ト回收 地域の 民衆と 全 

中！： 大衆の 覺醒を 求めた。 

蔣介石 は その 公民 訓練 敎村 中に 新 生活 運動 鋼領を 左の 如く 要約して ゐる。 

一 新 生活 運動と は 何 か 

生命の 進展、 生存の 保障、 生活の 發展を 欲し 之 を 表現 せんとす る 一切の 行爲は 時代と 環境の 變 

遣 並に 呈現 不同の 形式、 變化 不同の 方法と により 一 時 もこれ を 保留せ しめる こと は 出来ない。 


と 同時に 環境 もこれ に隨 つて 異なる。 ただ r 苟日 新、 日日 新、 叉 日 新」 なる 者に して 始めて よ 

く 其の 生命の 暢達 を 遂げる ことが 出来る。 凡そ 民族の 生活 は 其の 時代と 環境に 適合 を 求める 時 

に 當然偏 を 補 ひ 弊害 を 匿 救し 得、 同時に 其の 同 有の 生活の 趨向 を變 へねば ならない。 これ を即 

ち 「新しき 生活」 とい ふので ある。  、  . 

二 禮義廉 恥とば 何 か 

「禮 義廉 恥」 は 古今 立國 の常經 であるが、 時間と 络 間により 不同で あり 自ら 其の 新義を 形成す 

る。  ，ク 

吾人 は 現在に 於て これ を 「人に 接し」 「物に 接し」 「事に 處し」 「己 を 持す」 の 問に 用ゐ ねば ， 

ならぬ が 其の 簡 要な 解 釋は 左の通り である。 - 

禮 —— は規々 矩々 の 態度で ある 

義 i は 正々 堂々 の行爲 である 

廉 —— は淸々 白々 の辨 別で ある 

恥. —— は 切々 實々 の覺 悟で ある 

三 如何に 新 生活 蓮 動を實 行す るか 


A 個人 方面  - 

1 早 起率寢 の 習惯を 養成す る こと 

2 服装 起居に 淸潔 たるべき こと 

3 淸潔 衛生に 留意し みだりに 痰 を 吐き 道で 大小便 をせ ざる こと 

4 人に 接し 物に 接する に謙讓 和平た るべき こと  ， 

5 爾後 絶對 に登樓 せす、 賭博せ す、 且つ 阿片 を戒 除し、 飮酒 せざる こと 

6 毎 R 工作の 餘 暇に 讀書、 寫字、 運動 をす る こと 

B 團體 方面 

1 約束 時 を嚴 守す る こと 

2 會合 時の 秩序 を嚴 守す る こと 

3 公共物 品 を 愛惜し、 團體 命令に は絡對 に服從 し、 圑體 規律 を嚴 守す る こと 

4 公共 衛生に 留意す る こと 

C 社會 方面 

1 毎日 街道 は 掃除し 水 溝 を疏通 せしめる こと 
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2 みだりに 疲を 吐き 小便 をせ ざる こと 

3 みだりに 塵埃 を 捨て 紙屑 を 捨てざる こと 

4 蠅、 蚊、 鼠 を撲减 する こと 

5 共同便所 を淸潔 にす る こと 

6 各 戶は每 日 自家 門前の 街道 を 掃除す る こと 

7 錢湯、 料现 店、 公園、 戯院に 於いて は 衛生に 注意す る こと 

8 各處に みだりに 廣吿を 貼らざる こと  5 

蔣介石 は 右の 綱領 を 民衆に 知悉せ しめ、 運動 精神 を 住民に 勵行 せしめ、 彼等の 衣食住 行 一切に 3 

禮義鹿 恥 を明識 せしめ、 民 德を增 進し、 民力の 充實を 謀り、 國民 頹廢の 風潮 を 振作して 防共 精神 

の 堅壘を 造成し ようと 圖 つた。 

第 八 章 結  論 

以上の 共 匪諸對 策の 眞劍 なる 實施は 共産軍 をして 側面 的なる 大打 擊を與 へ、 一 方 猛烈なる 車 事 

. 行動 の 正 面 的 展開と 相俟 つて 遂に 赤 都瑞金 をして 陷 落せし めた。 


爾後 共産軍 は 蔣介石 の 息 を もっかせ ぬ 追 擊に追 はれ 追 はれて 四川 省 及び 陕西省 の 奥深く へ 遁入 

したが これ を毛澤 東に いはし むれば、 光榮 ある 共産軍の 西遷 であり、 瑞 金の 陷落 は共產 軍の 敗北 

の 結 ra^ でな く、 更に 有利なる 後日の 展開の 爲に、 遊撃戦の 新なる 根據 地への 移動で あつたと 豪語 

せしめ、 然も この 西遷は 有史以来の 長征で あり、 行程 實にニ 萬 五 千里 これ 如何に 支那 共産軍が 困 

難なる 訓練に 耐ゑ たかを 裏書きす る ものであると 宣傳 した。 

かくて 近 を 二つに 分って 西 遷 した 共産軍が 以後 再び 陕西 省の 延安 を本據 とし、 毛澤東 及び 朱德 

が玆に 合流して、 蔣介 石の 追撃の 鋭鋒 を 回避せ ん爲 に專ら 抗日 的 統一 戰 線への 政策 的轉換 を企圖 

し、 遂に 西 安 事件 を チャンス として この 目的 を 貫徹し 國共 は相爭 ふこと なく 提携した。  ？- 

從 つて 瑞金陷 落後の 蔣介石 は 共匪對 策を續 けて 實 行す るより は、 多く は 諸 列强を 相手と する 政 

洽、 外交 方面に 忙殺された。 

毛澤 東、 朱德 の盤據 する 陝西 共産軍 を ぴ衝 くべ く 勿論 準備 は 整 へられた。 即ち 滿洲を 追 はれ 

て 外遊し、 歸朝 せる 張 舉良を 剿 匪 軍總 司令に 任命して 特 編の 十九 路軍を 指揮せ しめ 討伐 を 計畫し 

た。 然るに この 顷 より 共産軍と 張學 良の？？ は、 怪しくな り、 西 安 事件の { 仝氣は その 裏面 的 基調 を 

なした 十九 路軍 中堅 將校、 土着 車 閥 楊 虎 城、 蔣介石 直系 中堅 將校 及び 共產黨 員の 握手に よって 動 
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いて ゐた。 

旣 にして 執拗 極る 共産軍の 神 出 鬼沒の 遊擊戰 術に 對 して は、 結局、 飛行機に よって 爆 彈の雨 を" 

降らせて 虱潰しに 出る より 外に 根絕 方策な しと 迄に 考 へられた。 事實 その 頃に は 共 匪 地 區に對 し 

て は 良民の 區 別な く慘忍 極まる 白色 テ 11 を 以て 臨む に 至った。 

然して 一方に は 蔣介石 をして 共匪對 策の 核心 問題 をな すべき 中國共 產黨の 提唱す る 諸政 策、 就 

中中 國 土地 政策の 新なる 根本 撿 討の 時期に 逢着せ しめて ゐた。 今や 赤化の 問題 は單 なる 思想 赤化 

の 問題で なく、 共 產黨が 堅持す る 土地 政策に 釣られて 政治的 赤化 を迎 りつつ ある 愚民に 對し、 國 

民黨 として これ を 凌駕すべき、 眞 に中國 農民の 壓倒的 支持 を拍 する に 足る 土地 政策 を 提唱す る こ 3 ブ 

とであった。 

かくて 之 等の 根本 問題 は 遂に 解決 を 見す して 今次 事變 の勃發 となり、 中國 永遠の 謎と して 尙ほ 

今後に 殘 される に 至った。 

更に 少しく 細部に 亘 つて 檢 討す る。  . 

一 九 三 四 年 夏の 旱魃 は 江 西 省に 最も ひどく 應 へた。 江 西の 早稻の 收穫は 例年の 二三 割に 過ぎす 

國民 政府の 報告に よっても その 損害 は 一 億 三千 萬圓を 突破して ゐる。 しかも 永年の 動 亂の爲 に 農 


民の 困窮 言語に 絶し 農民 暴動 は各處 に頻發 した。 此の 問 にあって 愼 重に 遂行され た蔣介 石の 共輯 

方策の 結 架 は 架して どの 程度に 奏功した か。 

第一に それらの 周到 さに も拘ら す、 倦 線と 經濟 封鎖 網と は 軍閥 間の 對 立と、 各地の 土着 農民 軍 

の 鋒起 及び 紅 軍の 封鎖 網 突破に よって 往々 に破壞 された。 その 最も 犬なる 現 はれ は、 福 建 人民 革 

命で ある。 勿論 蔣介 石の この 革命 I 仅滅は 成功した が このため 福 建 方面の 封鎖 網 は崩濱 してし まつ 

た。 叉 紅 軍 自體も 時に 浙江 省に 出で 或は 湖南 省に 遊撃して は封銷 突破した。 そして 最後に 一九 三 

s: たや 末に はこの 封鎖 網 を 突破して 四川への 大 移動が 行 はれた。 しかも この 大 移動が 案外 容易に 行 5. 

はれ 得た の は、 各 軍閥の 對 立と 地方 農民 軍の 嚮應 による ものであった。  さ 

蔣介 石が 此の 討伐に 當 つて 諸 列强の 援助 を 獲得した こと は 剿 匪 工作に 多大の 決定的 要因 を與へ 

てゐ る。 阔際 聯盟からの 派遣 員 は 全 國經濟 委員 會を 指導して 公路 政策 を計畫 し、 、ドイツ、 イグリ 

1 から は 幾多の 軍事顧問、 飛行士 等 を 招聘した。 一九 三 二 年に 商議の 纏った 米 支棉麥 借款 も その 

一 つで ある。 

更に 同年 十 一 月から 翌 一 九 三 四 年 三月までの 五箇 JICSl のみで、 列 面が 支那で 賫り 捌いた 飛行機— 

數は 八十臺 近く あり、 そのうち 怫の 十一、 英の 五、 米 は 五十 臺 以上と 傳 へられて ゐる。 


加 ふるに 當時英 園の 長江 沿岸に 於け る國民 軍への 武器 供給が 積極 化し 反對 に英阈 外交の ソ聯牽 

制の 結果と して、 ソ聯 の共產 軍への 武器 供給が 杜絶した。 この 事 實が瑞 金 陷落を 速なら しめた 重 

耍 原因で ある。 

しかも これ 等 列國の 援助に より、 紅 軍 をして 江 西-せの 根 據地を 放棄せ しめた こと は 成功で あつ 

たが 剿 共の 目標で ある 江 西 省の 陣地に 完全に 封じ込めて 絶滅し 得なかった こと は蔣介 石の 大きな 

失敗であった。 

更に 農民に 對 する 政治的 工作に 於いても、 その 中には 多くの 矛盾が 藏 されて ゐた。 碉堡 及び 公 

路の 建設 を兒れ ば その 全部が 地方 農民の 賦役に よって 行 はれ、 勞 力の 提供 出来ない 者 は 一 日 二十 

錢の 微收を 受ける ことにな つて ゐた。 例へば 前記の 永 新 縣の三 二 九 座の 碉堡 のうち、 軍隊の 築造 

した もの は 僅かに 二十 五 座に 過ぎす、 農民 及び 義勇 隊の 築造した ものが 二 九九 座、 其の 他の 優壘 

が 十五 座 あり、 殆ど 全部が 農民の 負擔 となって ゐる。 

更に 經濟 封鎖に 就いて 見る も 蒋介石の 厳密な 經濟 封鎖 は 交易の 圓 滑を缺 くこと 多く、 爲 に物價 

の 昂騰 を來 たす は 必然で、 これ は 疲弊し 切った 農民の 頭上に 益々 强く のしかかって 行った。 殊に 

土地の 整理に つれて 地主が 歸國 し、 支那 的な 高い 小作料が 發 生す るに 於いて は尙更 である。 かく 
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て これらの 政治 工作 自體に 矛盾 を 持ち、 一時 收復 された 地 も 完全に 治安 は 維持され す、 江 西 省 

では 到る 處 奥地への 旅行 は 禁止 せられた。 それ は 治安 維持が、 確實な 地歩 を 占めなかった ことと 

共に、 該地區 に 於け る 農民 大衆の 生活が 紅 軍占據 時代と 對 比されて、 南京 政府 側の 農民 政策が 論 

議 批判の 對象 となる を危 くした からで あらう。 これ を 要するに 「軍事 三分、 政治 七 分」 のス 1-1 

ガ ン の 下にな された 各種 工作の 結 菜 は、 紅 軍 をして 江 西 省 を 放 衆せ しめる ことに は 完全に 成功し 

たが、 其の後の 江 西 復興 及び 西遷 後の 共匪對 策に どれ だけの 效果 があった か は 多くの 疑問と して 

殘 された。  ^ 

3 


=11、 山 西 省に 於け る閻錫 山の 滅共對 策 

一 、 共 逢 軍の 山 西 侵入 

昭和 十一 年 二月 十七 日、 陕西 北部に 蟠踞せ る毛澤 東、 彭 德懷、 劉 子 丹、 徐海 東の 聯合 軍 約 二 萬 

三千 は 堅 水の 黄河 を涉 つて 山 西 省 西南 部に 侵入、 忽ちの 中に (三月 二十日 迄) 

霍縣、 趙城、 洪洞、 臨汾、 襄陽、 汾城、 浮 山、 曲沃、 新綠、 稷山、 河津、 鄕寧、 吉縣、 交縣、 - 

文 水、 冷 陽、 離 石、 中 陽、 介 休、 靈石、 孝義、 隰縣、 大寧、 永 和、 汾西、 石樓、 舆縣、 嵐縣、 

靜樂、 臨縣 

合計 三十 縣全 省の 約 三分の 一 を 占領し、 太 原 を 去る 五十 支 里の 普詞に 追った。 

これに 對し 防衛 側 は 山 西 軍 五 萬、 蔣介石 援軍 五 萬 合計 十 萬の 兵力に 飛行機 十九 臺を 以て 討伐し 

たので、 五月 二日 さしもの 共産軍 も 一 齊に陕 西 省へ 退去、 騷擾ニ 箇月 半に して 山 西 は 漸く 赤禍の 

脅威から 救 はれた。 . 


然し この 戰鬪は 表面的に は 共産軍の 敗退で あつたが、 實 質的に は 山 西お 各地の 壯 丁を徵 募した 

る 土民 及び 土匪 を 第 一 線に 起て、 本來の共產正規軍は此の背後にぁって之等を^£揮し た に過ぎ 

す、 爲に 兵力 は 減少せ す、 武器の 损 害も少 く、 且つ 到る 處 掠奪 を恣 にし、 物資 を滿 載し つ. -歸陝 

した。 

二、 山 西 省 防共 總說 

山 西 j3? の 防共に 關し閥 錫 山 は陕北 共産軍 山 西 侵入 (昭和 十 一 年 二月) 前 昭和 十 年 七月 n 十く も 形 2 

勢の 暗 轉を豫 知して 「防共」 に關 する 全 國的聲 明を發 し、 中央 を 喚起し、 次で 矢繼 n 十 やに 第二 聲 

明を發 し、 之が 具體 策に 關し 有名な 「土地 公有 制度」 の實 施を發 表する に 至った。 

然れ ども 防共 對 策に 一 段と 積極性 を 加へ たる は陝北 共産軍の 山 西 侵入 を 楔 機と する。 

山 西 防共 對 策の 根本 方針 は國民 政府の 共産軍 討伐 方針た る 「政治 七、 軍事 三」 の 原則 を撿 討せ 

る 結 架 「政治 九、 軍事 一 」 とい ふ 原則 を 決定 左の 如き 方策に よった。 

「防共 總 動員 案」 と稱し 其の 內容は 一 思想 防共、 二 民衆 防共、 三 政治 防共、 四 軍事 防共の 四 分野 

に K 一る 防共 對 策の 一 齊 進行に ありと なした。 即ち 


1 思想 防共 

思想に は 思想 を 以て 戰 ふの 見地より 小 學校を 始めと して 中學、 大學の 敎育を 刷新 堅實 化する と- 

共に、  他方 共産主義の 现論的 撿討を 助長 獎勵 し、 敎育界 を 之が 當 面の 責任者と して 主宰せ しめ 

た。 從 つて 小 學校敎 員 を 初めと して 中、 大敎 職員に 對 する 防共 的 訓練に 努めた。 

1 一 民衆 防共 

共產 軍の 赤色 民衆 組織に 對抗 する に は 強固な 民衆 組織と 良き 訓練に より 對抗 すべきに 着眼し、 

「山 西 省 主張 公道 圑」 と 「山 西 省 防共 保 衛圑」 を 組織した。 然して 之が 當 面の 責任者 は 軍政 兩 ョ 

當 局に 負 はしめ た。 中に も 「主張 公道 圑」 の 組織 は 多分に ソ聯共 產黨の 組織が 加味せられ 居る 

點 注目すべく、 一  般 民衆 及び 官 11 に對 して はゲ • ぺ • ゥ的 役割 をな すと 共に、 圑員 相互^も 互 

に 牽制せ しめた。 此の 結 某 は閻錫 山の スタ ー リ ン的 獨裁强 化と なった。 

尙ほ共 匪 の 欺瞞 を 民衆に 徹底させる 爲 左の 如く 敎 へた。 

「共 匪」 は 「先 甘 後 辛」 である。 其の 赤化 過程 は 左の 三 期に 區 分され る 

第 一 期 買 好期 

i£„s、 齊 貧の ロ號を 以て 富 人の 物品 を强 奪し、 其の 貴重なる もの は 共 匪 自身の 所有と し、 ^宋 


な 物品 を 貧民に 分與し 之に より 好意 を 買 ふ。 

第二 期 強制 期 

壯 年男 子を强 制して 赤 衛隊に 編入し、 老年 者 を 薪 炊隊、 中年 女子 を 慰勞隊 に、 老年： i 人 を 洗 衣 

隊、 縫衣隊 に、 幼年 子女 を 歌舞 隊 或は 鮮花隊 に 編入す る。 

第三 期 殺 期 

男女 老若 を 問 はす、 命令 違反者 は 殺し、 工作に 應ぜ ざる 者 は 殺し、 反 對者を 殺し、 噪舌者 を^ 

し、 斯 くして 江 西の 「買 好期」 は 一 年經 つた ものが 陕北 では 三 箇月に 短縮され、 吾が 省で は 五 お 

日と なった。 

三 政治 防共 

赤化 は 何故に 浸潤す るか を 顧み、 共の 最大 原因 は 土地 私有と 勞 働鬪爭 にある と 認めた 結果 左の. 

三 制を實 施した。 

1 土地 公有 制 (詳細 は 「防共 會議耍 項」 參照 のこと) 

之 は 農民に 對 する 政策で 地主の 私有せ る 土地 を 凡て 村 公有と して 管现 せしめ、 十八 歳 以上、. 

五十八 歲 迄の 農民に 均分し 耕作せ しめ、 別に 共同 耕作地 を 指定した。 同 制 は 周 代の 井田 制と； 


ソヴ HI トの コル ホ ー ズ 制に 學んだ ものである。 

2 按勞 分配 制 

之 は 工場 勞働 者に 對 する 政策で、 勞資不 協調に よる 階級 鬪爭を 防止す る 目的の もので あり、 

勞働 力の 一 定 標準 を樹て 此の 勤怠に より 報酬 を與 へた。  ， 

3 物產 證券 制  ，  . 

各國 の經濟 侵略に 具へ たもので、 國內の 物產を 集中し、 配給の 統一 を 計らん とする 目的の 下 

に 太 原に 產消 合作 機關を 設置し、 全 省の 物産の 買 入、 及び 寶出 を爲 し、 生産者 は 同 機 關を逋 

5 

じての み賣 出し、 及び 物品の 購入 を爲 さしめ、 其の 爲 特定の 證券 を發 行した。 之に よりお 內 ュ 

産物の 省 外 流出 及び 省 外よりの 物産の 流入 を 統制した。 

敍 上の 三 制 はソヴ HI トの 一 國社會 主義 的經濟 を學ん だもので ある。 . 

四 軍事 防共 

1 碉堡 構築 獎勵 

碉堡 (村 境の 此 |-) は蔣介 石の 共産軍 討伐に 當 つて 案出せられ たもので、 之が 構築 法は獨 得の 

工夫が 爲 された。 山 西で も 之 を 踏襲して、 村費、 縣費を 以て 構築 を獎勵 し、 此の 防衛に は 防 


共. rn: 衛圑 を、 王體 とし、 軍隊と 密接な 連絡 を 保った。 

2 鐵道、 ほ 動 車路、 道路の 開通 及び 修築 

共產 軍 討伐 に は 軍隊 輸送 の 敏活が 必要であった。 

3  隊と民 との 協力  .  - 

共産 伐に は 軍民 協力 一 致が 必要で あり、 從來 紛糾せ る 左の 諸 件 を 是正した。 

(1) 軍隊の 給食に 關し縣 村： 11- と 規定 を 設けて 圓 滑な 連絡 を圖 り、 强制微 發を爲 さ ^ る こ. と 

(2) 軍隊 騷擾 に關し 規定 を 設けて 限界. を 明示した。  . 6 

(3) 剔 匪 軍の 作戰 上に 關し民 問の 協力 を 得る 件に 關し 規定 を 設けた。  お 

(4) 剿 匪^の 軍紀 嚴肅を 保持す る 爲各縣 長 及び 公道 圑 長に 令して 報吿 せし む。 

三、 山 西 省 主張 公道 M の 組織 及び 內容 

山 西 省 キ張公 遊圑は 防共に 具へ た 民衆 組！！. であり、 多年 山西モ ン n 1 主義に より 訓練され た 民 

心 を 最高 度に 結束せ しめた ものである。 

其の 成立 は 有， 名なる 陕北 共産軍 山 西 省 侵入の 昭和 十一 年 二月と 時 を 同じく して 結成され、 活動 


分野 は 左の 如くであった。 

1 省 政治 工作の 裏面 的主體 となった こと 

二 敎化 指導 圑體の 役割 を果 した こと 

三 地方 政治に 對しゲ • ぺ T ゥ的 監察 機關 となった こと 

四 統制 經濟網 の 結び目 をな した こと 

本圑は 昭和 十一 年 二月 十七 日 太 原 市に 於て 發會 成立し、 同時に 總圑部 を 太 原に 設け、 次で 二月 

二十 三日 各縣圑 長、 副圑長 二百 十 名の 發令 あり、. 同月 二十 九日 各縣圑 長、 副 圑長を 召集し、 新た 7 

に 任命した る m 圑長 九十 五名 を 加へ、 三月 三日より 三日間 太 原に 於て 必要なる 訓練 を 施した。 三 3 

月 十五 日 各縣各 m に 各 縣區圑 部の 成立と なり、 漸次 網 は擴大 せられて 八月 末に 各村洩 なく 村圑部 

の 組織 を 終へ た。 其の 圑晨 百餘 萬に 達す。 

其の 組織 左の 如し。 

第 一條 本圑 一一 總圑長 一 人 ヲ置キ 本圑ノ 一 切ノ 事務 ヲ總攬 シ副圑 長 一 人 ヲ置キ 協助セ シ , 

第二 條 本圑 一一 高級 幹事 委員 六 名ヲ置 キ總圑 長、 副 圑長ノ 命ヲ承 ケ本圑 一切 ノ 事項 一一 付 キ審？ 1 ス 

第三 條 本 圑-ー 秘書 主任 一 人、 副 主任 二人、 秘書 若干、 科 長 六 人 及 毎 科 主任 科 員 一 名、 乃至 二 名 


科 員 若干 ヲ置ク 

節叫條 秘書 主任 ハ總圑 長、 副 圑長ノ 命 ヲ承ケ 一切 ノ 事務 ヲ處 理シ副 主任 ハ之 一一 協助ス 

第 五條 各 科 分掌 事項 左 ノ如シ 

第 一 科 」 き務、 會計、 典 守、 印 信、 牧發、 文 誓 

第二 科 各紙 餘部ノ 人選 委任 事項  ， 

第三 科 各種 考木ュ 試 驗 事項 

第 叫 科 撿擧 事項 

第五 科 宣傳 事項 

第 六 科 職業 紹介 共 ノ他备 科 一一 愿 セザル 事項 

第六條 本圃部 ノ情狀 一一 ヨリ 雇員 若干 ヲ雇フ 事ヲ得 

第七條 本圑 部所 愿各級 幹部 章程ハ 別-一定 ム 

第八條 本圑必 耍ァリ ト認ム ル時ハ 各種 委員 會ヲ設 クル 事ヲ得 

第九條 本闹 各部 服務 規則 ハ別 一一 定ム 

次に 本圃の 職員 は、 
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員 委部幹 級 高 


\ ま 患 

圃 

長 

晉 

閭終 

ふめ 

錫 主 

任 

山 

rt' 心 

團 

長 

山 

趙西 

省 

生 

戴 席 

文 

述設廳 長 

樊象離 


王 


—秘書科 I.  I 


主 任 

秘書 長 


財政 I 長— 第 1 


邱 仰 


李 冠 


馮 司 


民政 廳長 


一— 第 1 一 科一 


-第三  科 I 一 


洋 

直 


—科 

—科 

—科 

—科 

—科 

—科 

—科 


懷 明 


—第 四 科 

—第五 科 

1 第 六 科 1:3 


—科 

—科 


長 

長 


薄毓 w 副 主任 劉 育 恩、 喬鵬ー 

張隱 弦" 王 藩 誠 科 員 張 靄 


馬谁虽 

張 養德、 萬鴻 飛、 瑪 元瘰、 高 之恆、 齊之植 

王箴 

徐 培峯、 閼 世英、 王昌炎 

王德盛 

左 挺、 首饗、 王 明珠、 齊 天授、 王 性 善 

長 楊祥 

楊 發祥、 牛 承、 森 庚、 裴琛， 雷 在 夏、 黃廣文 

張靑樾 

！ 英庚、 李 緒 守、 郭承 銃、 李 俊英 


王 

各 縣展團 部 

各縣 (山 西 省 百 五縣) に 圑長ー 副圑長 

各 (各 縣に三 乃至 五區 あり) に 圑長ー 


申せ 

張 鳳來、 揚 一 


(乾 


書記 若干 を 置く 

副 圑長ー 書記 若干 を 置く 
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各縣 s 圑 部の 下 各縣 1^ 幹事 若干 を 置く 

2 村圑部 

各 村 (當時 一 萬餘箇 あり) に圑長 一 副圑長 一 書記  一 、 二 名 を 置く 

各村國 部に 幹部 若干 を 置き 部會 を 組織 す 

各 村 を數組 に 分ち 各 組に 組長 を 置く  (當時 十 九 萬 餘組ぁ り ) 

各 組に 書記 及び 幹事 若干 名 を 置く 

斯 くして 山 西 省、 王 張 公道 圑は 網の 目の 如く 各地に 擴り、 閲錫山 一 人の 意志 を 以て 百餘 萬の 圑 ， - 

員 を 宛ら 手足の 如く 自由に 動かした。 更に 內 部の 强化を 圖る爲 進級 規定 を 設け 成績 優秀の 者 を J 

拔捐 する の途を 開き、 圑員 をして 積極的に 活動せ しめる 獎勵 策と した (事資 縣長 iHil 長、 は 殆ど 

公道 圑員 であった。) 

共の 規 {ん次 の 如し。 

第 一 條 縣村闻 部 人員 ノ 進級 ハ別 一一 規定 アル モノ  ノ 外 本 規程 一一 ョ ル 

第二 條 略 

第三 條 1 I£gw お 一一 シ テ 成績 優秀 者 ハ IfiK 一一  任 シ 或 ハ 政治 訓練 一 年後 縣長 一一 任用 スルヲ 得 


2 iHi; 圑長 一一 シ テ 成績 優秀 者 ハ 縣圑長 一一 任用 スルヲ 得 

3 縣圑長 一一 シ テ 成績 優秀 者 ハ 縣長 11 任用 シ或ハ 省內 相當官 一一 任用 スルヲ 得 

4 縣圑部 書記 一一 シ テ 成績 優秀 者 ハ 省 政府 勤務 一一 任用 ス  . 

第四條 村圑部 人員 ノ 昇進 ハ 左記 一一 ョル 

1 組長 一一 シテ 成績 優秀 奢 ハ村圑 長之ヲ 幹事 一一 任用 スルヲ 得 

2 幹事 一一 シテ 成績 優秀 者 ハ縣圑 部 一一 於 テ之ヲ 村 副圑長 一一 任用 スル 事ヲ得 

3 村 副圑長 一一 シテ 成績 優秀 者 ハ縣圑 部 一一 於 テ之ヲ 村圑長 一一 任用 スル 事ヲ得  i 

4 村圑長 一一 シテ 成績 優秀 者 ハ縣圑 部 一一 於 テ之ヲ 區圑長 一一 拔擢ス ル事ヲ 得、 伹シ 初級 中 學ノ課 

程 ヲ卒へ ザ ル者ハ 先 ヅ之ト 同等 ノ敎 育ヲ受 クル ヲ要ス 

5 書記  一丁 ンテ 成績 優秀 者 ハ總圑 部 ヨリ 年 十五 元ノ 特別 手當ヲ 支給 ス 以下 略 

斯 くの 如く 圑員 をして 向上の 方策 を講 すると 共に 一 面 職務 を 怠り、 或は 權カを 濫用し 私怨 を晴 

らし、 又惡官劣紳に利用せらる>^虞ぁるを慮り嚴重なる左の懲戒規定を設けた。 

第 一條 略 

第二 條 懲戒 ヲ分チ テ左ノ 四 種 トス 


1 ^  i 

no 言 M 

4 巾 斥 

微懲處 分 ハ犯シ タル 罪ノ 刑法 一 一定 ムル處 一一 ヨリ 最高 ノ刑 ヲ以 テ罰ス 

撒職ハ 免職 スルト 共 一一 本圑 員/資格 ハ 消滅 スル モノ トス。 記 過ハ記 大過、 記過ノ  二種 一一 分チ記 

過 一一： 问ハ記 大過 一回 トシ、 記 大過 三回 ハ撤職 トス 

申斥ハ 書面 或ハ 口頭 ヲ以テ 戒吿ス 

第三 條 左記 一一 該當ス ル者ハ 撤懲ス 

1 重要 公務 ヲ怠リ タル 者  ， 

2 秘密 ヲ漏： セル 者 

3 賄赂ヲ 收受シ タル 者 

4 賭博 ヲ爲 シ鸦片 毒品ヲ 嗜好 セル 者  秦 

5 私情 ヲ以テ 公務 ヲ枉ゲ タル 者 
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6 私情 ヲ以 テ人權 ヲ踩躏 セル 者 

7 其ノ他 刑事 法規 一 一定 メタル 罪 ヲ犯シ タル 者 

第四條 左記 一一 該當ス ル者ハ 撒職ス 

1 事務 ノ處 理當 ヲ失シ 紛糾 ヲ 惹起 セル 者 

2 因循姑息 成績 ノ擧ラ ザル者 

3 不實ノ 申 吿ヲ爲 シ人ヲ 陷入レ ン トシ タル 者 

4 上級 ノ 命令 一一 反抗 シ タル 者 

第 五條 左記 一一 該當ス ル者ハ 記 過 トス 

1 法令 ノ實施 一一 努メ ザル者 

2 事務 不熱心 ノ者 

3 點撿 ヲ怠リ タル 者 

第六條 左記 一一 該當ス ル者ハ 申斥ス 

1 事務 處理 緩慢 或 ハ輕卒 ナル者 

2 事務 ノ處现 妥當ヲ 缺ケル 者 
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斯く の 如く 賞罰 を 明か に し圑員 の 能動的 活動 を 要求 1^ る も 地方 圑員中 素質 の 劣れ る 者も少 か 

らす、 之 等 は圑員 相互に 撿擧 する 事と し 其の 威嚴を 保ち 更に 圑 員の 生活 保障の 途を 講じ、 本圑員 

たる 者 は 安んじて 公務 を 遂行し 得る やう 次の 如き 職業 紹介 規定 を 出せり。 

第 一條 略 

第二 條 團員ノ 職業 紹介 ハ 相互 紹介 ヲ 原則 トス 

第三 條 圑員ノ 職業 紹介 ハ左ノ 二種 トス 

1 無職者 一一 職業 ヲ 紹介 ス  お 

2 優秀 ナル 手腕 技術 ヲ有 スル者 一一 優秀 ナル 地位 職業 ヲ 紹介 ス 

第 叫 條 圑員 職業 紹介 ハ職 1 一勝 ヘル 事 ヲ以テ 原則 トス - 

但シ 左記 一一 該當 スル者 一一 ハ 職業 ノ 紹介 ヲ 爲サズ 

1 ^^^^！？懶惰ノ故ヲ以テ退截セ シ メラ レ タ ル者 

2 不正 ノ行爲 ァリテ 失職 セル 者 

3 相 當ノ職 アル モ安ン ゼザル 者 

^五條 闺員若 シ 第四條 各項 一一 該當 スル现 由 一一 ョラ ズシテ 失業 セル 者ハ 所！ 部 一一 請求 シ テ 登記 一 


ヲ受ク ベ シ 

第六條 村 圈部ノ 職業 紹介 ハ須ク 登記 ノ 順序 一一 ヨリ 處理ス ベ シ 

若シ 特殊事情 アル 時 ハ村圑 幹部 會ノ 議決 ヲ經テ 處现ス ベ シ 

第七條 失業 團員中 若 シ 特殊 技能 ァ リテ 其ノ地 一一 テ 適當 ノ職ナ キ 場合 ハ 上級 圑部 一一 上申 シ 登記 ヲ 

受ケ 機會ヲ 待ッべ シ 

第八條 略  . 

第九條 村關部 團員ハ 相互 紹介 件數ヲ 成績 考木 且ノ資 トス  5 

第十條 本圑員 中產物 ヲ有シ 販路 ナキ 場合 ハ各 圑員ハ 相互 贩路 開拓 一一 援助 スル モノ トス 

若シ其 ノ地 一一 テ 販路 ナ キ時ハ 上級 圑部 一一 報吿シ 贩寶ノ 方法 ヲ圖ル ベ シ 

第 十 一 條 各 級圑部 ハ 職業 紹介 事情 ヲ每期 取纏パ 總圑部 一一 報告 ス ヘシ (以下 略) 

以上に て 推知され る 如く 本圑 は總圑 部、 縣圑 部、 圑部、 村圑 部より 成り、 總圑部 組 II は旣述 

の 如く、 縣團部 は 酉 及び 村 圑部を 行政 轄に從 ひ 夫々 統轄、 村 圑部は 正副 圑 長より 成り 更に 其の 

所轄 地域 を數 組に 分ち、 各 組に 組長、 副 組長 及び 書記 あり、 叉 其 組の 圑員 中より 若干の 幹部 を 選 

任し 幹部 食 を 組 II す、 各級圑 部の 正副 圑長、 書記 及び 幹事 並に 組長 は 有給と し、 夫々 共の 管轄 地 


方機關 の負擔 とす。 

圑 員は滿 卜八歲 以上 三十 八 歲未滿 の 男子に して、 二人 以上の 保 證人を 有し 身體 健全、 志操 堅固 ： 

なる 者に して 各 級團部 幹部 會の 議決 を 經て圑 長 任命す る ものにして、 圑員 となる 過程に は、 復習 

圑員 として 七日 ？1、 補習 圑員 として 十五 日間 所定の 訓練 を 受け、 試驗 合格の 上 採用 さる。 圑 員と 

なりたる 後 は 後に 記述す る 如き 各種の 工作 を 3 すと 共に 常時 軍事訓練 を 行 ひ、 叉 地方 壯丁 訓練、 一 

童子 軍 訓練、 商人 訓練 等の 幹部と なり、 或は 村 政に 協 助す る 等廣汎 なる 權限を 有す。  . 

圑員は 常に 所定の 圑員章 を 左 胸部に 佩用し 叉圑員 手牒を 所持す、 毎年 一 回 二月に 成績 考木 を 行 ，」 

ひ 左の 151: 分に より 赏罰を 行 ふ ものと す、 即ち 各種の 考査 資料に 點を附 し、 平均 點 九十 點 以上の も 

の を 上等と し、 八十 點 以上 を 上 中等、 七十 點 以上 を 中等、 六十 點 以上 を 中 下等、 六十 點 以下 は 下 

等と し、 上等 は 拔擢、 上 中 は拔擢 候補、 下等 は 免職と し、 一 面圑員 相互 修養の 爲各 級圑部 及び 各 一 

組に 夫々 討論 會を 開催し、 各自 意見の 交換 並に 事務の 連絡、 研究 及び 批評 を 行 ふ。  一 

本圑の 事件 撿擧 規則 は 次の 如く 定めら る。  一 

第 一條 事件 撿擧 一一 當リ テハ別 一一 規定 アル モノ ノ外本 規則 一一 ョル  i 

第二 條 本圑 ノ檢擧 スべキ 事件 ノ範圍 左 ノ如シ  i 


1 官吏 ノ不 公道 即チ 勢力 一一 媚ビ法 ヲ枉ゲ 弱 キヲ陷 入レル 如キ事 

2 官吏 賄赂 ヲ取リ 人民 ノ權 利ヲ 侵害 セル 場合 

3 官吏 事 一一 當リ 責任 ヲ取 ラズ、 亦 熱心 ナラ ザル 場合 

4 官吏 土 豪 劣舯ト 結托シ 是非 ヲ顚 倒ス ル 場合 

, 5 官吏 惡人 一一 嚴ナ ラズ、 叉 善人 ヲ罪 一一 陷入 レント スル 場合 , 

6 官吏 血氣 一一 逸リ 故ナク 人民 一一 暴力 ヲ以 テ臨ム 場合  一 

7 地方 一一 於ケ ル大官 大紳ノ 家族 親族 等 ノ爲セ ル撗暴 事 

8 劣紳 土豪ノ 滞納 脫稅 事件 

9 大家 ノ小家 ヲ陷害 セル 場合 

W 貧官劣 紳ノ縣 村費 濫用 事件 

第三 條 圑 員撿擧 スべキ 事件 ヲ發 見シ タル 時ハ其 ノ屬ス ル圑部 一一 報吿 スべシ  . 

村圑部 ハ 村圑 幹部 常務 會議ヲ 經テ若 シ其ノ 事件 村 公所 ノ處理 シ得ル モノ ナル 時ハ直 一一 村 公所 -I 

彈 劾案ヲ 提起 スべ シ、 但シ 事件 村 公所 一一 關係ァ リ叉ハ 村 公所 一一 於 テ處现 不能 ト認 メラ ルル 時ハ 

縣圑部 一一 彈 劾案ヲ 提起 スべ シ 
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若 シ^ 件 數筒ノ 村 一一 百ーリ 或 ハ 全縣 一一 關係 アル 時ハ 同時 一一 關係各 村 一一 通知 ヲ發ス ベ シ 

村 公所 i: 劾案プ 接受 シ タル 時ハ 十日 以内 一一 之 ヲ 糾明 處现 シ其ノ 調 _ ^ー處 现 / 情況 結栗プ 該圑部 一一 

通知 ス ベ シ 

村 M. 部 村 公所 ノ 處置 不當ナ リト 認ムル 時ハ更 一一 該案 ヲ 縣圑部 一一 提起 スル 事ヲ i:- 

凡ソ 人お 乂ハ 法人 一一 シ テ檢擧 案件 ァリ ト認ム ル時ハ 前 三項ノ 規定 一一 ヨリ 彈劾 ヲ爲ス 事ヲ得 

第叫條 縣闻部 村 W 部 ョ リノ 檢擧 提案 ヲ 接受 シ タル 時ハ 縣團 幹部 會議 ヲ開キ 該案 ヲ 審^ シ 若 シ 疑 

義 ヲぉス ル時ハ 調 木：： 一員 ヲ 派遣 シ 事 實調术  =1 ヲ行 フ事ヲ 得、 若 シ 疑義 ノ 存ゼ ザ ル時ハ 北ハノ 性質 一一 鑑 お 

ミ 左記 ノ规定 一一 ヨリ 處 スべ. シ 

1 被檢 舉者ガ 地方 义 ハ 中央 ノ 公務員 或 ハ 警丁 ナル時 ハ縣長 一一 彈劾ヲ 提起 ス ベ シ 

2 前项/ 被 檢擧者 相當ノ 勢ァ リ 縣長 一一 於テ 處现 シ 難キ カ又ハ 其ノ 處置 一一 不公平 ノ虞ァ リ ト M 

ム ル時ハ 總 M 部 一一 事件 ヲ途致 ス ベ シ 

3 被撿 舉者ガ 司法 機 關員ナ ル時ハ 高等 法 院長 一一 彈劾 案ヲ 提起 スべシ 但シ本 項彈劾 事" 哦ノ範 

圍ハ 

. ィ ^赂 收受 


n 闪人ノ 食費 ヲ削リ 撗領シ  . . 

ハ 其 ノ他 公金 ヲ撗 領シ 

一一 故意 一一 私事 ヲ摘 發ス ル等ノ 事件- 1 限ル 

4 被檢擧 人前 三 項 以外 ノ 公務員 (例へ バ 駐屯 軍、 保 衛圑、 軍官、 稅務 員、 機關 員、 視察 員、 

委員 等) ナル時 ハ其ノ 情 形 ヲ 審杏 酌量 シ 直接 當該 長官 一一 彈 劾案ヲ 提起 ス ベ シ 

5 縣團 部檢擧 事項 ヲ發見 シ タル 時 ハ 自動的 一一 彈 劾案ヲ 提起 スル 事ヲ得 

第 五條 當該縣 長、 高等 法 院長 及當該 長官 ハ前條 一一 依リ彈 劾案ノ 送致 ヲ受ケ タル 時ハ 速力 一一 事件 9 

ヲ調 木ュシ 適法 一 一虚 分 シ其ノ 結果 ノ 事由 ヲ附シ テ原圑 部 一一 通知 スべ シ  ： 

前 條ノ處 置 ヲ不當 ナリト 認ムル 時ハ更 一一 事件 ヲ總圑 部 一一 送致 スル 事ヲ 得、 總圑部 ハ其ノ 事件 ノ 

屬スル 本省 最高 長官 一一 向ッ テ 彈 劾案ヲ 提起 スル 事ヲ得 

本省 當該 最高 長官 及 高等 法 院長 前項 ノ 彈劾及 苒審ノ 請求 ヲ受ケ タル 時ハ 速力 一一 术ュ明 處分シ 北ハノ 

情況 ヲ總團 部 一一 通知 スべ シ 

原 彈劾機 關ガ總 圑部ナ ル 時 亦 前 ニ項ノ 規定 ヲ 適用 スルヲ 得 

第六條 彈劾事 案 軍事 及 政治 兩 方面 一一 關連 スル時 ハ綏靖 公署 及 省 政府 聯合 會議ヲ 開 キ處置 ス ベ 


シ、 叉 司法 一一 關連ス ル時ハ 高等 法 院會處 置 ス ベ シ。 

第七條 本 規則 施行 細則 ハ別 一一 規定 ス 

第八條 本 規則 ハ總 圑部ノ 決議 ヲ經テ 公布 施行 ス 

註 昭和 十一 年 三月 二十四日 公布 

事件 檢擧 規則 施行 細則 は  ， ■ 

第 一 條 本 規則 ハ 山 西 省 公道 圑 事件 撿擧 規則 第 八條ノ 規定 一一 ョ リ定ム 

第二 條 圑員 事件 ヲ撿擧 セント スル時 ハ確實 適切 ナル 事實ヲ 詳細 一一 具シ 人的 及 物的 證據ヲ 添へ 書 ^ 

面 或 ハ 口頭 ヲ以 テ 所管 圑部 一一 報吿 ス ベ シ 

報告書 或 ハ 報 吿記錄 ハ 報告者 ノ 確實ナ ル 住所氏名 ヲ記シ 捺印 若 ハ 拇印 スべ シ 

公共 圑體 或ハ 法人 ノ 場合 又 同ジ 

若シ 責任者 ノ 住所氏名 ノ備 ハラ ザル モノ 或ハ 匿名 ノ乇 ノハ 受理 セズ 

低 シ 縣村圑 部之ヲ 調査 シ其ノ 確實ナ 几 事 判明 セ ル 時 ハ 其ノ 縣村圑 部 自發的 一一 彈 劾案ヲ 提出 ス ル 

事ヲ 

第三 條 凡ソ 事件 檢擧ー 1 當リテ ハ須ク 左記 規定 ヲ嚴守 スべシ  • 


1 私怨 報復 ノ. 手段 一一 利用 スルヲ 得ズ 

2 情 一一 殉ジ 犯罪 人ヲ 庇護 スル ヲ得ズ 

3 公事 一一 藉口 シ 私事 ヲ圖ル ヲ得ズ 

以上 ノ 規定 一一 背反 セル 者 ハ村圑 ハ縣圑 一一 於テ 縣團ハ 總圑部 一一 於 テ 木  1 明 糾彈處 罰 ス ベ シ 

第 W 條 縣村圑 部 ハ 檢擧 事件 接受 後 速力 一一 幹事 會議ヲ 召集 シ 係員 ヲ 特派 事 實ヲ調 杏 シ檢擧 規則  一 I 

依 リ愼重 處现ス ベ シ 

第 五條 縣團部 事件 撿擧 規則 第 四條ノ 規定 一一 俊 リ自ラ 彈劾ヲ 提起 スル 時ハ 調 木： i 員ヲ 派遣 シ關係 機 7. 

關ノ 帳簿 ヲ撿 杏一 シ 叉 必要 ナ ル時ハ 當該 責任者 ノ 訊問 ヲ行 フ 事ヲ 得  つ 0 

前項 一一 依リ 該機關 一一 調 木 且員ヲ 派遣 スル 時ハ 圑部ノ 公文 或ハ撿 擧證ヲ 携帶セ シムべ シ 

撿擧 證ノ樣 式ハ別 一一 定ム  . 

第六條 前條 一一 傢リ 調査 ス ル 一一 當リ テ ハ 絕對 一一 秘密 ヲ 嚴守 ス ベ シ 

第七條 縣團部 事件 撿擧 一一 當 リ其ノ 事件 他縣 一一 亘リ 調杏ノ 必要 ァ ル時ハ 其ノ縣 一一 調 亮員ヲ 派遣 シ 

或ハ其 ノ縣ノ 同級 團部ノ 協 助 ヲ求ム ル事ヲ 得 

第八條 縣村圑 員 事件 撿擧 一一 當 リ其ノ 事件 司法 機 關員ノ 人 權蹂躏 一一 關ス ル 場合 或 ハ 刑事 一一 係ル 時 
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ハ 公訴 受 现 日附、 其ノ 事件 ノ 原因 及 時 效關係 並 一一 事件 ノ 日時 場所 ヲ明カ 一一 スべ シ 

第九條 縣村團 部 事件 撿擧 一一 當リテ サス圑 部會議 一一 於ケル 言論 ハ對外 一一 責ヲ 負フ事 ナシ、 凡ゾ列 

席 人員 ハ 均シク 秘密 ヲ 嚴守 シ之ヲ 漏：^ ス ベ 力 ラ ズ 

第十條 縣村團 部 職員 一一 シテ罪 ヲ犯ス モノ アル 時ハ 現行犯 ノ外 本管 圑部 一一 通知 スル 一一 非 ズシテ 直 

接 逮捕 拘禁 ヲ爲ス 事 ヲ得ズ  - 

若 シ 現行犯 一丁 ンテ 逮捕 シ タル 場合 ハニ 十 m 時問以 內 一一 其ノ 事由 ヲ附 シ テ 本管 團部 一一. 通知 ス ベ シ 

第 十 一條 本 細則 及 撿擧法 ハ縣區 村長 及 幹部 人員 ヨリ 級ヲ追 ヒ圑員 一一 詳細 講義 シ以テ 手 續實施 一一 

錯誤 ナカラ シムべ シ 

第 十二 條 本 細則 ハ總 圑部ノ 決議 ヲ經テ 公布 施行 ス 

註 昭和 十一 年 三月 二十四日 公布 

以上の 規則に よりて 推知す， る 如く 本圑は 冒頭に 述べた る 如き 單 なる 社 會圑體 に 非す して、 實に 

强 力なる 職權 を附與 された る撿察 機構に して 山 西 省に 於て は 本圑の 一 喝に省 政府 も 司法 機 關も縮 

み 上り 傍系 の 軍人 はいふ に 及ばす 綵靖 公署 員す ら 公道 圑 に 對 し氣兼 ね をす る狀態 にして、 之に 加 

へ て圑 幹部 は 言論の 自由、 身分の 保障 を 確保され 驚くべき 强 固なる 組織と なり 爲に 中央の 國民黨 
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部 は 山 西 省に 支部 さ へ も 設置し 得なかった。 

その 漢奸 檢擧 規則 は 次の 如し。 

凡そ 外國 人と 勾 結し 我國 家に 危害 を 加 ふる 者 を漢奸 とい ふ、 俗に 寶國 奴と いふ。 阔 家に 漢奸ぁ 

る は 人體に 腫物 あるに 等し、 一 個人に 付て 言へば 腿 物 は 先に 豫 防す るに 如く はなしと 雖も 一 度驢 

物 出で なば 須く 一  時の 苦痛 を 忍びて 之 を 切 11 除去し、 以て 其の 毒の 全身に 到る を 防ぎ 生命の 危險 

を 救 はねば ならぬ。 

故に 我等 公道 圑は 先づ 人民に 向って 漢奸 となる 勿れと 叫び、 若し 漢奸 あらば 之に 向 ひ 改悛 を勸 

め、 從は ざれば 斷乎處 分す るの み、 凡そ 本省 人民 は 等しく 漢奸 撿擧の 義務 をお す。 , 

漢奸撿 擧は郯 を 以て 單位 とす、 鄰長は 其の 郯 にっき 責を負 ひ、 閭長は 各 郯長を 監督し 其の 閬 rM: 

の責に 任す る ものと す。 

村長 は 閭長を 監督し 村 內總撿 木 2^ を爲す ものと す 

註 鄰は 五戸 を 以て 組織され 五鄰を 以て 間と す 

1 各 街 村に 漢奸 あり 叉 其の 嫌疑者 ありと 認 むる 時 先 づ郯長 之 を撿擧 する 責を 有す、 次に 間 長 

其の 責に 任す、 閬長、 鄰長之 を撿擧 せざる 時 は 其の 地の 公道 圑員は 村 W 部に 報告すべし、 村 
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圑， 長 は 各 街 村長に 通知し 之 を撿擧 すべし 

2 街 村長に 通知して 後 七日 以內 に撿擧 せざる 時 は 縣圑部 を經て 其の 地の 行政 長 をして 檢擧 

せ L む 

3 行政 區長 七日 以內 に處 分せ ざる 時 は縣長 をして 撿擧せ しむべし 

之 を 以て 見る に縣團 長は縣 長、 厘 長の 上に 立ち 監督 指揮の 權を 有し 一面 公道 團は 行政 監督官の 

位 S にある 如く 見ら る。 

組織 命令 系統 表  ， 

山 西 省 主張 公道 圑 組織 命令 系統 圔 
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"終靖 公 a 

n  -省 政 1府|;| ー縣 ー區， 政， 康  I： 

旣に 述べた る 如く 本圑は 表面 社 會圑體 として 常に 彼等の 叫ぶ 「ス ガン」 は 

「民衆よ 自衛 榷を發 動 せんとせば 先づ 武装せ よ」 

「善良なる 官民 を 擁護し、 劣惡 なる 官民 を 徹底的に やっつけろ」 

「主張 公道 圑に 集れ！ 主張 公道 圑は 善良なる 官民の 集圑 だ」 

等 を 旗 核と して 之が 目的 達成の 爲 民衆 訓練、 禁煙 禁毒 運動の 應換、 漢奸 撿擧、 新 生活の 援助 等 

に ni 醒 ましき 活動 を爲 したる が 其の 主なる もの を擧 ぐれば、 

1 學生 訓練 

三月、 主張 公道 圑學生 訓練 委員 會 設立され、 委員長に 敎育廳 長た る 冀貢泉 及び 委員 王 錄勳主 

任となり爾後小學校敎師の軍事訓練ょり大擧尊門舉校の^^ポ中訓練、 中學校 及び 小 擧校黄 子 軍 

訓練 を-緩 續 的に 施行し、 一 〇 歳 以上の 男女 學生は 全部 制服 を 着し 一 齊に 訓練 を 受け、 その^ 
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數百 八— 萬 人。  * 

2 商人 訓練 

じ 月、 主張 公道 圑 商人 訓練 委員 會 設けられ 李 冠洋、 馮 司直、 薄 毓相等 主任 委員と なり、 同月 

十日 太 原 市の 商人 千 五 百 人 を 集合、 三日間に 一旦り 軍事 及び 政治 訓練 を 施した る を 始めと しそ 

の概數 五十 萬 人。 

3 壯 T 訓練  . 

この 主 體は 軍部に あれ ど 本圑と 地方 人民との 關係も あり、 公道 團 員の 本 訓練 幹部た る もの 多 6 

數 あり 側面より 援助せ り。 本 訓練 は 纏て 微 兵制の 實 現に 至る ものであった。 

4 各縣村 幹部 人員 訓練 

九月、 各地 方 圑員千 六 百 四十 二人 を 太 原に 集中 訓練せ しに 始まり 約 二 萬 人の 訓練 を 施せり。 

5  土貨 愛用 運動 

三月、 公道 圑總圑 部 令と して 各縣に 令し 「山 西 省各縣 商人 自治 聯合 會」 を 組織せ しめたり。 

其の 組織 綱領 左の 如し。 

土 貸 愛用 は 本年 政治 實施 重要事項 にして 必然 完成すべき 處近來 密輸 旺盛なる に 鑑み 土貨の 
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販路 を 擴大し 以て 密輸品の 防 遏を圖 らんと する に は 商人 全 體の圑 結 を 堅め、 善良 自治の 習 

惯を 養成せ ざる を 得す」 即ち 

各縣 代表 大會を 開き 之より 委員 九 名、 候補 委員 三 名 を 選び、 全 省 一 丸と なり 公道 圑の 指導の 下 

. に 山 西 省出產 物の 强賣 を圖れ り。 其の 他 

6 禁毒 禁煙 運動 

7 劃 除漢奸 運動 

8 造林 運動 .  . ■ 

, 9 ぎ 生活 促進 運動  _ 

等々 苟も 政府の 主唱す る 運動に は 常に 本圑が 先鋒 を 勤め 宣傳 に、 圑員擴 張に、 防 害 除去に 大童 

となって 活動した。 

本圑の 事件 撿擧肷 ^を 見る に 本 圑の主 目的 は 社會の 不公平 を 除く にある 事 は屢次 記述せ る處に 

して 之が 檢擧 件數は 六月 以後 四 箇月 問に 五 千 六百餘 件に 達した。 其の 內譯 は、 

1 官吏の 公道 を 主張せ ざる もの  三 六 一件  ， 

2 官吏の 牧賄 事件  五 七 一件 
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3 官吏 職責 を果 さざる もの  、  三 〇 六 件 

4 官吏 土 豪 劣 紳の勾 結す る もの  二 W 九 件 

5 官吏 惡人を 取締らざる もの  七 八 九 件 

6 官吏無^：^の民を苦しめしもの  九ー俾 

7 官吏 親, 挨の爲 せる 撗暴事  五 九 五 件 

S  土 豪劣紳 の 滯納 脫稅  ■ 七 七 二 件 

9 大{豕 の. 小 家を陷 害せる もの  五 二 叫 件 

^ 貧官汚 純の. 公金 濫用  九 〇 二 件 

n 其の 他不 公道 的 事  四 九 三 件 


內 完結せ る もの 四、 三 〇一 件、 未解決の もの 一、 三 〇 六 件 あり、 中には 縣長 趙承審 員、 監獄 員 

. 警察署 長、 巡官、 151! 長 及 保 衛圑長 等の 處销 された る 者相當 あり、 死刑執行され たる 者 もあった。 

本圃 は强大 なる 權カを 有せる も 司法 機關の 如く 直接 强制を 爲す權 は 法の 附與 する 處に非 ざれば 

其の 檢擧の 範圍も 社會の 共同 不平に カ點を 置かれ あり、 事實上 如何様な 手續 にて 實 施された る や 

は 極めて 輿 味 ある 問題に して 之に 關し 最も 簡單 にして 代表的なる 一例 を擧 ぐれば 左の 如し。 


山 西 省 北部 五 臺縣槐 蔭 村 は 小 村な りと 雖も 省內に 其の 名 を 知らる。 即ち 本 村より 中央 委員 兼. 3, 

西 省 政府 主席 趙戴 文、. 中央 委員 會 委員 兼蒙藏 委員 舍副 委員長 趦 不一 漦 及び 晋緩軍 騎兵 司令 趙承緩 を 

出し、 其の 三 名 は 何れも 趙氏 にして、 之が 爲 同村に 於け る趙氏 一族の 勢力 は强大 なる もの あり 村 

內 他姓の 者は趙 氏の 撗 暴に 相 當不滿 を 有し 居る も 公然 之と 爭 ふが 如き 力 は 何人に もな く、 唯々 諾 

々 と. 趙 氏に 屈 從を餘 儀な くされて 居た ものと 見られた ところ、 六月 二十 五日 五臺縣 主張 公道 圑部 

の 名に 於て 超 氏 家族の 撗 暴に 關 する 件と して 敢然 正義の ー彈を 投じ、 多年の 因習 牢固 拔く ベから 

ざる 山 西 五臺縣 より 一大 波紋 は卷き 起された。 其の 事件の 概要 左の 如し。 

1 事件 內容  3 

五 臺縣五 區枧蔭 村 東 街に 全 村民の 寄附 金に て 建てられ たる 一 筒の 娘々 廟 と舞臺 ありた る處、 

該村趙 氏 合 族 壇に 該廟內 の 神 像 及 石 牌 を 取 除き 趙氏祠 堂 を 建てた。 然るに 該 村の 朱、 除、 張 

等の 異姓の 八十 餘戶 は趦姓 の 勢力 强大 なる 爲 憤激し つ も 公然 反 對し得 ざ る狀 態に て 今日に 

至れり。 

2 調 木 Ij 

五 臺縣圑 部 は 本件に 關し 匿名の 投書に 接し 眞僞 審査に 調 木 且員を 派遣せ る 所 其の 報告に よれば ， 


r 該廟に は 現在 確 實に趙 氏の 祌主及 位牌 あり、 然して 娘々 廟の神 像は跟 跡な し、 之に より 趙， 

氏 家族 は 公廟强 占せ る 事 疑な きなり」 と。 

檢 擧  ， 

該團部 は 報告に 基き 幹部 會議を 召集し 本件に 就き 討論の 結 栗 「現在 該 村の 超 氏族より 出で た 

る趙戴 文、 趙不 一廉、 趙承綬 等 は 軍政 兩界の 要職に 在りて 趙氏 家族の 撗 暴に 對 して 該 村の 異姓 

は 公然 異議 反 對の交 涉を爲 し 得ざる と雖 も、 將來 之が 禍根と なり、 反って 趙氏 一家の 不幸 を 

招く 虞 あり、 故に 村 公有の 財產は 村に 返還せ しむる は 即ち 趙氏を 保護す る 所以な りと し」 之 > 

を檢擧 する に 決定し、 直ちに 總圑 部に 一 件 書類 を 送致せ り。  ？. 

處 分 

總團部 は 事件 接受 後 幹部 委員 會 の 決議 を經 て 五 臺縣政 府に 命令 を發 して 曰く、  . 

「其 縣は趙 氏 家族に 命じて 三 箇月 以內 に該祠 堂の 位牌 を 一 棒に 遷 出し 其 廟を該 村 公社と 爲す 

べし」 と。 

しかし 該廟 は趙氏 一 族の 管理より ：$ び 村の 管现に 移りた る も 俊 然として 趙氏廟 として 存置 さ 


斯くて 主張 公道 圑は强 力なる 權能を 有し、 龙大 緻密な 組織の 上に 整然たる 統制 を 保ち 閥 錫 山の- 

手 足 耳目と なり、  各種 工作に 從 事した が、 成立 以來 一 年 八 箇月に して 這 次の 事 變勃發 に 逢着した。. 

此の間 昭和 十二 年 二月、 滿 一周年 を迎 へ、 第一 回の 圑員 肅淸 をな し 柱圑長 及副圑 長に して 免職 

となった もの ニ千餘 人、 圑員 たる 資格 を 取消され た 者 十一 萬 人に 達し、 新に 七萬餘 人の 圑員を 補 

充 した。 

公道 圑に對 する 一 般 人民の 感情 は 嫌 惡迄は ゆかなかった が、 遂に 好意 を 寄せる に 至らなかった。 

其の 原因 は本圑 員が 何れも 三十 八 歳 以下の 血氣な 靑壯年 者で あり、 勢 ひ 行動 激越と なる を 免れな 

かった こと。 叉 圑員中 不良 分子 も少 からす、 之 等 は 徒らに 政府の 强權を ふり 廻し、 民衆の 私生活 

に干涉 する こと 多き 故であった、 然して 之 等が 如何に 是正され て 如何なる 程度に 民心 を 把握す る 

か は 今後に 着目すべき ものが あつ たが 事 變勃發 と 共 に 中絶した ので ある。 

四、 防共 宣傳 大綱 (山 西 主張 公道 圑) 

本文 は 昭和 十 一 年 二月 共産軍 山 西 侵入の 翌月 即ち 昭和 十 一 年 三月に 刊行せ る もの。 
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今次 共 匪 山 西 侵入 後 は 姦淫 掠奪 を恣 にし、 殺人 放火 を 到る 處に 敢行し、 貧富 貴賤、 老幼 女 を 

問 はす 凡て 其の 跺躏を 蒙れり。 人民の 生命 財産、 家屋 田園 は 悉く 烏 有に 歸す。 慘忍 極り なき 共產 

黨は實 に 古今 中外の 土匪 中に 冠たる 者と 謂 ふべ し。 故に 此の 大强 盜圑は 只に 政治 上の 罪人た るの 

みならす 人民の 仇敵な り。 只に 人間の 虫賊 たるの みならす 更に 道德 文化の 謀叛 人たり。 親愛なる 

同胞 達よ、 彼等 共 產黨の 欺瞞に 陷る 勿れ。 叉 共 產黨の 脅威 を 恐れす 一致 圑結、 其の 陰謀 奸計 を擧 

穿し、 其の 弱點を 認識し 以て 迅速なる 滅共を 期すべし。 

兹に共 產黨の 罪惡、 陰謀 並に 其の 弱點を 略記す。 

ィ 殺人放火と^^淫掠奪の罪を摘發せょ。 

共 匪 は 江 西、 湖南、 雲 南、 貴 州、 W 川、 陕西 各省 を攪亂 し、 多數の 人民 を 殺害せ し 事 は 夙に 人 

の 知る 所に して 再述を 要せす、 今次 黄河 を 渡り、 石樓、 中 陽、 隰縣三 縣內に 侵入 後、 俊 然とし 

て 共の 常 手段 を 繰り返し 村 家を燒 却し、 金錢 食糧 並に 衣服 を 掠奪せ り。 

凡て 逃避し 得 ざり し靑 年男 女 は 捕虜と なり、 婦女子 は强姦 せられ、 彼等が 爲 に扠隸 となる。 壯 

丁 は 前線に 送られ 彼等に 代りて 先鋒 隊 となり 犧牲 となる。 稍々 資財 ある 者、 官吏、 軍警は 全部 

殺害 せらる。  - . 


要するに 男女 老幼、 貧富 貴賤 を 問 はす、 共 匪の 手中に 落ちし 者 は總て 生命 は 亡び、 財は盡 き、 

一家 離散せ り。 其の 慘忍 暴虐、 實に 古今 中外に 比類な し。 匪 首 を 殺害し、 其の 匪 血を盡 吸す と 

も尙 其の 罪 惡の萬 分の 一 を 償 ふに 足らす。 

n 家庭の 破 壌と 破廉恥 的禽獸 行爲を 撲滅せ よ。  ~ 

共產黨 政治 工作の 第一歩 は、 即ち 家庭 を破壞 して 老幼 男女 を 老人 隊、 兒 童隊、 婦女 裁縫 隊、 慰 

安、 救護 隊等 となす。 

一家 中の 父母 妻子 をして 相互に 面會 せしめす、 且つ 積極的に 子 は 其の 父 を 殺し、 妻 は 其の 夫 を cn 

殺す こと を 提唱す。 特に 青年 婦女に 對 して は 極力 羞恥 打破 を 叫び、 不孝、 不仁、 無廉、 無恥 こ ヌ 

そ 新社會 の道德 風習な りと 敎ふ。 斯る禽 獸行爲 はた だに 中阈 文化 を 壌 減し、 中國を 危急に 陷れ 

るの みならす、 延いては 全人 類 を壞滅 する ものな り。 

ハ 抗日 救國の 陰謀 を 暴露せ よ。 

共 產黨は 最近 抗日 救國を 叫び、 以て 彼等の 罪惡 を隱蔽 する を 希 ひ、 一 般 人民の 耳目 を 惑 はす。 

然れ ども 其の 實際は 救阈の 美名に 托して ひそかに 政 權の實 際 を 奪 ひ、 統 一 政治 系統 を 破壊し、 

機に 乘 じて 現 政府 を 攻撃し 內亂を 誘導し、 熱血 愛國 者の 同情 を 買 ひ、 以て 其の 間隙に 乘 じて 中 


國 政治 を 把握 せんとす る もの なり。 斯る 陰謀 鬼 計 は實に 憎む ベ し。 

-ー 共 產黨は 我が r 自强 救國」 「土地 公有」 制 を 破壊す。 

我等が 提唱す る經濟 建設 は自 强救國 への 正當 なる 努力で ある。 特に 其の物 產 證券と 按勞 分配 は， 

重要で ある。 之 は 共産主義の 侵略 を 防ぎ、 經濟 を發展 させ、 只に 階級 鬪 (ザの 根本的 撲滅 策の み 

ならす、 共產黨 をして 乘 する 機會を 封す る ものである。  . 

ホ 共產黨 政策の 弱點。 

共 產黨の 弱點は 甚だ 多し、 我々 は 尙ほ心 を 鎮めて 之に 處し、 速 かに 根本 削除の 計 を 樹立すべき 

なり。 玆に 其の 重なる 弱 點數項 を 記す。  ヌ 

、 1 軍事上に 於て は 共 產軍は 武器 彈藥 極度に 缺 乏し、 野砲 機 關銃は 殆ど 無き に 等しく、 爲に 軍- 

事 戰略は 土匪 的 遊 擊戰を 絕對視 し、  正式 軍隊と の 、王戰 を 避け つ k あ る。 

往々 にして 我 軍の 進退 移動 を 偵知して は、 其の 不意 打に 出る。 此の 種 戰術は かお し、 機關 銑、 

手榴彈 多き 軍隊に 遭遇せば、 直ちに 壞滅 せらる。 最近 隰縣 • 中 El 各 次の 戰鬪に 於て 我 軍の 勝- 

利 を 得し は 正しく 此の 點 にあり。  且つ 匪 軍 は 防 守 戰に缺 く、 而も 砲 兵隊の 掩護な く、 包 圍戰. 

に 出 づれば 一 戰 して 殲滅すべし。 


2 前線の 人民 は 其の 蹂躪と 壓迫を 受け、 已 むな く彈 丸の 犧牲 となる、 故に 赤軍より 好 遇 を s 

けて ゐる者 を 除く 大多数の 赤衛隊 は、 軍心强 固なら す。 叉 後方 赤 151! の 人民 は 財産の 掼失 並に. 

家庭 分離の 痛苦 を 受けて 不平 不滿 である。 

3 思想 上に 於て は 共 產黨の 政策 は 一度 學問 的に 說破 さる k 時 は 矛盾 は 直ちに 明瞭と なる。 所 

謂 彼等の 主義 は 其の 根 據實に 薄弱で ある。 

4 政治 上に 於て は 共 產黨は 常 に 不良 官吏 打倒 を以 てロ號 となせ る も、 其の 實 共產黨 の 苛政 下 

の 人民 は眞に 痛苦に 堪 へす。 即ち 生命 財產 保障され す。 而 して 政治に 當る者 は 悉く 無 賴漢、 5 

浮浪者、 不良の 徒の 集圑で 常に 時機 を 利用し 報復の 誓 を 志し 居るな り。 故に 若し 良民 圑結レ ， 

力量 總 合せば 共 產黨を 打倒す る こと 容易な り。 

へ 我々 は 如何にして 防共に 努力すべき か。 

共產黨 の 弱點斯 くも 多き に不拘 何故 迅速に 發展し 赤禍 は擴大 せる や、 现論 的に 言 へば 私有財産 ■ 

制の 不公平 は 共産 黨の乘 すべき 一大 空隙た るな り。 

彼等 は 威嚇と 利 を 以て 誘 ふ。 故に 匪廣 にある 人民 は 強者 は壓 迫され 遂に 殺され、 弱者 は 不平 あ 

れど 口に 出さす。， 斯 くして 共 產黨の 勢力 大 となる。 叉奸商 並に 亂 民に 至って は 流言 を 放ち、 大 


衆 を惑亂 し、 火 を 放ちて 掠奪す。 之 亦 共 產黨の 勢力 擴大の 機 會を與 ふるな り。 故に 我々 今後 Q: 

努力 は 左記 方策に よるべし。 ， 

A 按勞 分配 制度 を 積極的 に 施行し 以 て 階級 鬪爭を 根本的に 撰 減す る を 期す。 

B 公道 圑の 組織 を擴大 並に 充實 し、 以て 公道 を 發揚し 良民 圑 結し、 不良 者 を 制裁すべし。 

0 鄕 村の 政治 工作に 緊張 度 を 加へ、 人民 をして 徹底的に 利害 を 明瞭なら しめ、 再び 其の 欺瞞 

を 受け ざら しむ。 且つ 共 產黨の 弱 點を說 明し、 人民 をして 方策 を 以てせば 共產黨 も畏る k に 

足らざる を 知らし め、 人心を安定し！^：び愚者に擾亂せしめざるゃぅにす。  さ 

6. 

P 金融 を攪亂 し、 流言 蜜 語 を 放つ 奸商 並に 一切の 反動 分子 を 厳重に 處 罪し、 以て 後方 を 鞏固 

たらしめ、 前線の 士氣 を激勵 する を 期すべし。 

五、 防共 保衞圑 大綱 

1 本 大綱 は 各 村 優良 壯丁圑 結して 防共 自衛 を實行 せんが 爲に 制定す。 

二 各縣 防共 保 衛圑は 總て本 大綱の 規定に より 處现 す。 

三 凡そ 男子 丁年者に して 十八 歳 以上 三十 歳 以下に して 資財 比較的 富裕、 身體 健全 且つ 何等の 嫌- 
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疑な く、 然も 有職者、 擧業 にある もの、 或は 現任 地方 公職 以外の 者 は 均しく 訓練 を受 くべ し。 

各 期 訓練 11 始期 日 及 訓練 期間 は 別に 之を定 む。 

-四 各 期 訓練 を受 くべき 圑丁 は备縣 現有 閭に應 じて 每閭 一名 を 出し、 街 及 主 副 村 を 以て 單位 とな 

し、 全 街村戶 口中に ありて は 閭鄰に 拘らす 混合 撰拔 す。 各 縣撰拔 すべき 圑丁數 は 別表に 之を定 

む。 

五 圑丁  、拔 は縣 長と 所管 人員 責任 を 持ちて 期 內 に處理 すべし、 其の 責任 處 理法 は處现 規則 

內規に 之を定 む。 

六 防共 保衛 團は須 く嚴密 なる 組織と 適合なる 接 配と を 具有し、 以て 相互扶助の 效 果を收 めざる 

ベから す。 組織 系統 及 接 配 地域 は 別に 之を定 む。 

七 防共 保 衛圑圑 T は須 く相當 なる 軍事訓練 並に 武器の 發給を 受け 以て 防共 自衛 力 を充實 せざる 

ベから す、 訓練 課程 及 武器 數目は 別に 之を定 む。 

八 防共 保 衛圑は 須く圑 旗 並に 徽章、 襟章、 を 調製すべし、 其の 様式 は刖に 之を定 む。 

-九 防共 自衛 圑各 部隊 並に 兵士 圑丁等 使用の もの 一切 は 規定 數目 並に 標準 價 格に 應じ 節約 を 期す 

べし。 其の 數目及 標準 價格 は^に 之を定 む。 


一 〇 防共 保 衛團各 級 幹部の 處 すべき 事項 は 別表に 之を定 む。 

一 一 訓練 中の 圑 丁に 要する 食費 は 規定 方法に 依り 各該村 資財 比較的 裕福に して 圑丁を 出さざる 

. 各戶 共. 131： 負擔 とし、 貧民の 共同 支出と せす、 食費 負- 據 額の 方法 は 別に 之を定 む。 

一 二 訓練 中の 圑丁は 長官の 指揮に 絕 對服從 し、 防共 任務 並に 其の 地の 匪 類 を撿查 する 責任 を 有 

一三 團丁 服務 區域 は本縣 境界 を 出で ざる を 原則と する も、 隣縣 との 接 界村莊 は 相互 協 助の 義務 

を 有する ものと す。 

一四 木 大綱 は 公布の 日より 之を實 行す。 

六、 防共 會議 

陝 北共產 革の 謹 動に 脅威 を 感ぜる 山 西 省 政府 は、 爐 之が 防共 對 策を講 すべく 昭和 十 年 八月 二 

十九 rn 西南 部 地方 二十 一 縣の縣 長 を 太 原 市に 召集して 十 ra 日に ー且る 會議を 開催した が 此の 議決 件 

は 三十 五 項、 た^して 第一 を 根本 防共 對策、 第二 應急 防共 對策 となした。 即ち 左の 如し。 

一 土地 公有 制の 實施 (根本 對策) 


1 村 公所に 於て 無利息の 公債 を發 行し 全 村の 土地 を買收 して 村 公有と す。 

2  土地の 優劣に より. 一人の 耕作し 得る 量 を 一 人 分と して 全 村の 土地 を 若干に 分ち て當該 村の 

農民に 分ち て 耕作せ しむ。  . 

8 村民 大會に 於て 村の ある 土地 を集圑 耕作す べしと 議決した 場合 は該 土地 を集圑 農場と す。 

4  土地 は 村の 農民の 耕作に 不足せ る 場合 は 村 公所より 他に 適 當な職 を 授け 過剰の 場合に は 過 

剩の 土地 を縣 政府に 屈 出 づ ベ し。 

5 農民の 耕作 年齢 は 十八 歳より 五十八 歳 迄と し 人民に して 満 十八 歳になる 時 村 公所に て 一人 9 

6 

分の 土地 を 受領す る こと を 得。  " 

五十八 歲 になら ば 受領した る 土地 を 村 公所に 返還すべし。 

6 農民に して 左の 場合の 一 つに 該當 したる 時 村 公所に 於て 受領した る 土地 を回收 すべし。 

1 死亡 2 轉業 CO 耕作の 放棄 4 轉職 5 犯罪の 判決 

7 農民、 兵役に 服す る 期 問內に 於て は 其の 受領した る 土地 は當該 村の 農民 をして 代 耕 せし む 

べし。  . 

.00 農民 は 耕作 力の 減退し、 又は 作物 栽培 上 特別の 勞働カ を 要する 場合 雇 農 を 傭 ふこと を^、 
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祖し 其の 雇褒は 左の 三種に 限る。 

A 他の 農民に して 勞働カ 剩餘し 居る もの。  ， 

B 十八 歲 以下 五十 歳 以上の 子。  ， 

G 勞働 年齢に ある 婦人。  - 

-9  土地 公有の 實 施の 初期に 於て 農民 は 省 縣に對 する 負擔 として 田賦は 以前の 通り 徵收 さる 

ものと す。 

:s  土地 買 收に對 する 公債の 年賦 惯 還の 爲の擔 保 物 は 左の 如し。 

A 產業 保護 稅  . 

動産 又は 不動産 は 年に 百 分の 一 の 産業 保護 稅を 徵收 す。 

B 不 勞働稅 

村民に して 正 當の现 由な くして 勞働 せる もの は 耕作に 從事 する 農民 一 人 分の 土地に 付 納付 

したる 勞働 所得 稅 に準じて 不勞 働稅を 納付すべし。  - 

C  息 所；？ 寸稅 

資產 により 利息 を 獲得す る もの は 所得の 利益に よりて 三十 ズを單 位と する 累進 所得 稅を納 


付すべし 

V 勞働 所得 稅 

勞働 によりて 收人 をな す もの は 左に 準じ 勞働 所得 稅を, g 付すべし。 

(一) 土地 耕作に よる 收人は 一割と す。  ，， 

(二) 耕作 以外の 勞働 による 收入は 百 分の 一 を單 位と する 累進 所得 稅。 

n 墓地、 住宅地 は 暫く 買收 せざる こと k す。 

^ 村の 山林、 湖沼、 牧場 等 公 招 土地 は 從 來國、 省、 縣、 村の 公有に 愿 する もの.. 外、 全部 土 

地買收 法に よりて 村 公有と し、 地上に ある 有價 物に 對し 保證金 を支拂 ふべ し。  3 

^ 村 公所に 於て 人 n の增 加と 土地改良の 實 狀に應 じて 適當の 期間に 於て 土地 を苒 分配す る こ 

と を 得。 

二 應念對 策 (三十 叫 項 中の 主なる もの 左の 如し) 

1 防共 自衛 圑の 結成  •  • 

2 民 不平の 消滅 

3 各 縣の新 民 工場 擴大 及び 整理  t  , 


4 高利^の 制^ 

5 各縣村 の 小 舉校敎 員 をして 防共 の 宣傳 及び 實 行に 協力 せ しむ 

G 小作 土地の 取 it  . 

7 资產 者、 農民、 勞働者 及び 失業者 間の 覺醒 

8 消極 無爲的 政治の 徹底的 改善 並に 之に 對し嚴 重處置 方法 

9 勞働 者に よる 失業者の 減少 

^ 村 行政の 整理に よる 鄕 村の 苒建 

n 警 政の 整现 

^ 释官 給料の 未拂 整理 

^ 村長 を 有給 職と する こと 

W 黄河 河岸 要所に 碉堡の 建設 

は 必要に 應じ 分散 せる 諸 村の 合併 

^ 好 人團の 結成 並に 惡 人の 制裁 

n 縣、 村の 經^ 負擔の 合现化 
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lET 滅共戰 の 前衞。 宣撫班  I 

一、 荆 棘の 道 を往く 

昭和 十四 年 二月、 かしこき あたりに おかせられて は r 宣撫 班」 なる 御題 を 賜 ふ。 

あ-. - 血の 苦 鬪ニ年 有歲！ 今ぞ報 はれて 九重の 奥深き あたりに 聽 えまつ る。 この 日 この 時 全線 ヌ 

の 宣撫官 一同 は 互に 手 を 取り合って 感泣し、 更に 聖 慮に 答へ 奉り、 誓って 友邦 支那の 人心 を 把 ま 3 

すば おかす、 新しき 更生 支那の 土に 最後の 碧 血の 一滴 をも餘 すと ころな く灑 ぐべ しと 感激した。 

這 次 聖戰は 新しき 評 題 を 投げた。 曰く  r 宣撫 班」 ！ それ は戰爭 科學に 於け る 新しき 分野で あ 

り、 新しき 哲學 である。 輿 亡 五 千年、 老大國 支那の 土 上に 繰 返された 血腥き 民族の 爭鬪 はこ こ 幾 

變 遷を經 しこと ぞ、 それ は 漢族、 蒙古 族、 回 族、 滿洲 族、 西藏 族の 絶えざる 與 亡の 渦 卷 であり、 

地域的に は 北方と 南方との 爭鬪 であった と 極言され る。 

遠き 昔 は 措き、 滿洲 族なる 淸 朝が 北京に 都して 四百 餘 州の 覇を唱 へし 時、 いかに 漢族 制禦の 爲、 


凡ゆる 努力が 拂 はれた か、 いかに 蒙古 族 懐柔の 爲 凡ゆる 策 を 弄した か、 康憑 大帝に 始り雍 正を經 

て乾隆 帝の 盛時に 至る 迄、 それ は 決して 偶 發の成 事ではなかった。 歷史を II くもの は 血の したた 

るが 如き 苦心の 跡 を 知る であらう。 

然も この 努力、 この 苦心、 人智の 限り をつ くしての 淸 朝の 漢人 制覇 も槿花 一朝の 夢に して 百 五 

十 年の 命脈 を 保つ に 過ぎす。  . 

近代に 至る や 孫 文の 革命 は 三民主義 によって 支那 民族主義 を 把握し、 蔣介 石に つがれて 全國制 

覇と 成る。 . 然も 陳獨秀 に始 り毛澤 東に 至る、 中國共 產黨の 共産主義 は 更に 蔣の國 民 黨に對 ：！^ して 

地方 農村 に 多くの 支援者 を かち 得 てこれ を 凌駕 せんとす る。  W 

然るに 今次 聖戰は 北、 中、 南支に 於て 國民黨 を 追 ひ、 共 產黨を 驅逐し 得た。 が 共 產黨の 武力 的 

背景た る 共産軍 は 民族 統一 戰線を 豪語し、 長期の 抵抗 を 叫び、 遊 擊戰を 展開して、 支那 億の 民 

衆の 心 を把据 せんとす る。 まこと 共産軍の 恐るべき は 武力 ゲリラに 非す、 思想 ゲリラに ある。 

支那 は 今や 建設 戰 である。 建設 戰の 敵と は 何者 ぞゃ、 思想 ゲリラ、 これ ぞ最も 至難の 戰 であり 

長期に K る戰 である。 今や 支那に 於て、 共産軍が 支那 民衆の 心を捉え てこれ を 味方と する か、 我 

等が これに 對抗 して 勝ち得る か、 支那 民衆の 心を捉 へる こと、 それ は 武力 以上に 困難 だ。 誰が こ 


れを速 かに 捉へ るか。 敵 か 我 か、 建設 戰の 意義 はこ にある。 それ は 何故に 至難で あるか、 支那 民 

衆 は 長き に 一旦って 組織せられ ざる 民衆で ある 故で ある。 新しき 時代の 要求す る 新しき 民衆 組 織！ 

これ ぞ 世紀 をう っ曉 鐘に あらす して 何ぞ や。 

宣撫 班が、 こ  に 世紀の 舞臺に 踊り 出た。 彼等 は 銃な き戰士 である。 彼等 はこの 至難なる 聖世 

の 大事 業 を 買って 勇躍 故 國を棄 てて、 虎穴に 入った。 彼等 は劍を 持たぬ。 裸體 で、 單 身で 支那 民 

衆 四 億の 中に 飛び込んだ。 

彼等 は聲を 大きく して 叫ぶ。  CO 

「諸君、 誰が この 悲慘な 戰爭を ひき 起した か、 我等 日本人と 君達 中 國人は 何故に 殺し 合 はねば な ？， 

ら ぬか。 敵 は 國民黨 だ 共產黨 だ。 吾等 は 一 切の 形骸 を棄 てて 裸 體の儘 抱き合 はう。 そして この 悲 

慘に 泣かう。 そして 起ち 上らう ではない か。 新しき 東亞の 黎明の 爲 に！」 

宣 撫官！ 人道の 戰士 はかく 叫ぶ。 しかも 或 者 は、 猶ほ 無智なる 彼等の 彈 丸に 倒れる。 支那の 

土は飽 くこと なく 彼等の 血 をす. 1 る。 十字架！ 荊棘の 道！ しかも 剿 共戰の 前衛 達 は往く …… 


二、 宣撫と は何ぞ 

蘆溝橋の 銃聲に 端を發 し、 幾多 同胞の 血潮 を 以て 彩られた 新しい 東亜の 曙が 華北の 東北 隅から 

徐々 に その 輝かしい 光 を 放ち 初める。 昭和 十二 年 八月の 上旬、 一行 五十 三 名より 成る 武器な き戰 

士が 決死の 色 を 浮べて 秘に 山海 關を 越えた。 之 こそ 現在 總員 ニ千餘 名、 班 を 分つ こと 百數十 班に 

乖ん とする 北支宣 撫 班の 草分け を 承った 先驅 者の ー圑 であった。 

爾來、 ひたむきな 皇軍の 進擊 により 城壁の 上に、 車站の 棟に 一本 亦 一本 日章旗が 其の 數を 加へ .0. 

て：：；： くに 應 じて 宣撫班 も 班の 數を 加へ、 蒙疆 地面の 宣撫 班が 十三 年 十二月 を 以て 一 先づ ピリ ォッ 3. 

トを 打ち、 中支 宣撫班 も 亦 十三 年 六月 を 以て ー應 うち 切りと なった 今日に あっても、 北支 宣撫班 

のみ は 今 猶每次 班員 を 加へ、 津浦、 京 山、 京漢、 正 太、 同 蒲、 隨 海の 备 線に 强靼な 蜘蛛の m 狀組 ： 

^網 を 固めつ k、 新に 產聲を 上げた 晋北 自治 政府 宣撫班 を 喜び 迎 へて 所期の 目的に 邁進し つ k あ _ 

る。 所期の 31 的と は 何 か、 それ は 北支の 民の 豫言 者と なり、 戰 場の 慈母と なり、 混亂の 中に 起つ „ 

て 正しい 秩序の 維持 者と なること である。 此の 目的の 爲に 彼等 は 種々 の 工作 をな すので あるが、 一 

この ェ 作 は進擊 する 皇： 車 に從 つて 戰場 を 馳驅す る ものと、 一定の 土地に 辨公處 を 構へ て 定着す る " 


場合と が あり、 前者 を從 軍宣： i 班、 後者 を 定着 宣撫 班と いふ。 

S 靑年 宣撫赏 は 二 年 有 餘歲ビ の宣： i の 爲に全 支 を 奔走し、 陽燒 けした 元 氣な顏 で 左の 如く 語る。 

從軍 宣撫班 は^と 形影 相伴 ひ、 其の 庇護の 下に 諸種の 工作 を爲 すので あるが、 情況の 許す 限り 

軍より 一歩前進し、 各 村落の 辻 角と 云 はす 軒下と 云 はす、 ベタ ベタと 貼り付けられた 惡 どい 敵の 

宣傳 ビラ を 片っ端から 剥楚 し、 之に 代 ふるに 日 支 親善、 北支 ー冉 建の 明朗 ビラ を 以てし、 又 白壁に 

深く 刻み 込まれた 抗日 ス 口 ー ガ ン 等はス コ ップで 掘り起して 其の 跡へ 水 をブッ かけたり する 1 . 

或 時には、 斯んな 工作に 夢中に なって 居る 問に 軍に 追 ひ 越されて 了って、 氣が ついた 時には 頼み 

の 騎兵 部隊 は 「跡の 煙」 ならぬ 「跡の 黄塵」 を殘 して 姿が 見えない。 そこ へパ ンパ ンと、 一 、 二 

發！ 2- 舞 はれて、 さて は敗殘 兵の 包 圍に陷 つた かと 覺 悟の ほぞを 固め かけた 時、 後續 部隊に 拾 はれ 

て、 傳 令に 早變 りした と 云 ふ 笑へ ぬ ナンセンス も ある。 

之に 較べる と 部隊が 休止した 時 は、 餘程氣 分が 樂 である。 「軍が 休む 時 こそ、 我等の 働く 時で 

ある」 とは從 軍宣撫 班の モット ー である。 例へば 大 休止、 即ち 晝の 休み 時間に は 宣撫班 は n 十い 目 

に 食事 を濟 ませ、 村落 工作に 出かける。 皇軍 出 帥の 本義、 共 產黨、 國民 黨の惡 業を說 いて 闢 かせ 

るので ある。 時には 聽 衆が 餘り 不潔で 眼疾の 多い の を 見兼ねて、 「皆 もっと 風 吕を使 はなく ちゃ 
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いかん、 風 te へ 行く と 長生す るぞ」 等 言 ふと、 まるで 高遠な 長壽の 秘訣で も敎 へられた やうに 感 

動す る 純朴な 人達 も ある。 講演者 自身 グッ とレべ ルを 落して か k らね ばなら ぬ こと は 言 ふ 迄 もな 

い。 蔣介 石の 名 すら 知らぬ 者が 居る。 然し 國民黨 の 名 は 充分 知れ 亘 つて 居る やうで ある。 

レべ ルは 落しても 愛撫の 眞 心と 熱意 は、 明日 知らぬ 戰 場の 眞 中に 立つ 身 は 自ら 昂 まらざる を 得 

ない。 斯 かる 愛と 熱と によって、 民衆が 我が 方の 眞意 を现 解して 吳れ たと 見る や 直ちに 其の 中 か 

ら 苦力 を 求め 出して、 軍用 道路、 架橋、 軍需 物資の 調達 等に 協力させる。 勿論 支那 側の やうに 强 

制 的 無賃 勞役 はさせ ない。 時には 道路 を鋪修 させつ- - 前方の 村落 迄 這 入って 行った ところ、 慌て 

ふためいて 逃げ出した 敵 兵が 溫ぃ 飯と 抽出し 一 つばい の 銅子兒 (銅貨) を 捨てて 行った ので 早速 

それ を 彼等に ふるまって 喜ば せ たと 云 ふ朗か な 話 も ある。 

某敢な 我が 軍に よって 新しく 一  城が 占領せられ ると 其處に 定着 宣撫 班が 始まる 譯 である。 

城內 占領 直後の 工作 は 其の 時の 狀況 によって 異 るが 大抵 は 人 を 集める こと (住民の 歸來 勸吿) 

から 始めねば ならぬ。 河南 省 某縣城 入城の 際 等 は 我が 軍の 進撃が 急であった のと、 宣撫 班が 未だ 

敵の 殿、 m が 退出し 切らない 問に 城内に 飛び込んで 民衆 を說き 手に 手に 日の丸の 旗 を 持たせた ので 

勢 ひ 込んで 人 した 我が 先頭 部隊 は、 一一 コ 一一 コ した 民衆の 旗の 波に 迎 へられ、 初めの 殺氣 は何處 

拳 
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へやら、 一町 も 行く 頃に ほ 銃劍を 外して 美 はしい 日 支 交歡の 情景が 展開され た譯 であった が、 普 

通の 場合 は 却々 さう は 行かない。 

支那の 爲政者 は 古来より 狡 稀な 計 策 を 立てる のが 巧みであった。 秦の 遠交近攻の 策、 近く は國 

民 政府の 一 面 抵抗 一 面 外交の 計 等 11 然し、 今次 事變に 於て 彼等が 徹底的に 行った 「堅 壁 淸野之 

計」 に 至って は 狡 滑の 上に 惡竦 である。 つまり 敗走す る 場合に は 一切の 物資 を 掠奪 叉 は燒却 破毀 

して 敵に 一物 も與 へない と 云 ふ 遣 口で ある。 此の 憎むべき 方策と 巧みな 恐 日宣傳 の爲に 皇軍 占領 

前後の 城內 外に は 生物と 云へば 猫の 子 一 匹、 物資と 云へば 靑葉 一 本 さ へ も 見當ら ない こと も ある。 <y 

敵部隊が より 優秀で ある 場合、 殊に 此の 傾向が 强ぃ。 例へば 河北 省 南部に 漠陽縣 と 云 ふ處が ある ， 

が、 こ M に は 若干 乍ら も國民 政府の 信任 も 厚く、 此の 地方 七 縣に百 一る 兵馬の 權を 握って 居た 丁樹 

本と 云 ふ 抗日 縣 長が 居た が、 彼が 退却の 跡へ 雪崩れ込んだ 皇軍 將士は 見渡す 限り 「野に 一 靑を止 

めす」 と 云 ふ 其の 淸野 振りに、 腹 立つ 前に 先 づ呆氣 に とられた ざう である。 

彼 は 現在 匪 化して 丁樹本 或は 丁樹本 部隊と 呼ばれ 今尙 此の 地方に 療 動して 居る。  . 

さて、 斯 かる 無人の境に 這 入った 宣撫班 は 先 づ適當 な 辨公處 を 見つける。 銃 ゃ劍の 影に 民衆 を 

怯えさせ てはいけ ない と 云 ふ 思 ひやり から 守備隊に 餘り 近くな く、 且つ 宣撫 班の 面目 を 傷つけ な 


いと 云 ふの が 第 一 條件 である。 

次に は 避難民の 歸 來勸吿 であるが、 普通の 場合なら ば 如何に 逃げて 終った とはいへ、 尙小數 の 

老弱 者 や 下層 民が 殘 つて 居る から、 それを芋蔓的に次から次へと^！來勸吿をさせて行く手もぁる 

が、 濮 El 縣の やうな 場合に はさう は ゆかない。 此の 地方へ 人った 宣撫官 の 話に よると、 同 班員 は 

騎兵 一箇 小隊、 歩兵 一箇 小隊の 掩護の 下に、 連日 縣 城外 を 隅な く 求め 步 いた。 そして 總に 逃げ 遲 

れた £ 设民 を發兒 する や、 班員 は 直ちに ドッシ リと腰 を 下し、 此の 一 人 こそ 與 へられた 最初の 有緣 

の 衆生で あると 云 ふ 意氣で 諄々 と 宣撫を 始めた ので ある。 

「お前 達 は 何故 家へ 歸ら ない のか」 

「日本人に 見 つ か れば 屹度 殺され る」 

「現に 日本人 はお 前 達 を 見つけても 殺さな いぢ やない か、 殺さない どころ か、 我々 はお 前 達 を 幸 

福に してやる 爲に、 お前 達 を搜し 廻って 居る の だ、 皆、 自分の 家に 歸 つて 日本軍の 庇護の 下に 明 

朗な澳 陽 を： 冉 建しょう ではない か」 

腰 を 据え、 肩 を 叩いての 宣： i に 無智 文盲な 縣民も 安堵の 色 を 示し、 彼處 から 一人、 此處 から 一 

人、 G;^ 算 式に 誘 ひ 合 ひ、 懷 しい 我家へ 足 を 踏み入れる ことになる。 
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斯くて 數 日の 後、 工作に 疲れた 班員 は、 歸り 道で 一塊りに なって ガヤ ガヤ 何 かして 居る のに 出 

會 つた。 何事 かと 近寄って 見る と 道普請 をして 居る ので ある。 そして 好意に 滿 ちた 顔から r 宣撫 

班の 大人 は 毎日 あちこち 縣 民の 爲に 御苦勞 になる から、 せめてお 通りになる 道の 惡ぃ處 でも 直し 

て、 御禮の 印に しょうとして ゐ るので す」 と 純朴な 物腰で 話された 時、 班員 一同 は 連夜に 百 一る 疲 

勞も 忘れて 明日 へ の 輝かしい 希望 を 感じた さう である。 

歸來 民が 相 當な數 に 達すれば、 愈. - 定着 宣撫 班が 本腰になる。 入場 三日 問に 先 づ理髮 店と 風 呂 

屋を 開業 させて 兵士の 心 持 を 柔らげ 軍民 融和 を 計った 氣の 利いた 若い 宣撫官 もあった。 日 軍に 對 

する 認識が 是正され、 各人 其の 業に 落着く 頃になる と、 班 は 未 歸來の 良民に も 溫ぃ手 を 仲べ て 其 

の 家屋 財産の 保護 手段 を 講じ、 また 食な き 難民に は 食を與 へる、 避難民 收容所 ゃ施藥 所、 施米 所、 

施 粥 所が 設立され る譯 である。 封邱 (河南 省 北部) の 施 粥 所 等 は 守備隊の 兵士 達が 「僅かです が 

食な き 人に 食を與 へて 下さい」 と 差 出した 醵金 を 共丄 にして 始めた もので、 斯 かる 處 から 曰 支^の 

障壁が 次第に 崩されて 行く ので ある。 奪 はれる ことのみ 知って 與 へられる こと を 知らなかった 民 

衆が 斯 かる 施設に 如何に 感激す るか は 言 ふ 迄 もない。 何も 仕事の ない 子供 等 は隨分 遠い 處 から や 

つて 雍る こと も ある。 中には 「私の 村の 子供 八、 九 人 は 毎日 宣撫 班の 施 粥 所でお 世話になって 居.，. 
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ますが、 往復の 道程が 遠い 上に、 迚も 寒さが 酷い ので 遂に 病氣 になって 終 ひました。 だから 施 粥 

所の 附近に 二 部屋 程貸窒 をお 世話 下さい、 其處で 小孩兒 達を寢 起させる やう、 取 計らって 下さる 

まい か」 等と 隨分蟲 のい.^、 だが 考 へやう によって は 切 實な願 ひ 文 を 辨公處 に 差し出した 人達 も 

ある。 河北 省 高陽縣 での 話で ある。  - 

尙、 一般的に は宣撫 班の 此の 難民 救恤 事業の みが 特に 取 立てられて 考 ベら れ 勝ちで ある。 其の 

結 5^ 宣： a 班 は 一種の 變則 的な 慈善事業 機關の やうに 考 へられる 向 も ある。 難民 救恤 は宣： i 工作の 

一 部門に 過ぎな S こと を 諒解され たい。 

さて、 戰禍の 恐怖が 漸く 薄らぎ、 曲り なりに も 衣食住が 滿 たされる 頃になる と、 そろそろ 種々 

な 物質的、 精祌 的の いざこざが 起き 始める。 こ. -に 於て 宣撫 班の 問 事處が 開設され る譯 である。 

货 借問 題から 權利 問題、 警察 問題 も あれば 時には 警察官から 增 棒の 斡旋 を 頼まれる こと も ある。 

夫録 喧嘩の 訴へ、 娘の 嫁 人 相談、 「宣撫 班の 大人、 是非 私の 娘 を …… 」 と 云 ふ 申し込み 等 —— 持 

込まれる 問題 は 豫想を 許さぬ 複雜 さで ある。 

然し、 斯 かる 問題の 主なる もの は 個人の 問題と してよりも 民衆 全 體の統 一 問題と して 取り上げ 

られ るべき である。 こ. -に 於て 治安 維持 會が 結成され る。 會 長に は 手腕よりも 德望 高き 土着の 故 
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老が 選ばれる。 また、 縣 には縣 政府が 創設され る。 斯くて 宣撫班 や 各 機關の 援助に より 著々 基礎 

を 固めた 治安 維持 會ゃ、 縣 政府 は軀て 中華 民國 臨時政府の 旗下に 參 じて 華北の 治安 網 を 確立す る。 

宣撫班 は 其 の爲の 光榮ぁ る 下準備 を爲し つ  > "あるので ある。 

縣城 附近の 治安が 恢復され ると、 宣撫班 は 力の 及ぶ 限り 其の 指， 導 地域 を 擴げる ことに 努める。 

其の 節、 第一に 障碍になる もの は、 言 ふ 迄 もな く 土着の 匪賊で ある。 此の 匪賊に 對 して 宣 撫班自 

身と して 爲 すべき 手段 は、 單身 彼等の 山 寨に乘 り 込んで 歸順 を勸吿 する か、 班で 組織した 自衛 圑 

を率ゐ て、 討伐す るかの 二つで ある。 前者に あって は 石家莊 の宣撫 班長が、 附近の 有力 匪 金 億 山 

軍 を歸順 させた の 等、 後者に あって は、 河北 省 南部 大名 縣の 班長が 今春 以來、 子 飼 ひの 自衛 圑四 

百 名 を率ゐ て、 近鄕 11 賊を 片っ端から 叩き潰して 廻った の 等が、 最近に 於け る 痛快 事と されて ゐ 

る。 

勿論 斯 かる 方面に は 犧牲も 多く、 近く は 元 氏宣撫 班の 王 本擧氏 は歸順 勸吿に 出た 儘 遂に 2^ 惡な 

る 匪 手に 仆れ、 同行 の 森 下 宣撫官 は今猶 ほ行衛 不明で ある。 

斯くて 宣撫 班の 指 圈が擴 犬され ると、 こ k に宣撫 班と して 最も 大きな 仕事が 課せられる、 そ 

れは r 鐵路 愛護 村」 の 結成で ある。 高粱 實る 頃、 匪賊の 列車 襲撃が 始まる —— 等と 云 ふこと は 今 


や 昔の 語り草と なった。 今日、 各 沿線に は鐵路 愛護 村が 結成され 鐵道 沿線 〇〇 米 以內に は 高 梁の 

やうな 高桿 植物 は 殆ど 影 を沒し 車窓よりの 視野 は廣く 前後左右に 開けて ゐる。 それば かりで はな 

y 「一 人 愛 路萬人 享鼷」 の モット ー の 下に 每晚 交替で 鐵道 附近 を 巡察し 怪しい 者が あれば 一 里 

二 里の 夜道 を 厥 はず 宣撫 班に 急吿 する。 斯く溫 い 愛護 村に 包まれて 京 山 線 初め 華北 Q 大動脈 は 今 

日 迄 略々 支障 無く 軍事輸送の 大任 を して 來た。 尙之等 愛護 村民 は鐵路 以外の 一般的な, 賊 情報 

を 提出して 軍、 宣撫 班の 行動 を 容易なら しめて ゐる。 勿論 斯 かる 仕事に は 犧牲を 免れず、 殊に 元 

氏驛 附近 は 華北 共產ル ー トに當 る關係 上、 厦々 共 匪 の 襲擊を 受け 數 次に K り 善良なる 村民が 彼等 4 

の 魔手に 仆れて ゐる。  00 

以上、 大體 推移的に 宣撫 工作の 概略 を說 明した が、 如何なる 時期に 於ても 時宜に 應 じて 佈吿、 

宣傳。 ホス タ ー、 ビラの 貼 布 や 經濟、 産業 方面の 工作、 さて は 日語學 校の 設立、 新聞 發行、 青少年 

隊、 女圑 .の 結成 等敎 育文 化 を 蔑ろにする こと は 出来ない。 殊に 農業 方面の 指導 は 最も 重 點を置 

き來 つた ものであって、 最近 此の方 面に 於け る 今年度の 總括的 成 栗が 「第一 次 農作物 配給 效 調 

水 H 一 寄」 として 本部 SJS^ 係より 各 現地に 報告され て 居る。 

斯くて 四六時中、 班員 は 殆ど 床に 就く 時 以外 は 休息す る遑も 無い、 否 狀況の 如何によ つて は 床 


に 就いて る Si もゲ ー トル を脫ぐ ことす ら出來 ない こと も ある。 身をァ ン ペラ の 上に 横へ て靜 かに 

目 をつ むる とき、 

明日 知らぬ 生命 を 思 へ 唐 國に心 凝りつ >- こ の 明け 暮を 

と 云 ふ 歌 も 口吟まれ るので ある。 それ は單 なる 感傷で はない。 朝に 夕に 彈 丸の 音 を にし、 そ 

こ を 常住 の住處 として 日 を 送る 宣撫 苦行より かち 得た 一 つの 法悅の 聲 とも 云 ふべき であらう。 

三、 宣撫 による 結赏 

5 

漢 口の 陷 落に よって 戰局は 更に 飛躍的 進展 を 遂げた。 即ち 從來の 武力 戰に加 ふるに 更に 建設 戰 ヱ 

が活 澄に 展開され た。 武力 戰は 敵軍 を粉碎 殲滅す る こと を 目的と する が、 建設 戰は 支那 民衆 を 把 

握し 組織し 之との ー體的 協力に 於て 東亞の 新 體制を 確立 强 化する にある。 宣撫班 は實に 建設 戰の 

前衛 隊 であって、 其の 對 民衆 工作が 成功す ると 否と は 直に 今次 聖戰の 目的 達成に 影響す る 所 至大 

である。 支那 民衆 は實に 勤勉で 生活力の 旺盛なる 民衆で ある。 而も 過去 幾千 年、 歷 朝の 變： f によ 

つて 兵亂を 蒙り 天災に 痛めつ けられ、 軍閥に 搾取され、 近く は 列强の 侵略、 赤 露の 共産 思想と に 

蝕まれて 歸趨に 迷 ひ、 且つ 重壓に 喘いで 居った のであった。 然るに 此の 支那 大衆 も 今や 日本の 絶 


大 なる 犧牲 によって 從來の 障壁が 取 除かれ 惠み豐 かな 太陽の 下に 起つ 日が 訪れよう として 居る。 

今や 友邦 支那の 土に は 皇軍の 血潮が 惜しみな く灑 がれて 居り、 此の 尊い 土の 上に 新しい 支那が 生 

れ なければ ならない、 宣撫 班員 は實に 此の 認識の 上に 立って 凡ゆる 民衆 工作に 從 事して 居る ので 

あった。 宣撫 班に 評せられた 任務 は 先 づ我軍 出動 地域に 於け る 交通 通信網 を 確保して 用兵 作戰の 

完璧 を 期し、 特に 戰鬪 地域に 在りて は 皇軍 出動の 本 意義と 其の 威力 を 民衆に 諒 得せし め、 支那 軍 

敗^^の眞相を宣明して抗日共產思想の 一 掃から 更に 進んで は 畏敬 和親 觀 念の 昂揚 を 計り 以て 更生 

國民 建設の 基礎 t 築き上げる 爲 凡ゆる 手段と 方法 を 講じて 居る。 其の 具體 的な 實例 は、 

一 決浪 された 新 黄河の 修築  •  ^ 

昭和 十三 年 六月、 蔣介 石の 軍隊が 黄河 堤防 を破壞 して 自國の 住民、 數百萬 人 を 洪水の 慘 苦の 

中に 沈めた こと は 周知の 事實 であるが、 敵軍 は 六月 十日と 十 一 日の 兩 日に H り 黄河の 堤防 中、 

中牟 北方の 三 劉 砦と 鄭州 東方の 京 水鎭の 二箇所 を 決潰 させ、 周 家 口より 正 陽關十 キロに 及ぶ 水 

害 地 を 作った。 之に 對し 皇軍 は 時 を 移さす 難民の 救出、 食糧の 給與 等に 奮闘、 就中 宣撫 班の 活 

動 も目覺 しい ものが あった、 當時 開封に 配置され て 居た 宣撫班 (班長 町 田) は、 決 澄され た 黄， 

河の 水が 敵の 穿った 戰車壤 を 傅って 東方に 氾濫して 來 るのに 對 して 皇軍 ェ 兵隊の 援助 を 受け、 
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決 箇所に 近い 村の 村民 約 千 人 を 動員して 其の 修築に 着手 前、 時 は 七月 中旬の 暑熱の 最も 激し 

い 時で 附近に コ レラは 概す るし 物資 は 無， r 修築 村 料の I 鬼 集 はとても 容易ではなかった。 然 

し 其の 間宣撫 班員 五名 は 村民と 共に 濁水の 卷く 中に 胸の 當り迄 身體を 沈めて 土囊 運び 村 木 Q, 

運搬 杭 打ち 等 懸命の 努力 を 一 筒 月 餘り續 け、 漸く 水害の 慘 苦から 地方 民衆 を 救 ひ 得た、 其の 問 

班員で 健康 を 害する 者續 出し、 殊に 町 田 班長 は マラ リャ 熱に 揺った が、 彼等が 支那 民衆 を 苦し 

みから 救 はう とする 熱意 は 班員の 病 氣をも 克服し、 此の 黄河 修築の 一部に 成功した ので ある？ 

村民の 喜びと 感謝 は 言 ふ 迄 もな く、 彼等 中には 宣撫 班員の 必死の 働きに 對 して 泣いて 拜んで tH^ 

たい；？ も あ つ た。 

二 水災區 民の 救濟  i 

一 

北支 ー帶は 事變の 起る 前の 六月 中旬から W 十 M 日^ 雨が 降り 績 いた 爲に 黄河 を 始め 永定 河、 一 

沙河、 子 牙 河 等の 河水が 氾濫して 津浦 .1、 京漢線 ー帶は 田畑 民家が 水に 浸され、 權災民は三^03^ 

萬 人 を 超え 其の上 津浦 線の 沿線 は 敵が 永定河 並に 大 運河 堤防 を 決 澄した 爲 其の 慘狀は 倍加し m 

流鎭、 馬廠、^^"州、東光當りは 一 面の海と化した。 €K 民 達 は 秋の 收穫 時期に なって 牧穫 どころ か 

船の 往來 して 居る 田畑 を 眺めて 歎息す るの 外はなかった。 此の 暴虐な 水魔 も 本年の 春になる と 一 
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殆ど 減水して 元の 田畑に 歸 つたが 併し 困った 事に は 春の 種 を 蒔く 時に なって 種子が 皆無、 種子 

ど こ ろか C へ 民 は 食 ベ るに 物がなくて 草根木皮 を 食 ベ て 辛うじて 餓を凌 いで 居る 有様であった。 

之 を 放任す れば 彼等 は 流民になる か 匪賊になる かの 外 はない。 俊て 軍 宣撫班 は 此の 農民 達に 食 

物と 仕 一 5:- を與 へる 爲に總 量 六 千噸に 達する 粟、 高粱、 棉花 等の 種子 を 無償で 與 へた、 其の 價格 

は 五十 萬圓を 超えて 居る が、 ！ 3f 事 中で 貨車 は 足りない し 敵 兵 襲擊は あるし、 それ 等の 障害 を排 

除しながら も 係員 は 北支 民衆の 幸福の 爲に 不眠不休の 活動 をした ので ある。 其の igsisf せに も 

本年 は 二十 华來 の大豐 作であって 靑{ 八丄 の 下に 黄色に 實 つた 無心の 某實が 有心の 農民に 如何に 映 

じ たかは 說明 する 迄 もない。 果せる か な 最近 に 至って 北支の 各省 各縣 の 責任者 及 個人 か ら 感謝 

文が 繽々 と宣： « ^班 本部に 到着し 其の 數が 一 千 通 を 超え 其の 中に 「堯舜 の 代と は斯 かる 恩 惠を受 

ける 時代の 事で ありませ う」 と 皇軍の 仁慈に 感泣して 居る 者が あつたが、 更に 河北 省 沙河縣 胡 

クぶ ^ 鄕畏の 許 文 及^ 家庄鄕 長の 百 文 元が 連名で 送 つて 來 たのに 断う い ふ 禮狀が あ つ た。 「去年 

六月 半から 數 十日に 及ぶ 大雨で 各 村 は 浸水、 田畑 は 殆ど 荒廢 した 上、 二 播種 頃から 戰局惡 化の 

村民 は 避難し、 家財 を 失 ひ 春の 播種 期を迎 へ て も 家に は 一 握りの 糧食 もな く 家畜 は 勿論 一時く 

ベ き 種 もな く 眼の 前に 餓死 を 待って 21? る のみでし た。 と こ ろ が 思 ひが けなく も 日本軍 が 仁慈 の 


心 を 以て 各 農村に 種子 を 配給して 戴いた ので 秋の 收 種の 望み も出來 何よりも 服 前の 餓死より 免 

れる ことが 出来ました、 洵に 感謝の 首 紫 もな く、 老幼 男女 は 只々 德に 感じて 合掌せ ぬ 者 はあり 

ません、 秋に なって 豐 作の 時 は 勿論 種子 はお 返し 致します、 村民 は 今後 晝夜を 分たず 死 を 以て 

鐵道を 警戒し、 せめて 萬 分の 一 の 御 報恩 をしたい と 固く 決心して 居ます。 こ.^ に 民衆 を 代表し 

て 謹んで 感謝 狀を呈 します」。 京漢線 沿線の 彰德 附近で はこれ 叉 本年 春宣撫 班が 與 へた 粟 の 種 

子から 一 楚にニ 穗も稳 つた 大豐 作な ので 農民 は 之 を r 嘉禾」 の 瑞祥と 言って 歡 喜して 居る。 

兰 鐡道 愛護 村の 擴充  ヨ 

以上の 實績 によって 北支の 農村 は 皇軍の 仁慈 を 肝に 銘じ鐵 道 愛護に も 彼等が 積極的に 協力す "リ 

る やうに なった。 即ち 彼等 は 鐵道を 守備す る 爲に高 梁殼を 組立て て 監視所 を 作り、 各自 交替で 

其の 監視に 當り、 氾濫 期に は 徹宵 警戒し 數十 里の 道を滅 ひなく、 匪賊の 情報 を持參 する 等、 時 

に は 生命の 犧牲 さへ 拂 つて それ 等 を 敢行す る。 

鐵道は 大陸の 動脈で あるので、 鐵路を 確保し 其の 沿線 住民の 生活 を 向上させる こと は、 今後 

の 新 支那 建設の 根幹 をな す ものである。 皇軍 は 實に全 支那の 鐵 道中 其の 三分の 二 を占據 して ゐ 

- るが、 其の 沿線の 住民 は 概ね 吾等の 眞意を 諒解して 昨今 は 彼等 住民が 進んで 吾 軍に 協力す る や ， 
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うにな つた。 軍 はもと より 新 政府に 於ても、 叉 北支 交通 會社 としても、 鐵道 沿線の 治安 確保 を 

第 一 要件と し、 其の 基礎の 上に 産業 及 文化が 建設され る ことと ならう。 

即ち 具體的 • に は 沿線の 住民と 共に 鐵道 愛護 村 を 組織し、 鐵道 の 愛護 警備 に當 るば かりで なく 

自衛 團 訓練 を 施して 兵匪の 侵入 や 襲擊を 防止させる ので あるが、 此の 組 II は 治安の 確保され た 

15!: 域 を 根幹と して 順次 僻遠の 地に 及ぼし、 やがて 奥地 を も 明朗 化す る. 方針な ので ある。 

宣撫 班の 任務 並に 行動 は、 以上 を 以てしても 盡 きす、 其の 任務 は實 に廣汎 多岐で、 避難民 を 原 

. 地に 歸るゃ ぅ勸吿 し、 皇軍の 眞意を 知らす 座談 會を 開き、 軍の 布吿、 宣撫 ポスタ ー、 ビラの 配布 

をな し、 或は 民衆 問 事處を 開いて、 民衆の 相談 相手に なり、 病人に は 施療 施 藥を爲 し、 民衆の 恐 

怖 心 を 取り去り、 親日の 氣運を .1 成さす ことに 努め、 更に 混亂 せる 治安 を 確保す る爲 に、 皇軍 占 

領地 域の 有力者、 德望家 を 中心に 治安 維持 會を紙 織、 並に 訓練 を 施して 皇軍の 警備 不足 を 補 ひ、 

併せて 鄕土 防衛の 基礎 を 作らせて ゐる。 經濟 産業 方面 は、 金 票 及 新 紙幣の 流通 宣傳、 農作物の 收 

轉 並に 搬出の 促進、 市場の 開設、 物資の 取引の 斡旋 をな し、 叉 時には 身に 寸鐵 も帶 びす、 單身敵 

地に 乘り 込んで、 大 部隊の 歸順 を勸吿 したりして ゐる。 之 等 は 死 を 決した 上でなくて は、 容易に 

中 M 來る ことで はない。 文化 方面で は、 閉鎖され た 學校を 開かせ、 日本語 學校を 起して 自ら も 其の 


敎 師に當 つたり、 軍と 共に 敵 兵の 包圍を 受けて、 城內の 民と 共に 數 箇月の 籠城 を鑌 けなければ な. 

らぬ こと も あり、 或 所では 長期の 籠城の 揚句、 糧食 盡 きて 「愛馬 喻 ふに 忍びす、 未だ 城內に 若干 

の 犬 猫 あり」 と 云 ふやうな、 部隊と 共に 行動し 戰 死者 も 出、 且つ 榮養 不足から 鳥目に なった 者 等 

も ある。 更に 敵の 襲擊を 受けて 名 譽の戰 死 を 遂げた 者、 匪賊の 歸順 工作に 出かけて、 未だ 行方 不 

明の 者 も あり、 我が 宣撫 班から 護國の 人柱と なった 者が、 今日 迄 二十 餘 名に 達し 傷病 者 は 百數十 

名に 及んで ゐる。 その 二、 三 を 拾 ふと  . 

一 宣撫 工作 遂行の 華と 散った 勇士 中、 最初の 犠牲者た る 尾 崎 熊 一宣 撫官の 勇敢なる 戰鬪 狀況を _ 

述 ぶれば、 富 時 尾 崎宣： i 官は 保定の 東北 方 高 陽に 於て 宣撫 工作に 從 事して 居った が、 偶々 本年 3 

一 月 宣撫班 密偵よりの 報告に 依り、 高陽縣 南方 約 三 里 半の 地 點に共 產匪千 二百 蟠 居して 居る こ 

とが 判明した ので、 尾 崎 宣撫官 は 直に 報告した 結果、 軍に 於ても 暴虐 飽く なき 共產 匪の 纖減を 

期して、 大 討匪 を 敢行す る ことにな り、 勿論 尾 崎 宣撫官 も 張 通 譯を伴 ひ 勇躍 之に 參戰 した。 尾 

崎 宣撫官 は、 絶えす 軍の 尖兵と 共に 勇敢に 行動して 匪 情 偵察、 道 案內等 部隊 行動に 協力して 前 

進 叉 前進す る や、 突如 前方に 二、 三百 名の 匪圑を 發昆、 軍 は 直に 掃蕩 を 開始し 難なく 之 を擊退 

して 了った が、 此の 銃聲に 鳴り を 鎮めて 居た 約 一千 名の 匪賊 は、 一 齊に 砲列 を 敷き ここに 猛烈 
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なる 戰鬪が 展開され た。 尾 崎 宣撫官 は戰鬪 開始され る や、 身 は 非戰鬪 員で あり 乍ら 重機 關銃 隊，. 

と共に 第一線に あると、 後方の 有力な 敵 を 猛射すべく、 重機 關銃を 更に 有利なる 地形に 移した 

る 時、 不幸 彈藥 手が 負傷して 重機 彈藥の 補充 困難と なる に 至った ので、 尾 崎宣撫 官は默 過し 難 

く、 決然 勇敢に も彈藥 補充の 大任 を 敵 彈雨飛 下に 敢行した、 第一 回 更に 第二 回 を 決行 せんとし 

た 刹那、 左 大腿部に 敵彈を 受け、 一旦 地上に 轉 倒した が 鮮血した たる 身 を 奮 ひ 起し、 更に 行動 

を繼續 中、 叉 もや 飛び 來 つた 匪 彈は 憎く も 同 君の 頭部 を 貫通し、 遂に 壯烈 極まりなき 戰 死を遂 

げた。 此の 勇壯 比な き戰死 こそ、 平和の 戰士 宣撫班 最初の 犠牲者であった。 

二 次に 九月の 八日 山 西 省 曲阜に 起った 事件で ある。 

1:^. 午前 三時 三十 分、 匪賊 秦啓榮 の 部下 約 五十 名が 我 宣撫班 を 襲撃した。 彼等 匪賊 は 最近 宣撫 

班の 活動 を 無視し、 且つ 宣撫 班が 武器 を 持たぬ 爲に、 特に 宣撫班 を 襲 ふ 傾向が あるが、 當時宣 

撫班 事務所 は ニ窒に 分れて 居り、 一室に は 滿人宣 撫官ニ 名が 就寢 し、 他の 一室に は 日 人 宣撫官 

二 名と、 滿人 宣撫官 一 名と が 休んで 居た。 匪賊 等 はニ窒 ある こと は 知らす、 日滿宣 撫官の 休ん 

で 居た 部屋 を 目が けて 突入、 そこに 居た 薬 山 宣撫官 外 二 名 は 直ちに 飛び起き、 戶 外にて 敵匪數 

名と 格闘に なった 時、 他の 一室に 居た 滿人宣 撫官の 張 寶中は 物音に 眼を覺 して 見る と 其の 有様 


なので 直に 銃 を 取り、 身の 危險も 顧みす 葉 山 宣撫官 と 格闘 中の 匪賊に 向け 一、 發を 放ち 一名 を 

した。 それによ つて 藥山宣 撫官は 危機 を脫 する ことが 出來 たが、 匪賊 は 張 宣撫官 に 反 雜亂財 

を 加へ た爲 に、 彼 は 左腕に ニ發の 敵彈を 受け 重傷、 そして 應戰 中に 夜が 白んで、 敵 は 後 返した 

が、 此の 場合 張 宣撫官 は 敵の 氣づ かぬ 自分の 部 に ジッと 潜んで 居れば 明に 難 を 免 かれ 得た の 

であるが、 日本人 宣撫官 の 危急 を 見て 自ら 危地に 飛び入り 日本人 宣撫官 を 助けた ので ある。 此 

のこと は曰滿 の兩國 民が、 完全に ー體 である こと を 身 を 以て 示して 居る のであって、 誠に 其の 

勇氣と 義烈な 行爲は 日本人 を 感動 せしめた。 

此の 他、 滿 人の 宣撫官 で 一身 を 挺して 宣： i 工作に 從 事し、 遂に 壯烈 なる 戰死を 遂げた 者 や、 支 

那 民衆に 祌， の 如く 慕 はれ 敬 はれた 数多く の 美談 を 生ん でゐ る。 宣： i 班が 過 去 一 一 筒年餘 に 一旦 つ て 行 

つた 業績 を 顧みる に、 黃 河の 修築に しても、 水災區 民の 救濟 にしても、 其の 他 宣撫官 が 身 を 挺し 

た行爲 は、 要するに 日本人の 「眞 心」、 大御心 を畏み 奉って 御 民 吾等の 盟邦に 識す 「眞 心」 の 現 

れ である。 こ- q 「眞 心」 が 支那の 民衆の 胸に、 一 m 一  日と 深く 沁み 込んで 行きつつ ある。 共産 主 

義の 思想 及び 其の 信奉者 は眞に 太陽の 揚る 前の 闇夜に 彷惶 する 夜の 魔物で ある。 支那 は 今や 日本 

の陽光を受けて新しぃ黎明の曉を4^-げょぅとして居る。 
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四、 ある 宣撫官 の 日記 

共産軍の 駄屯 する 所謂 共產 地區對 策に は宣： i 班 は 特別な 工作 をな す。 如何なる 工作で あるか。 

軍機に 腸す るので 鼓に 說述 する 時期で はない。 左に 示す もの は 河北 省 宛 平 縣の某 宣撫官 の 手記で 

ある。  ， 

ここ は 華北に 於け る 有名な 共 匪 地 1M にして、 旣に 一年 前より 優勢な 第八路 軍が 蟠 居し、 附近 住 

民 を 組織して ゐ たもので、 我が 〇〇 隊が 秋の 一日 この 討伐 戰を 敢行せ る 際、 從軍 せる 宣撫官 の 手 

記で ある。 同地 は 山 また 山の 棧道 を迪 り、 人 も 馬 も默 して 語らす、 ゆくゆく 山 問に 點在 する 小 部 

0 の 宣 撫は殊 の ほか 至難な ものであった。 

九月 二十四日 土 晴 

一、 對象 一般の 狀勢 十字 道、 白 道、 小店の 各 村 共 婦女子 は總て 逃亡 不在、 馬匹 も 何れに か隱 * 蓝 

せる もの k 如し、 然し 前 二回の 從 軍に 際して は 全 村民 逃亡 不在な リしを 思 ふ 時宣撫 工作の 效 Ei^ 

今-漸く 顯 はれた る ものと 思考 す。 


九月 二十 五 en 曰 0 

一、 對象 一般の 情勢 前日と 大差な きも 夕刻 少數の 婦女子 歸還 せる もの ぁリ。 

九月 二十 六日 月 晴 

一、 對象 一般の 情勢 皮戶、 板 橋 村 附近 は 耕地 少く門 濟鐵道 不通 以來 石灰の 採掘 贩賣 不能と なリ 

住民の 經 濟砍況 頗る 不良な り、 然も 婦女子の 逃亡、 馬匹の 隱匿 せる 等 十字 道 附近 村落の 狀況に 

同じ。 

九月 二十 七日 火 暴  5 

1、 對象 一般の 狀況 皮 戸村に 於け る宣撫 工作の 結果 同村 民より 八路 軍が 嘗 つて 附近 各 村より _ 鬼 S 

集せ る 銃器 隱匿 箇所 を 報 吿し來 る、 夕刻より 一 部 婦女子の 歸還 する もの あお。 

二、 行動 並 宿營地 庄戶 村に 宿營 せリ。 

九月 二十 八 fn 水 曇 

1、 第 八 區地帶 殊に 軍 向 (軍 上、 軍 下 村を稱 す) 附近 殘留 民衆 は 曰 軍の 入 村に 當リ ては國 旗を揭 

揚湯 茶の 接待 等して 歡迎 せる も 其の 擧動懷 疑 的に して 猶ほ 不安 恐怖心 ある もの. - 如く 婦女子 は 

勿論 逃亡 ゆなり。 L  "  t 』  ^  ,  r 


九月 二十 九日 木 晴  一 

一、 對象 一般の 狀況 前日に 同じ、 來 する ものな し。  - 

九月 三十日 金 晴  ， 

1、 對象 一般の 狀況 軍 向村に 同じ、 東 齊堂は 〇〇 部隊 宣： i 班の 入城に より 城，^ は 我方の 宣傳 ポー 

ス タ ー 貼付 又は 宣傳 文、 漫畫の 記入 及び 抹消し 殘 された る八路 軍の 宣傳文 等 彼我 宣傳展 覽會場 

の觀 あり。 

十月 一日 土 晴 夕刻より 雷雨  ： 

一、 對象ー 般の戕 勢 前日に 同じ。 村長 及び 村內 有力者 逃亡 不在な リ。  ， 

十月 二日 曰晴 

1、 對象 一 般の狀 勢 東齊 堂に 於て は歸來 工作の 效架 なし、 西 齊堂は 昨夕 來歸來 する もの 頻 にし 一 

て 〇〇 隊の 一部 駐屯せ る を 以て 同隊の 軍紀 嚴 正なる に 感銘 信頼せ るに よる ものなる べし、 下淸 

水 村 は 女子の 逃亡 不在なる 事 各 村に Ei: じ。  一 

十月 三日 月晴  一 

1、 割 象 j 般の 狀況 各 村 共 婦女子の 逃亡 及び 日丸闕 旗の 祸揚 皇軍 を迎 ふる 事 各地に 同じ。 


十 Gcw 日 火 晴 

一 、 對象 一般の 狀況 前日に 同じ。 

十月 五日 水 暴 

1、 對象 一般の 狀況 鎭邊城 は 常^ 村に 同じ。 

横 ft 村 は 我 軍 匪賊 威嚇射撃に 戰慄 せる もの. 1 如く 全 村お 逃亡 不在な お。 

十月 六日 木 晴、 時 々揚 

1、 對象 一般の 狀況 前 各地に 同じ。  7 

十月 七日 金 暴 夜 時々 小雨  ？』〕 

一、 對象 一般の 狀況 前 各地に 同じ。 

十月 八日 土 雨 

1、 對象 一般の 狀況 王手村附近村落に於てはw^心全く安定し、 皇軍の 入 村に 當 りて は 七、 八 

に 見る 事 能 ざり し 少年 兒童 群の 各所に 遊ぶ を 見た る 程な お。 

十月 九日 日 曇 

1、 對象 一般の 狀況 前日に 同じ。 


其 他 今次 從 軍に 當り 宛平縣 七、 八 及び 昌平 縣の 一部にまで 足跡 を 印し 宣撫 工作の 結 £^ 我に 

對 する 信頼、 新 輿 支那へ. の 憬憧を 深め 得たり と 雖も該 地 l5il は八路 軍の 勢力 範圍 なれば 第 九 地 

帶を 完全に 宣： i 確保し 七、 八區 民衆の 羨望の 的たら しむる と共に 該地 H 民衆 並に 八路： 恭 兵士に 

對し 積極的 宣傳 工作 をな すの 必要 ぁリ。 以上 

五、 碧 血に じむ 苦闘の 數々 

死して後已む  タ_ 

山 西の 大動脈、 同 浦 線 上より 驅逐 され 大行、 連枝の 崎 峻に資 入し 今 は 全く 土匪 化した 第 八路軍 

敗殘 兵に 最後の 止め を 刺すべく、 少數の 〇〇 部隊 は 二 名の 宣撫官 を 加へ、 ral 月 八日の 拂曉 屯留縣 

(山 西 東南 部) 出發、 それより 沁縣、 武 鄕縣、 楡社縣 を重疊 する 大行 山脈の 間 を 縫って 各地に 

出沒 する 匪圑 を追擊 しつつ、 日に 十數 里の 難行 軍を繽 けた。 其の 間、 木 島 宣撫官 は 王宣撫 官を從 

へ 隊に即 かす 離れす の 姿で、 常に 尖兵より 一歩前進、 各 村落の 辻 角と 言 はす、 軒下と 言 はすべ た 

ベた と 貼付 けられた 惡 どい 共産主義 宣傳 ビラ を 片っ端から 剝奪、 それに 代 ふるに 日 支 親善、 再建 

北支の 明朗 ビラ を以 つてし、 壁 上に 深く 刻み 込まれた 赤色 ス ：！ ー ガ ンを發 見す ると 直ちに ス コ ッ 


プで掘 起し、 其の 跡に 水お ブッ 掛ける 等、 叫 月と は 言へ 眞 夏に 變らぬ 炎天の 下に 冬服 着用の 儘、 

逕 ましい 宣撫 苦行 を續 けて いった。 しかも 部隊が 豫定の 進軍 を 了へ て 宿 營地を 定める 頃に は、 宣 

撫官に は 更に 叉 第二 段の 工作が 待ち 構へ てゐ た。 軍が 休む 時 こそ 我等の 動く 時で ある こと は 我等 

從 軍宣撫 班の モット ー である。 明日の 進軍に 備 へる ため 薄 闇の 中 を 駆け 廻って 軍用 道路、 鋪修ェ 

夫の 募集、 衛生隊と 人夫 募集、 附近村落の匪狀鬼^^にと奔走せねばならなかった。 かくて、 やう 

やく 一  日の 公務 を 了へ 宿 舍に歸 り 着いて から も舍營 兵の 通譯 をして 八方 斡旋し、 ごろ 寢 する 迄 は 

W 六 時 中、 走り 總 けの 狀 態であった。 -晝 食後の 休止 も宣撫 班に とって は、 大切な 活動 時間で あ 

る。 木^！ズー且撫官は毎日、 日課の 如く、 王 宣撫官 を 後方の 部隊 本部に 連絡せ しめ 唯一 人 部落の 中へ . - 

這 人り 込み、 民衆 を 集めて 皇軍 聖戰の 主旨、 思想 戰に對 する 覺悟を 鼓吹して は 一人で も 多くの 親 

日 分子 獲得に 精根の 限り を盡し た。 

かくて 從軍 九日 目の W 月 十六 日 午後 五 時 地上に 長い 影を曳 いて 武鄕の 東方 六籽 の地點 (同 浦 線 

平遙 東方 七十 籽) に 差し か. - つた 際 豫て數 次の 抵抗 を 繰返し 敗走し つ k あった 共 匪 は、 有利な 山 

頂 を 利用して 峽谷を 行進して 來た 尖兵 目が け 待ち受けた チ エツ コ櫟關 銃 を こ.^ ぞと ばかり 擊ち續 

て來 た。 スヮ とば かりに 我方 は 散開し、 地 物 を循に 彼我の 交 戰は這 ひ 迫る 簿 闇の 中に 銃聲 を木靈 


させ 乍ら 火花 を 散らす に 至った。 六 時 過に 至り 早く も我輕 機の 正確さに 浮 足 立った 敵 匪の 中、 樹 

陰 を 利 m して， おも 頑强に 抵抗して ゐた 二、 三の 敵 匪 は 思. 想戰の 戰士、 宣撫官 の 接近し 來るを 目耀 

する や 一 齊に统 を 之に 向けた 「おい 宣撫官 狙 はれて ゐるぞ 腕章 をはづ さんか」 と 部隊長の 聲に王 

宣撫官 が はっと 前方に 目をやった 刹那、 續け樣 に飛來 した 彈 丸の 一 つ は 木 島 宣撫官 の 左足 膝關節 

に 貫通銃創 を與 へた。 しかし 兵員の 少ぃ 時と て 直ちに 木 島 宣撫官 を 介抱す る 暇 も 無い。 木 島宣撫 

食 は 自ら 氣を 引立て、 ここ を 最後の 御 奉公と 覺 悟の ホゾを 堅め、 腹 這 ひ 乍ら 射手に 渡す 爲め數 次 

.1:機と彈藥の§^を往復したが遂に氣カ盡きて其の場に1^{:1陲狀態に陷った。 戰 鬪後 直ちに 〇〇^ 戰 ひ 

. 病院に 運ばれ 王 宣撫官 看護の 甲斐あって 再び 意識 を：^ 復し、 一時 小康 を 得た 様で あつたが、 それ 

は 同 宣撫官 の 根强ぃ 精神力が 迫り 來る 死への 最後の 抵抗であった。 述 日に わたる 極度の 疲勞と 多 

量の 出血 は 遂に 再起せ しめす 數 曰の 後 護國の 鬼と 化した。 

時に 歲 僅かに 二十 三 歳。 

京 漢線新 樂場內 及 其の 驛に約 二 千 名の 共産 匪が 來 襲した とき 城內 にある 宣撫班 專務所 を 目が け 

で 南北 城壁より 梯子 を かけ 城 內に亂 入した 二、 三百 名 中 五、 六十 名の 一 圑 は宣： i 班 事務所の 左右 


及裹 手の 屋根より 雪崩 をう つて 殺到して 來た。 小 宮山宣 撫官は 勇敢に も窒內 にあって 單身 小统、 

短^な 持って 之に 應戰し 身に 數彈を 受けた が 屈せす 防戰 した 爲敵は 一 名 も 事務所 內に 入る ことが 

出来なかった。 小宮山 宣撫官 は尙萬 一 自分が 敵彈に 斃れ重 要害 類が 敵の 手中に 入る やうな ことが 

あって は 申し 譯 がない との 責任感から 隻手 敵と 渡り合 ひ 乍ら 重要 書類 を 整理し、 之に 窒內 にあ つ 

た 石油 を 注いで 火 を 放ち、 全く 灰 儘に 歸す るの を s^. 屆 けてから 從容 として 窒の 一隅に 坐し 吾れ と 

我が 頭部 を 擊ち拔 いて 自決した。 之と 同時に 敵は窒 內に亂 入し 目星し きもの を 奪 つ て 逃走した の 

である。  2 

ク 

立山 宣撫官 が民國 二十 五 年の 旱魃、 二十 六、 七 年に 亘る 水災 により 極度の 貧窮に 陷 つた 山 東 省 

臨淸縣 の宣： i 班長と して 吉林鐵 道 局から 赴任して 以來、 貧民の 救濟に 治安の 恢復に 晝は輕 を沒す 

る 泥 藩 の 中 を 東奔西走、 夜 は 匪賊の 襲 擊と戰 ひ 乍ら、 漸く 耕作の 目赛 もつ いたので 一先 づ諸 報吿 

を 兼 ね宣撫 工作 上の 連絡 を爲す ベ く 順德に 向って 出發 し た。 幸 ひ 〇〇 部隊の トラ ッ ク に 便乘 を 許 

され、 砂廢 煙る 惡 道路 を 疾走す る こと 數時 ？r 正午 過ぎ 漸く 平鄕縣 城に 着いた ので、 數 名の 將士 

と共に 一軒の 小屋に 入り 持參の 辨當を 開いて 食事 を 終へ 休憩 中、 突然 シ ュ ッと云 ふ 音を立てて 飛 


んで來 た 一 彈は 目前に 命中して パッと 土埃 を 立て 其の 土塊が 土間に 飛散した。 敵 か 味方 かと 訝る 

遑も なく 何時の 間に 何 慮から やって 來 たか 多數の 敗殘 兵が 見る見る 四方の 屋根に 姿 を 現 はし 機銃 

さ へ 据ゑ附 けて 立山 宣撫官 の 居る 家屋 目が けて 亂射を 浴びせ かけた。 將兵は 非戰鬪 員の 立山 宣、 撫 

官を庇 はう としたが、 自ら 率先して 唯一 挺の 拳銃 を 振りかざして 屋外に 躍り 出で、 矢庭に 一人 を 

地に 擊ち 倒し 其の 屍 を乘り 越え、 街路に 脱出しょう としたが、 堺 影から 狙撃した 彈の ー彈は 不^ 

にも 立山 宣撫官 の 腹部に 命中、 其の 場に ドッと 倒れて 昏睡 狀 態に 陷 らんと した。 然し 勇敢なる 同 

宣撫官 は 再び 立って 敵の 群る 屋上に 飛び 上り 擊 つて 擊 つて 擊 ちまく り、 血路 を 開き 屋根 を 傅って ^ 

隣接部隊に 到り トラックに 移された。 後刻 命 旦夕に 迫った の を自覺 する や、 微かに 頭 を攘げ 東方 

を 遙拜し ロ遷に 笑を湛 へ た 儘 瞬 目した の であった。 

皇軍が 長驅 して 河北 省 南部の 大名 縣 城に 進撃した 時の ことで ある。 治安 恢復 後 良民が 嬉々 とし 

て，：： の 庇護に 安んじ、 家業に 專 心する 有様 を兑た 同地 方で 有力な 李 匪 首 は 一旦 歸順 したが、 間 

もな く 匪賊 稼業に 轉 向し 始め 遂に は大擧 して 大名 縣を 侵さん とする 形成が 見えた。 其處で 宣撫ェ 

作に 從 事して 居た 第 〇〇 宣撫班 は 一度 歸 順した 匪 首で あるから 其の 蒙 を 啓き、 夭 下の 大勢. を兒る 
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明 さを與 へるなら 苒び. I 順す るで あらう との 確信の 下に、 今 村 班長 以下 一 同 は 唯一 の 武器で ある 

「誠意」 を 以て 之 を 宣撫歸 順せ しめる ことと なり 西 付 集 村の 李 匪の 山寨に 出かけた のであった。 

そして 敵の 歩哨 線 を 通過しょう としたと き、 敵 は 一 齊に 猛射 を 浴せ かけた ので 流石 宣撫官 も已む 

なく 一時 掩護 物に 身 を 潜めた。 其處で 必死と なり ハ ンカチ を 打 振り 李 匪 首に 面 會に來 たもので あ 

る こと を 叫んだ。 此の 兇惡 なる 匪賊の 歩哨に も 宣撫官 の 熱誠が 通じた か、 彼等 は 纏て 銃 を 收め近 

づ いて 來た。 先づ 其の 手始めと して 諄々 として 此の 歩哨 を 說き七 名の 匪賊に 銃を擬 せられ 乍ら 李 

匪 首に 面會 した、 今 村 班長 は持參 して 來た 煙草、 鹽等を 李に 贈って 陣中 慰問 を爲 してから 時代の 

稚移、 皇軍の 威力、 皇軍 出師の 眞 意を說 明し、 苒び 我に 歸順 する こと を說 いた。 斯くて 交 涉を重 

ねる こと 數 回で 李 匪 首 を 說得歸 順 せしめる ことが 出來 たのであった。 

豪 膽大森 宣 撫 官 

敵軍 四十 萬 

世界 戰 史上 未曾有と 稱 せられた 徐州大 包 圍戰は 世界 注視の 內に 五月 十八 日 を 期して 戰鬪 開始 を 

聞く や アツと 言 ふ 間に 南北より 挾擊、 僅かに 數 日を以 つて 彼に 殲滅 的 打 擊を與 へ、 最負 筋の 英佛 


は 勿論、 當の 日本人 を さへ 共の 祌速 挺り に 驚倒せ しめた。 驚いた の は 一般 國民 だけで は 無い r 徐 

州陷落 何時でも ござれ」 と 瀧 海 線 用の 宣傳 ビラに 佈 吿 文に 萬 端の 用意 を 調へ、 手ぐ すね 引いて 待 

ち 構へ ていた 宣撫 本部 すら、 徐州陷 落の 通電を 前にして、 時なら ぬ慌 しさに 喜びの 大 多忙 を 極め 

ざる を 得なかった。 しかし 羅 馬の 成る は 一 日に して 成った のでけ ない。 

^面 華やかに 見える 此の 大勝 利の 裏に は 皇軍 全 體の數 ヶ月に 百 一る 血のに じむ 檬な 苦難 苦行が 績 

けられて ゐ るの だ。 一 兑 徐州陷 落と 直接的の 關 係の 無い 様に 考 へられる 宣： i 班に とっても、 この 

期 11 は 一種の 受難 時代であった。 山 束某縣 の宣撫 班 は、 日に つぐ 徐州 進軍 通過 部隊の 宿舍、 兵糧 

の 幹 旋に歡 送迎に、 連日の 徹夜が 祟り 遂に 惡癘に 冒されて 班員の 大部分が 發 熱して 了った。 發熱 

し 乍ら 暂 闘を鑌 けたので ある。 

それば かりで 無い 「日本軍 は 皆、 徐 州に 進軍して 今や 當縣 城に は數 名を殘 すの みで ある。 共產 

軍 は 此の 手薄に 乘じ。 〇 月 〇 日 を 期して 縣城 ー帶を 奪取す る豫定 である」 とい ふ 誠し やかな デマ 

が 如何に 多くの 良民 を 惑 はし、 我等の 治安 工作 を 妨害し、 經濟 組織 を 得 _亂 し、 親日 縣長を 嫌がら 

せた 事 か。 それらの 逆 宣傳が 大きかった 丈に、 徐 州の 捷報 は 反動的に 意想外の 效菜を 示し、 五月 

十九 曰、 從軍宣 撫班徐 州 工作 開始の 快 一一 ュ ー ス と共に 明朗 北支の 建設に 躍進 的な 段階 を 作った 今 
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日に あって は 寧ろ 快よ い 思 ひ 出と さへ なった が 「忍 辱」 の 當時を 思へば 「忍 辱」 を こそ 常住の 乇 

ット ー とする 我等 も 今更 乍ら 沁々 とした 氣 にならざる を 得ない。 次に 述べん とする 處は、 大勝 利 

； L 一 後のお 話で あるが、 これ も 叉徐州 會戰が 投じた 波紋の 一 つであった。 . 

§^|!^駐屯軍 一 部の 移動 を 知った 山 東 共産 匪 は、 小 瘤に もこの 隙に 乘 じて 卽靈の 奪回 を 企てて ゐ 

たが 小數 精鋭の 皇軍に 睨まれて 手 も 足 も 出す、 遂に 其の 期 を 逸して 了った。 徐州， ほ 落の 報 は 彼等 

に 言 ひ 知れぬ 焦心 を與 へ、 焦心 はやが て 自暴 ほ 菜と 化した。 ャケ になった 彼等の 尖鋭 分子 は 二十 

三日 午前 九 時 三十 分 最も 手薄な 城門より 便衣に 身 を やつして 城內に P 入した。 卑屈な 彼等が 先づ 

目指す は銃劍 なき 戰士 にして 思想 戰の 仇、 宣： i 官の辨 公 處內に は 大森久 治 宣撫官 が 獨り悠 々と縣 

知 _4 ^及 近鄕各 村長 指導に 關 する 腹案 を 立てて ゐた。 「宣 撫官辨 事處は 事情の 許す 限り 守備隊より 

遠距離の 地點に 設ける 事、 銃劍の 影に 民衆 を 怯えさせて はならない」 と 言 ふ大森 氏の 信念が、 こ 

，の 場合 彼等の 乘 する 處 となった。 さていち n 十く 辨公處 に 潜入した 八 名 は大森 氏に 騷 がれる 事 を 恐 

れて かひ そかに 後方. に 迫って 突如 其 の 腕章と 宣撫 官徵 章と を强要 し た。 宣撫官 の 首に は 三 千圓、 

^章と 徽章 一 揃への 代金が 二 千金、 これが 彼等の 賭 金で ある。 グ 生命 は 惜し 金 は 欲し，， 。 の 二  S 

道が 一 千圓の 差額 を 我慢して この 擧に 出で しめたの である。  .  . 


腕章が どんな 風に 利用され るか を 知って 大森氏 は 之に 對し 底力 ある 無言 を以 つて 對 へた。 見え 

ぬ 影に： SI えた 該匪 は、 手 答への ない 氏の 態度に いらだた しさ を 感じつ. 多勢 を 頼んで、 この 二つ 

を もぎ 取らう とか M つた。 素知らぬ顔で 隙 を 伺って いた 同氏 は 徽章に 手が 觸 れんと した 刹那、 一 

喝 ー聲、 やに はに 拳銃 を 放って 敵の 左 大腿部に 一 發を喰 はせ た。 弱敵と 見て 侮り 切って ゐた紅 匪 

はこの 一 擊に 頗る 狼 狼、 一 人は戶 外に 遁れ 様に 氏の 頭部 を 狙って 拳銃 を發 した。 

ハツと 頭部に 大 衝動 を 感 する や、 同氏 は 益- -奮 ひたち、 最後に 逃れん とする 敵 匪の 後頭部 を鐵 

製の 水筒で 亂打 しその 場に 昏倒す るの を見屆 け、 こ. -で 始めて 激しい 苦痛 を 感じた が、 尙も 怯ま 

す 沈着に も 事務所 內を 整理し、 すべての 重要 機密 書類 を燒 却して から 急 を靑. ci? に吿 ぐべ く  (同氏 4 

は健氣 にも 實際 に靑島 まで 行かん と意圖 したので ある) 屋外に 飛び出し 街 上に 散在す る 匪 圑の亂 

射 を 浴び 乍ら 11 兼て か k る 時の 用意に もと 目星 をつ けて 置いた 城壁の 破瓌 個所へ 驀地に 疾走、 

足場 を 求めて 丈餘の 城壁 を攀 登り、 それより 勇 を 鼓し 匐 ふ 様に して 縣道を 南下した が、 折 柄卽墨 

に 急行 せんとして 北上 中の 友軍部隊に 邂逅、 狀況 報告 を 終へ たま- - 其の 場に 昏倒した。 

石 家 莊の礎 


rg; 月 二十 一 日 を 以て 我方に 歸順 せる 金 億 山 軍 は 其の後の 功鑌顯 著なる もの あり、 遂に 認められ 

て 七月 十四日、 新 政府 治安 部に 編入、 皇協軍 石 家莊第 一 師第 一 支隊と 命名 せらる」 

此の 一 本の 電報の 陰に 隱 されて ゐる 幾多 宣： i 官の 血の 慘む やうな 努力 を 讀者は 想像し 得られる 

であらう か。 金 億 山 はもと 京漢線 石家莊 附近に 大勢 力 を もつ 匪賊の 領袖であった。 其の 彼 を歸順 

せしめ 說 得し 進んで 皇軍の 別働隊と して 活躍せ しめ、 遂に 新 政府の 正規軍に 編入させる 迄の 數ケ 

月、 直接 其の 衝に當 つた 宣撫官 の 苦心 は 並大抵ではなかった。 幾多の 努力 玆に 目出度く 實を 結び 

班長 以下 宣撫官 の 満足 想 ふべ し。 曾て 俵 班長 は 次の 如く 當 時の 狀況を 述べた。  7. 

「金 億 山の 問題 も 遂に 治安 部 編入が 內定 する 處 まで 漕ぎつ けました。 單身山 寨に乘 込んで 說得、 - 

やっと 歸順 させて 見る と 一 番 困った の はや はり 給與の 問題でした。 金 億 山 も隨分 切りつ めて やつ 

て ゐた檬 でした が、 何分に も 旗本 千 五 百、 順德 方面の 外様 を 合せる と 一 萬 を 超える のです から 並 

大抵ではありません。 金 億 山の 功績 は 認め、 現在 少々 の犧 牲を拂 つても 彼 を 援助して やる 事が 結 

局將來 の爲に 有意義 だと 思へば こそ 各 關係當 局との 折衝に 奔走 もし、 これ を 養っても らふ 様に し 

ましたが、 若しもの 事が あって は 11 と 中々 複雜な 問題と なって 來 るので す、 . I それでも、 .nl 

分と して はどう かして やらねば ならない、 何 か 多忙の 爲め うっかり 其の 方面 を 疎に すると 直ぐ 心 


ない 部下の 略奪が 始まる のです。 さうな ると 其の 尻 は 直ぐ .01 分に 廻って 「依さん、 約束が 遠 ふ， 

皇協單 が 略奪す ると は …… あんな ものに もう 一 E も 宿舍は 貸せません」 と 村長が えらい 劍 幕で ネ 

ジ 込んで 來る。 僕の 方へ 來 るの はま だよ い 方なん です。 まかりまちが ふと 掠奪 匪贼 として 計 伐 さ 

れる。 かうな ると 又 其の 尻が 自分に 來 ます。 此度は 金 億 山 爺さんが 血相 變 へて 飛んで 来る。 「依 

さん 約束が 違 ふ、 私の 可愛い 部下 を狙擊 して 吳れ ると は 重大な 問題です、 これ ゃ考 へな くち やな 

らん」 と 言ふ譯 です、 彼等 はさう 言 ふ 方面に は 中々 義现 堅い 處が あるんで す。 まあ ざッ とこん な 

調子でした。 小鳥の 中には 一 日 餌 を やらぬ と 駄目に なって 了 ふ 奴が あるが 金 億 山 軍 も 丁度 それみ 

たいな こと もあった のです。 しかしもう 大丈夫です。 臨時政府の 下に 入れば、 「親方、 日の丸」 

と 云ふ譯 です。 第 一 金 億 山の 張り切り 方が 逮ふ、 石家莊 附近の 匪賊 は 自分が 一人で 引受けた と 言 

つて ゐ ます。 この 方面で は 試驗濟 みの 彼等です。 三、 w 百の 少數で 機 關銃を 有する 敗 殘兵千 五 百 

を 蹴散らした 瘦鹿縣 任 村の 激戰 など は督戰 して ゐる 自分が 反って 引 づられ た 形でした よ。 之から 

は 後方 治安 を 彼に 一 任、 一 意專心 縣城內 の明划 工作に 拍車 を かける 積り です」 班長 は 更に 語を繼 

い で 石家莊 附近 に 於け る 宣： i 工作の 情況 を 次の 如ぐ 語 つ た。 

「何とい つても 石 il^ 莊の 様な 大都市で は 知識 麿に 呼び掛ける 事が 第一 です。 旣に靑 年 層、 少年 
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の 叩き直しに は 手 をつ けて ゐ ます。 靑年 宣撫會 (四千 名) 女子 宣撫會 (三百 名) の 組織 も 了へ 堅 

實潑剌 たる 一種 新鮮の 空氣が 市內に 漲って ゐ ますよ。 前者 は 人夫、 物資、， 軍馬の 調達 等、 大いに 

皇軍の 側面 援助 を やらせて ゐ ます。 唯今 は是 等の 中から 更に 優秀な 者 をえ り拔 いて 靑年宣 撫隊、 

女子 宣 撫隊- 少年 宣撫隊 を 結成 中です。 三 ヶ月の 訓練所 生活に 黨 共の 惡夢を サラリ と 洗 ひ 流して 

九月から 中堅 層の 指導に ダンく 乘 出せます。 思想 戰の 新撰 紐です。 さうな ると 僕 は 差 當り近 藤 

勇と 云 ふ 役割になります かな ハ ハ ハ. ハ  少年 宣撫隊 に は 特に 新時代の 農本主義の 敎育を 施 

して ゐ ますが、 僕の 班で は S 君が 此の方 面の 擔當で 宣撫班 獨自の 立場から 近縣の 農業 狀？ れ を調术 9 

して 吳れ てゐ ます。 それによ ると 打繽く 凶作、 戰 禍に拘 はらす、 流石に 未だ 支那 獨特の 融通 性 を 

失って ゐ ない 様です から、 農村 自力 更生の 方針に 基き 共同 工作 や 何 や を 指導して 見ました 處、 可 

成效^ を收 めて 今秋の 收獲は 先 づ樂觀 的です。 かう した 根本的な 救濟 策と 併行して 施米 や 施 粥 を 

隨時 行って ゐ ます。 

僕の 方に は 女子 宣撫隊 がその 方面 を擔當 して ゐま す。 話の 序に 一 言 添へ ますが 日本人の 宣撫 も 

必要で はなから うかと 思 はれる のが 有ります よ。 戰禍の 跡へ 飛び込んで 何かボ II 儲け は 無い かと 

血眼に なって カキ 廻され た 日に は、 宣撫 班の 千の 宣傳も ペチ ヤン コ ですからね。 この 方面 は 尤も 


在留邦人の 認識 も 日に 高まりつ k あります が、 何時だった か 人力車 衝突の 傍杖 を 食って 路傍に 轉 

倒した 子供 を 日本の 兵隊さん が 抱き起して、 わざく 家まで 連れ 屆 けて やった 處、 母親が 非常に 

感激して 子供 同伴で 宣撫 班までお 禮に來 て吳れ ましたよ。 キャラメル を與 へて 歸 してやったら、 

とても、 イソ して 出て 行きました。 少く とも 今日は 二人の 同志 を 得た と 思って、 一日 愉快で 

した。  . 

こんな 例 は チヨ ィく あります。 處 が宣撫 班員が 同じ 様な 事 を やっても、 決して 禮には 參りま 

せん、 宣撫班 はそんな 風に して 吳れ るの が 當り前 だと 思って ゐ るからで すハ ハ、、 、」 俊 班長 は ひ 

こ  ろ よげ に 笑った。  4 
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